国 枝史郎 


木剣 試合 

文政 X 年の 初夏の ことであった。 

すぎなみ のす け 

杉 浪之助 は 宿 を 出て、 両国 を さして 歩いて 行った。 

さ かきば らしき ぶしょう ゆ う 

本郷の 台まで 来たと きで ある。 榊 原 式部 少輔 様の 

お 屋敷が あり、 お 長屋が 軒 を 並べて いた。 

と、 

「ェ— ィ」 

「ィ ャ—」 

という、 鋭い 掛声が 聞こえて きた。 


(はてな？) 

と、 浪之助 は 足 を 止めた。 

(凄い ような 掛声 だが？) 

で、 四辺 を 見廻して 見た。 

掛声 はお 長屋の 一 軒の、 塀の 内側から 来たよう で 

あった。 

幸い 節穴が あつたので、 浪之 助は視 いて 見た。 

六十 歳 前後の 老 武士と、 三十 五六 歳の 壮年 武士と が、 

植 込の 開けた 芝生の 上に 下り立ち、 互いに 木剣 を 構え 

ていた。 

(こり ゃァ いけない) 


と 浪之助 は 思った。 

(まるで こり ゃァ 段違い だ) 

老 武士の 構え も 立派で はあった が、 しかし 要するに 

尋常で、 構えから 見て その 伎倆 も、 せいぜいの ところ 

免許ぐ らい、 しかるに 一 方 壮年 武士の 方の 伎倆 は、 どつ 

ちかと いうと 武道 不 鍛練の、 浪之 助の ような ものの 眼 

から 見ても、 恐ろしい ように 思われる 程に、 思い切つ 

て 勝れて いるので あった。 

それに 浪之 助に は 何となく、 この 二人の 試合なる も 

わざ  うちもの 

のが、 単なる 業の 比較で はなく、 打 物 こそ 木剣 を 用い 

て おれ、 恨み を 含んだ 真剣の 決闘、 そんなよ うに 思わ 


れ てなら なかった。 

豊かの 頰、 二重に くくれた 頤、 本来の 老 武士の 人相 

ひたい かんぺき 

は、 円満で あり 寛容で あるのに、 額 を 癇癖の 筋で うね 

らせ、 眼 を 怒りに 血ば しらせて いる。 

これに 反して 壮年 武士の 方 は、 怒りの 代わりに 嘲リ 

と 憎み を、 切 長の 眼、 高 薄い 鼻、 痩せた 頰、 蒼白い 顔 

色、 そういう 顔に 漂わせながら、 焦心る 老 武士 を 充分 

に 焦心ら せ、 苦しめる だけ 苦しめて やろうと、 そう 思つ 

てで もい るよう に、 ジヮリ ジヮリ と 迫り 詰めていた。 

(やるな) 

と浪之 助の 思った 途端、 壮年 武士の 木剣が、 さなが 


ら水 でも 引く ように、 左り 後ろへ 斜めに 引かれた。 

誘いの 隙に 相違なかった。 

それに 老 武士 は 乗ったら しい。 

一 足踏み 出す と 真っ向へ 下ろした。 

壮年 武士 は 身 を 翻え したが、 横面 を 払う と 見せて、 

無類の 悪 剣、 老 武士の 痩せた 細い 足 を、 打ったら 折れ 

るに 相違ない、 それと 知っていて その 足 を …… 打とう 

とした きわどい 一 刹那に、 

「あれ、 お 父 様」 という 女の 声が、 息詰まる ように 聞 

こえて きた。 

えん 

正面に 立って いる 屋敷の 縁に、 十八 九の 娘が 立って 


いた。 

跣 足で その 娘が 龃け 寄って 来たのと、 老 武士が 木剣 

を 閃め かせた のと、 壮年 武士が 「参った」 と 叫び、 構 

えていた 木剣 を ダラ リと 下げ、 苦笑い をして 右の 腕 を、 

左の 掌で 揉んだ のとが、 その 次に 起こった 出来事で 

あった。 

浪之助 も 塀の 節穴 越しに、 苦笑せ ざる を 得なかった。 

(若い 武士が 打 たれる はず はない。 わざと 勝 を 譲った 

んだ) 

そう 思わざる を 得な か つ た。 

浪之助 は 娘 を 見た。 


柘榴の 蕾 を 想わせる ような、 紅い 小さな 唇が、 娘 を 

初々 しく 気高く していた。 
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「何 だ そのような 未熟の 腕で いながら、 傲慢ら しく 振 

舞う と は」 

こう 老 武士の 窘める ような 声が、 浪之 助の 耳へ 聞 

こえて きたので、 老 武士の 方へ 眼 を 移して 見た。 

娘 を 横手へ 立た せた まま、 壮年 武士と 向かい合い、 

老 武士 は 説いて いるので あった。 

「たとえ どのような 伎 IP があろう と、 世間に は 名人 達 


人が ある、 上越す 者が どれほど でも ある、 増長 慢 にな つ 

てはいけ ない のう」 

こう 云った 時には 老 武士の 声 は、 穏やかに なり 親切 

そうにな り、 顔から も 怒りが なくなつ ていた。 

「第一 わしの ような こんな 老人に、 もろく 負ける よう 

な そんな 伎倆で は、 自慢しょう も 出来ない ではない か。 

すみえ 

のう 澄 江、 そうであろう がな」 

「まあお 父 様 そのような こと …… もうよ ろしいで は ご 

うでまえ 

ざリ ませぬ か …… でも 陣十郎 様のお 伎倆 は、 お 立派の 

ように 存 せられます わ」 

あやめ  ひとえ 

藤と 菖蒲 を とりあわせた、 長い 抉の 単衣が 似合って、 


藤た けて 〔# 「藤た けて」 は 底本で は 「藤た けて 匕 さえ 見 

える その 娘 は、 とりなす ようにそう いうよう に 云い、 

気の毒 そうに 壮年 武士 を 見た。 

壮年 武士の 表情に は、 軽侮と 傲慢と が あるば かりで 

あった。 

しかし 娘に そう 云われた 時、 その 表情 を 不意に 消し、 

「これ は 恐縮に 存じます。 …… いや 私の 伎倆な ど、 ま 

だま だ やくざで ござりまして、 まさしく 小 父 様に 右の 

籠手 を、 一 本 取られまして ござります。 …… 将来 気 を 

つ ける で) J ざり ましょう」 

「さよう さよう それが よろしい、 将来 は 気をつけ 天狗 


にならず、 ますます 勉強 するがよい。 いやお 前にそう 

出られて、 わし はすつ かり 嬉しくな つた。 …… では 茶 

じんじゅ うろう 

でものむ としょう ぞ。 …… 陣十郎 来い、 澄 江 来い」 

好々 爺の 本性に 帰ったら しく、 こう 云う と老 武士 は 

木剣 を 捨て、 屋敷の 方へ 歩き 出した。 

「では 陣十郎 様、 おいでな さり ませ」 

「は」 と 云った が 陣十郎 様と いう 武士 は、 何 か 心に 済 

まない かの ように、 何 か 云い 出そうと する かの ように 

澄 江の 顔 を 凝視す るば かりで、 歩き 出そうと はしな 

かった。 

「澄 江嗪。 …… 澄 江 様」 


「はい、 何で ございます か？」 

「私の 甲 源 一 刀 流、 お 父上の 新 影 流より、 劣って 居る 

とお 思い 遊ばします かな？」 

「いいえ …… でも …… わたくしなどには …… 」 

「お 解りに ならぬ と 仰せられる？」 

「わかりませんで ござります」 

「わからぬ もの は 剣道ば かり か …… 男の、 男の、 恋心 

など も …… 」 

「 …… 」 澄 江の 眼に は 当惑ら しい 表情が 出た。 

「打とうと 思えば 小 父 様な ど、 たった 一 打ち 手間暇 は 

いらぬ。 …… 打たずに かえって 打 たれた は …… 澄 江 さ 


ま、 貴方の ためじ や」 

「  」 

その 時 屋敷の 縁の 上から、 

「おいで、 こら、 何 をして 居る」 

老 武士が 呼んで 手を拍 つた。 

「羊羹 を 切った ぞ。 おいでお いで」 

「はい」 と 云う と 陣十郎 へ 背 を 向け、 澄 江 は そっちへ 

小 走った。 

「ちと 痛い」 と 右の 手 を 揉み、 

お 、- ぼれ 

「あの 老耄、 フ、 フ、 何 を …… が、 澄 江に は 恩 を かけ 

た。 …… この 手で …… 」 


と 口の 中で 眩きながら、 陣十郎 という 若い 武士 は、 

屋敷の 方へ そろそろと 歩いた。 
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(どうに も 変な 試合 だ つ たよ) 

浪之助 はそんな こと を 思いながら、 両国の 方へ 歩い 

て 行った。 

(それにしても ちょっと 美い 娘だった) 

こんな こと を チラ リと 心の 隅で 思い、 独り 笑い を も 

らしたり した。 

年 はま だ 二十 三 歳、 独身で 浪人であった。 


親の代からの 浪人で、 その 父 は浪之 進と いい、 信 州 

たかし ま 

高 島の 家臣で あつたが、 故あって 浪人と なり、 家族と 

もど も 江戸に 出た。 貨殖の 才が ある 上に、 信 州 人 特有 

しまつや 

の儉約 家で、 金 貸な ど を ひそかに やり、 たいして 人に 

も怨 まれない うちに、 相当に 貯めて 家屋敷な ども 買い、 

町内の 世話 をして 口 を 利き、 武士で はあった が 町人 同 

然、 大分 評判の よくな つた 頃、 五 年 ほど 前に ボック リ 

死に、 母親 は その後 三年 ほど 生きた が、 総領の 娘を武 

家 は 厭、 町家の 相当の 家柄の 家へ、 —— という 希望 を 

叶えさせ、 呉服 問屋へ 嫁入らせ、 安心した ところで コ 

ロリと 死に、 後に は 長男の 浪之 助ば かりが 残った。 当 


然 彼が 家督 を 取り、 若い 主人公に なり 済まし、 現在に 

及んで いるので あるが、 この 浪之助 豚児で はない が、 

さりと て 一 躍 家名 を 揚げる ような、 一 代の 麒麟 児で も 

なさそう で、 剣道 は 一 刀 流 を 学んだ が、 まだ 免許に は 

の ぶ ます  つ 

やや 遠く、 学問の 方 も 当時の 儒家、 林 信満に 就いて 学 

ん だが、 学者と して 立つ に は 程遠かった。 

ところが このごろ になって 浪之助 は、 何かド 力— ン 

と 大きな こと を、 何 か ビシッ と 身に 泌 みるよう な こと 

を、 是非 経験した いもの だと、 そんなよ うに 思うよう 

になった。 なまぬるい 生活が つづいた ので、 強い 剌戟 

を 求め 出した と、 そう 解釈して よさそう である。 


袴 無しの 着流しで、 蠟 塗りの 細身の 大小 を 差し、 白 

扇 を 胸の 辺りで パチッ 力せ、 青 簾に 釣 忍、 そんな もの 

が 軒に チラ チラ 見える 町 通り を 歩いて 行った。 

浅 草 観世音へ 参詣し、 賽銭 を 投げて 奥山 を 廻り、 東 

両国の 盛 場へ 来た ときには、 日が 少し 傾いて いた。 

娘 太夫 を 巡って 

両国 橋 を 本 所の 方へ 渡る と、 江戸 一番の 盛 場と なり、 

きつねお やじ 

ことに 細 小路 一 帯に は、 丹 波から 連れて来た 狐 爺 と 


か、 河童の 見世物と か 和蘭陀 眼鏡と かそん ないかが わ 

しい 見世物 小屋が あって、 勤番 武士と か、 お上りさん 

とか、 そういう 低級の 観客の 趣味に、 巧みに 迎合 させ 

きょ くご ま 

ていた。 講釈 場 も あれば 水芸、 曲独楽、 そんな ものの 

定席 もで きていた。 

曲独楽の 定席の 前まで 来て、 浪之助 はちよ つと 足 を 

止めた。 

しばらく 思案 をした ようで あつたが、 木戸銭 を 払つ 

て 中へ 入った。 

こんな ものへ 入って 曲独楽 を 見て、 口 を 開けて 見と 

れる という 程、 悪趣味の 彼で はない ので あつたが、 以 


わざ 

前に ここの 娘 太夫で、 美貌と 業の 巧い のとで、 一時 両 

国の 人気 を 攫った、 本名お 組 芸名 源 女そう いう 女と 妙 

な 縁から、 彼 一 流の 恋をした。 ところが 今から 一 年 ほ 

ど 前に、 不意に その 女が 居 なくなった。 悪 御家人の 悪 

足と 一緒に、 駆落ち したの だとい う 噂が あったり、 養 

母に 悪い のがつ いていて 長 崎の 異人へ 妾 に 売った の 

と、 そんな 噂が あったり したが、 とにかく 姿を消して 

しまった。 浪之助 は 妙に その 女に は、 かなりの 執着 を 

持って いて、 姿を消された その 当座 は、 ちょっと 寂し 

く 感じたり し、 もう その 女が いなくな つた 以上、 そん 

な 曲独楽 なんか 見る もの かと、 爾来より つき もしな 


かった が、 今日は 彼の 心の中に、 昔な つかしい 思いが 

萌 えた。 そこで、 木戸 をく ぐった ので ある。 

桟敷と 土間 も かなりの 入りであった。 

舞台に は 華やかな 牡丹 燈 籠が、 一 一基が ところ 立てて 

うしろ  かな 

あり、 その 背後に は 季節に 適わせた、 八橋の 景が 飾つ 

て あり、 その 前に 若い 娘 太夫が、 薄 紫 熨斗目の 振袖で、 

かみしも  ふくぞうり 

金糸 銀糸の 剌繡 をした 袴 、 福 草履 を 穿いた おきまり 

の 姿で、 巧みに 緦を さばいて いた。 

「おや、 あり や ァ源女 じゃァ ないか」 

驚いて 浪之助 は 口の 中で 叫んだ。 

娘 太夫 は 源 女のお 組、 それに 相違ない からであった。 


瓜実顔、 富士額、 薄い 受ロ、 切 長の 眼、 源 女に 相違 

ない のであった。 ただ 思いな しか 一年 前より、 痩せて 

おとろ 

衰 えてい るよう であった。 

(舞い戻つ てこの 席へ 出た ものと 見える) 

ゆうぜん 

油然と 恋心が 湧いて 来た。 

(逢って 様子 を 聞きたい もの だ) 

その 時 源 女が 昔ながら のと はいえ 少し 力の 弱い 声で、 

こ ま 

「独楽 は 生 独楽 生きて 廻る」 と、 口上 を 節 づけて 述べ 

出した。 

「網 も生緦 生きて 動く。 …… 小 だめし は 返り 来の 独楽、 

緦を 離れても 慕い、 翻飜 として 飛び 返る。 ャ— ハツ」 


と 云った かと 思う と、 右手の 振袖が 渦 を 巻き、 瞬間 縛 

が宙に ほぐれ、 差し渡し 五寸も あるら しい、 金 蒔絵 黒 

ほ  うな 

塗り 銀 心棒、 朱色 渦巻 を 胴に 刻った 独楽が、 唸り をな 

して 舞い 上り、 しばらく 宙に 漂うよう に 見えた が、 あ 

だか も 生ける 魂あって、 すでに 源 女に 手繰られ ている、 

絹、 麻、 髪 を 絢い まぜて 造った、 鼠色に 見える 緦を目 

掛け 追 うかのよ うに 寄って 来た。 

と、 源 女 は 右手 を 出した。 

てのひら 

その 掌 に 独楽 は 止まった。 

グ ルリと 掌 を 裏返した。 

逆さに なった まま 掌に 吸いつ き、 独楽 は 森々 と 廻つ 


ている。 

どっと 喝采が 見物の 中から 起こった。 

しかし どうしたの かその 一刹那、 ポタリと 独楽が、 

掌から 落ち、 源 女 は 放心で もした ように、 桟敷の 一 所 

を 凝 然と 見詰めた。 
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恐怖が その 顔に 現われて いる。 

(どうしたんだろう？) と 驚きながら、 源 女の 見詰め 

ている 方角へ、 浪之助 も 眼 を やった。 

(や) とこれ も 驚いた。 


そこに、 桟敷に、 見物に まじって、 榊 原 式部 少輔様 

のお 長屋の 庭で、 老 武士 を 相手に 試合 をして いた、 陣 

十郎 という 壮年 武士が、 舞台 を 睨む ように 見て いるで 

はない か。 

単なる 浪之 助の 思いな しばかりで なく、 陣十郎 の 眼 

と 源 女の 眼と は、 互いに 睨み合って いるよう であり、 

源 女が 独楽 を 掌から 落とし、 放心した ように 茫然と し 

たの も、 陣十郎 の 姿 を 認めた からで あると、 そんなよ 

うに 思われる 節が あった。 

(一 一人の 間に は 何 か あるな) 

そんなよ うに 思われて ならなかった。 


「弘法に も 筆の あやまり、 名人の 手から も 水が 洩れる、 

生 独楽 を 落としました 源 女 太夫の あやまり、 やり直し 

は 幾重に も ご 用捨 …… 」 

床から 独楽 を 拾い上げ、 顫え を 帯びた 含み声で、 こ 

ぅテレ 隠しの ように 口上 を 述べ、 源 女が 芸を 続け 出し 

たの は、 それから 直ぐの ことであった。 

これが かえって 愛嬌に なった か、 見物 は 湧き もしな 

かった。 

その後 これと いって 失敗 もな く、 昔ながら に鮮 かに、 

源 女 は 独楽 を 自由自在に 使 つ た。 

一 基の 燈 籠に 独楽が 投げ込まれる や、 牡丹が 花弁 を 


しへ き  ろうそく 

開く ように、 燈籠は 紙 壁 を 四方に 開き、 百 目 蠟燭を 露 

出させ、 焰の 先から 水 を 吹き出し、 つづいて もう 一基 

の燈 籠の 中から、 独楽が 自 ずと 舞い 上り、 それ を 源 女 

が 手へ 戻した 途端、 そのもう 一基の 燈 籠も、 紙 壁 を 開 

き 水 を 吹き出した。 この 最後の 芸を 終えて、 悠々 と 源 

女が 舞台から 消える と、 見物 達 は 拍手 を 送った。 

浪之助 は 小屋 を 出て、 裏木戸の 方へ 廻って 行った。 

「久しぶり だな、 爺つ あん」 

木戸 口にいた # さんへ、 こう 浪之助 は 声をかけた。 

お- P じ 

「へい」 と 木戸番の 爺 は 云った。 

「これ は 杉 様で、 お 珍しい」 


「たっしゃで いいな、 一年ぶ り だ」 

「旦那 様 もお たっしゃの ご 様子で」 

「源 女が 帰って 出演て いるよう だな」 

「よくご 存知で、 ほんの 昨今から」 

「ちょっと 源 女に 逢いたい の だが」 

「さあさあ どうぞ」 と 草履 を 揃えた。 

心 付 を 渡して 草履 を 突つ かけた。 

「源 女さん のお 部屋 は 一 番 奥で」 

「そうかい」 と 浪之助 は 歩いて 行った。 

書 割 だの 大道具 だのが 積み重ねて ある、 黴臭い 薄暗 

のれん 

い 舞台裏 を 通り、 並んで いる 部屋々々 の 暖簾の 前 を 通 


り、 一番 奥の 部屋の 前へ 立った。 

長い 暖簾 を 掲げて 入った。 

衣装 籠に 寄り かかりながら、 袴 を さえ 取ろうと も 

せず、 源 女 はグッ タリと 坐って いた。 

「お 組、 わし だ」 と 浪之助 は 云った。 

と、 源 女 は 閉じて いた 眼 を、 さも だるそう に 細目 を 

あけた が、 

「浪之 助 様。 …… 存じて 居りました」 

そう 云つ てまた も 眼 をと じた。 

衰弱して いると 云っても よく、 冷淡で あると 云って 

もよ い、 極めて 素気ない 態度であった。 


立った まま 坐リ もせず、 そういう 昔の 恋人の、 源 女 

の 様子 を 眺めながら、 浪之助 は 意外 さと 寂し さと、 多 

少の 怒りと を 心に 感じた。 
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「知ってい たと は 9  何 を 知って？」 

「桟敷に お居で なされました こと を」 

眼 をと じた まま 云う のであった。 

「では 舞台で 観て いたの か」 

「ええ」 と 源 女 は 眼 を あけた。 

「浪 之助康 がお 居で になる。  そう 思って 見て 居リ 


ました」 

「ふむ」 と 浪之助 は 鼻で 云った。 

「ただ それだけ か。 え、 お 組」 

「  」 

「一年ぶ りで 逢った 二人 だ。 浪之助 様が お居で になる 

と、 ただそう 思って 見て いただけ か」 

少し 愚痴と は 思 つ たが、 そう 云わざる を 得な か つ た。 

その かみ  いっしょ 

なるほど 二人の 往昔の 仲 は、 死ぬ の 生きる の 夫婦に 

なろう のと、 そういつ たような 深い 烈しい、 燃え立つ 

ような 仲ではなかった。 とはいえ 双方 好き 合い 愛し 

合った。 恋であった ことに は 疑いな く、 しかも 争い を 


したので もな く、 談合 づ くで 別れた ので もな く、 恋 は 

続いて いたのであった。 そうだ、 続いて いたので あつ 

た。 それ だのに 女 は 一言 も 云わず、 別れましょう とも 

切れましょう とも、 何とも 云わずに 姿を消し、 今日 迄 

消息し なかった ので ある。 さて、 ところで、 今 逢った 

と、 そのような 冷淡な ので ある。 

愚痴 も 厭味 も浪之 助と して は、 云い 出さない ではい 

られ ないで はない か。 

で、 そう 云って 睨む ように 見詰めた。 

「それに さ、 いかに 心 持が、 わしから 冷やかに なって 

いるに しても、 坐れ とぐらい 何故 云って くれぬ」 


いかさま 浪之助 はま だ 立って いた。 

これに は 源 女 も 済まなく 思った か、 

「どうぞ」 と 云う と 水玉 を 散らした、 友 禅の 坐 蒲団 を 

押し やった。 

坐った が 心が 充 たされず、 尚 浪之助 は 白い 眼で、 源 

女の 顔 を まじまじと見た。 

源 女 は 又も 眼 を 閉じて、 衣装 籠に 身 を もたせて いた。 

眼の 縁辺り が 薄く 隈取られ、 小鼻の 左右に 溝が 出来、 

見れば 意外に 憔悴 もして い、 病んで でもい るよう に疲 

せて 〔# 「疲 せて」 は ママ〕 もいた。 

(ひどく 苦労 をし たらしい) 


そう 思う と浪之 助の 心 持が 和み、 女 を 憐れむ 情愛が、 

胸に 暖かく 流れて 来た。 

「お 組、 いままで どこに いたの だ？」 

「旅に …… 旅に …… 諸方の 旅に」 

「旅 を 稼いで いたと いうの か？」 

「いいえ。 …… でも …… ええ 旅に。 …… 」 

言葉が 濁り 曖昧であった。 

「旅 はいず こ を …… どの 方面 を？」 

「どこと 云って、 ただ あちらこちら を」 

「ふむ。 …… 一 座 を 作って？」 

「いいえ、 一人で …… でも 時々 は …… 一座 を 作っても 


居りました」 

やはり 言葉が 濁る ので あ つ た。 

「なぜ それにしても 旅へ 出ます と、 わしに 話して はく 

れ なかった の だ」 

「  」 

源 女 は 返辞 をし なかった。 

睫毛が 顫え 唇の 左右が、 痙攣 をした ばかりであった _ 

窓から 西 陽が 射し 込んで 来て、 衣桁に かけて ある 着 

替えの 衣装の、 派手な 模様 を 照らして いた。 

二三 度 入り口の 暖簾 を かかげて、 一座の 者ら しい 男 

や 女 やが、 顔 を 差し込んで 視 いたが、 訳 あるら しい 二 


人の 様子 を 見る と、 入ろうと もせず 行って しまった。 

「陣 十郎と いう 武士 を 知っている かな？」 

話 を 転じて 浪之助 は 云った。 

と、 源 女 は 首 を もたげた。 
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みずし な 

「陣 十郎—  陣 十郎—  水品陣 十郎—  

あなた こそ どうして あの 男 を！」 

そう 云う と 源 女 は のしかかる ように、 衣装 籠から 身 

を 乗り出した。 

恐怖と 憎悪と が あからさまに、 パッと 見開いた 眼に 


あった。 

凄じい と 云っても いいような、 相手の 態度に 圧せら 

れて、 浪之助 はかえ つて たじろいだ。 

さ つ き 

「いや わし はた だほん の …… それ も 偶然 先刻 方 …… 

榊 原 様のお 長屋で …… 試合 をして いたの を 通りかかつ 

て …… だが その 男が 桟敷に いたので …… 」 

「ただ それだけで ございま すか」 

源 女 は 安心した ように、 そう 云う と 鉢 をグッ タリと 

させ、 衣装 籠へ また 寄り かかった。 

そうして 眼 を 閉じ 黙って しまったが、 やがて 浪之助 

へ 云う というより、 自分自身へ 云うよう に、 譫言の よ 


うに 眩いた。 

「陣 十郎、 水 品 陣十郎 …… 何と 云おう、 悪鬼と 云おう 

か …… あの 男の ために まァ妾 は …… これまで どんな 

に、 まあ どんなに …… 苦しめられ 苦しめられ たこと 

だま  す  ぉぴ 

か—  騙され 賺 かされ 怯 やかされ、 旅で さんざん 

苦しめられた。 …… こんなに したの は あの 男 だ。 妾 を 

こんなに、 こんなに したの は—  病人に、 白痴に、 

片輪 者に—  先生、 お助け 下さ リ ませ—  で 

も 妾 はどう あろうと、 あれ を どうと もして 思い出さな 

けり ゃァ …… でもお 許し 下さり ませ、 思い出せな いの 

でございます」 


不意に 源 女 は 節 をつ けて、 歌うよう に 云い 出した。 

「ちちぶ のこお リ 

おがわ むら 

へ みさ まに わの 

ひのきの ね 

むかし は あ つたと いう ことじ や 

いま はか わ つ て せんのう ま 

ご ひゃくの うまのう まか い の 


まぐ さの やま や 

そこなしの 

かわの なか じの いわむろの 

…… さあ その後 は 何とい つた かしら ヮ  思い出 

せない 思い出せない。 …… そうして あそこ は どこ だつ 

たかしら 9  山に 谷に 森に 林に、 岩屋に 盆地に 沼 

に 川に、 そうして 滝が あつたか もしれ ない。 

大きな お 屋敷 もあった はず だが。 …… そうして まる 

しゅてん どうじ 

で 酒顚童 子の ような、 恐ろしい お爺さん がいた はず だ 

が。 …… 思い出せない、 思い出せない。 …… 」 

顔 を 上向け 宙へ眼 を やり、 額に 汗 を にじませて、 何 


か 思い出 を迪 るよう に、 何 か を 思い出 そうとす るよう 

うわごと 

に、 源 女 は 譫言の ように 云う のであった。 

癲癇の 発作の 起こる 前の、 痴呆 状態と でも 云うべき 

ちが 

であろう か、 そういう 源 女の 顔 も 姿 も、 い つもと は異っ 

て 別人の ように 見えた。 

浪之 助は魘 われた ように ゾ ッ とした。 

と、 不意に 前 のめりに、 源 女 は 畳へ 突っ伏した。 

つかれ 

精根 をす つ かり 疲労 させられ たらしい。 

「お 組」 と 仰天して いざ リ寄リ 浪之助 は 抱き起こした 

「しっかり おし、 心 をた しかに！」 

その 時 背後から 声が かかった。 


「源 女 殿い つもの 病気で ござる か」 

驚いて 浪之助 は 振り返って 見た。 

いつ 来た もの か 三十 五六の 武士が、 眉 を ひそめな が 

ら 立って いた。 
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ぼうがん 

額 広く 眉 太く、 眼 は 鳳 眼と いって 気高く 鋭く、 それ 

でいて 愛嬌が あり、 鼻 はあくまで 高かった が、 鼻梁が 

太いので 険しくな く、 仁 中の 深いの は徳の ある 証拠、 

唇 は 薄くな く 厚くない。 程よ いけれ ど、 大形であった。 

色が 白く 頰が 豊かで、 顎 も 角 ばらず 円味 づ いていた。 


身長 は 五 尺 五六 寸 もあろう か、 肉 付 は 逞しく あった 

けれど 贅肉な しに 引きし まっている。 髪 は 総髪の 

おおた ぶ さ  もと どリ  こむらさき 

大髻 で、 髻 の 紐 は 濃紫 であ つ た。 黒の 紋 付に 同じ 

むぞリ 

羽織、 白 博 多の 帯 をし め、 無 反に 近い 長め の 大小の、 

柄 を 白糸で 巻いた の を 差し、 わざと 袴 をつ けて いない 

の は、 無造作で 磊落で 瀟洒の 性質 を さながらに 現わし 

ている と 云って よろしく 白 博 多の 帯と 映り 合って、 羽 

織の 紐が 髻と 同じ、 濃紫で あるの は 高尚であった。 

そういう 武士が 立って いた。 

と 見て とって 浪之助 は、 思わず 「あ ッ」 と 声 を 上げ 

抱えて いた 源 女 を 放した かと 思う と、 四 五 尺が ところ 


後へ、 にり、 膝へ 手 を 置いて かしこまって しまった。 

武士の 何者か を 知っている からであった。 

川 越の 城主 三十 五 万 石、 松 平 大和 守の 家臣であって、 

知行 は 堂々 たる 五百石、 新 影 流の 剣道 指南、 秋 山 要 左 

衛 門の 子息で あり、 俠骨 凌々 たると ころから、 博徒 赤 

尾の 磯五郎 を 助け、 網 張 出入な どに 関係した あげく、 

わざと 勘当され て 浪人と なり、 江戸へ いでて 技 を 磨き、 

みゆき 

根 岸 御行の 松に 道場 を 設け、 新 影 流 を 教授して 居り、 

年齢 は 男盛りの 三十 五、 それでいて 新 影 流 は 無双の 達 

人、 神 刀 無念 流の 戸ケ崎 熊太郎 や、 甲 源 一 刀 流の 辺 見 

多四郎 や、 小 野 派 一 刀 流の 浅 利 又七郎 や、 北辰 一 刀 流 


まくち ゆう 

の 千 葉 周 作 等、 前後して 輩出した 名人 達と、 伯仲 〔# 

ルビの 「はくちゅう」 は 底本で は 「はちゅう」 ：- の 間に あつ 

あきやま ようすけ まさか つ 

たという、 そういう 達人の 秋 山 要 介 正 勝！ 武士 は 実 

に その 人な のであった。 

勿論 浪之助 はかって これ 迄、 秋 山 要 介と 話した こと 

もな く、 教え を 受けた こと もなかつ たので あるが、 そ 

れ ほどの 高名の 剣豪で あつ た、 江戸に 住居す る 武士と 

いう 武士 は、 要 介 を 知らない 者 はなく、 そういう 意味 

で、 浪之助 も、 諸方で 遥拝して 知っていた のであった。 

そういう 要 介が 現われた ので ある、 かしこま つたの 

は 当然と いえよう。 


かしこまった 浪之 助の 様子 を 見る と、 要 介 はかえ つ 

て 気の毒 そうに、 微笑 を 浮かべ 会釈 をした が、 さりと 

て 別に 何とも 云わず、 仆れ ている 源 女へ 近寄って 行き、 

片膝つ くと 手 を 延ばし、 源 女の 背 を 撫でながら 云った。 

「源 女 殿、 要 介 じ や。 いつもの 発作が 起こられ たか」 

そう 云った 声が 通じた と 見える、 源 女 は 顔 を 上げて 

要 介 を 見た が、 

「先生！」 とやに わに 鎚リ ついた。 

「陣 十郎 が！ 水 品 陣十郎 が！」 

「陣 十郎 が？ どうな された？」 

「桟敷に いました！ 妾に つき 纏い！」 


「  」 

要 介の 顔色 もに わかに 変わ つ た。 

「彼、 悪鬼、 江戸まで 来た か！」 

「先生！」 

「大丈夫」 と 要 介 は 云った、 

「ついて 居る、 わしが、 大丈夫 じ や」 

「はい ：：： 先生—  でも 妾 は—  恐ろしい、 

恐ろしい、 恐ろしい！」 

「自分で 自分 を 苦しめて はいけ ない。 …… 自分で 自分 

を 恐れさせ てはいけ ない。 …… 秋 山 要 介が 付いて 居 

る」 


剣鬼と 剣聖 

俺の 長く いる 場所で はない、 こう 思って 浪之 助が そ 

の 部屋 を 出た の は、 それから 間もなくの ことであった。 

書 割 や 大道具の 積んで ある 間 を、 裏木戸の 方へ 歩い 

て 行った。 

と、 何 かなしに ゾッ とした。 

で 四辺 を 見廻して 見た。 

書 割が 積んで ある その 横手の、 薄暗い 一 所に 水品陣 


十郎 が、 刺す ような 眼 をして こちら を 見て いた。 

「あ」 と 浪之助 は 自分ながら 馬鹿な、 と 云うよ リも臆 

病 千万な、 恐怖に 似た ような 声 を あげ、 足 を 釘 づけに 

してし ま つ た。 

まわ リ 

陣十郎 という 男の 身の 周囲 を、 殺気と いおうか 妖気 

といおう か、 陰 森と した ものが 取り巻い ていて 近寄る 

もの を 萎縮させる。 

—— そんなよ うに 一 瞬 思われ もした。 

(馬鹿な) と 自分で 自分 を 嘲け リ、 浪之助 は 足 を 運ん 

だ。 

とはいえ 陣十郎 の 前 を 通る 時 も、 通り過ぎた 時 も 恐 


ろしかった、 不意に 切り付けられ はしないだろう かと、 

そんなよ うに 思われて ならなかった 〔# 「ならなかった」 

は 底本で は 「なからなかった 匕。 

その 浪之 助が 小石 川 富 坂 町の、 自分の 屋敷へ 戻ろう 

として、 お茶の水の 辺り を 歩いて いたの は、 初夜 をと 

うに 過ごして いた 頃で、 源 女の 小屋 を 出ても 気に かか 

る こと や、 愉快で ない ことが 心に あつたので、 その 心 

を 紛らそう として、 貝頭属 にして いる 小 料理屋で、 時刻 

を 過ごした からであった。 

お 組 はどうした というの だろう？ 病気に は 相違な 

さそう だが、 何とい う 変な 病気なん だろう。 秋 山 要 介 


というよ うな、 余りに も 有名な 人物と、 非常に 親しく 

している よう だが、 どこで どうして そうな つたの か？ 

水 品 陣十郎 という 悪鬼の ような 男、 あの 男 もお 組 や 秋 

山 要 介と、 深い関係が あるよう だが、 その 関係 は どん 

なんだろう？ 

(ど つちみ ち 今日は 変な 日 だ つ た) 

浪之助 はそんな こと を 思いながら、 まだ 酔って いる 

熱い 頰を、 夜に 入って 青葉の 匂い を 増した、 さわやか 

な 風に 吹かせながら、 樹木 多く 人家 無く、 これが 江戸 

内 かと 疑われる ほど、 寂しい 凄い お茶の水の 境地 を、 

微吟 しながら 歩いて 行 つ た。 


遅く 出た 月が 空に あつたが、 樹木が 繁 つてい るた め 

に、 木 洩れの 月光が そこ ここへ、 光の 斑 を 置いて いる 

ばかりで、 あたり は ほとんど 闇であった。 

不意に 行 手で 閃めく ものが あり、 悲鳴が それに 続い 

て 聞こえた。 

ギヨ ッ として 浪之助 は 足 を 止めた。 

(切られた らしい) と 直感され た。 

(横へ 逸れて 行って しまおう か) 

ふと そんな 気 も 起こった が、 町人と は 違い 武士で 

あった。 

(卑怯な) と 思い返して 走って 行った。 


香具師 II そ れも 膏薬 売ら し い 、 膏薬 箱 を 胸 へ かけ 

た 男が、 右の 胴から 血 を 流し、 その 血の 中に 埋もれて 

居り、 そうした 死骸 を 見下ろしながら、 一 人の 武士が 

その 前に 佇み、 一人の 女が その 横にいて、 血 刀 を 懐紙 

で 拭って いると いう、 凄惨 無慈悲の 光景が、 巨大な 棒 

のように 射して 来て いる 木 洩れの 月光に 照らされて、 

浪之 助の 眼に 映った。 

フ— ッと 気が 遠くな りそうで あつ た。 

そう、 浪之助 はもう 少しで、 気 を 失って 仆れ そうに 

なった。 

「貴殿のお いで を 待って いました」 


水 品 陣十郎 がそう 云った。 
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血 刀 を 女に 拭わせて いる 武士、 それ は 水 品 陣十郎 で 

あった。 

「拙者 水 品 陣十郎 と 申す、 浪人で ござる、 お見知り 置 

き 下され」 

現在 人 を 殺して 置いて、 本名 を 宣る膽 の 太 さ、 あら 

ためて 浪之 助の 怯えて いる 心 を、 底の 方から 怯 やかし 

た。 

「は あ」 とば か リ浪之 助 は 云った。 


それ 以上 は 云う こ ともなく、 そう 云った 声 さえ 顫え 

ていた。 

「 …… ソ、 その 者はヮ  その 死骸 は？」 

さすがに それだけ は 浪之助 も 訊いた。 

「拙者 ただ今 討ち果し たもの じ や」 

「は あ。 …… さようで …… 何の 咎で ？」 

「裏切りい たした 手下 ゆえ」 

「は あ」 

「憎むべき は 裏切り者。 …… 言行一致 せざる 奴。 … 

…」 

「は あ」 


こ 貴； 源サ 
れ殿； 女 、 
とと； のさ 
云 源 ； 部よ 


か，，，，， 

？ 源 小 杉ス失 
L 女石浪 、ネし 
の 川 之 杉 な 
小 富助浪 せ 


ら 貴殿の ご 姓名 は？」 

之 助。 …… 」 

すま い 

殿。 …… お 住居 は？」 

坂 町。 …… 」 

屋で 今日 午後、 お 眼に かかった こと ご存知 

う。 …… 存じ 居ります」 

屋へ 行かれました な？」 

し 

女との 関係 は？」 

つて、 问も ござらぬ。 …… 一年 前に、 ただ 


ちょ つ と …… 」 

「さよう か」 と 陣十郎 は 疑わし そうに、 刀の 切 先の よ 

うに ギラ ギラ 光る、 氷の ように 底 冷たい 眼 を、 じっと 

浪之 助の 顔へ 注いだ が、 

「秋 山 要 介 殿 源 女の 部屋へ、 今日 参って 居られた が、 

貴殿と 秋 山 殿と の 関係 は？」 

「何でも ござらぬ、 ただ今 日、 はじめて あそこで お 逢 

いしたまでで。 …… 」 

「しかと 左様 か。 偽り は ござる まいな」 

「何の 偽り。 …… 真実で ござる」 

まるで 吟味で も 受けて いるよう だ。  浪之助 はに 


わかに 不快に なり、 自分の 如何にも 生地の ない ことに、 

かわず 

腹立たし さ を 感じ はした が、 蛇に 魅入られた 蛙と で 

も 云おう か、 陣十郎 という 男に 見詰められて いると、 

手 も 足 も 出ない ような 恐怖 感に、 身 も 魂 も 襲われる の 

であった。 

ちの リ 

女に 血潮 を 充分に 拭わせ、 やがて 陣十郎 は悠々 と、 

刀 を 鞘に 納めた が、 

「拙者 貴殿に 悪い こと は 申さぬ、 深い 因縁がない と あ 

れば、 いよいよ もって 幸いで ござる、 源 女と も 秋 山 要 

介と も 今後 決して 関係つけ なさるな」 

「は あ。 …… しかし …… それ は …… 何故に。 …… 」 


「さよう さ、 拙者が 好まぬ 故」 

「  」 

おしつ よ 

何とい う 図太い 我儘だろう。 何とい う 押 強い 要求 だ 

ろう。 —— そうは 思った が 浪之助 は、 それに 反抗して 

否と 云い 切る だけの、 力 を 持つ ことが 出来なかった。 

で、 じっと 黙って いた。 

「わけても 源 女と 関係な されて は ^ 可ない。 …… いか 

がで ござる、 よろし ゆう ござる か」 

「  」 

「よろしい、 承知な された そうな。 …… 念のため 貴殿 

にお 訊ねいた すが、 貴殿、 源 女の 歌う 不思議な 歌 を、 


耳に した こと ござる かな？」 

こう 云つ て 探る ように 睨む ように 見た。 

(あの 歌の こと だな) と 浪之助 は 思った。 
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(ちちぶ のこお り、 おがわ むら、 へみ さまに わの ひの 

きのね) 

この 歌の こ とだなと すぐ 思った。 

しかし 聞いた とそう 云ったら、 どんな 目に 逢わされ 

るか 知れた もので はない、 こう 思った ので 浪之助 は、 

「いや」 と 簡単に 否定した。 


「聞かない、 よろしい。 それ は 結構。 …… そこで 貴殿 

に 申し上げて 置く、 今後 決して 聞いて はならぬ。 よし 

んば 例え 聞く ことがあっても、 決して その 意味 を 解い 

て はならぬ。 …… よろし ゆう ござる か、 浪之助 殿」 

「よろし ゆう ござる」 と 浪之助 は 云った、 仕方がない 

から 云った のであって、 その実 彼 はそう いわれた ため、 

かえって その 歌に 含まれて いる 意味 を、 解いて やろう 

と 決心した くら いであった。 

こういう 問答 をして いるう ちに も、 今 は 血 刀 を 拭い 

終えて、 陣十郎 の 横手に 佇んで、 爪楊枝 を嚙 みながら、 

二人の 問答 を 上の空の ように、 平然と 聞き流し ている、 


女の 姿 を 観察した。 

三十 がらみ の 年恰好で、 櫛 巻に 髪 を 結んで 居り、 絞 

くろじゅす 

りの 単衣に 黒糯 子の 帯、 塗りの 駒下駄 を 穿いて いる。 

腰の 辺りに 得 も 云われない、 毒々 しい 迄の 色気が あつ 

た。 顔 は 整いす ぎる ほど 整って いたが、 鼻が ひときわ 

高かった ので、 ここで 一点 ぶちこ わして いた。 毒婦 型 

に 嵌まった 凄艷の 女！ そう 云えば 足りる 女であった。 

パ チリと 女 は 腕 を 打った。 どうやら 藪 蚊が 刺した 

らしい。 左の 腕の 肩まで 捲った。 月光に 浮いて 見えた 

いれずみ 

の は、 べッ タリ 刻ら れた剌 青であった。 

(凄い な) と 浪之助 は ヒャリ とした。 


(陣 十郎 とはいい 取り合わせ だ) 

「念の為に 申し上げて 置く」 

重々 しい。 ねつと りと した。 威嚇的の 声で、 陣十郎 

がその 時 云った。 

「貴殿 拙者に 食言 い た せば、 ， J ， J に斃れ ている この 男 

のよう な、 悲惨な 運命と なりましょう。 よろし ゆう ご 

ざる かな、 浪之助 殿」 

云 い 云い 指で 膏薬 売 を さした。 

「  」 

無言で ゴック リと唾 を 飲んで、 ただ 浪之助 は 頷いて 

見せた。 


つま 

「よろしい、 では、 お別れい たす。 …… お 妻 行こう」 

「あい、 行きましょう」 

月光の 圏内から 遁れ 出て、 二人 は 闇に 消えて しまつ 

た。 

小間使に 下女に 老婆に 老僕に 若党の 五 人 を 召使に 持 

くらし 

ち、 広い 庭 を 持った 立派な 屋敷に、 気儘に 生活て いる 

浪之 助の 身分 は、 なかなか 悪くない と 云って よかろう。 

翌日 は 昼頃まで グッ スリと 寝、 起きる と 物臭 さそう 

に 顔 を 洗い、 小 綺麗な 小間使お 里の 給仕で、 朝 昼 兼帯 

の 食事 をし、 青 簾 を 背後に 縁へ 出て、 百合と 蝦夷菊と 


の 咲いて いる 花壇 を、 浪之助 は ぼんやり 眺めながら、 

きのう 

昨日 一 日に 起伏した 事件 を、 どう 統 一 したら よかろう 

かと、 一 つ は 暇、 一 つ は 興味、 一 つ は 自分の 将来に、 

多少 関係 あると ころから、 ム ッッリ 思案して いると こ 

ろへ、 

「旦那 様、 ご 来客で ございます」 と、 小間使が 知らせ 

て 来た。 

「誰 だ？」 と 浪之助 はうる さそう に 云った。 

「秋 山 要 介 様と 仰せられました」 
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泉水 築山な どのよ く 見える、 風通しの よい 上等の 客 

間へ、 秋 山 要 介 を 慇憝に 通し、 茶菓 を 備え 歓待し、 こ 

れ ほどの 高名の 人物に よって、 訪問され たことの 喜び 

やら、 恐縮 やら、 光栄 やら を 感謝し いしい、 浪之 助が 

謹まし く 応対した の は、 それから 間もなくの ことで 

あった。 

うけた ま 

貴殿と 源 女との 以前の 関係 を、 昨日 源 女より 承 

わった。 そうして 昨日 水 品 陣十郎 が、 どこ やらのお 長 

屋の 庭に おいて、 誰 やらと 試合 をして いたの を、 貴殿 

御覧に なられた と、 そう 源 女に 仰せられ たそうな、 そ 

のお 長屋が どこに あるか、 それ をお 知らせに あずかり 


た く、 拙者 参上 いたした ので ござる と 磊落な 調子で 要 

介 は 云った。 

「陣 十郎の 現在の 住居 を、 是非とも 承知いた したいの 

で」 

こう 要 介 は附け 加えた。 

さかきば らしき ぶしょう ゆう 

「本 郷の榊 原 式部 少輔 様の、 お 長屋の 一軒で ござい 

ました」 と、 浪之助 は あの 時 見た 一 部 始終 を 話した。 

「何人のお 長屋で ござりました かな？」 

「さあ それ は、 うっかり 致しまして、 確かめませんで 

ござり ましたが、 よろしくば 私 ご 案内いた し」 

「 忝け のう 〔# 「 忝 けのう」 は 底本で は 「 恭 けのう 匕 ご 


ざる、 では 遠慮なく、 夕景 にで もな りましたら、 散策 

かたがた ご 同行 を 願い …… 」 

「かしこまりまして ござります。  ところで  」 

と 浪之助 は 言葉 を 改め、 昨夜 お茶の水の 寂しい 境地で、 

その 水 品 陣十郎 に 逢い、 一種の 脅迫 を 受けた こと を 話 

した。 

じっと 聞いて いた 要 介 は、 次第に その 眉 を ひそめた 

，、ゝ 、 

力 

「彼の 兇悪 まだ 止まぬ と 見える。 …… まことに 恐る ベ 

き は 彼の 悪 剣 …… 」 と 独 言の ように 眩いた。 

「先生、 悪 剣と 申します は？」 と、 浪之助 は 探る よう 


に 訊いた。 

要 介 はしば らく 沈黙した まま、 泉水の 鯉が 時々 刎ね 

て、 水面へ 姿 を 現わして、 そのつど 霧の ような 飛沫 を 

上げ、 岸に 咲いて いる 紫 陽ぬ の 花が、 その 飛沫に 濡れ 

たの か、 陽に 艷 めいて 見える さわやかな 景へ、 鋭い 瞳 

を 注いで いたが、 

「柳 生 流の 『車ノ 返シ』 甲 源 一 刀 流の 『下手 ノ切』 こ 

の 二 法 を 並用した らしい、 彼 独特の 剣 技で ござる」 

こう 云って 浪之助 を 正面から 見詰めた。 

その 眼 を まぶし そうに 外しながら、 

「しかし 先生な どの 腕前から すれば、 陣十郎 の 腕前な 
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いかぬ。 …… 一 年 前に 上 州 

道場に おいて、 偶然 彼と 逢 

合い ましたが …… 」 


「拙者 は 面 を 取り ましたが」 

浪之助 は 黙って しまった。 

当代 剣豪 十 人 を 選んで、 日本の 代表的 人物と したら、 

当然 その 中に 入るべき 人物、 秋 山 要 介 正 勝 ほどの 人が、 

相打ちに なった というから は、 彼 水 品 陣十郎 という 男、 

伎倆 は 伍 格と 見なければ ならな い。 

(そんなに 出来る 男な のかな ァ) 

噓 のように 思われて ならなかった。 
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用意して 置いた 酒肴 を 出した。 


「はじめて 参った のに この ご 歓待、 要 介 少な か らず恐 

縮に 存 ずる」 

こう 云いながら も 遠慮せ ず、 悠々 と盃を 重ねる 態度 

が、 明朗で あり 闊達で あり、 先輩 も 後輩 も 無視して い 

て、 真に 磊落で ぁリ 洒落であって、 しかも 本来が 五 百 

まず 

石 取りの、 先 は 大身の 家柄の、 御曹司で ある 品位 は 落 

とさず、 浪之 助に は 慕わしくて ならなかった。 

「陣 十郎の その 悪 剣、 何と 申す 名称で ござ リま すか？」 

浪之助 はそう 訊いて 見た。 

「逆の 車と 申して おり ましたよ。 勿論 邪道の 悪 剣 ゆえ、 

正当の 名称 は ござらぬ が、 彼 自身 勝手に 附け たものと 


見えます。 …… まずこう 中段に 太刀 を 構える」 

こう 云いながら 要 介 は、 白扇 を 取る と グッと 構えた _ 

一 尺 足らずの 獲物ながら、 名人の 構えた 扇であった、 

浪之 助に は その 扇が、 差しつ けられた 白刃より 凄く、 

要 介の 鉢が それの 背後に、 悉皆 隠れた かの ように 思 

「と、 こう グ —— と左斜 に、 太刀 を 静かに 引く ので ご 

ざる」 

云い 云い 要 介 は 扇 を 引いて 見せた。 

「さながら 水の 引く が 如く。 …… 云う 迄 もな く 誘いの 

隙 じ や。 …… 誘いの 隙 じ やと 知りながら も、 百 人が 百 


人 それに 乗り、 一 歩 踏み出す か 打ち込む かする。 …… 

と、 その 機先 を 素早く 制し …… 柳 生の 業車ノ 返シ、 そ 

いつで こう一 旦 返す」 

扇をク ルリと 下 返しに 返した。 

「ハツと 相手が 動揺した 途端、 間髪を入れず 下手 ノ切、 

甲 源 一 刀 流の 下手 ノ切 …… 」 

こう 云う と 要 介 は 左 膝の 辺りまで、 扇 を 引き付けて 

八 双に 構え、 すぐに 刎ね 返して 掬い 切り をした。 

「こいつで 来る のじ や、 さよう こいつで。 …… 下れば 

足、 上れば 胴、 もう 一段 上れば 顎へ 来る …… 必ずやら 

れる、 必ず 切られる」 


「しかし そのよう に 解って 居り ますれば、 その 術 を 破 

る 方法が、 いくら も あるよう に存 ぜられ ますが」 

「それが 無い、 こいつが 業 じ や。 …… 分解して 云えば 

今の ようで は あるが、 分解 も 何も 差し許さず、 講釈 も 

何も 超越して、 序破急 を 一 時に 行なう と 云おう か、 天 

地 人 三才 を 同時に やる と 云おう か、 疾風迅雷 無 一 一 無 三、 

敵ながら 天晴れと 褒めた くなる ほどの、 真に 神妙な 早 

業で、 しかも 充分の ネ バリ を もって、 石火の 如くに 行 

なわれ て は、 ほとんど 防ぐ に 術が 無い」 

「は あ」 と 浪之助 は 溜息 をした。 

「恐ろしい 業で ござり まするな」 


「恐ろしい 業 じ や、 恐ろしい 悪 剣 じ や。 …… 爾来 拙者 

苦心に 苦心し、 あの 悪 剣 を 破ろう ものと、 考案 工夫 を 

いたしお るが …… 」 

「考案お つきに なり ませぬ か？」 

「彼の あの 時の 太刀 さばきが、 いまだに 眼 先に チラ ッ 

ィ ていて、 退き ませぬ よ、 消え ませぬ よ」 

「は あ」 とまた も 浪之助 は、 溜息せ ざる を 得なかった _ 

それにしても 昨夜 お茶の水で、 陣十郎 に 脅迫され た 

時、 反抗し ないで よい こと をした、 変に 反抗で もしよ 

う ものなら、 逆ノ 車で ズンと 一 刀に、 切リ仆 されて し 

ま つたこと だろう。 


浪之 助に はそう 思われた。 

一 一人 は盃を 重ねて 行った。 

いっか 夕暮 となって いて、 庭の 若 竹の 葉末 辺りに、 

とち 

螢の 光が 淡く 燈 されて いた。 
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酒に 意外に 時 を 費し、 二人が 屋敷から 立ち 出で たの 

は、 相当 夜の 更けた 頃であった。 

「あま リ 早く 出かけて 行って、 その 屋敷の あた リをま 

いまい し、 陣十郎 に 目 付けられで もしたら、 面白くな 

いこと になる、 おそい 方が よろし ゆう ござる」 と、 要 


介 はそう 云 つて かえつ て よろこんだ。 

家に いる 時 も 外へ 出てから も、 どういう 因縁から 源 

ちかづき 

女のお 組な どと、 先生に はお 懇意 〔# ルビの 「ちかづき」 

は 底本で は 「ちかず き 匕 になり ました か？ お 組のう 

たった 不思議な 歌の 意味、 あれ はどうな ので ござり ま 

す？ 何が 故に 水 品 陣十郎 は、 先生 やお 組 を 狙う ので 

すかと、 浪之助 はいろ いろ 要 介に 対して、 訊きたい こ 

とがあった けれど、 一 つ は 昨夜 陣十郎 によって、 そう 

いう ことに 触れて はならぬ と、 威嚇され たのが 身に 泌 

みてい、 一 つ は 要 介 その 人 も、 そういう ことに 触れら 

れる こと を、 好んで いないよ うに 思われた ので、 つい 


浪之助 は 訊き そ びれ てし まった。 

こうして 本 郷の榊 原 様の、 お 屋敷 地 辺りまで やって 

来た。 

屋敷町 は 更ける に 早く、 ほとんど人の 通りな どなく、 

家々 の 門 は 差し固められ、 甍が 今夜 も 明かな 月夜、 そ 

の 月光に 照らされて、 水に 濡れた ように 見える ばかり 

であった。 

「先生、 このお 屋敷で ございます」 と、 浪之助 はお 長 

屋の 一 軒の 前で 立った。 

二百 石 取り か 三百 石 取り か、 相当 立派な 知行 取りの、 

お 長屋で ある こと は 構えで 知れた。 


板塀が 高く かかって い、 その上に 植込みの 横ゃ朴 が、 

葉 を 茂らせて かかって い、 その 葉が これ も 月の 光に 

い ぶ しぎ ん 

燻 銀 のように 薄光って いた。 

「表門の 方へ 廻って 見ましょう」 

こう 云って 要 介が 先に 立ち、 二三 間 歩み を 運んだ 時、 

けたた ま 

消 魂し い 叫 声が 邸内から 聞こえ、 突然 横手の 木戸が 開 

き、 人影が 道へ 躍り 出た。 

一 人の 武士が 白刃 を 下げ、 空いて いる 片手に 一 人の 

女 を、 横抱きに して 引つ 抱えて い、 それ を 追ってもう 

一 人の 武士が、 これ も 白刃 を 提げて、 跣 足の まま 追つ 

て 出て 来た。 


「汝—  待て—  極 重 悪人」 

追って 出た 若い 武士の 叫びであった。 

「お 兄 様—  お 兄 様！」 

抱えられて い る 娘 は 悲鳴 を あげた。 

「陣 十郎 だ！」 とその 瞬間、 要 介 は 叫んで 足 を 返した。 

娘 を 抱えて いる 武士が 紛ぅ方 もない、 水 品 陣十郎 で 

あるから であつ た。 

陣十郎 は 躊躇した らしく、 一瞬間 立ち止まった。 

背後から 若い 武士が 追って 来る、 行 手に は 二人の 武 

士 がいる。 何方へ 走ろうかと 躊躇した らしい。 

そこへ 追いつ いた 若い 武士 は、 


かたき 

「父上の 敵、 くたばれ 悪漢！」 

声 諸共 切り込んだ。 

「切れ —— ッ」 と 差し出し たの は 娘の 鉢！ 

「あ ッ」 とば かり あやうく も、 白刃 を 三寸の 宙で 止め。 

「人 楣とは 汝 卑怯者！」 

「お 兄 様お 兄 様 妾 もろとも、 陣十郎 を 切って お 父 様 

の 敵 を！」 

すみえ 

叫ぶ 娘の 澄 江 をグッ と、 再び 抱え込んだ 陣十郎 は、 

二人の 武士に 向い 威嚇的に、 白刃 を振リ 廻し 叱咤した。 

「退け！ 邪魔す るな！ 致さば 切る ぞ」 

駆け抜けよう とする その 前へ、 両手 を 拡げて 要 介 は 


立った。 
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まなこ くら 

「眼 眩んだ か 水品陣 十郎！ 拙者が 見えぬ か 秋 山 要 

介 だ！」 

「なに 秋 山？」 とタ ジタジ 〔# 「タジ タジ」 は 底本で は 

「タヂ タヂ匕 としたが、 

「いかにも 秋 山！ ゥ —— ム 南無 三！」 

おのれ 

「事情 は 知らぬ が 日頃の 悪業、 邪 は 汝 にある は 必定！ 

ここ は 通さぬ、 組み 止める ぞ—  」 

途端に 背後の 若い 武士が 叫んだ。 


「我々 兄妹 はこの 家の 者、 榊 原 家の 家臣で ござって、 

しぎ さわ もん ど 

拙者 は 嶋澤主 水と 申し、 妹 儀 は 澄 江と 申す。 それなる 

しるべ  かか：： 'うど 

男 は いささかの 縁辺、 最近 我が家の 寄宿 者と なり、 我 

等 養い 居りました ると ころ、 わずかの ことより たった 

今し方、 われらが 父庄 右衛門 を 殺し、 ご覧のと おり 妹 

力 ど わ 力 

を 誘拐し、 遁れ ようとい たし 居リ まする。 承 わります 

ればご 貴殿に は、 ご 高名の 秋 山 先生との 御 事、 助太刀 

お願いい たします る」 

「心得て ござる」 と 要 介 は 云った。 

「そうな くと も 水 品 陣十郎 に 対し、 拙者 従来 確執 ござ 

る。 討って 取らねば ならぬ 奴、 まして 貴殿 ご 兄妹の 


敵と ありまして は、 いよいよ もって 見遁し 難い。 … 

…助太刀た しかに 承知いた した。 …… 貴殿 そなたより 

切って かかられよ。 拙者 組み 止めお 引き渡す。 …… 浪 

之 助 殿、 貴殿 も 共々」 

「承知し ました」 と 浪之助 も 云って、 本来 は 小胆で あ 

る 彼で はあった が、 傍らに は 要 介が 居る ことで はあり、 

そうでなくても こういう 場に 臨めば、 そこ は 武士で 義 

俠の血 も 湧き、 勇気 も 勃然と 起こる もので あり、 やに 

わに 刀 を 引き抜いた。 

腹背 敵 を 受けた ばかり か、 その 中の 一 人 は剣聖 とも 

いうべき、 秋 山 要 介 正 勝であった。 剣鬼の ような 水 品 


陣十郎 も、 進退 谷 まった と 知ったら しい、 突立った ま 

ま 居 縮んだ が、 抱えて いた 澄 江 を 地へ 下す と、 肩を片 

足で グッと 踏みつけ、 大上段に 刀 を 振り 冠り、 

「秋 山 氏 か、 久々 に 御意 得た。 いかにも 貴殿の 云われ 

かたき 

ると ぉリ、 拙者と 貴殿と は 敵 同志、 と 云う よりも 競争 

相手、 討つ か 討 たれる か 行く 道 は 一 つ、 しょせん は 命 

の 遣り取り する 間、 ここで 逢った も 因縁で ござろう、 

勝負 承知、 逃げ隠れ はしない。 …… 主 水、 主 水、 嶋澤 

おのれ 

主 水、 汝 に対して も 云い 分 はない、 いかにも この 方汝 

の 父親、 庄 右衛門 を 武士の 意地で、 今し方 切って すて 

たは 確か だ、 親の 敵に 相違ない 善悪 正邪 を 論じたなら、 


五分の 理屈 はこつ ちに も ある。 が、 云うまい 理屈 は 嫌 

いだ！ 悪人に 徹底しょう ぞ。 ワッハ ッ ハツ、 拙者 は 

悪人！ 悪人なる が 故に 義理 はいらぬ。 そこで 恋しい 

女が あれば、 理不尽で あろうと 奪って 逃げる。 そこで 

澄 江 を 奪った のよ。 悪人で あれば 人情 は 無益、 こっち 

の 命の あぶない 瀬戸際、 そうな つて は 恋 女 も 情婦 もな 

い、 人質、 人楣、 生ける 贄、 土足に かけて この 有様 だ！ 

かかれ 秋 山、 かかれ 主 水！、 一寸と 動かば 振り 冠った 

刀、 澄 江の 上に 落ち かかる ぞ よ！」 

悪人の 本性 を 如実に 現わし、 左右に 向かって こう 喚 

くや、 月光に ドギッ ク振リ 冠った 刀 を、 上げつ 下げつ 


切る 真似 をして、 陣十郎 は 心 よげ に 笑った。 

切歯 はした が 澄 江の 命が あぶない、 要 介 も 主 水 も か 

かり かね、 足ず り をして 躊躇った。 
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が、 その 時 澄 江が 叫んだ。 

「躊躇 は ご 無用 妾 を 殺して、 陣十郎 をお 討 取り 下さ 

リ ませ。 …… まず この 如く！」 と 繊手 を 揮った。 

「ヮ ッ」 と 陣十郎 が 途端に 叫び、 飛び退く と 刀 を 肩に 

担ぎ、 不覚に も 一方へ よろめいた。 

そ - 」 を 目掛けて、 


ニーつ になれ！」 と、 切り込ん だは 主 水の 刀であった。 

音！ 

鏘 然と 一 合 鳴った。 

陣十郎 が 払った ので ある。 

と 見て取って 翻然と、 要 介 は 無手で 躍り かかった。 

<w< 光！ 

斜に 一 流れした。 

陣十郎 の 横な ぐり だ。 

が、 何の 要 介が、 切られて なろう か 飛び違った。 

そこ を 一 一度 目に 切り込んだ 主 水！ 

またも 鏘 然と 音が して、 陣十郎 の 払った 刀の、 切 先 


が 延びて 主 水の 股へ！ 

「あ ッ」 

主 水が 地に 仆れ た。 

かん ざし 

「お 兄 様！」 と 簪 を 逆手に、 それで 陣十郎 の 足の甲 

を 突き、 機先 を 制した 澄 江が 叫び、 地 を 這って 主 水へ 

近寄った。 

「今 は 憎さが！」 と吼 えながら、 何とい う 残虐 陣十郎 

は、 澄 江の 背 を 拝み 打ち！ 

切ろうと した 一刹那 風 を 切って、 浪之 助の 投げた 石 

飛礫が、 陣十郎 の 額へ 来た。 

「チェ 1 ッ」 


片手で 払い落とした 隙 を、 ドッと あてた 鉢に あた 

要 介の 精妙の 鉢 あたり を 食らい、 もん どり 打って 二 

間の 彼方へ、 毬 のように 飛ばされた 陣 十郎！ とはい 

え 彼 も 鍛えた 鉢 だ 、 飛燕 の 軽 さ 飛び起き る や、 這 い 廻つ 

ている 主 水の 傍 を、 矢の ように 龃け 抜けて 一 散に 脱 

兎！ 

「待て！」 と 要 介 は 追つ かけた が、 

「浪之 助 殿、 貴殿 は 居残り、 主 水 殿と 澄 江 殿 を 介抱な 

されい！」 

「かしこまりました」 


「頼む」 と 云いす て、 要 介 は 韋駄天 追つ かけた が、 こ 

の 辺りの 地理に 詳しい 彼、 陣十郎 は どこへ 行った もの 

か 露路か 小路へ 逃げ込んだ らしい、 既に 姿 は 見えな 

かった。 

くぐ リ 

が、 この頃から 物音に 驚き、 お 長屋の 窓 や 潜 門が 開 

き、 人々 が 顔 を 出し、 

「どうしたの だ？」 

「火事 か？」 

「盗賊 か？」 

などと、 口々 に 罵った。 

要 介 は そこで、 大 音に 叫んだ。 


わざ わ 、， 

「悪漢、 嶋澤 家に 禍 いたし、 この 界隈に 隠れ 居り ま 

す。 お出合い 下されお 探し 下され」 

「行け」 「探せ」 と 人々 は 叫び、 追つ 取り 刀で 走り出し 

て 来た。 

「向こう だ」 

「いや、 こっちで ござろう」 

四方の 露地 や 小路に 駆け込み、 あそこ かこ こかと 探 

し 廻った。 

次から 次、 屋敷から 屋敷へ と、 この 騒動 はすぐ に 伝 

波し、 家中の 武士、 夜 廻りの 者、 若党、 仲間な どが 獲 

物 を 携え、 ここの 一画 を 包囲して、 陣十郎 を 狩り立て 


た。 
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向こうで も 人声が し、 こちらで も 人声が した。 疑心 

暗 鬼から 味方 同志 を、 敵と 間違え 声 を 上げたり、 「居た 

ぞ」 と 叫んで 追って 行き、 それが 知り合いの 同僚 だつ 

たので、 ドッと 笑う 声が した。 

いつの 間に か 敵 は 一人で はなく、 大勢で あるよう に 

誤伝され たらしく、 あそこの 露 路に五 人 居ました ぞ、 

勘兵衛 殿のお 長屋の 塀に 添って、 三人 抜刀して 居り ま 

した ぞ などと、 不安そう に 云い 合ったり した。 


辻 を 人影の 走って 行く のが 見えたり、 屋敷の 庭の 松 

の 木な どに 登って、 様子 を 窺って いる 人影な ども 見え 

た。 

と 一 つの 人影が、 月光 を 避けて 家の 塀の 陰 を、 それ 

したや 

から それと 伝わって、 この 一画から 遁れ 出て、 下 谷の 

方 へ 行こうと する らしく、 ぞろぞろと 歩いて 行く のが 

見えた。 

ほかならぬ 水 品 陣十郎 であ つ た。 

もと どリ 

髻 が 千切れて バラ バラに なった 髪 を、 かき 上げ も 

せず 額に かけ、 庄 右衛門 を 切った 血 刀 を、 袖の 下へ 隠 

しながら、 跣 足の ままで 歩いて いた。 


辻 を 左 へ 曲が つ た 途端、 

「出た —— 」 

「やれ！」 

剣 光！ 足音！ 

五 人の 武士が 殺到して 来た。 

「  」 

無言で サ —— ッ。 

「ギヤ —— ッ」 

「ヮ ッ」 

仆れ た。 

生死 は 知らず 二人の 武士 は 仆れ、 三人の 武士 は 一 散 


に 逃げた。 

そうして ここの 地点から、 陣十郎 の 姿 も 消えて いて、 

霜の 下りた ような 月光の 中に、 のた うってい る 二人の 

負傷 # が、 地面 を 延びつ 縮みつ していた。 

くろ 

中 山 右近 次と 伊丹 佐 重郎、 その 両家に 挟まれた、 黒 

い 細い 露 路の中 を、 この頃 陣十郎 は 歩いて いた。 

さすがの 彼 も 疲労した らしく、 時々 よろめいたり 立 

ち 止ま つたり した。 

丁字形の 辻へ 出た。 

左右 前後 をう かがって から、 右の 方へ 歩いて 行った。 

と、 一人の 夜 廻りら しい 男が、 六尺 棒 を ひつ さげて、 


石材の 積んで ある 暗い 陰から、 鷺足 をして 忍び 出て、 

陣十郎 の 後 を 追った。 

足 を 払おうと したので あろう、 そろそろと 六尺 棒 を 

横に 構え、 膝 を 折り 敷く とヒュ  ッと、 一 揮！ 瞬 

間にもう 一 つの 人影が、 これ は 材木の 立て かけて ある 

陰から、 小 鬼の ように 躍り 出た。 

「ヮ ッ」 

クル クルと 六尺 棒が、 宙に 刎ね 上って 旋回し、 夜 廻 

り は 足 を 空に して、 丸太の ようにぶ っ仆れ た。 

陣十郎 は はじめて 驚き、 前へ 二 間 ほど 速に 飛び、 そ 

こで ヒラリ と 振り返つ て 見た。 


一 人の 男が 地に 仆れ てい、 その 傍らに 一 人の 女が、 

あいくち 

血に ぬれた 匕首 を 片手に 持ち、 片手で 衣装の 裾 を かか 

げ、 月光に 白々 と 顔 を 浮かせ、 その 顔 を 気味 悪く 微笑 

させ、 陣十郎 の 方 を 見詰めて いた。 

「陣 十郎 さん、 あぶなかった ねえ」 

「誰 だ。 …… や、 貴様 はお 妻」 

「惨婦 を 忘れち や 仕方がな いよ」 

「うむ。 …… しかし …… どうしたんだ」 

「そいつ ァ こっちで 云う こと さ。 …… 一体 こいつ ァど 

うしたん だえ」 

「どうしたと 云って …… やり 損なった のよ」 


「そうら しいね、 そうら しいよ。 …… それにしても ャ 

キが 廻った ねえ」 

o 

「ャキ が 廻った と、 莫迦 を 云うな、 人間 時々 しくじる 

こと も ある。  それ はそうと お前 はどうして？」 

ときわ 

「ここへ 来た かとい うの かえ。 …… 下 谷の 常 磐で 待ち 

合わそうと、 お前と 約束 はした けれど、 気になつ たの 

で 見に 来る と …… 」 

「この 騒動で 驚いた か」 

「それで 物陰に かくれて いると、 この 夜 廻りが 六尺 棒 


でお 前の 足 を 払おうと したので …… 」 

「飛び出して グッサ リ横ッ 腹 を か」 

「とんだ 殺生 をして しまった のさ」 

「お蔭で 俺 は 助かった」 

「わたし ゃァ お前の 命の 恩人、 これから 粗末に しな さ 

んな」 

「と 早速 恩に かけ か」 

「かけても よかろう 礼 を 云いな」 

「いずれ ゆっくりと 云う としょう」 

「その ゆっくりが 不可ない ねえ」 

「そうだ、 ゆっくり は 禁物 だ。 …… どうと もして 早く 


ここ を 遁れ。 …… しかし 八方 取り まかれて しまった」 

「いい ことがある、 姿 を 変えな」 

「姿 を 変えろ？ どうす るの だ？」 

「夜 廻りの 野郎の 衣装 を剝ぎ …… 」 

「成程 こいつ ァ 妙案 だ」 

物陰に ズルズ ルと夜 廻りの 鉢 を、 陣十郎 は 引っ込ん 

で、 自分 も 物陰へ 隠れた が、 出て 来た 時には 陣十郎 の 

姿 は、 武士から 夜 廻りに 変わって いた。 大小 は 脇腹へ 

呑んだ と 見え、 鍔の 形 だけ ふくらんで 見えた。 

「さてこう やって 頰 冠り をし、 お前と いう 女と 手 を 取 

り 合ったら、 ドサ クサ まぎれの 蚯落 者と、 こう 見られ 


まい もので もない の」 

「あたし ゃァ ちょ つ と 役不足 さ」 

「贅を 云うな。 …… さあ 行こう」 

歩き 出した ところへ 四 五 人の 武士が、 

がら 近寄って 来た。 

「待て」 

「へい」 

「何者 だ」 

「ごらんの 通りで …… お 見遁し を」 

「う ふ、 そうか、 おっこち 同志 か」 

「へい」 


「行け」 

「ごめんな すって」 

「これ、 待て 待て」 

「何で. j ざいます」 

「物騒な 殺人者が 立ち 廻って いる ぞ。 用心 をして 行く 

vr ヽヽ I 

力 レレ」 

「 —— へい、 ご 親切に、 ありがたい ことで。 ：•：• 」 

三月が 経ち 初秋と なった。 

甲 州 方面から 武 州へ 入る に は、 大 菩薩 峠を越し 丹 波 

おうめ  おおぎ まち や たかはぎ むら  さか どじ ゆく 

川に 添い、 青梅から 扇 町 谷、 高 萩 村から 阪戸 宿、 高阪 


宿と 迪 つて 行く の を もって、 まず 順当と してよ かった。 

この 道筋 を迪 りながら、 一 人の 若い 武士と 一 人の 娘 

とが、 旅 やつれしながら 歩いて いた。 

しぎ さわ もん ど  すみえ 

嶋澤主 水と 澄 江と であった。 

父の 敵 水 品 陣十郎 を 目つ け、 討ち取って 復謦 しょう 

という、 敵討ちの 旅な のであった。 

主 水と 陣十郎 との 関係 は？ 

またいとこ 

従々 兄弟と いう 薄い ものであって、 あの 時から おお 

よそ 三 力 月 ほど 前に、 飄然と 嶋澤 家へ 訪ねて 来て 話 を 

聞いて 見れば、 成程 そんな 親戚 もあった と、 ようやく 

記憶に 甦え つたく らいで、 世話す る 義理な どない ので 


あつたが、 寛大で 慈悲 深い 庄 右衛門 は、 そういう こと 

に は こだわらず、 陣十郎 の 懇願に まかせ、 家へ 寄食 さ 

せて 世話 を 見て やった。 

敵 討の 旅 

これが 大変 悪かった。 

はじめの うち は 陣十郎 も、 猫 を 冠って 神妙に してい 

たが、 次第に 本性 を 現わして、 出て は 飲み、 飲んで は 

酔って 帰り、 酔って 帰って は 武芸の 自墁 をし、 生右葡 


ならずもの 

門 や 主 水の 剣法 を、 児戯に 等しい と 嘲ったり、 不頼漢 

らしい 風儀の 悪い 男女 をし げしげ 邸へ 出入 させたり、 

そのうち 娘の 澄 江に 対して 横恋慕の 魔手 を 出し はじめ 

た。 

澄 江は庄 右衛門の 実の 娘で はなく、 一  人 子の 主 水と 

配 妻 わす 目的で、 幼児から 養って 来た 娘で あり、 この 

頃庄 右衛門 は 隠居 届け を 出し、 主 水と 澄 江と を 婚礼 さ 

せ、 主 水 を 代わりに 御前へ 出そうと、 心 組んで いた 折 

柄だった ので、 陣十郎 の 横恋慕 は、 家内 一般から 顰蹙 

された。 

自然 冷遇され るよう にな つ た。 


冷遇され るに 従って、 いよいよ 陣十郎 は 柄 を 悪く し、 

ますます 庄 右衛門 や 主 水の 剣法 を、 ロ穢く 罵った。 そ 

こで とうとう 腹に 据え かね、 あの 日庄 右衛門 は 庭へ 下 

り 立ち、 陣十郎 と 立ち合った。 立ち合って 見て 庄右衛 

門 は、 広言 以上に 陣十郎 の 剣法が、 物凄い ものである 

こと を 知り、 内 心胆 を 冷やした が、 娘の 澄 江が 仲に 入つ 

たため、 意外に も 陣十郎 から 勝 を 譲られた。 しかし 庄 

右衛門 は 考えた。 この 恐るべき 悪 剣法 者 を、 このまま 

屋敷に とめ 置いて は、 我家の ためになる まいと。 そこ 

で その 日 茶 を 飲みながら、 それとなく 退去 を 命じて し 

まった。 


これが 陣十郎 の 身に こたえた。 

彼と して は 勝 を ゆずった ので あるから、 今後 は 厚遇 

される であろう、 そうして 勝 を ゆずった の は、 澄 江が 

出現した からで、 澄 江の ために ゆずった ので ある。 だ 

から 今後 はお そらく 澄 江 も、 自分に 好意 を 持つ だろう 

と、 そんなよ うに 考えて いたと ころ、 事 は 全然 反対と 

なった。 

さかうらみ 

そこで 小人の 退怨！ そういう 次第なら と 悪心 を 

亢 ぶら せ、 翌夜 不意に 庄 右衛門 を 襲い、 寝所で これ を 

切り 斃し、 悲鳴に 驚いて 出て 来た 澄 江 を、 得たり とば 

かりに 引つ 抱え、 これ も 物音に 驚いて、 出て 来た 主 水 


を あしらい あしらい、 戸外へ 走り出て 遁れ ようとした- 

と、 意外な 助太刀が 出た。 

秋 山 要 介 ゃ浪之 助で あつ た。 

そこで 澄 江 を 手放した あげく、 身 を 持て 遁れ 行方 不 

明と なった。 

こうな つて 見れば 主 水と して は、 なすべき 事 は 一 つ 

しかなかった。 

かたきうち 

4S お 口  ！ 

そう、 これ だけであった。 

そうしき 

父の 葬式 を 出して しまう と、 すぐに 敵 討のお 許し を 

乞うた。 


「よく 仕 れ」 と 闊達 豪放の 主君、 榊 原 式部 少輔様 は 

早速に 許し、 浪人 中 も 特別 を 以て、 庄 右衛門 従来の 知 

行 高 を、 主 水に 取らせる という 有難き 御靛、 首尾よく 

本望 遂げた 上 は、 家督相続 知行 安堵と いう 添 言葉 さえ 

賜った。 

わたくし 

「お 兄 様 妾 も 是非に お供 を」 

いよいよ 旅へ 出る という 間際にな つて、 こう 澄 江が 

云い 出した。 

「お 父上が 陣十郎 に 討 たれました。 その 原因の 一 半 は、 

妾に あるので ござり ますから」 

こう 澄 江 は 主張す る のであった。 


「女 を 連れての 敵 討の 旅、 それ はなるまい」 と 主 水 は 

拒んだ。 

「主君への 聞こえ、 藩 中の 思惑、 柔弱ら しくて 心苦し 

い」 

こう 云って 主 水 は 承知し なかった。 

みやぎ の  きょうだい 

「宮城 野、 しのぶ は 女ば かり、 姉妹 二人で 父の 敵 を、 

討ち取った では ござり ませぬ か」 

2 

だから 私達 兄妹 二人で、 父の 敵 を 討ち取った ところ 

で、 不思議 はない というの であった。 


そういう 澄 江の 心の中に は、 自分 達 二人 は，^ 婚で 

ある、 良人と なるべき 主 水が 旅へ 出、 敵 を 捜索す ると 

なれば、 幾年 かかる かわからない、 その 間 寂しい 家に 

籠って、 イラ イラして 帰リを 待って いるより、 自分 も 

未熟と はいいながら、 田 宫流小 太刀の 教授 を 受け、 そ 

の 方で は 目録 を 取って いる、 まんざら 迷惑の 足 手 まと 

いと はなるまい、 その上 殺された お 父 様 は、 義理 深い 

しゅ ラと 

養父で あり、 かつ は 舅 父と なる 人であった、 実の 父親 

へ 尽くす よりも、 もっと 尽くさなければ ならない お 方 

だ、 そのお 方が 一半 は 妾の ために、 あのような 御 最期 

をお 遂げに なった、 どうで も 自分と して は 敵 を 討ちた 


い、 それに お母様 は 数年 前に 死なれ、 残って 孝養す る 

必要 はない、 かたがた どうで も 主 水と 一緒に、 旅へ 出 

たいとい う 考えが、 濃く 強く あるので あった。 

主 水と しても 拒絶 はした ものの、 実は 一緒に 旅へ 出 

て もよ い、 なろう ことなら 一 緒に 行きたい と、 そう 思つ 

ている のであった。 行く行く は 夫婦になる 二人で ある、 

その 一人 を 家へ 残して 置いて、 帰 期の 知れない 旅へ 出 

る、 幸い 敵に 巡り合っても、 返り討ちに ならない もの 

でもない、 そういう 旅へ 出て 行く こと は、 心に かかる 

限りで ある。 二人 一緒に 行ったなら、 苦しい 時に も悲 

しい 時に も、 分け合って 慰め 合える ではない か。 足 手 


まといになる どころ か、 妹 は 小 太刀で はかなり の 使い 

手、 現に あの 夜 あんな 場合に、 簪を 抜いて 男の 急所、 

陣十郎 の 足の甲 を 突いて、 急難 を 免 がれた ほどで ある。 

敵陣 十郎 はどう かとい うに、 甲 源 一刀 流で は 剣鬼の よ 

うな 使い手、 自分の ように 新 影 流で、 ようやく 仮免許 

を 受けた ような 者と は、 段違いの 名人で ある。 自分 一 

人で は 討つ に 難い、 せめて 妹が 側に あれば —— だから 

一緒に 旅に 行きたい、 そう 願って いるので あつたが、 

一 藩の 者から うしろ 指 を さされ、 あれ 見よ 嶋澤主 水 こ 

そ は、 親の 敵 を 一人で は 討てず、 女手 を 借りた わと 云 

われる ことが、 心外な ことに 思われて、 断行す る こと 


が 出来 なくなった のであった。 

「主君の 内意 をお 伺いして」 

よしと 云ったら 連れて行こう。 こう 不図 主 水 は 考え 

つき、 上役 を 介して 伺い を 立てた。 

と、 主君が 仰せられた。 

「親の 敵 を 二人の 子が 討つ、 しかも 一人 は 女との こと、 

つかまつ 

健気で ある。 仕 れ。 聞けば 澄 江 は 小 太刀 を 使う との 

こと、 足 手 まといな どに はならぬ であろう」 

さらに 奥方より は 澄 江に 対して、 守 袋と 金 一 封 を さ 

え、 使者 を 以て 下された。 

上々 吉の 首尾であった。 


こうして 二人 は 旅へ 出た。 

先ず 甲 州へ 出かけて 行った。 

と 云う の は 陣十郎 は 寄食して いる 間、 過去に 悪事で 

も 犯して いるた めか、 その 過去に ついて 語ろうと せず、 

まこと 

訊いても 言葉 を 濁らせて、 真相ら しい こと は 云わな 

かった が、 しかし 嶋澤 家に 寄食す る 直前、 甲 州 辺りの 

博徒の 家に、 賭場 防ぎ 即ち 用心棒と して、 世話になつ 

ていたと いう こと を、 問わず語りに 語った ことがあつ 

た。 

まこと 

雲を摑 むような 洵に あやふやな、 あてに ならない 

あてで あつたが、 その他に は 探す あてが 無かった ので、 


二人 —— 主 水と 澄 江との 二人 は、 ともかくも 甲 州へ 行 

くこと にした。 

さて 甲 州へ 行って 尋ねた ところ、 栗 原 宿の 博徒の 親 

分、 紋兵衛 という 老人が、 二人に とって はかなり 為に 

なる、 耳 寄の 話 を 話して くれた。 
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「お 妻と かいう 変な 女 を 連れて、 水 品 先生に は 三月 ほ 

ど 前に、 たしかに この 地へ 参られ ましたが、 何と 思つ 

たか 武州 方面へ 向け、 すぐに 出発なさい ましたよ。 あ 

の 人と くると 武州 方面に も、 貝頭属 にして いる 親分さん 


が、 相当た くさん あります し、 あの人の 剣術の 先生と 

へんみ  かたがた 

いう 人が、 有名な 小川の 逸見 多四郎 様な ので、 旁々 あ 

ちら へ 参られた のでし ようよ」 

これが 紋兵衛 の 言葉であった。 

(甲 源 一 刀 流で は 宗家 ともいうべき、 逸見 多四郎 先生 

が、 さて は 陣十郎 の 師匠だった のか) 

そう 思つ て 主 水 は ヒャリ とした。 

(では その 逸見 先生の 屋敷に、 ひそかに かくまわれて 

いるか もしれ ない) 

そこで 主 水と 澄 江の 二人 は、 武州を さして 旅 を つづ 

あげお しゅく 

け、 今や 上 尾 宿まで 来たので あった。 


江戸 はほんの 眼の 先に あり、 自分の 屋敷 も 眼の 先に 

あつたが、 敵の 居場所 さえ 突き止めない 先に、 まさか 

屋敷へ も 立 寄られない。 こう 思って 二人 は 江戸 入り さ 

え 避けて、 すぐに 上 尾 宿へ 来たので あった。 

「お 早い お着きで。 …… いらっしゃ いまし」 

女中に 案内され て 上った の は 桔梗 屋 という 旅籠 屋で 

あった。 

逸見 家の ある 小川 宿へ 向け、 実はす ぐに も 行きたい 

ので あつたが、 うかう か 行って 陣十郎 のために もしも 

姿 を 見付けられたら、 返り討ちに 逢わない もので もな 

いと、 そんなよ うに 心配 もされた ので、 まだ 日 は 相当 


高かった が、 この 宿へ 足 を 止めた のであった。 

往来に 向いた 部屋へ 通された。 

旅装 を 解 いて 先ずく つ ろぎ、 出された 茶で 口 を 濡ら 

している 時、 

「馬 大尽が お通りになる」 と 口々 に囉す 声が 聞こえて 

きた。 

(馬 大尽と は 何だろう？) 

こう 思って 主 水 は 障子 を 開け、 —— 部屋 は 二階に 

あつたので、 欄干 越しに 往来 を 見た。 

一挺の 駕籠 を 取り巻いて、 博徒ら しい 五 人の 荒 くれ 

男と、 博労ら しい 四 人の 男と が、 傍若無人に 肩で 風 切 


り、 往来の 左右に 佇んで、 一種 怖そう に 一種 好奇 的に、 

この 一団 を 眺めながら、 噂して いる 宿の 人々 の 前 を、 

東の 方へ 通って 行く のが 見られた。 

かんぬ き 

と、 その 中に 深 編 笠 を かむ り、 黒塗りの 大小 を 閂 

に 差し、 無紋の 羽織 を 一 着した、 浪人ら しい 一 人の 武 

土が、 警護す るよう に 駕籠に 引 添い、 悠々 とした 足 ど 

りで 歩いて いた。 

(はてな？) と 主 水 は 眼 を 見張った。 

(陣 十郎 に似てい るよう だが？) 

笠 を かむ つてい るので 顔 は 見えず、 そう 思った 時に 

ラ しろ 

は 通り過ぎ ていて、 背後 姿し か 見えなかった ので、 確 


める こと は 出来なかった が、 気に かかって ならな かつ 

た。 

「澄 江、 おいで、 あれ を ご覧」 

「はい、 何で ございま すか」 

脱ぎす てた 衣装 を 畳んで いた 澄 江 は、 そう 云い 云い 

立って 来た。 

「あれ を ご覧、 あそこへ 行く 武士 を。 …… あ、 いけな 

い、 曲がつ てし まった」 

さよう、 その 時 その 一団 は、 行 手に あった 四 辻 を、 

左の 方へ 曲がって しまった。 

「お 兄 様、 何な ので ございます か？」 


「わしの 眼 違い かも 知れない が、 陣十郎 に 似た 浪人ら 

しい 武士が …… 」 

「まあ」 と 澄 江 は 眼 を 据えた。 

4 

「通って 行った とおつ しゃ いますので？」 

「博徒と 博労ら しい 一団が、 駕籠 を 護って 通って 行つ 

たが、 その 中に その 武士が まじって いたの だ」 

「では ちょっと わたしが 行って、 陣十郎 かそうで ない 

力 を  」 

「待て 待て」 と 立ち上る 澄 江 を 制し、 主 水 は 思慮 深く 


考え 考え、 

「陣十 郎も敵 待つ 身、 油断が あろうと は 思われぬ。 あ 

ベ こべに 其方の 姿 を 見付け、 悪 剣 を 揮わぬ とも 限らな 

い。 …… もし 彼が まこと 陣十郎 としても、 見受けた と 

ころ 博徒の 輩の、 賭場 防ぎの 用心棒と して、 住み 付い 

ている 身の上ら しく、 さすれば 今日 や 明日の 中に、 こ 

の 地 を 去る ものと も 思われない。 …… 馬 大尽と は 何者 

さ つ さ 

か、 先刻の 一団 は 何者か、 その 辺りの ことから 十分に 

探って、 その上で 事に 取リ かかった 方が、 安全の よう 

に 思われる」 

こう 云つ て 澄 江 を 動かさなかった。 


夕食の 膳の 引かれた 頃、 番頭が 挨拶に 顔 を 出した。 

「ちと 物 をたず ねたい が」 主 水 は 早速 話しかけた。 

「へ い、 何で ございま すか」 

「馬 大尽と は 何者かな？」 

「馬 大尽で ございま すか」 

「馬 大尽 じ やと 囉 されて 行った 様 だが、 彼 は 一 体 何者 

かな？」 

「木曽 の 大金 持で ございます」 

「木 曽の金 持？ 信 州 木 曾の か？」 

「へい 左様で ございます。 信 州 木 曽谷福 島 宿の 奥 所、 

西 野郷に 住居いた します。 馬 持 大尽 様に ございます」 


「馬 持 大尽？ はは あ 馬 持の？」 

きそ ご ま 

「五 百 頭 どころ か 一 千 頭に も 及ぶ、 たくさんの 木曽駒 

をお 持ちに なって 居られる、 大金 持の 旦那 様な ので… 

…お 駕籠に 乗って 居られました のが、 その 旦那 様な の 

でございます」 

「馬 持の 大尽 様 だから 馬 大尽？」 

「へい、 さようで ございます」 

「訳 を 聞いて みると 不思議で はない な」 

「へい、 さようで ございます とも」 

「博徒 風の 男が 五 人ば かり、 駕籠に 附き 添って 行った 

よう だが …… 」 


「高 萩 村の 猪 之 松 親分から、 迎え 出ました 乾 分 衆で」 

「高 萩の 猪 之 松？ 博徒の 頭 か？」 

「へい 左様で ございます。 …… 赤 尾 村の 林 蔵 親分 か、 

高 萩 村の 猪 之 松 親分 かと、 並び 称され 居ります 大 親分 

で」 

「それにしても 木 曾の 馬 大尽が、 武 州の 博徒な どと 親 

しいと は？」 

「それに は 訳が， 、- J ざいます。 …… ご 承知 のこと とは存 

じます が、 木曽福 島に は 毎年 半 夏至の 候、 大馬巿 がご 

ざいまして、 諸国から 馬 持 や 博労が 集まり、 いくらと 

も 知れない たくさんの 馬の、 売買 や 交換が 行なわれ、 


大賑 い をいた します」 

「木曽 の 馬市なら 存じて 居る。 日本的に 有名 じ や」 

「荒つ ぼい 大金の 遣り取りが 行なわれ ますので ござい 

ます」 

「もちろん それ はそう だろう な」 

「そこ を 目掛けて 諸国の 親分 衆が、 身内 や 乾 児 衆を大 

勢 引 連れ、 千両箱 や 駒 箱 を 担ぎ、 景気よ く 乗り込んで 

行きまして、 各自の 持 場に 小屋掛け をし まして、 大き 

な 盆 を 敷きます ので」 

「つまり 何 だな 博奕 を やる の だな」 

「へい 左様で ございます。 その 豪勢 さ 景気よ さ、 大相 


もない そうで ございます」 
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「賭場 を ひらく と は 怪しからん ではない か」 

「などと 仰せられても 福 島の 賭場、 甲 州 

みのぶ さん おんえ しきとば 

身 延山御 会式 賭場と 一緒に、 日本に おける ニ大 賭場と 

申し 天下 御免な ので ございま すよ」 

「ふうん そうか、 豪勢な もの だな」 

うま い ち 

「本名 は 井上 嘉門 様、 西 野 郷の馬 大尽 様が、 この 馬市 

でお 儲けになる 金高、 大変 もない そうで ございます」 

「云わず と 知れた、 そうだろ うな」 


「そこで 親分 方の 乾 分 衆が、 押し かけて 行って 無心 を 

なさる」 

「成程な、 有りそうな こと だ」 

「それ を 一 々嘉門 様に は、 お取り上げ なされて ご 合力 

なさる」 

「感心 だな。 金が あるから だろう が」 

「親分 方と いたしましても、 見て 見ぬ ふり も 出来 ませ 

ん ので、 お訪ね をして お礼 を 云う」 

「義理堅い 手 合 だ、 そうだろう」 

「嘉門 様に は 一 々逢われて、 丁寧に ご 会釈な さるそう 

で」 


「金 持に は 珍しい 心掛け だな」 

「そこで 諸国の 親分 衆と、 嘉門 様と はそんな 関係から、 

ずっと 永らく 交際して 居られ、 嘉門 様が 旅な どなさい 

ますと、 その 土地々々 の 親分 衆が、 争って 歓待なさい 

ますそう で」 

「はは あそう か、 よく 解った」 

「高 萩 村の 猪 之 松 親分と は、 心が 合う とで も 申し ま 

しょうか、 わけても 親しい ご 交際 だそう で、 馬市が 終 

える と 大金 を 持 たれ、 毎年の ように この 土地へ 参られ、 

猪 之 松 親分 をお 相手に して、 上 尾の 宿が ひっくり返る 

ほどの、 多々 羅 遊び をなさい ます」 


「フ— ン そうか、 豪勢な もんだ な」 

「と 云いましても 抜 目 は 無く、 武 州に は 小金 井の 牧場 

が あり、 牧馬 や、 牧牛が 盛んであります から、 その 間 

に 牧主ゃ 博労 衆な どと、 来年の 馬市の 交渉な ど を、 な 

さ います そうで) J ざいます」 

「それ はま あそうだろう」 

「多々 羅 遊び をなさい まして、 上 尾の 宿 を 潤します の 

で、 馬 大尽が おいでにな つたと 聞く と、 宿の 人達 は大 

喜びで、 お 祭の ように はしゃぎます」 

「ところで 馬 大尽の 同勢の 中に、 浪人 風の 武士が いた 

が、 あれ は 一 体 何者かな？」 


「用心棒で ございま すよ、 猪 之 松 親分の 賭場 防ぎ の 」 

「で、 何とい う 姓名の 者 か？」 

「さあ 何と 申します やら、 ああい う 浪人 衆 は 一 人 や 二 

人で なく、 猪 之 松 親分の 手許な どに は、 五 人 六 人と 居 

りまして、 居た かと 思う と 行って しまい、 行った かと 

思う と 新しい のが 来る。 いつもい つも 変わります の 

で」 

知りたい と 思った 肝心の ことが、 これで は 一向 知れ 

なかった。 主 水 も 澄 江 も 失望した が、 とにかく 明朝 宿 

を 立ち、 高 萩へ 行って 猪 之 松 親分 を 探り、 さっきの 武 

士が陣 十郎か 否か、 確かめて 見ようと 決心した。 


ちょうど この 夜の ことで あ つ た。 

高 萩の 猪 之 松と 張り合つ ている、 赤 尾の 林 蔵 は 乾 児 

の 藤 作 や、 杉浪之 助と 連れ立って、 広谷ケ 原の 賭場 を 

抜け出し、 野良 路を かなり 不機嫌 そうに、 上 尾 宿の 方 

へ 歩いて いた。 

思うよう に 賭場に 人が 寄らず、 自然 テラの 薄い のが、 

彼の 不機嫌の 原因で あり、 人 寄りの 悪 いのは 猪 之 松の 

ためだと、 そう 思って ひどく 不機嫌な のであった。 

(これまで 来て くれた 客人 さえ、 どうやら この頃 は 俺 

を 見切って、 猪 之 松の 賭場へ 行く らしい) 


これが 心外で ならなかった。 

今 牛 若と 小 天狗 

武州入 間 郡 赤 尾 村に、 磯五郎と いう 目 明が あり、 同 

時に 賭場 を 開いて いて、 大勢の 乾 児 を 養って いた。 い 

わ ゆる 二足の草鞋であって、 渡世人から は 卑怯で ある 

として、 とかく 悪口 を 云われる ものであるが 磯五郎ば 

かり は 評判が よかった。 それ は 人間が 出来て いるから 

であった。 もう 五十 歳 を いくつか 出て 元気 も 衰えた と 


ころから、 御用の方 は 聞いて いたが、 賭場 や 乾 児の 世 

話な ど は、 悴に委 かせて 隠居して いた。 

その 悴が林 蔵であった。 

この頃 林 蔵 は 二十 八 歳、 小兵で はあった が、 精悍 無 

類、 それに 大胆で 細心で、 父に 勝る 器量人、 剣 は 父の 

磯五郎 共々、 秋 山 要 介 正 勝に 従いて 学び、 免許 以上に 

達して いる。 今 牛 若と 綽名され、 若 親分と して 威望 

隆々、 武州 有数の 大貸 元であった。 

ところが 入 間 郡と 境 を 接する、 高麗 郡の 高 萩 村に、 

猪 之 松と いう 貸 元が あり、 この頃 年 三十 一歳、 小川 宿 

へんみ  へんみ  へんみ 

の 逸見 多 四郎に 〔# 「逸見 多四郎 に」 は 底本で は 「逸身 多 


四 郎に匕 従いて、 甲 源 一 刀 流の 極意 を 極め、 小 天狗と 

いう 綽名 を 受け、 中年から 貸 元にな リ、 博奕に かけて 

はほんの 素人、 それでい てひどく 人気が あり、 僅かの 

間に 勢力 を 延ばし、 林 蔵の 大切な 緦 張り を さえ 犯し、 

どっち かとい えば 現在に おいて は、 貫祿 から も 人気 か 

らも、 林 蔵 以上と 称されて いた。 

そこで 両雄 並び 立たず、 面と 向う と 何気無い 顔で、 

つきあ い 

時候の 挨拶から 世間話、 尋常の 交際 はして いたが、 腹 

の 中で は 機会が あったら、 蹴込んで やろうと 思って い 

た。 

野良 路には 露が あり、 それが 冷々 と 足 を 濡らした。 


「杉さん、 賭場 を どうお 思い かね？」 

並んで 歩いて いる 浪之 助へ、 こう 林 蔵 は 声をかけた 

「今日 はじめて 見た 賭博の 場、 いや 洵に 愉快だった」 

ほんと に 浪之助 は 愉快そう に 云 つ た。 

二 瞬間に 勝負が つき、 突 嗟に 金銭が 授受され る。 … 

. ： 息詰ま るよう な 客人 の 態度。 … … 細心な 中 盆 の壺の 

振り方。 …… 万事が 真剣で 緊張して いて、 見て いても 

自 ずと 力が 入る。 …… 」 

「アツ ハハ 大変です ねえ、 お 侍さんだ けに 渡世人と 

異 つて、 物の 見方が 面白い や。 …… まあ どうか あんな 

ものへ は、 決してお 手 を 出しません ように」 


「いや わし はやるつ もり だ。 今日は はじめての ことで 

ぁリ、 駒の 張リ方 さえ 解ら なった が、 一 日の 見学で よ 

く 解った。 この 次から はわし も 張る つもり だ」 

「いけませんよ 杉さん、 そいつ はや 可ない。 あいつに 

手 を 出して 味 を 覚える と、 一 生涯 やめられません。 … 

…やれば やる ほど 深み へ 入り、 財 を 失い 人 を 悪く し、 

碌な ことに はなり ません」 

「だろうと わし も 思 つてい る。 だから わし はやろうと 

いうの だ」 

「へ ー、 そいつ ァ 変です ねえ」 

「わしに は 物事が 退屈な の だ。 そこで 何 かしら 退屈で 


ない、 全身で ぶっかって 行ける ような 物に、 ぶっかり 

たい ものと 思って いたの だ。 …… 博奕、 いや 結構な も 

の だ。 …… 当分 こいつに ぶっかって 行く つもりで」 

「呆れ ましたな、 とんでもない 話 だ。 …… 秋 山 先生に 

知れよう ものなら、 あっし ゃァ こつび どく 叱られます 

よ。 …… お連れし なけり ゃァ よかった つけ」 

「先生に 知れち ゃァ 面白くない、 こいつ は 秘密に して 

置 くんだ ね」 と 浪之助 はこう 云う とクス クスと 笑った。 
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秋 山 要 介 や 源 女な どと、 浪之 助が この 地へ やって来 


て、 林 蔵の 家へ 止宿した の は、 半月 ほど 前であった。 

あんな 事件から 親しくな り、 浪之助 は その後 要 介 方 

へ 出入りし、 武術の 話 を 聞かして 貰ったり、 新 影 流の 

教え を 受けたり した。 

ある 日 行く と 要 介が 云 つ た。 

「源 女 殿 を 連れて 秩父 地方に 参る。 よろしかったら 貴 

殿 も ご 同道な され」 と。 

r 秩父 地方に 何 か 用で も？」 

うま 

「旨く ゆく と 大金 を 掘り あて、 まずく 行っても 変わつ 

たこと を、 いろいろ 経験し ましょうよ」 

こう 云つ て 要 介 は 意味 ありそうに 笑った。 


「源 女 をお 連れなさい ますの は？」 

「あの 婦人が —— いや、 あの 婦人の 歌が、 秩父 行きの 

原因で な。 …… 秩 父の 郡 小川 村 逸見 様 庭の 桧の 根、 

昔 は 在った という ことじ や。 —— と 云う あの 婦人のう 

たう 歌が」 

いよいよ 意味 ありそうに 要 介 は 云った。 

もっと 詳しく 聞きたい ものと、 そう 浪之助 は 思った 

が、 それ 以上 要 介が 話さなかった ので、 いずれ 聞く と 

して 要 介 達と 一緒に、 そうした 旅へ 出て 行ったら、 無 

聊に 苦しんで いる 自分に とって は、 面白かろう とそう 

思い、 浪之助 は 一緒に 行く ことにした。 


旅へ 出る と 何と 要 介 は、 すぐ この 地へ やって来て、 

林 蔵 方へ 止宿して しまった。 

が、 何 か 画策して いるら しく、 一人で ブラ リと家 を 

出て、 二三 日 帰って来 ないかと 思えば、 源 女 を 連れて 

出かけて 行って、 やはり 二日で も 三日で も、 帰って来 

ないような ことがあった。 

林 蔵の 家へ 来てから の 浪之助 は、 決して 退屈し な 

かった。 博徒、 俠客、 貸 元な どと 呼ばれる、 この 人間 

の 社会生活が、 珍ら しく 痛快で あるから であった。 義 

理 人情 を 旨と して、 行る ことと いえば 博奕で あり、 そ 

れで 生活 を 立てて いる。 勢力 争い —— 緦張 争い、 こい 


つが コジ レルと 血の 雨 を 降らす。 親分 乾 児の 関係が、 

た の も 

武士の 君臣 関係より、 もっと 厳重で 頼 母し い。 巧言 令 

色、 追従な どと いう、 そういう いやらしい ことが 行な 

われず、 生 一 本で 正直 だ。 

これが 浪之助 を 喜ばせた のであった。 

(俺 も 博奕 を やって みょう かな) 

そんな こと を 思って そう 思った こと を、 こっそり 乾 

児へ 云った ことがあった。 

「親分に 堅く 云われて 居 るんで、 杉さん に 張らせち や 

ァ ならね え つ て」 

こう 云って 乾 児 達 は 相手に しなかった。 


これ だけが 浪之 助に は 心外で あつ た。 

とうと 浪之助 は 我慢し きれず、 一度で い いから 賭場 

を 見せて くれと、 今日 林 蔵へ 押して 頼んだ。 

「仕方がな いねえ」 と 云いながら も、 断わり きれず 浪 

之 助 を 連れて、 林 蔵 は 自分の 賭場の 一 つ、 広谷ケ 原へ 

出かけて 行き、 今 は それの 帰りな のであった。 

三人 は 野良 路を 歩いて 行く。 

「親分 これから どうなさい ます？」 

乾 児の 藤 作が 声をかけた。 

「杉さん にもつき あって 貰って、 山城 屋へ 行って 遊ぶ 

と しょうぜ」 


やま 

「そう 来な くち ゃァ ならね えと ころさ。 第一 お 山さん 

が 大喜び だ」 
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上 尾 宿 一番の 遊女 屋 山城 屋、 その 前まで やって来た 

が、 見れば 表が 閉ざされ ていた。 

それでいて 屋内から は賑 かな、 男女の 声が 聞こえて 

きた。 

「親分 どうも 変です ねえ、 表 を 閉じて 遊ぶ なんて、 ま 

ず 余っ程の 大尽で なけり ゃァ、 当今 やる こっち や あり 

ません ぜ」 


藤 作 はいくら かム カツ 腹で 云った。 

「そうさ、 こいつ ァ ちょっと 変 だ」 

林 蔵 も いくらか 怪訝そう に 云った。 

「戸 を どやし つけて みまし ようか」 

「そうさな、 ひとつ ひつ 叩いて みねえ」 

そこで 藤 作 は 戸 を 叩いた。 

「へ —— い、 どなたで ございま すかな、 今晩は 都合で 

閉め ましたんで。 お 馴染 様で あろうと ご 一 現 様で あろ 

うと、 お断わり する ことにな つて ますんで」 

若衆であろう 潜 戸の 向こうで、 こう 素っ気なく 挨 

拶 をした。 


「親分 あれ をお 聞きです か、 お 馴染 様で あろうと ご 一 

現 様で あろうと、 お断わり すると 云って います」 

「うむ、 どうも 仕方が ねえな。 ともかくももう 一 度 俺 

の 名 を 明かして、 その 若衆に 掛 合って みな」 

「へい、 よろし ゆう ございます。 …… おいおい 若衆、 

他で もね えが、 赤 尾の 親分 を 知ってい るだろう な。 お 

前のと ころのお 山さん と は、 切っても 切れね え 仲 だつ 

てこと もよ。 今年の 暮 ごろに は受 出して よ、 黒板 塀に 

見越の 松、 囲う つて こと も 知って なけり ゃァ噓 だ。 そ 

の 林 蔵 親分が な、 ここにお いでな すって いるの だ。 ャ 

ィ これで も 戸 を あけね え か」 


「へい、 さようで ございまし たか、 赤 尾のお 貸 元さん 

で ございまし たか。 …… 野郎とう とう 来 やが つたな」 

「え、 何 だって、 何て 云つ たんだい？」 

「いいえ 何にも 云ゃァ しません。 …… ええ どうも 困り 

ましたな。 いつもで したら 家中 総出で、 お迎えす るん 

でございますが、 何しろ 今晩は 馬 大尽 様が、 そのお 山 

さん を 相 方に して、 しかも 家 を 総仕舞い にして、 誰も 

おっしゃ 

あげるな と 有 仰つ て  」 

その 時 林 蔵が 声をかけた。 

「それじゃ ァ何 かいお 山の 客 は、 木 曾の 馬 大尽 

いのうえ かもん 

井上 嘉門様 か？」 


「へい、 さようで ございます」 

「それじゃ ァ どうも 仕方が ねえ。 そうそうそう 云えば 

井上 大尽が、 今日 この 土地へ 来られた つて こと 人の 噂 

で 聞いた つけ。 此方 俺 も 随分 ご 厄介に なった 方 だ。 … 

…いや それなら 結構 だ。 そういうお 方に 可愛がられた 

とあって は、 かえってお 山に 箔 がっく、 いや それなら 

結構 だ。 …… 杉さん、 藤 作、 じゃァ 行こう。 …… 笹屋 

へ でも 行って 飲み明かそう ぜ」 

かど 

三人 は 山城 屋の 門から 離れ、 五町 ほど 離れた これ も 

遊女 屋の、 笹屋 というのへ 乗り込んだ。 

三人 各自 寝に ついた。 


夜中に 林 蔵 は 眼 を さまし、 用 を 達すた め 部屋 を 出た。 

内緒の 前まで 来た 時で ある、 

「林 蔵 親分 はお 気の毒な …… 」 という、 笹屋の 主人の 

声が 聞こえた。 

(はてな？) と 林 蔵 は 足 を 止めた。 

「林 蔵 親分 はお 気の毒な、 お 山さん の 心の 変わったの 

も 知らず、 高 萩の 親分の 来て いるの を、 馬 大尽 だと 噓 

を 云われても、 真に 受けて こんな 俺ら の 所へ なんか、 

穏 しくお い でな さるんだ からな あ」 
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答える 内儀の 声が 聞こえた。 

「お 山と いう 女の性 悪に は、 妾 も 驚いて しまいました。 

馬 を 牛に 乗り換える もい いが、 日頃お 二人さん の 張 

合って いるの を、 百 も 二百 も 承知の 上で、 林 蔵 親分 を 

袖に して、 猪 之 松 親分へ 血 道 を あげ、 狎 れつく と は 性 

悪の 骨張 だよ」 

林 蔵 は 内緒の 前 を 離れ、 用 を 達すと 裏 梯子から、 自 

分の 部屋へ 返って 来た。 

お 山へ 義理 を 立てる ために、 女 を 寝かして はいな 

かった。 

布団の 上に 胡座 を 組み、 黙然と して 考え込んだ。 


(お 山 はどうせ 宿場 女郎、 売 物 買物で 仕方ね えが、 高 

萩の 猪 之 松 は 顔役 だ。 四百 五 百の 乾 児 共から、 立てら 

れ ている 男 じゃァ ねえ か。 俺と お 山との 関係 を、 知ら 

ねえ こ ともねえ はず だ。 それでいて 俺の 女 を 取る。 ま 

あま あそれ も 仕方ね えとして、 井上 大尽 だと 偽って、 

俺の 遊びの 邪魔 をす ると は、 男の 風上に も 置け ねえ 奴。 

き や つ 

…… そうでなくて さえ 俺と 彼奴と は、 早 晚腕づ くで 争 

わなけ リゃァ ならね え。 そういう 立場に 立って いる。 

ョ ー シ それで はこの 機会に …… ) 

折 柄 三番鶏の 啼声 がし、 夜が そろそろ 明け かけた。 

(よし) と 林 蔵 は 立ち上り、 身 仕 S をす ると 階下に 下 


りた。 

寝ずの番の 若衆が 土間に いたが。 

「これ は 親分、 もうお 帰りで」 

「うん、 わし は、 これから 帰る が、 連れの 二人 はま だ 

寝て いる、 起こさずに そのまま にして 置いて くれ」 

「へい、 よろし ゆう ございます」 

潜 戸から 林 蔵 は 外へ 出た。 

暁の 霧が 立って いて、 宿の 家々 は 薄れて い、 往来 を 

歩く 人影 も 少なく、 家々 の 戸 はとざされ ていた。 林 蔵 

は 朝風に 鬢を 吹かせ、 寝 臭くな つてい る 鉢の 汗 を 一度 

に 肌から 引き込ませ、 足早に 往来 を 歩いて 行った。 宿 


を 出る と 街道で、 野良が 四方に 展け てい、 林 や 森 や 耕 

地が あった。 左へ 行けば 赤 尾 村、 右へ 行けば 高 萩 村、 

双方へ 行ける 分岐点、 そこに 六 地蔵が 立って いて、 木 

立が こん もり 茂って いた。 そこまで 行く と 立ち止まり、 

林 蔵 はしば らく 考えた が、 やがて 木立の 陰へ 隠れた。 

次第に 時が 経って 行く。 

あかみ 

やがて 空が 水色に 色 づき、 それが 次第に 紅 味 ざし、 

小鳥が 八方で 啼き 出した。 

と、 その 時 上 尾 宿の 方から、 七 人の 人影が 現われて、 

街道 を こっちへ 歩いて 来た。 

高 萩の 猪 之 松の 一 行であった。 


三十 一歳の 猪 之 松 は、 色白で 大兵で、 品の 備わった 

立派な 男で、 博徒な どと は 見えなかった。 高い 太い 鼻 

は凜々 しかった が、 小さい 薄 い 唇 は、 子供 のように 初々 

ゆうさ 

しく、 女な どに はどうに も 愛されそう であった。 結 城 

はかた  さめ ざ や 

の 衣装に 博 多の 帯、 鮫 鞘の 長 脇差 を 差して いる。 

後の 五 人 は 乾 児で あり、 もう 一 人 は 浪人ら しい 武士 

であった。 

馬 大尽 井上 嘉門 を、 乾 児 達へ 出迎えさせ、 定宿 明 石 

屋へ 送り届け、 自分 も 行って 挨拶 をし、 上 尾へ 出て 来 

たついで とあって、 乾 児 を 連れて 山城 屋へ 行き、 この 

頃 深間に なった お 山 を 揚げ、 一夜 遊んでの 帰途で あつ 


た。 

六 地蔵の 前まで やって来た 時、 木陰から 林 蔵が 現わ 

れた。 
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「高 萩の、 ちょっと 待って くれ」 

林 蔵 は 正面から 声をかけた。 

「おお、 これ は 赤 尾の か、 どうして 今頃 こんな 所に？」 

猪 之 松 はちよ つと 驚いた ように、 足 を 止めて そう 

云った。 

「何 さ 昨夜 上 尾へ 行つ て、 陽気に 騒ごうと 思った とこ 


ろ、 馬 大尽が 山城 屋に 来て いて、 表 を 閉めての 多々 羅 

しょげ 

遊び、 そこで こっち はすつ かリ 悄気、 つまらね え 所へ 

上って しまい、 面白く もね えと ころから、 夜の 引き 明 

けに 飛び出して、 野 面の 景色 を 見て いたって わけさ。 

…… 見れば お前さん も 朝帰りら しいが、 上 尾へ でも 

行った のかえ」 

「うむ」 と 猪 之 松 は 苦い 顔 をし、 当惑ら しくそう 云つ 

たが、 

「実は 俺ら も その 通り、 上 尾へ 行って 遊んだ が、 面白 

くもね え 待遇 を 受け、 業 を 湧かしての 帰り道 さ。 いや 

す つ かり 懲りて しま つ た」 


「あんまり 懲りても いないよ うだが …… そうして どこ 

へ 上った のかな？」 

うち 

「楼 か、 楼は、 ええと 笹屋 だ」 

「へえ、 こいつ は 面妖 だな。 俺ら の 上った の も 笹屋だ 

が、 お前さんの 噂 は 聞かなかった ぜ」 

「はてな、 それじゃ ァ 違った かな」 

「大 違いの 真ン 中だろう。 …… まあ そんな こと はどう 

でもい い。 そこで 高 萩の 相談が ある。 聞けば お前さん 

は 小川 宿の、 逸見 多四郎 先生の、 直弟子で 素晴らしい 

手 並との こと、 以前から 一度 立 合って、 教え を 受けた 

いと 思って いた。 ここで 逢った は 何より 幸い、 あまり 


人通り も 無 さそう だから、 迷惑だろう が 立 合って くれ」 

「ナ 一 一 立 合え？  剣術の 試合 か？」 

「それ も 是非とも 真剣で」 

「真剣勝負？」 

「命の 遣り取り！」 

「  」 

猪 之 松 は 無言で 眼 を 見張った。 

しかし 心で は 考えた。 

(お 山との 関係 を 知ったら しい。 そのお 山 だが こっち 

から 手 を 出し、 横取りした というの ではない。 向こう 

からお 膳 を 据えた ので、 林 蔵との 関係 は 知ってい たが、 


そこ は 売 物 買物 だ。 こだわらずに 膳 を 食べた まで だ。 

とはいえ 林 蔵の 身に なって みれば、 気持の いいこと は 

あるまい よ。 …… そんなお 山の ことば かりで なく、 従 

来緦 張りの 争いから、 気持の 悪い ことば かりが、 双方 

の 間にあった はず だ。 そこで 林 蔵 は その 葛藤 を、 今日 

一 気に 片付けようと、 ていの いい 真剣の 試合に 事寄せ、 

俺 を 討 取ろうと する の だな) 

ただし 猪 之 松 は 昨夜 山城 屋が、 林 蔵に 戸 閉め を くれ 

た 上、 馬 大尽が 来て いるな どと、 噓を 云った というよ 

うな こと は、 夢にも 知って はいなかった。 というの は 

山城 屋の 若衆の、 それ は 勝手の あっかいだった からで。 


猪 之 松 は あの 晚ぉ 山の 頼みで、 総仕舞い をして やった 

ばかりな のであった。 

「どっちみ ち 何時か は 俺と 林 蔵と は、 命の 遣り取り を 

しなければ ならね え、 そこ 迄の 事情に 逼 つてい る。 と 

云った ところで こんな 往来で、 しかも こんな 朝っぱら 

に、 試合な どに 事寄せられて、 勝負 をす るの は 気色が 

悪い、 ここ は 一先ず 避ける ことにしよう」 

林 蔵より は 年長で あり、 思慮 も 熟して いる 猪 之 松 

だった ので、 そう 腹 を 定める と 笑顔 を 作って 云った。 


「いかにも 俺 は 逸見 先生から、 剣術 を 仕込まれ てはい 

る けれど、 聞けば どうして お前さん こそ、 剣道に かけ 

て は 鬼神と 呼ばれる、 秋 山 要 介 先生から、 極意 を 授かつ 

ている とのこと。 とても 俺な ど 敵いそう もない。 まあ 

まあ 試合 はお 預けと しょうよ」 

「それじゃ ァ何 かな …… 」 と 林 蔵 は、 少し 急き込み 進 

み 出た。 

「勝負 はしね えとこう いうの か？」 

ぼんご ざ 

「そうさ、 勝負 は、 いずれ その 中、 盆蓖の 上です ると 

しょう」 

「ほほう それじゃ ァ 博奕 打 は、 盆蓖の 上で 勝ち さえす 


りゃァ 真剣勝負に は 及ばね えと、 こうお 前さん は 云い 

なさる のか」 

「まあそう い つたと ころだろう。 無職 渡世の 俺ら に は、 

何よ リ賽コ 口の 勝負が 大事、 刃物三昧 は 二の次 さ」 

猪 之 松 は 冷やかに 云い 放し、 口 を ゆがめて 嘲る よう 

に 笑った。 

林 蔵 はいよ いよ 急き 立った が、 グッと 抑えて これ も 

嘲笑し、 

「そうかお 前さん がそう いう ふうなら、 真剣勝負 は 止 

めに しょう。 がその 代り 今日 これから、 高 萩の 猪 之 松 

は 渡世に 以 合わず、 刃物 を 恐れる 卑怯者、 赤 尾 林 蔵の 


手 並に 怯え 真剣勝負 を 拒 断った わと、 関東一円 触れ 

廻っても、 決して 苦情 は 云うまい ぞょ」 

云いす てると ぺッと 唾 を 吐き、 グ ルリと 猪 之 松へ 背 

中 を 向け、 街道 を 赤 尾 村の 方へ 歩き 出した。 

「おい 赤 尾の、 ちょっと 待ちな」 

怒った 猪 之 松の 声が した。 

「用 か」 と 振り返った 林 蔵の 前に、 猪 之 松の 抜いた 長 

脇差が、 白く 真直に 突きつ けられて いた。 

「や、 とうとう、 それでも 抜いた か！」 

「そうさ、 それまで この 猪 之 松に、 真剣勝負 を 望むな 

ら、 俺 も 男 だ 引き はしね え。 気持よ く 相手に なろう 


じ やねえ か。 …… やい やい 手前 達 …… 」 と 振 返り、 乾 

児 達へ 声をかけた。 

「赤 尾のと 俺との 真剣勝負、 手 を 出しち ゃァ ならね え 

ぞ。 もし 俺が 殺されたら、 そうさな 骨 だけ は 拾って く 

れ。 …… それから 水 品 先生 も だ …… 」 

こう 云う と 猪 之 松 は 編 笠 を 冠った、 浪人 武士の 方へ 

顔 を 向け、 

「貴郎 も 助太刀な どなされ ずに、 最後まで 見て いてお 

くんな せえ」 

「心得て ござる」 と 云いながら、 その 武士 は ゆるゆる 

と 編 笠 を 脱いだ。 


嶋澤庄 右衛門 を 討って 取り、 甲 州へ 一 旦 落ち延びた 

が、 主 水が 敵 討に やって来る であろう、 燈台 かえって 

下 暗し、 それに 武 州に は 甲 州 以上に、 親しくし ていた 

博徒が あり、 身上の 治まらぬ ところから、 破門 はされ 

たが 剣道の 師匠、 逸見 多四郎 先生 も 居られる、 かたが 

た 都合が よかろうと、 甲 州から 武 州へ 引つ 返し、 以前 

わけても 世話になった 高 萩 村の 猪 之 松 方に、 賭場 防と 

して 身 を 寄せた。 それ は 水 品 陣十郎 であった。 

脱いだ 編 笠 を 手に 提げて、 その 陣十郎 は 立 木に 背 を 

もたせ、 

「お 貸 元 同志の 一 騎 討ち、 またと 見られぬ 真剣勝負、 


とくと 拝見いた しましょう。 が、 もし 高 萩の 親分に も 

しもの ことが ございましたら、 きっと 陣十郎 林 蔵 殿 を、 

生かして お帰し はいたし ませぬ」 

云い 云い 気味 悪く 白い 眼で 笑った。 
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猪 之 松が 林 蔵へ 声をかけた。 

「さあ 乾 児 どもへ も 云い 聞かせた。 横から 手出し はさ 

せね えつ もり だ。 二人 だけの 太刀打ち 勝負、 遠慮なく 

どこから でも 切り込んで 来な せえ！」 

ビタリと 正眼に 太刀 を 構えた。 


「さすが は 高 萩の 見上げた 態度、 それでこそ 男 だ 気持 

がいい や。 …… 行く ぞ —— ッ」 と 叫ぶ と 赤 尾の 林 蔵 は、 

脇差 を 抜く とこれ も 正眼に、 ビタリと ばかりに 引つ 構 

えた。 

新 影 流と 甲 源 一 刀 流、 相 正眼の 厳重の 構え、 水も洩 

ら さぬ 身の 固め、 しばらくの 間 は 位取った ばかりで 身 

動き 一 つし なかった。 

と、 この 時 上 尾の 宿から、 旅 仕度 をした 一人の 武士 

と、 その 連れら しい 一人の 女と が、 差し出た ばかりの 

朝日 を 浴びて、 急ぎ足で 歩いて 来た。 

しぎ さわ もん ど  すみえ 

嶋澤主 水と 澄 江と であった。 


昨日 見かけた 編 笠の 武士が、 敵 水 品 陣十郎 か 否か、 

それ を 窃 に 確かめようと、 上 尾 宿の 旅籠 桔梗 屋を立 つ 

て、 高 萩 村へ 行こうと して、 今 来 かかった 途中な ので 

ある。 

「お 兄 様 あれ は？」 と 澄 江 は 云って 不安そう に 指 を 差 

した。 

博徒 風の 人間が 切り合つ てい、 数人の 者が それ を 見 

ている、 そういう 光景が 行 手に 在り、 鏘然 その 時 一太 

刀 合い、 日光に 白刃が 火の ように 輝き、 直ぐに 引かれ 

て 又 相 正眼、 二人が 数 間 飛びす さり、 動かず なった 姿 

が 見られた。 


「切り合い だな」 と 主 水 は 云った。 

「博徒 同志 の 切り合 いらし い」 

「かかりあ いなどに なりまして は、 大事 持つ 身 迷惑 千 

万、 避けて 行く ことにいた しましょう」 

「それが よかろう」 と 主 水 は 云った。 

「では その 辺りから 横へ 逸れて …… お待ち」 と 不意に 

足 を 止め、 主 水 はじつ と 一 所 を 見詰めた。 

「立 木に 背 を もたせかけ、 切り合い を 見て いる 武士が 

いる。 昨日 見かけた 編 笠の 武士 だ！」 

「まあ」 と 澄 江 は 声 を はずませ、 主 水へ 鉢 を 寄り添わ 

せた が、 


「あのお 侍さんで ございま すか。 …… おお、 まさしく 

水 品陣十 郎！」 

「編 笠 を 脱いだ あの 横顔、 いかさま 陣十郎 に 相違な 

い—  妹！」 

「お 兄 様！ 天の 賜物！」 

「とうとう 逢えた！ さあ 用意！」 

「あい」 と 云う と 懐中して いた、 長目の 懐刀の 紐 を 解 

いた。 

尋ねる 親の 敵の 姿 を 目前に まざ まざ 見かけた の で 

あった。 思慮深い 主 水 も いくらか 上気し、 敵陣 十郎の 

周囲に いる 博徒が、 陣十郎 に、 味方 をして、 刃 向って 


来な いもので もな い、 そういう こと さえ 思慮に 入れず 

討って 取ろう の 一 心から、 妹 澄 江と 肩 を 並べ、 陣十郎 

に 向かって 走り かかり、 正面に 立つ と 声をかけた。 

「珍ら しゃ 水品陣 十郎、 我等 兄妹 を 見忘れ はしまい。 

よく ぞ我 父庄 右衛門 を、 悪逆無道 にも 討ち果し たな。 

おのれ 

復謦の 念 止みが たく、 汝を 尋ねて 旅に 出で、 日 を 費す 

ことこ こに 三月、 天運 叶って 汝を 見出で た！ いざ 尋 

常に 勝負に 及べ ！」 

復謦 乱闘 


声をかけられて 陣十郎 は、 さすがに 狼狽し 顔色 を 変 

え、 背に している 木立から 素早く 離れ、 その 木立 を 前 

に 取り、 しばらく は 無言で 主 水 兄妹 を、 幹 越しに 睨み 

息 を 詰めた。 

が、 思案が 定まった らしい、 蒼白であった 顔色へ、 

俄かに 赤味 を 加えた が、 

しぎ さ わ 

「おお 汝ら は嶋澤 兄妹、 何の 見忘れて よかろう ぞ、 汝 

らの 父親 庄 右衛門の ために、 堪忍なら ぬ 恥辱 を 受け、 

武士の 面目 討ち果し、 立ち退いて 来た この 拙者 だ、 何 

の 見忘れて よかろう ぞ。 それ にもかかわらず この 拙者 


それがし 

を、 敵 呼ばわり 片腹痛し、 怨みと いえば 某 こそ、 か 

えって 汝らに 持つ 身なる わ—  敵 討と な、 笑止 千 

万！ 逆 怨みと は汝ら のこと よ—  が、 逆 怨みし 

てこの 拙者 を、 討ち取る と あらば 討ち取られよう。 と 

はいえ 只で は 討ち取られない。 いかにも 尋常の 勝負し 

て くれよう。 その上での 命の 遣り取り！ あべこべに 

汝ら 討って 取られる なよ。 …… や あ 高 萩の 兄弟 衆、 お 

聞き及び 通リ ご覧の 如く、 こやつら 二人 逆 怨みして、 

拙者 を 敵と 云いが かり、 理不尽に も 討ち取ろ うといた 

よし 

します。 拙者 は 一人 相手 は 二人、 日頃の 誼み 兄弟分の 

情、 何卒お 助太刀 下されい」 


卑怯に も 黒白 を 逆に 云い 做ら し 〔# 「云い 做ら し」 は 

そそ  そそ 

底本で は 「云 ひ 做ら し 匕、 思慮の 浅い 博徒 を 唆り 〔# 「唆 

リ」 は 底本で は 「唆 そり」 r 主 水 兄妹 を 討ち取らせよう 

と、 そう 陣十郎 は 誠しやかに 叫んだ。 

「合点 だ、 やれ！」 と 応じた の は 猪 之 松の 乾 兒の角 太 

郎 であった。 

「水 品 先生 を 敵と 狙う！ とんでも ねえ 奴ら だ 料ッて 

しまえ！」 

「合点 だ、 やれ！」 

八 五郎、 権 六、 ズ松、 峯吉、 無法者の 四 人の 乾兒達 


も、 そう 叫ぶ と 脇差 を 一斉に 抜いた。 

親分 猪 之 松と 林 蔵と が、 二人ば かりの 果し 合いに、 

今 も 白刃 を 構えて いる 〔# 「構えて いる」 は 底本で は 「構 

える ている 匕、 親分の 命で 手出しが 出来ない、 謂う 所の 

脾 肉の 嘆！ それ を啷 つていた 折 柄であった。 切り合 

りひきょくちょく 

う 相手が 現われた。 理非曲直 は 二の次で ある、 血 を 見 

る ことが 出来、 切り合う ことが 出来る、 これ だけで も 

う 満足であった。 

「やれやれ！」 と 喚き を あげながら、 主 水と 澄 江と を 

引つ 包み、 無二無三に 切り かかった。 

主 水 は 驚き 怒った が、 妹 澄 江 を 背後に 囲う と、 


「や あ 方々 理不尽め さるな、 我等 は 主君より お許し を 

受け、 免状まで も 頂戴 致し、 公に 復謦に 参った もので 

ござる！ 怨敵 は 水品陣 十郎、 その 陣十郎 をお 助けな 

さると は、 伊達衆に も 似合わざる 無道の 振舞、 お退き 

下され、 ご 見物 下され！」 

必死の 声で そう 叫んだ。 

と、 姦物 陣十郎 は、 鷺を 烏と 云い くるめる 侫弁、 

「あいや 方々 偽 で ござる ぞ、 彼らの 言葉 をお 信じ 下 

さるな。 免状 を 持 つた 公の 復謦何 の 何の 偽りで) /ざる。 

こやつら 二人 父の 不覚が、 身の 破滅と なり 知行 召し 上 

げ、 屋敷 を 放逐され たはず、 人の 噂で 聞き及び 居り ま 


す。 所詮 は 浪人の 窮餘の 索、 拙者 を 討ち取って それ を 

功に、 帰参 願おう の 手段で ござる！」 
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「そ、 つと さそ、 つと さ！」 

「それに 相違ね え」 

「何でもい いから 料ッ てし まえ！」 

角太郎 はじめ 五 人の 博徒 は、 主 水 兄妹に 切り かかつ 

た。 

こうな つて は 問答 は 無益、 切り払って 危難 をまぬ が 

れ、 陣十郎 に 近寄って、 討ち取る より 他に 策 はな かつ 


た。 

「理非 を 弁えぬ 汝ら 博徒、 その 儀 なれば 用捨 はならぬ、 

切って 切って 切り まくり、 五 ッ屍を 積んで 見せる …… 

妹よ、 澄 江よ、 背 を 合わせて …… 」 

「あい」 と 云う と 妹 澄 江 も、 血相 変えて 一 所 懸命、 懐 

刀 逆手に 真 向に 構え、 背中 を 主 水の 背中に 附 けた。 

「くたばれ、 野郎！」 とその 瞬間、 主 水 目掛けて 躍リ 

かかった は、 剣法 は 知らぬ が 喧嘩に は 巧みの、 切り合 

いに は 手練の 角太郎 であった。 

音！ 鏘然、 つづいて 悲鳴！ 

捲き 落とされた 脇差が、 土煙 立つ 街道に 落ち、 肩 を 


割られた 角太郎 が、 足 を 空 ざまに 宙に 上げ、 

「切られた —— ッ、 畜生—  畜生！ 畜生！ 畜 

生！」 

倒れて ノ タウ チ 這い 廻り、 はだけ た 胸 を 血で 濡らし 

た 姿が、 悲惨に 醜く 眺められた。 

「ヮ —— ッ」 と 博徒 ども は 一 度に 退いた。 

「妹、 つづけ！」 とその 隙 を 狙い、 開けた 人垣から 突 

き 進み、 陣十郎 目掛けて 主 水 は 走った。 

おのれ 

「陣 十郎！ 汝—  尋常に 勝負！」 

真 向に 刀 を 振り 冠り、 走り 寄られて 陣十郎 は、 既に 

この 時 抜いて いた 刀 を、 これ は 中段に 構えながら、 主 


水の 凄じい 気勢に 壓 せられ、 剣 技 は ほとんど 段違いの 

程度に、 自身 勝って は 居りながら、 ジタ ジタと 後へ引 

き、 しばらく 姿勢 を 保った が、 敵わぬ と 知った か 何た 

る 卑怯！ 街道 を 逸れて 耕地の 方へ 主 水へ 背 を 向け 走 

り 出した。 

「逃がして なろう か、 汝陣 十郎！ 穢き 振舞い、 返せ、 

勝負！」 

主 水 は 罵って 後 を 追った。 

一 一十 間 あま リも 追った であろう か、 

(妹 は？) と 気が付き 振り返った。 

四 人の 博徒に 取り囲まれ、 切り かかる 脇差 を 左右に 


反 わし、 脱け つ 潜りつ している 澄 江の 姿が、 街道の 

ほこ リ 

塵埃 を 通して 見られた。 

(南無 三、 妹 を 死なして なろう か！) 

「澄 江ョ —— ッ」 と 呼ばわり 引つ 返した が、 

「主 水 勝負！」 と 陣十郎 の 声が、 剎那 背後から 聞こえ 

てきた。 

「心得たり！」 と 振り返った 主 水の、 眼前 を 閃めく 白 

刃の 光！ 

「音！」 

鏘 然！ 

陣十郎 と、 はじめて 主 水 は 一 合した。 


が、 次の 瞬間に は、 互いに 飛び違い 構えた が、 敵わ 

また 

ぬと 知った か復も 卑怯、 陣十郎 は 走り出した。 

「待て、 汝、 卑怯 未練！ 逃げよう とて 逃がそう や！」 

追つ かけた が 妹が 気に かかり。 

「澄 江ョ —— ッ」 と 呼ばわり 振り返った。 
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「お 兄 ィ様ァ —— ッ」 と 答える 澄 江の 声が 聞こえ、 つ 

づ いて ヮ —— ッ という 悲鳴が 聞こえ、 その 澄 江に 突か 

れ たのであろう、 一 人の 博徒が 横腹 を 抑え、 街道から 

耕地へ 転がり 落ちる 姿と、 散った 博徒の 間 を 突破し、 


こっちへ 走って 来る 澄 江の 姿と が 見えた。 

「妹、 見事—  兄 はこ こじゃ！」 

呼ば わ つ た 主 水の 背後から、 

「勝負！ 主 水！ 参る ゾッ」 という、 陣十郎 の 声が 

聞こえた。 

「参れ ッ」 と 叫んで 振り返り、 途端に 日の 光 を 叩き割 

り、 切り込んで 来た 陣十郎 の 刀 を、 鰐 際で 受けて 頭上 

いりみ しゃしんぶ つま 

に 捧げ、 皮 を 切らせて 敵の 肉 を 切る、 入 身 捨身 仏 魔の 

勉！ それで 切り込んだ 主 水の 刀 を、 何と 無雑 作に 陣 

十郎 は、 受け もせず 横に 払い 捨て、 刀 を 引く と 身 を 翻 

えし、 またも 一 散に 走り出した。 


策 有って 逃げる と 感付かぬ 主 水、 

「またも 逃げる か、 未練の 陣 十郎！ 遁 さぬ、 返せ、 

父の 敵！」 

叫んで 追い、 追い つ つ 振り返り、 

「妹ョ ー ッ、 こ こじゃ、 兄 はこ こじゃ—  待て 陣 

十郎、 逃げる と は 卑怯 …… 妹ョ— ッ」 と 十 間 二十 間！ 

既に 二 町 を 街道から 離れた。 

行 手に 巨大な 薮が あり、 丘の 如くに 盛り 上って いた 

が、 その 裾 を 巡って 走って 行く、 陣十郎 の 後 を 追い、 

これ も薮を 向こうへ 廻り、 振り返っても 街道 は 見えず、 

妹の 姿 も 見えな くな つ た 時、 


「主 水」 と 叫んで 陣十郎 が、 自身と 後へ引つ 返して 来、 

しれもの 

「フ、 フ、 フ、 不 愁の痴 者、 ここまで 誘き 寄せられた 

か。 …… 誘き 寄せよう ため 逃げた 拙者、 感付かぬ と は 

さてさて 

扨々 笑止、 が、 そこが こっちの 付 目、 人目あって は 嬲 

殺し は 出来ぬ、 今 は 二人 だ、 二人ば かりだ、 逃がそう 

おのれ 

とて 拙者 は 逃げぬ、 逃げよう とて 汝 逃がさぬ、 薮を盾 

わざもの 

に 人目 を 遮り、 久しく 血 を 吸わぬ この 業物に、 汝の血 

を 吸わせて やる。 …… ゆるゆると 殺す、 次々 に 切る。 

…… まず 最初に 右の 手、 つづいて 左の 手を切り 落とす。 

つづいて 足 じ や、 最後に 首 じ や—  前代未聞の 返 

り 討ちに、 汝 逢った と 閻魔の庁で、 威張って 宣リ 〔# 


なの  なの 

「宣 リ」 は 底本で は 「宜リ 匕 通れる よう、 むごたら しく 

きっと 殺して やる—  さあ この 構え、 破らば 破 

れッ」 

極悪 非道の 吸血鬼、 変質 性の 惨虐の 本性、 今ぞ 現わ 

して 陣十郎 は、 甲 源 一 刀 流 上段の 構え、 左足 を 踏み出 

し 太刀 を 振り 冠り、 左手の 拳、 柄頭の 下から、 憎々 し 

く 主 水 を 横 平に 睨み、 鍔 際 を 握った 右の 手で、 からか 

うように 太刀 を 揺すぶ つ た。 

勝れた 業の 恐ろし さよ！ 振り 冠ら れた 刀身 は、 

凍った 電光の それの ように、 中段に 太刀 を 付けた 主 水 

の 全身 を、 威嚇し 圧して 動かさなかった。 


八方へ 心 を 配った あげく、 博徒 一人 を ともかく 切つ 

た。 人 一人 切った 心身の 疲労、 尋常一様の もので はな 

い。 のみならず 敵 を 追い 二 町の 耕地 を、 刀 を 振り 振り 

走って 来た。 その 疲労と て 一通りで はない。 主 水は疲 

労に 疲労て いた。 その あげくに 向けられた 悪 剣！ 

はず  い き 

眩む 眼！ 勢む 呼吸！ 
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しめ ま つ 

博徒 ズ 松の 横腹 を、 懐剣で 一 突き 突いて 倒し、 散つ 

た 博徒の 間 を 突破し、 陣十郎 の 後 を 追う、 兄 主 水に 追 

い 付こうと、 澄 江 は 疲労に 疲労た 足で、 耕地 を 一散に 


走った が、 懲りずに 追い 鎚る 博徒 三人に、 又も 囲まれ 

切り込まれた。 

「まだ 来る 気 か！」 と 女ながら も、 田宫 流の 小 太刀 を 

使って は、 男勝りの 手練の 女丈夫、 しかし 獲物 は 懐剣 

であった、 相手の 脇差 は 受けられない、 そこで 飛び違 

ぃ遣リ 違わせ、 機 を 見て 突きつ 切りつ して、 

「お 兄 ィ様ァ —— ッ」 と 呼ばわり 呼ばわり、 主 水の 後 

を 追おうと した。 

と、 気づいて 主 水の 方 を 見た。 

主 水の 姿が 見え なくなつ ていた。 

驚き、 落胆し、 放心しょう とした。 


クラ クラと 眼が 廻り、 全身の 力が 一 時に 脱け、 腕が 

烈しく 動悸 打ち、 眼の 先が 暗くな つた。 

さ つき 

たった 先刻まで 陣十郎 を 追い 追い、 自分の 名 を 呼ん 

で 力 づけて くれた 兄！ その 兄 は どこへ 行った？ 陣 

十郎 のために 殺された か？ 広い 耕地、 飛々 にある 林 

…… 丘、 大薮、 畦、 小川 …… 遥か彼方に は秩父 連山！ 

…… 朝の 日が 野 面に いっぱいに 充ち、 小鳥が 四方に 翔 

けて いる。 …… 兄の 姿 も 陣十郎 の 姿 も、 その 野 面の ど 

こに も 見えない。 

「お 兄 ィ様ァ —— ッ」 と 呼ば わった。 

こだま 

木精 さえ 返って 来なかった。 


クラ クラと 眼 眩み 倒れよう とした。 

そうでなくて さえ 荒 くれ 男、 数人 を 相手に 闘った あ 

げく、 一人 を 突いて 倒して いた。 疲労困憊 その 極に 

あった。 しかも 今 も 切り かかって 来て いる。 そこへ 兄 

い いなずけ 

であり 恋人で あり、 許婚で も ある 主 水の 姿が 見えな 

くな つてし ま つたので ある。 

恐怖、 不安、 焦燥、 落胆！ 

フ ラフラと 倒れ かかった。 

「くたばれ  ッ」 とば かり そこ を 目掛け、 博徒 権 六 

が 切り込んだ。 

つまず 

あやうく 反 わした が 躓いて、 澄 江 は ドッと 地に 倒 


れた。 

「しめた」 と 峯吉が 切り下ろした。 

パ —— ヅ！ 倒れた 姿の ままで、 早速の 気 転 土 を 掬 

い、 澄 江 は 峯吉の 顔へ 掛けた。 

「ヮ ッ」 

よろめき 眼 を 抑え、 引いた のに 代って 八 五郎が、 

「洒落臭え 女郎！」 と 突いて 来た。 

ゴロ リ！ 逆に 八 五郎の 方へ、 寝返り を 打って 片手 

を 延ばし、 八 五郎の 足の 爪先 を摑 み、 柔術の 寝業、 外 

へ 捻った。 

「痛え！」 


悲鳴して 倒れた 途端に、 澄 江 は 飛び起き フ ラフラと 

走り、 

「お 兄 ィ様ァ —— ッ」 と 悲しそう に 呼んだ。 

が、 これが ほとんど 最後の、 彼女の 懸命の 努力で あつ 

た。 

一 一間 あまり も 走った が、 不意に 立ち止ま ると ブル ブ 

ルと 顫え、 持って いた 懐刀 を ポタリと 落とし、 あたか 

も 腐 木が 倒れる ように、 澄 江 は 地上へ 俯向けに 倒れた。 

意識が 次第に 失われて 行く。 

その 消えて 行く 意識の 中へ、 入って 来る 〔# 「入って 

来る」 は 底本で は 「入って 來る匕 博徒 達の 声と いえば、 


「殺す の は 惜しい、 担いで 行け」 
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澄 江 を 担いで 三人の 博徒が、 高 萩 村の 方へ 走り出し 

た 時、 街道へ 二つの 人影が 現われ、 指差ししながら 話 

し 合った。 

杉浪之 助と 藤 作であった。 

今朝 笹屋で 眼 を さまして 聞く と、 親分 林 蔵 は 少し 前 

に、 一人で 帰った という ことであった。 そこで 二人 は 

少なからず テレ て、 急いで 仕度 をし 出て 来たと ころで、 

みれば 博徒 風の 三人の 男が、 若い 一 人の 女 を 担ぎ、 耕 


地 を 走つ て 行く ところであった。 

かどわか 

「この 朝 まだき に 街道 端で、 女 を 誘拐す と は 不埒 千万、 

藤 作殿嚇 して 取り返しましょう ぞ」 

「ようがす、 やりましょう、 途方 もね え 奴ら だ」 

一 一人 は 素早く 追い ついた。 

「やい 待て 待て、 こいつら ァ II ッ」 

まず 藤 作が 声 を 上げた。 

かどわか  うぬ 

「女 を 誘拐す と は 何事 だ—  ョ —— 、 汝らァ 高 萩 

の、 猪 之 松 身内の 八 五郎、 峯 吉！」 

「何 だ 何 だ 藤 作 か！ チ エツ、 赤 尾の 百姓 か！」 

峯吉が 憎さげ にそう 叫んだ、 


「百姓と は 何 だ、 溝鼠。 …… 杉さん、 こいつら ァ猪之 

松の 乾兒で …… 」 

それ 以前から 〔# 「それ 以前から」 は 底本で は 「それ 以 

然 から 匕 杉 浪之助 は、 担がれて いる 女へ 眼 をつ けたが、 

姿 こそ 旅装で 変わって はいたが、 いつぞやの 夜、 本郷 

の 屋敷町で、 危難 を 秋 山 要 介と 共に、 救って やった 

しぎ さわ 

嶋澤 家の 娘、 澄 江で ある ことに 気がついた。 

おのれ 

「や ぁ汝 ら！」 と 浪之助 は 叫んだ。 

「その 女 は 拙者の 知人、 汝らに 担がれ 行く ような、 

不束の ある 身分の 者で はない。 …… 放せ！ 置け！ 

汝等 消えろ！」 


「何 を 三 ピン」 と 八 五郎 は 怒鳴った。 

「どこの 二 本 差 か 知らね えが、 俺ら の 獲物 を 横から 来 

て、 持って行こうと は 気が 強え や—  問答 は 無益 

だ 叩きのめせ！」 

「よかろう、 やれ！」 と 命知らず 共、 担いで いた 澄 江 

を 抛り 出す と、 脇差 を 抜き 無二無三に、 浪之 助と 藤 作 

とに 切って かかった。 

「殺生で は あるが その 儀 なれば」 

刀 を 引き抜き 浪之助 は、 ム— ッと ばかりに 中段に つ 

けた。 

性 来 堕 弱の 彼で はあり、 剣 技に も 勝れて いない 彼で 


はあった が、 三 力 月と いう もの 秋 山 要 介に 従い 義侠の 

精神 を 吹き込まれ、 かつ は 新 影 流 の 教え を 受けた。 

名人から 受けた 三 力 月の 教え は、 やくざの 師匠の 三年 

に 渡る、 なま くらの 教えより 功果が ある。 今の 浪之助 

という もの は、 昔の 浪之 助と は 事変 わり、 気魄 横 逸 勇 

おも か J 

気 凜々、 真に 大丈夫の 俤 があった。 

その 浪之 助に 構えられ たので ある。 

博徒 共 は 怖 気 を 揮った。 

三人 顔 を 見合わせ たが、 誰 云う ともなく、 

「いけね え」 

「逃げろ！」 


三方に 別れて 逃げて しまった。 

と 見て取った 浪之助 は、 刀 を 鞘へ 納める の も 忙しく、 

澄 江の 側へ 走り 寄り、 地に 膝 突き 抱き 介え、 

「澄 江 殿！ 澄 江 殿！」 と 呼ば わった。 が 気が付き、 

「これ は 不可ない。 気絶して 居られる、 では、 よし」 

と、 急所 を 抑え 「や ッ」 と活 だ！ 
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「あ ッ」 と 澄 江 は 声 を 上げ、 息吹き 返し 眼 を 見開ら き、 

茫然と 空 を 眺めた が、 

「お 兄 ィ様ァ —— ッ」 と 恋しい 人 を、 苦しい 息で 血 を 


吐く ように 呼んだ。 

「拙者で ござる ぞ、 杉浪之 助で！ 気が付かれ たか、 

拙者で ござる ぞ！」 

そう 呼ぶ 浪之 助の 顔 を 見詰め、 しばらく 澄 江 は不思 

議 そうに、 ただ ハツ ハツと 荒い 息をした が、 

「お、 お —— 、 貴 郎様は …… いつぞやの 晚 …… あやう 

い 所 を …… 」 

「お助けい たした 杉浪之 助！ 再度お 助けいた した は、 

よくよくの 縁、 ご 安心な され！ それに 致しても この 

有様 は？」 

「は、 はい、 有難う 存じます。 ご 恩 は 海山！ ご 恩 は 


海山—  お 兄 ィ様ァ —— ッ」 とまた も 呼んだ。 

「お 兄ィ 様と な？ 主 水 殿 か 9  その 主 水 殿、 

如何な された？」 

かたき 

「敵 …… 父上の …… 父上の 敵 …… 陣十郎 に 巡り逢い 

…… 切り合う 間に 兄 上に は、 陣十郎 に 誘き出され！ 

 向こうへ、 向こうへ、 向こうへ 行き  そのまま 

姿が 見えず なり …… お 兄 ィ様ァ —— ッ」 とまた も 呼び、 

再び 気絶した らしく、 ぐったり とな リ もたれかかった。 

「おおそう か、 さて はお 二人、 兄妹お 二人 敵討ちの 旅 

に、 お出でな された と 伝聞した が、 その 敵の 水 品陣十 

郎に、 おおそう か、 さて はこ こで、 お出逢い なされて 


切り合った のか。 …… それにしても 無双の 悪 剣の 使 手、 

陣十郎 と 太刀打ちして は、 主 水 殿に 勝 目 はない。 …… 

その 陣十郎 に 誘き出された？  一  大事！ 捨てて 

は 置け ぬ—  と は 云え どこへ？ どこへ 主 水 殿 

は？」 

向こうへ 向こうへ と 云った ばかりで、 どの 方角へ 

行った とも 云わず、 再度 澄 江 は 気絶して しまった。 

「どこへ？ どっちへ？ 主 水 殿 は？」 

「杉さん …… てっきり …… 高 萩 村 だ ァ！」 

それまで 側に 佇んで、 気 を 揉んで いた 藤 作が 叫んだ。 

「このお 女中 を 引つ 担ぎ、 連れて行こうと したから 


さ つき 

にや ァ、 先刻の 奴ら ァ陣 十郎 とかいう、 悪 侍の 一 味で 

ごわしょう。 その 先刻の 奴ら といえば、 高 萩 村の 猪 之 

の乾兒 で。 ですから 恐らく 陣十郎 つて 奴 も 猪 之の 家に 

いるので ござんしょう。 という ことで あつ て みれば 陣 

十郎 とかいう 悪 侍、 主 水 様と かいうお 侍さん を、 高 萩 

村の 方角へ ：：： 」 

「いい 考え、 そうだろう。 …… では 拙者 は その 方角へ 

…… 藤 作 殿 頼む、 澄 江 殿の 介抱—  」 

「合点、 ようがす、 貴郎は 早く …… 」 

「うむ」 と 云う と 股 立 取り上げ、 大小の 鰐 際 束に 摑み、 

大薮の ある 方角と は、 筋違いの 方角 高 萩 村の 方へ、 浪 


之 助 は 耕地の 土 を 蹴り、 走った、 走った 一散に 走った。 

この 時 上 尾 宿の 方角から、 馬 大尽 を 迎えに 出、 慰労 

とあって 猪 之 松に より、 乾兒 共々 上 尾 宿の、 山城 屋で 

猪 之 松に 振舞われ、 少し 遅れて その 山城 屋を 出た、 高 

萩 村に 属して いる、 四 人の 博労が 酔いの 覚めない 足で、 

機嫌よ くフ ラフラと 歩いて 来た。 
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それへ ぶっかつ たの は 八 五郎であった。 

浪之 助の ために 威嚇され、 盲目 滅法に 逃げて 来た、 

猪 之 松の 乾 兒の八 五郎であった。 


「いい 所で 逢った、 さあ 頼む。 …… 事情 は 後で ゆつ く 

リ 話す。 …… 今 は 頼む、 加勢 頼む。 …… 玉 を …… 女 だ 

…… 女 を 一人 …… 担いで 行 くんだ、 一緒に 来て くれ」 

息せ き 喋 舌る 八 五郎の 言葉に、 獵リ 立てられた 四 人 

の 博労 は、 

かどわかし 

「ようがす、 やり やしよう、 合点 だ—  誘拐 と 来 

ちゃ ァ こっちの 領分、 まして 高 萩のお 身内 衆のお 頼み 

恐れる ところ はあり ゃァ しねえ。 それ 行け、 ヮ —— ッ」 

と 走り出した。 

来て 見れば 先刻の 侍 は 居らずに、 藤 作 一 人が 途方に 

暮れた ように、 気絶して いる 女の 周囲 を、 独楽の よう 


に ダル グル 廻って いた。 

そこへ 押し寄せた 五 人の 同勢、 

「この 女 だ、 それ 担げ！」 

ムラ ムラと 寄った のに 驚いた 藤 作、 

「こいつら ァ …… 馬方め …… 八 五郎 も か—  また 

おのれ 

来 やが つた か、 汝 懲りずに」 

喚いて 脇差 を 引つ こ 抜き、 振り 舞わした が 多勢に 無 

勢、 すぐに 脇差 は 叩き落とされ、 それに 博労の 暄嘩上 

手、 土 を 掬う とぶ つ 掛けた。 

口に 入り 眼に 入った。 

「ヮ —— ヅ、 畜生！ 眼 潰しと は卑 法な」 


倒れて 這い 廻る 藤 作 を 蹴り 退け、 澄 江 を 担いで 五 人 

の 者 は、 耕地 を 横切り、 丘、 森、 林、 畦 や 小川 を 飛び 

越え 躍リ 越え、 どこと も 知れず 走り去った。 

大薮の 陰に 刀 を 構え、 睨み合つ ている 陣十郎 と 主 水、 

二人の 構えに は 変わりはなかった。 

上段に 振り 冠った 陣十郎 は、 その 刀 を 揺すぶり 揺す 

ぶり、 命の 遣り取りの この 際に も、 大胆不敵 悠々 寛々 

一 面相 手の 心 を 乱し、 あせらせ 焦心せ 怒らせようと、 

憎々 しく 毒々 しく 喋 舌り つづけた。 

「さあさあ 主 水切り 込んで 来い。 籠手 を 打て、 右 籠手 


を！ と 拙者 は 引つ 外し、 大きく 右足 を 踏み出して、 

貴様の 肩 を 叩き割る。 …… それとも 諸手に 力 を 集め、 

胸元へ 突 を 入れて 来ても いい。 と 拙者 は あやなして 反 

わし、 あべこべに 貴様の 咽喉 を 刺す …… が、 貴様 も 多 

少 はでき る 腕、 思う に その 時 右足 を 引き、 拙者の 切 先 

を 右に 抑え、 更に 左足 を 引く と共に、 又 切 先 を 右に 抑 

えよう。 アツ ハハ ハ、 畳水練、 道場ば かりで 試合 をし、 

真に 人間 を 殺した ことのない、 貴様 如き 惰弱 の 武士の、 

や リロと いえば 先ずそう だ。 …… そこで 拙者 はどうす 

るか？ ナ—  二 そのつど 逆 を 取り、 左足 を 進め 右足 を 

進め、 位 詰めに して グン ダン 進み、 貴様 を 追い詰め 追 


い 詰める。 …… 追い詰めた あげく どうす るか？ さあ 

そ の あげく どうす るか？」 

云い 云い 陣十郎 は 言葉 通り、 左足 を 進め 左足 を 進め、 

一歩一歩 ジ リリ、 ジリリ と、 主 水 を 藪の 方へ 追い詰め 

て 行った。 

主 水 は 次第に 後へ 下った。 

飛び込もう としても 飛び込めず、 切り かかろう とし 

て も切リ かかれない。 

業の 相違、 伎倆の 差違、 段違いの 悲し さは、 どうす 

る こと も 出来ない のであった。 
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追い詰められながら も 妹の こと を、 主 水 は 暇な く 

思って いた。 

多勢に 一 人、 しかも 女、 どうしただろう どうした だ 

ろう 9  叫 声が する！ 悲鳴が 聞こえる—  

うしろ 

殺された ので は あるまい か 9  背後 は 大薮、 それ 

に 遮られて、 俺の 姿 は 見えない はず だ。 案じて いよう 

悶えて いよう。 …… 

上段に 冠って いた 陣十郎 の 刀が、 忽然 中段に 直った 

の は、 主 水が 全く 藪の 裾に 追い詰められた 時であった。 

「さあ 追い詰めた！ さて これから …… 」 


陣十郎 はまた 喋 舌り 出した。 

「退く こと はなるまい、 切り込んで 来い、 親の 敵の こ 

の 拙者 だ、 さあ 討ち取れ、 切り込んで 来い！」 

主 水の 咽喉へ 切 先 を 差しつ け、 左の 拳 を 丹田より 上、 

三寸の 辺りに ぴたりと つけ、 しかも 腹部より 二 握り を 

距て、 刀 を 構えて 静まり返り、 今度 こそ 切る ぞ！ か 

らか うの は 止め だ！ こう 決心 をしたら しく、 肺腑 を 

抉る ような 鋭い 眼で、 主 水の 眼 を 睨み 詰めた。 

切 先と 眼と に 圧せられ、 主 水 はさながら 蛇に 魅入ら 

れた 蛙、 それ かの ように 居 縮んで しまった。 同じく 中 

段に 構えて いたが、 刀身が 次第に 顫え を 帯び、 下へ 下 


へと 下ろうと する。 ハツ ハツと 呼吸が 忙しくな り、 睨 

んで いる 眼が 霞もうと する。 流る る は 汗！ 上る は 血 

液！ 

と、 フ ー ッと主 水の 精神が、 体から 外へ 脱け るよう 

に 思われ、 心が にわかに 恍惚と なった。 気負け の 極に 

起こる ところの、 気 死の 手前の 状態であった。 

が、 その 時 陣十郎 の 刀が、 さながら 水の 引く がよう 

に、 ス ー ッと 静かに 冷たく、 左の 方へ 斜に 引かれた。 

あぶない！ 悪 剣 だ！ 「逆ノ 車」 だ！ 剣豪 秋 山 

要 介 さえ 〔# 「さえ」 は 底本で は 「さへ 匕、 破り かねる と 

嘆息した、 陣十郎 独得の 「逆ノ 車」 だ！ その 序の 業 


だ！ あぶない あぶない！ 釣り出されて 踏み込んで 

行った が 最後 刀が 車に 返って 来る！ が、 それ も 序の 

釣 手 だ！ その 次に 行なわれる 大 下手 切り！ こいつ 

だけ は 受けられない、 ダ ー ッ とドッ プリ 胴へ 入る だろ 

う！ と、 完全の 胴 輪切り！ 

その 序の 業が 行なわれた。 

釣られた 釣られた 主 水 は 釣られた！ ぁッ、 踏み出 

して 切り込んだ。 

一 閃！ 

返った！ 

陣十郎 の 刀が、 軽く 宙で 車に 返った！ 


ハ —— ッと主 水！ きわどく 反 わせた が …… 

駄目 だ！ 

見よ！ 

次の 瞬間！ 

さなが ら 怒濤 の 寄せる が 如く、 刀 を 返しての 大 下手 

切り だ —— ッ！ 

「ヮ ッ」 

悲鳴！ 

血煙！ 

血煙！ 

いや その 間に、 一 髪の 間に —— 大 下手 切りの 行なわ 


れる、 前 一 髪の 際どい 間に …… 

A 秩 父の 郡、 小川 村、 

へんみ 

逸見 様 庭の 桧の根 

そういう 女の 歌声が、 手近かの 所から 聞こえて きた。 

「あ ッ」 と 陣十郎 は 刀 を 引き、 タ ジタジ 〔# 「タジ タジ」 

は 底本で は 「タヂ タヂ匕 と 数 歩 背後へ 下った。 
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無心に 歌 をうたい ながら、 源 女 は 大薮の 中に いた。 

いつも 時々 起こる 発作が、 昨夜 源 女の 身に 起こった。 

そこで ほとんど 夢遊病 患者の ように、 赤 尾 村の 林 蔵の 


家 を 脱け 出し、 どこ を どう 歩いた か 自分で も 知らず、 

さまよ 

この辺り まで 彷徨って 来、 この 大薮で 一夜 を 明かし、 

たった今 眼 醒めた ところであった。 

まだ 彼女の 精神 は、 朦朧と していて 正気で はな かつ 

た。 

かしが  うなじ 

島 田の 鬍が 崩れ 傾り、 細い 白い 頸に かかって い、 

友 禅 模様の 派手な 衣裳が、 紫 地の 博 多の 帯 ともども、 

着崩れて 痛々 しい。 素足に 赤い 鼻緒の 草履 を、 片 つぼ 

だけ 突つ かけて いる。 夜露に 濡れた ため 衣裳 はしおた 

れ、 茨 や 木の 枝に ところどころ 裂かれ、 手足 も 胸元 も 

薮蚊に 刺され、 あちこち 血 さえ 出して いた。 


そういう 源 女 は 身 を 横倒しに し、 草の 上に 延びて い 

た。 秋草の 花 —— 桔梗 や 女郎花 や、 葛の 花な どが 寝て 

いる 源 女の、 枕元 や 足下に 咲いて いた。 栗色の 兎が 

ずっと 離れた、 萩の 根元に 一匹いて、 源 女の 方 を 窺つ 

ていた。 

くぬぎ 

彼女の 頭上に ある ものと いえば、 樺 や、 柏 や、 櫟ゃ、 

攄 などの、 灌木 や 喬木の 枝 や 葉で あり、 それらに 取り 

鎚リ卷 いている、 山葡萄 や 蔦 や 葛で あり、 そうして そ 

れらの 緑 を 貫き、 わずかに 幽かに 隙け て 見える、 朝の 

晴れた空であった。 

薮を 透して 日の 光が、 深い 黄 味 を 帯びて 射し 込んで 


来て いて、 地上の 草 や 周囲の 木々 へ、 明暗の 斑 を 織つ 

ていた。 

無心 —— というより いつもい つも、 心に 執拗に こび 

りついて いる 歌、 例の 歌 を 唄って しまう と、 彼女 は 

恍惚と 考え出した。 こういう 場合に 彼女の 脳裡へ、 幻 

影の ように 浮かんで 来る の は、 大 森林、 大 渓谷、 大き 

な 屋敷、 大 傾斜面、 五 百 頭 千 頭 もの 放 馬の 群、 それ を 

乗り 廻し 追い 廻し、 飼養して いる 無数の 人、 そうして 

あたかも 酒顚 童子の ような、 長髪 赧 顔の 怪異の 老人 I 

I 等々 々の それであった。 

しかし 彼女 はそう いう 所が、 どこに あるか は 知らな 


かった。 そうして どうして そういう 光景が、 浮き出し 

て 来る かも 知らなかった。 とはいえ 彼女 はそう いう 光 

景の 場所の、 どこで あるか を 確かめなければ ならない、 

そうして 是非とも その 光景の 場所へ、 どうしても 自身 

行かなければ ならない と、 そんなよ うに 熱心に 思う の 

であった。 がそれ とて 自分自身 のために、 その 場所 を 

知ろうと する ので もな く、 又 行こうと する ので もな く、 

自分の 難儀 を 救って くれた 人 秋 山 要 介と いう 人の ため 

に、 知りたい 行きたい と 思う のであった。 

浮かんで 来る 幻影 を 追いながら、 今 も 彼女 は 思って 

いた。 


(行かなければ ならない、 さあ 行こう！) 

で、 彼女 は 立ち上った。 

r "昔 は あ つたと いう ことじ や 

昔 は あ つたと いう ことじ や 

又 彼女 は 口ずさんだ。 

そうして 大薮を 分けながら、 大薮の 外へ 出ようと し 

た。 

その 大薮の 外側に は、 以前から 彼女 を 狙って いる 吸 

血 鬼 水 品 陣十郎 が、 抜 身 を 提げて 立って いる はずで あ 


後へ 下った 陣十郎 は、 刀 を 下段に ダラ リと 下げ、 そ 

れ でも 眼で は 油断な く、 主 水の 眼 を 睨みつ け、 歌 主の 

在所が どこで あるかと、 瞬間 それにつ いて 考えた。 

周囲に は 大薮が あるば かりで、 その他 は 展開け た 耕 

地で あり、 耕地に は 人影 は 見えなかった。 

声から 云っても 歌の 性質から 云っても、 歌った の は 

源 女に 相違ない。 

が、 源 女な ど は どこに もい ない。 

(さて は 自分の 空耳 かな？) 

それにしても 余りに 明かに、 歌声 は 聞こえて きたで 


はない か。 

源 女 だ 源 女 だ 歌 つ たの は 源 女 だ！ 

かって 一 旦 手に入れて、 薬籠の 物にし はした が、 そ 

の 持って いる 一大 秘密 を、 まだ 発見 しないう ちに 秋 山 

要 介に 横取り された 女！ お 組の 源 女に 相違ない！ 

探して 探して 探し 廻った あげく、 江戸 は 両国の 曲 独 

楽の 席で、 ゆく りなく も 発見した。 が、 その 直後に 起 

こ つた 事件 —— 嶋澤庄 右衛門 を 討ち果した ことから、 

江戸に いられず 旅に 出た ため、 源 女の その後の 消息に 

ついては、 確かめる ことが 出来なかった。 

その 源 女の 歌声が、 こんな 所で 聞こえた のであった。 


(どうした こと だ？ どうした こと だ？) 

不思議な ことと 云わなければ ならない。 

(あの 女 を 再び 手に入れる ことが 出来て、 あの 歌の 意 

味 を 解く ことが 出来たら！) 

その 時 こそ 運命が —— 解いた 人の 運命が、 俄然とば 

か リー 変し、 栄耀栄華 を 尽くす ことが 出来、 至極の 歓 

楽を享 ける ことが 出来る！ 

(どうで も あの 女 を 手に入れなければ！) 

だが 彼女 は ど こにいる の だ？ 

分 を 秒に 割った 短い 間 だ！ 時間に して 短い そうい 

う 間に、 陣十郎 の 脳裡に 起伏した の は、 実にそう いう 


考えであった。 

その 間 彼 は 放心 状態に あ つ た。 

何で 主 水が 見逃が そ ぅぞ ！ 

一気に 盛り返した 勇 を 揮い、 奮然と して 切り込んだ。 

またも 鏘然 太刀 音が した。 

放心 状態に あつたと はいえ、 剣鬼 さながらの 陣十郎 

であった。 何の ムザム ザ 切られよう ぞ！ 

受けて 一 合！ 

つづいて 飛び退いた、 飛び退いた 時にはもう 正気 

だ！ 正気 以上に 冴え 切って いた。 

(こやつ を 一気に 片付けて、 源 女の 在所 を 突き止めな 


ければ ならない！) 

「^  ッ！」 と 掛けた 物凄い 掛声！ 

つづけて 「ャ，^  ヅ、 ャ，^  ッ、 ャ，^  ッ！」 

先々 の 先の 手 一 杯！ さながら 有段者が 初心者 を 相 

手に、 稽古 をつ ける それの 如く、 主 水が 撃とう 切ろう 

突こうと、 心 組む 心 を 未 前 〔# 「未 前」 は ママ〕 に 察し 

その 先 その 先 その 先と 出て、 追い立て 切り立て 突き 立 

て 進んだ。 

またもや 主 水は薮 際まで 詰められ、 眼 眩みながら 薮 

の 裾 を、 右手へ わずか 廻り 込もうと した 時、 天運 尽き 

つまず 

たか 木の 根に 躓き、 横 倒れに ドッと 倒れた。 


「くたばれ！」 

シ  ンと 切り 下した！ 

シ —— ンと 切り下ろした 陣十郎 の 刀が、 仆れ ている 

主 水 を 拝み 打ちに、 眉間から 鼻柱まで 割りつ けようと 

した 途端、 日の 光 を 貫いて 小柄が 一本、 陣十郎 の 咽喉 

へ 飛んで 来た。 

「あ ッ」 と 思わず 声 を 上げ、 胸 を 反らせた 陣十郎 は、 

あやうく 難 を 免れた が、 小柄の 投げられた 方角 を 見た。 

十数 間の かなたから、 一人の 武士が 走って 来る。 


「む— …：： 秋 山—  秋 山 要 介！」 

いかにも 走って 来る その 武士 は、 今朝に なって 眼醒 

めて 見れば、 昨夜から 発作 を 起こして いた 源 女が、 ど 

こへ 行った もの か 姿が 見えず、 それ を 案じて 探す ため 

に、 林 蔵の 家 を 立ち 出で、 ここまで やって来た 秋 山 要 

介で あり、 見れば 宿意 ある 水 品 陣十郎 が、 これ も 因縁 

ある 嶋澤主 水 を、 まさに 討って 取ろうと していた。 間 

隔は 遠い、 間に合わない。 そこで 小柄 を 投げた ので 

あった。 

小柄 を 投げて 陣十郎 の 兇刃 を、 制して 置いて 秋 山 要 

介、 飛燕の 如く 飛び込んで 来た。 


が、 陣十郎 も ただ者で はない、 主 水 を 相手に 戦って、 

既に 鉢 は 疲労て いた。 そこへ 剣豪 秋 山 要 介に 新規の 力 

で 出られて は、 百に 一 つの 勝 目 はない。 —— と 見て取 

る や 刀 を 引き、 鞘に も 納めず 下げた ままで、 耕地 を 一 

散に 走って 逃げた。 

と、 瞬間 飛び起き たは、 無念 残念 返り討ち だと、 一 

剎那 覚悟して 仆れ ていた 主 水で、 

「秋 山 先生、 お礼 は 後刻—  汝、 待て —— ッ、 水 

品陣 十郎—  遁 してな ろうか、 父の 敵！」 と、 身 

体 綿の 如く 疲労して 居り、 剣 技 も 陣十郎 と 比較して は、 

数 段 も 劣って 居り、 追つ かけ 追い詰め 戦った ところで、 


あるいは 返り討ち になろう もしれ ない と、 そういう 不 

安 も ありながら、 みすみす 父の 敵に 逢い、 巡り合って 

刀 を 交した のに、 そうして その 敵が 逃げて 行く のに、 

そうして 一旦 逃がして しまったなら、 いつ ふたたび 巡 

り 逢える やら 不明と 思えば 追わずに いられな か つ た。 

で、 主 水 は 刀 を 振り 振り、 陣十郎 を 追い かけた。 

「待た れい！ 主 水 殿、 嶋澤 氏！」 

追いついて よしんば 戦った ところで、 陣十郎 に 主 水 

が 勝つ はず はない、 返り討ち は 見た ような もの だ —— 

と 知っている 秋 山 要 介 は、 驚いて 大 音に 呼び止めた。 

「長追いな さるな！ お引き返し なされ！ またの 機 


会 をお 待ちな され」 

しかし 何の それ を 聞こう！ 主 水 は よろめき よろめ 

きながら、 走り 走り 走って 行く。 

かたき 

(尋常の 敵 を 討つ ので はなく、 親の 敵 を 討つ ので あつ 

た。 子と あって みれば 返り討ち も 承知で、 追い かけ 戦 

うのが 本当であろう) 

こうし 

気がついた 秋 山 要 介 は、 孝子に 犬 死 させたくない、 

うしろみ 

ョ ー シ、 追いついて 後見して やろう！ 助太刀 してや 

ろうと 決心し、 袴の 股 立 取り上げた 途端、 

r セ、 先生、 秋 山 先生！」 と、 背後から 息せ き 呼ぶ 声 

がし、 やにわに 袖を摑 まれた。 


「誰 だ！」 と 怒鳴って 顔 を 見た。 

林 蔵の 乾 兒の藤 作であった。 
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「おお 藤 作、 どうしたの だ？」 

「タ、 大変で …… ォ、 親分が！」 

「なに 親分が？ 林 蔵が か？」 

「へい、 林 蔵 親分が、 力、 街道で、 あそこの 街道で… 

…タ、 高 萩の 猪 之 松と …… 」 

「うむ、 高 萩の 猪 之 松と 〔# 「猪 之 松と」 は 底本で は 「猪 

の 松と 匕 ？」 


「ハ、 果し 合いだ い、 果し 合いだ い！」 

「む —— 」 と 呻く と 振り返り、 要 介 は 街道の 方角 を 見 

た。 

旅人 や 百姓の 群であろう、 遠 巻に して 街道に 屯し、 

じっと 一 所 を 見て いる 光景が、 要 介の 眼に 鮮 かに 見え 

た。 彼等の 見て いる 一 所で、 林 蔵は怨 ある 猪 之 松と、 

果し 合い をして いるので あろう。 要 介 も 以前から 林 蔵 

と 猪 之 松と が、 勢力 争い 激甚で あり、 一 度 は 雌雄 を 決 

する ていの、 真剣の 切り合い を やるべき こと を、 いろ 

いろの 事情から 知っていた。 

(これ はう つち やって 置かれない。 林 蔵 を 見殺しに す 


へ んみ 

る こと は 出来ない。 聞けば 高 萩の 猪 之 松 は、 逸見 多 四 

郎 から 教え を 受け、 甲 源 一 刀 流で は 使い手と のこと、 

林 蔵と いえ ども この 拙者が、 新 影 流 は 十分 仕込んで 置 

いた。 負ける 気遣い も あるまい が、 もしも 負れば 師匠 

たる 拙者の、 恥に ならない もので もない。 林 蔵と 猪 之 

松との 果し 合い、 考えよう によれば 逸見 多四郎 と、 こ 

の 秋 山 要 介との、 果し 合いと 云う ことに もなる。 これ 

はう つち や つ て は 置かれない) 

「行こう、 藤 作！」 と 叫んだ が、 

(主 水 氏 は？) とこれ も 気になり、 走って 行った 方へ 

眼 を やった。 


広い 耕地 を よろめき よろめき、 陣十郎 の 後 を 追い、 

なお 主 水 は 走って いた。 

(一人で 行ったら 返り討ち、 陣十郎 に 討 たれる であろ 

う。 …… 惜しい 武士！ 気の毒な 武士—  どうで 

も 助太刀して やらねば …… ) 

 が、 そっちへ 身 を 挺したら、 林 蔵 はどうい う 運 

命になる か？ 

(どうしたら 可い か？ どうした もの だ？) 

知らぬ 藤 作 は 急き立てた。 

「先生、 早く、 行って おくん なせえ—  云いたい 

かどわか 

こと はたく さん あるんで …… 第 一 女が 誘拐され たんで 


…… 若い 女が、 綺麗な 女が …… 誘拐した 野郎 は 猪 之 松 

の乾兒 と、 その 相棒の 馬方なん で …… 最初 は 俺ら と 杉 

さんと で …… へい、 そうで 浪之 助さん とで、 その 女 を 

助けたん です が …… 逃げた 八 五郎め 馬方 を 連れて、 盛 

り 返して 来て その 女 を …… その 時浪之 助さん は 留守 

だつ たんで …… いやいや そんな こと—  行って お 

くんな せえ、 さあ 先生！ 親分が 大変なん だ 猪 之 松の 

？  f  B.  二  一 

Ess と—  J 

(行かなければ ならない！) と 要 介 も 思った。 

(嶋澤 氏 は 赤の他人、 少 くも 縁 は 極めて 薄い。 林 蔵の 

方 は 俺の 弟子、 しかも 現在 この 俺 は、 林 蔵の 家に 世話 


になって いる。 深い 縁が ある、 他人で はない。 …… そ 

の 林 蔵 を 見殺しに は 出来ない！ 行こう！ しかし、 

そうだし かし、 主 水 殿 もお 気の毒な！ では、 せめて 

言葉の 助太刀！) 

そこで 要 介 は 主 水の 方に 向かい、 大音を もって 呼び 

かけた。 
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しぎ さわ 

「嶋澤 氏、 主 水 殿！ 敵 水 品 陣十郎 を 追い詰め、 見事 

に復謦 をお 遂げな され！ 拙者、 要 介、 秋 山 要 介、 貴 

殿の 身辺に 引き 添って、 貴殿 あやうし と 見て取る や、 


出で て、 必ずお 助太刀い たす—  心丈夫に お持ち 

なされい—  これで 可い、 さあ 行こう！」 

街道 目掛けて 走り出した 時、 

A 今 は 変わって 千の 馬 

五 百の 馬の 馬 飼の 

と、 聞き覚え ある 源 女の 声で、 手近で 歌う のが 聞 こ 

えてき た。 

「や、 …… 歌声—  源 女の 歌声！」 

要 介 は 足 を 釘 づけに した。 

探して いた 源 女の 歌声が、 手近の 所から 聞こえて き 

たのであった。 足 を 止めた の は 当然と いえよう。 


「源 女 殿！ お 組 殿！」 

あ. 1 こ J  せ 4,- 

思わず 大声で 呼ば わって、 要 介 は 四辺 を 忙しく 見た。 

丘、 小山と でも 云いたい ほどに、 うず 高く 聳えて い 

る薮 以外に は、 打ち 開けた 耕地ば かりで、 眼 を 遮る 何 

物 もなかった。 

(不思議 だな、 どうした こと だ。 …… 歌声 は 空耳で 

あつたの か？) 

陣十郎 の 感じた ような こと を、 要 介 も 感ぜ ざ る を 得 

なかった。 

「先生、 どうしたんで すい、 行って おくん なせえ」 

要 介に 足 を 止められて、 胆を 潰した 藤 作が 怒鳴った。 


「第一 先生が こんな 方角へ、 トツ 走って 来たの が 間違 

いだ。 俺ら 向こうで 見て いたんで。 すると 先生の 姿が 

見えた。 しめた、 先生が やって来た、 林 蔵 親分に 味方 

して、 猪 之 松 を 叩つ 切って 下さる だろう。 —— と 思つ 

たら 勘違いで、 こんな 薮 陰へ 来て しまった。 そこで 俺 

ら 迎えに 来たんだ が、 その 俺ら と 来た ひに は、 ミジメ 

さったら 〔# 「ミ ジメ さったら」 は 底本で は 「ミ ヂメ さった 

ら匕ぁ リゃァ しない。 馬方に 土 を ぶっかけられたん で。 

と 云う の も 杉さん がいな かったんで。 その 杉さん は ど 

かどわか 

うした かとい うに、 誘拐され た 女の 兄さんて 奴が —— 

そうそう 主 水と か 云った つけ、 そいつが 陣十郎 とかい 


う 悪 侍に、 オビ キ 出されて 高萩 村の 方へ 行った。 とそ 

の 女が 云つ たんで、 こいつ 大変と 杉さん がね、 高 萩 村 

の 方へ 追って 行つ たんで。 —— が、 まあ 可い やそん な 

事ァ。 よくね えな ァ 親分の 身の上 だ、 まごまご してい 

ると 猪 之 松の 野郎に …… ぁッ どうしたんだ 見物の 奴ら 

ァ …… 」 

いかさま 街道 や 耕地に 屯し、 果し 合い を 見て いた 百 

姓 や 旅人が、 この 時に わかに 動揺した のが、 要 介の 眼 

にもよ く 見えた。 が、 すぐに 動揺 は 止んで、 また 人達 

は 静かに なった。 緊張し 固くなって 見て いるら しい。 

突 嗟に 要 介 は 思案 を 定めた。 


(ここら 辺りに 源 女が いるなら、 薮の 中に でもい るの 

であろう。 正気で ない と 云った ところで、 直ぐに 死ぬ 

ような 気遣い はない。 …… 林 蔵と 猪 之 松との 果し 合い、 

これ は 一刻 を 争わなければ ならない。 よし そっちへ 行 

くこと にしよう。 …… が、 しかし 念のために …… ) 

そこで 要 介 はまた も大 音に、 薮に 向かって 声をかけ 

た。 

「源 女 殿、 要 介お 迎えに 参った。 どこへ もお いでな さ 

るな よ—  」 
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街道で は 林 蔵と 猪 之 松と が、 遠巻きに 見物の 群 を 置 

き、 どちらも 負けられない 俠 客と 侠客との 試合 それ も 

真剣の 果し 合いの、 白刃 を 互いに 構えて いた。 

かなり 時間 は 経過して いたが、 わずか 二 太刀 合わせ 

たばかりで、 おおよそ 二 間を距 てた 距離で、 相 正眼に 

脇差 をつ け、 睨み合って いるば かりであった。 

猪 之 松に は 乾 兒ゃ水 品 陣十郎 の 間に、 何 か 事件が 起 

こったら しく、 耕地で 右往左往した リ、 逃げる 奴 倒れ 

る 奴、 そういう 行動が 感ぜられ たが、 訊ねる こと も 見 

る こと もで きず、 あっかう こと もで きなかった。 傍目 

一 つしょう ものなら、 その 間に 林 蔵に 切り込まれ るか 


ら であ つ た。 

林 蔵と いえ どもそう であった、 乾 兒の藤 作の 声が し 

たり、 杉浪之 助の 声が して、 何 か 騒動 を 起こして いる 

ようで あつたが、 どうす る こと も 出来なかった。 相手 

の 猪 之 松の 剣の 技、 己と 伯仲の 間に あり 寸分の 油断 さ 

え 出来ない からであった。 

が、 そういう 周囲の 騒ぎ も、 今 は 全く 静まって いた。 

数 間 を 離れて 百姓 や 旅人、 そういう 人々 の 見物の 群が、 

円陣 を 作って 見守って いるば かりで、 気味 悪い ばかり 

に寂静 としていた。 

二 本の 刀が 山形 をな し、 朝の 黄 味 深い 日の 光の 中で、 


微動しながら 浮いて いる。 

二人ながら 感じて いた。 —— 

(ただ 目茶々々 に 刀 を振リ 廻して、 相 手を切って 斃せ 

ばよ いという、 そういう 果し 合い は 演ぜられない。 男 

と 男 だ、 人 も 見て いる。 後日の 取沙汰 も 恐ろしい。 討 

つもの なら 立派に 討とう！ 討 たれる ものなら 立派に 

討 たれよう！) 

一 一人ながら 心身 疲労して いた。 

気 疲労！ 気 疲労！ 恐ろしい 気 疲労！ 

技が 勝れて いる だけに、 伎倆が 伯仲で ある だけに、 

そ の 気 疲労 も 甚だしい のであった。 


向かい合 つていた 二 本の 刀の、 その 切 先が やがて 

徐々 に、 双方から 寄って 来た。 

見よ 二人ながら 踏み出し ている 右足の 爪先が 蝮 を 作 

り、 地 を 刻んで 一寸 ニ寸 と、 相手に 向かって 進む では 

*k ヽ ゝ o 

るレカ 

ぢ  ン 〔# 「ぢ —— ン」 は ママ〕 ！ 

音 は 立たなかった。 

が、 ぢ  ン 〔# 「ぢ —— ン」 は ママ〕 と 音 立つ ように 

互いの 切 先が 触れ合った。 

しかし そのまま 二 本の 刀身 は、 一度に 水の ように 後 

へ 引き、 その 間隔が 六 歩 ほどと なった。 


そうして そのまま 静止した。 

静止した まま 山形 をな し、 山形 をな した まま 微動し 

た。 

薄く ポ —— ッと 刀と 刀の 間に、 立ち 昇って いるの は 

ま こり 

塵埃であった。 

二人の 刻んだ 足の ために ポ —— ッと 立った 塵埃で 

あった。 

間、 

長い間。 

天地 寂寥。 

が、 俄然 二 本の 刀が、 宙で 烈しく もつれ 合った。 


閃光！ 太刀 音！ 鏘然！ 鍔 鳴り！ 

で、 X の 形と なって、 二 本の 刀 は 交叉され、 わずか 

に 左右に 又 前後に、 揺れつ 槎 れつ 押し 押されつ、 粘つ 

たままで 放れなかった。 
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鰐 競り合い！ 

眼と 眼との 食い合い！ 

そうだ、 林 蔵と 猪 之 松との 眼が、 交叉され た 刀の 間 

を 通し、 互いに 食い合い 睨み合つ ている。 

鍔 競り合いの 恐ろし さは、 競り合いから 離れる ー剎 


那 にあった。 胴 を 輪 切る か 真っ向 を 割り付け るか、 

伎倆の 虾何、 鉢 形の 如何、 呼吸の 緩急に よって 変化 縦 

横！ が、 どっちみ ち 恐ろしい。 

林 蔵 も 猪 之 松 も 一所懸命、 相手の 呼吸 を 計って いた。 

と、 交叉され た 刀の 間へ、 黒く 塗られた 刀の 鞘が、 

忍びやかに 差し込まれた。 

r ？」 

r ？」 

鞘が ゆるゆると 上へ 上った。 二 本の 白刃 を 持ち上げ 

るので ある。 と、 威厳 ある 声が した。 

「勝負 待て！ 刀 を 引け！ 仲裁 役 は 秋 山 要 介！」 


声と 同時に 刀の 鞘が、 二 本の 刀身 を 左右に 分けた。 

二 間の 距離 を 保ちながら、 尚、 残心、 刀 を 構え、 睨 

み 合って いる 林 蔵と 猪 之 松、 その 間に 鞘ぐ るみ 抜いた 

太刀 を 提げて、 ノビ ノビと 立った の は 秋 山 要 介で、 ま 

ず穏 かに 林 蔵へ 云った。 

「刀 を 鞘へ 納める がよ い」 

それから 猪 之 松の 方へ 顔 を 向け、 

「以前  一 二度お 見かけい たした。 高 萩 村の 猪 之 松 殿 か、 

拙者 秋 山 要 介で ござる。 刀 を 納め 下されい」 

しばらくの 間 寂然と していた。 

やがて 刀の 鞘に 収まる、 鰐 鳴りの 音が 二 つ 聞こえた。 


とうもろこし 

この頃 源 女 は 大薮を 出て、 唐黍 畑の 向こう を 歩い 

ていた。 

(行かなければ ^ 可ない、 さあ 行こう) 

こう 思いながら 歩いて いた。 

何者か 向こうで 呼んで いる。 そんなよ うに 彼女に は 

思われる のであった。 

畦 を 越し 桑畑 を 越した。 そうして 丘 を 向こうへ 越し 

た。 もう 背後 を 振り返って 見ても、 街道 も 大薮も 見え 

ないだろう。 

大 渓谷、 大 傾斜、 大 森林、 五 百 頭 千 頭の 馬、 無数の 


馬 飼、 宏大な 屋敷 —— そういう ものの 存在して いる 所 

へ、 行かなければ ならない 行かなければ ならない！ 

…… そう 思って 彼女 は 歩いて 行く。 

崩れた 髪、 乱れた 衣裳、 彼女の 姿 は 狂女 そっくりで 

あった。 発作の 止まない 間中 は、 狂女と 云っても いい 

のであった。 

長い 小高い 堤が あった。 

よじ 上って 歩いて 行った。 

向こう側の 斜面に は 茅 や 蘆が、 生い茂り 風に 靡いて 

いる、 三 間 巾ぐ らいの 川が あり、 水が ゆるゆると 流れ 

ていた。 


「あ ッ」 

源 女 は 足 を 踏み ヒら せ、 ズル ズルと 斜面 を 川の 方へ 

落ちた。 パッと 葦 切が 数 羽 飛び立ち、 烈しい 声で 啼ぃ 

て 去った。 と、 蘆 を 不意に 分けて、 古 船が 一隻 ヒり出 

た。 源 女が その 中に 倒れて いる。 

もや いづな 

纜綱を 切らした 古 船 は、 源 女 を 乗せた まま 流れて 

行く。 

源 女 は 微動 さえし なか つ た。 

各自の 運命 


高 萩 村に 近い 森の 中まで、 陣十郎 を 追って 来た 

しぎ さわ もん ど 

嶋澤主 水 は、 心身 全く 疲労し 尽くし、 ほとんど 人心地 

を 覚えなかった。 

抜 身 を 地に 突き 体 を 支えた が、 それに も 堪えられず 

クタ クタ 倒れた。 

とうに 陣十郎 は 見失 つていた。 

その 失望 も 手伝って いた。 

(残念、 逸した、 敵 を 逸した！) 

(が、 飽くまで も 探し出して、 …… ) 

立ち上ろうと 努力した。 


が、 鉢 はいう こと をき かず、 のみならず 精神 さえ 朦 

朧 とな つ た。 

こうして 杉 や 桧ゃ横 や、 櫓な どの 喬木に 蔽 われて、 

その 奥に 朱の 褪せた 鳥居 を 持ち、 その 奥に 稲荷の 祠を 

持ち、 日の 光 も 通して 来ず、 で 薄暗い 風景の 中に、 雀 

ひわ やまがら 

や 鶸ゃ山 雀 や 山鳩の、 啼声 ばかりが 繁く 聞こえる、 鎮 

守の 森に 包まれて、 気絶して 倒れた 主 水の 姿が、 み じ 

めに 痛々 しく 眺められた。 

わくら ば 

色づ いた 〔# 「色づ いた」 は 底本で は 「色ず いた 匕 病 葉 

が 微風に あおられ 体の 上へ 落ちて 来たりした。 

かなり 長い間 しずかであった。 


と、 その 時人 声が し、 間もなく 十数 人の 男女の 者が、 

森の 中へ 現われた。 

変わ つ た 風俗の 連中で あ つ た。 

赤い 頭巾に 赤い 袖 無、 そんな もの を 着けて いる 若い 

男 も あれば、 亀甲模様 のた つつけ を 穿き、 胸に 大形の 

人形 箱 を かけた、 そういう 中年の 男 も あり、 紫の 手 甲 

に 紫の 脚絆、 三味線 を 抱えた 女 も あり、 浅黄の 股引、 

茶 無地の 筒袖、 そういう 姿の 肩の 上へ、 猿 をと まらせ 

た 老人な どもあった。 

それら は いずれも 旅装で あ つ た。 

秩父 香具師の 一 団 なので ある。 


そ ま 

平素は 自分の 家に いて、 百姓 もやれば 杣夫 もやり、 

獵師 もやれば 川 狩 もやる が、 どこかに 大きな 祭礼が 

たかまち 

あって、 巿が 立って 盛んだ と 聞く と、 早速 香具師に 

早 変 りして、 出かけて 行って 儲けて 来、 家へ 帰れば 以 

前 通り、 百姓 ゃ杣 夫と して 生活 するとい う —— 普通の 

十三 香具師と は 別派の、 秩父 香具師の 一 団 であった。 

この 日 もど こかの 巿を 目掛け 親しい 者 だけで 組 を つ 

くリ、 出かけて 行く ところら しい。 

その 中に 一 人 旅装で はなく、 髪 は 櫛 巻きに 銀簪 一 本、 

ひとえ 

茜の 小 弁慶の 単衣 を 着た、 若い 女が まじって いた。 

陣十郎 の 情婦のお 妻であった。 


「姐御、 お前さん も 行く とい いんだが な」 

一人の 男が こう 云って、 そそのかす ようにお 妻 を 見 

た。 

「そうさね えそう やつ て、 お前さん たちが 揃って 出か 

けて 行く の を 見る と、 一緒に 行きたい ような 気持が す 

るよ」 

まんざら お世辞で もな さそう に、 お 妻 はそう 云って 

薄笑い をした。 

「陣 十郎 さんば かりが 男 じゃァ なし、 他に 男 だって あ 

ろう じゃァ ないか。 そうそうい つも へばり付いて ばか 

りい ずに、 俺ら と 旅へ 出る の もい ぃぜ」 


こうもう 一 人の 男が 云った。 

「あたし を 旅へ しょび いて 行く ほどの、 好い 男が どこ 

かにい るか しら、 お前さん 達のお 仲間の 中に さ」 

云い 云い、 お 妻 は 又 薄笑い をして、 香具師 達 を 見廻 

した。 

「俺 じゃァ 駄目 かな、 え、 俺 じ ゃァ」 と、 猿 廻し が 顔 

を 出した。 
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「十 年若け りゃァ 物になる が」 

お 妻 はむしろ 朗 かに 笑った。 


お 妻は秩 父の 産れ であり、 秩父 香具師の 一人で あつ 

た。 が、 ずっと 若い 頃に、 草深い 故郷に 見切り をつ け、 

広い 世界へ 出て 行って、 香具師な どと いう ケチな もの 

よりもつ と 烈しい、 もっと 罪の 深い、 そうして もっと 

度胸の 入る、 凄い 商売へ 入り込んで しまった。 

女 邯鄲師 〔# ルビの 「おんなかん たんし」 は 底本で は 「お 

んん なかん たんし 匕 —— それにな つてし まった。 

道中 や 温泉 場な どで 親しくな リ、 同じ 旅籠へ 一 緒に 

泊り、 情 を 通じて たらす も あり、 好きな 男で 無い 場合 

に は、 すかし、 あやなし、 たぶらかして、 油断 を 窺つ 

て 有 金から 持物、 それら を 持って 逃げて しまう、 平つ 


たく 云えば 枕探し、 女賊 になって しまったの である。 

陣十郎 の 情婦に なった の も、 平 塚の 宿で 泊ま リ 合わ 

せ、 枕探し をしょう としたと ころ、 陣十郎 のために 取つ 

て 抑えられた、 それが 因縁に なった のであった。 

その 女 邯鄲師のお 妻で あるが、 今度 陣十郎 と 連立つ 

て、 産れ 故郷へ 帰って来た。 と、 今朝 高 萩の 村道 を、 

懐かしい 昔の 仲間 達が —— すな わち 秩父 香具師 達が、 

よそお い 

旅装 束で 通って 行った。 知った 顔 も 幾 個 かあつた。 で、 

あまりの 懐かし さに、 冗談 云い 云い こんな 森まで、 連 

立って 一 緒に 来たので あった。 

「おや」 と 不意にお 妻 は 云って、 急に 足 を 一所で 止め 


た。 

「こんなと ころに 人間が 死んで いるよ」 

行 手の 杉の 木の 根 下の 草に、 抜 身 を 持った 武士が 倒 

れ ている。 

「ほんに、 可哀 そうに、 死ん でら あ。 ：：•• しかも 若い 

お 侍さんだ」 

香具師 達 は 云って 近寄って 行った。 

お 妻 は その 前に しゃがみ 込み、 その 武士の 額へ 手 を 

やった が、 

「冷えち ゃァ いない、 暖かい よ」 

みゃく ど ころ 

いそいで 脉 所 を 握った が、 


「大丈夫、 生きて るよ」 

「じ ゃァ 気絶と いう やつ だな」 

一 人の 香具師が 心得顔に 云った。 

「そうさ、 気絶 をして いるの さ。 抜 身 を 持って いると 

ころ を 見る と、 きっと 誰かと 切り合つ たんだね え。 … 

きっかれ 

…どこも 切られち ゃァ いない。 …… 気負け 気 疲労 〔# 

きっかれ  きっかれ 

「気 疲労」 は 底本で は 「気 疲労れ 匕 で 倒れたん だよ」 

云い 云いお 妻 は視き 込んだ が、 

「ご覧よ 随分 好男子 じ や ァ ないか」 

「チェ— ッ」 と 誰かが 舌打ち をした。 

「姐御 いい加減 にして くんな。 どこの 馬の骨 か 知れね 


え 奴に、 それ も 死に損ない 殺され 損ないに。 気 をく ば 

るなん て 嬉しくな さ 過ぎら あ」 

「まあそう いった もので もない よ。 …… 第一 随分 可愛 

そうじゃ ァ ないか。 …… それに さ、 ご覧よ、 この 蒼白 

い 顔 を …… 唇の 色 だけが 赤くて ねえ。 …… ゾッ とする 

ほど 綺麗 だよ。 …… 」 

「色 狂人—  行こう 行こう！」 

「行き ゃァ がれ、 碌で 無し—  妾ァ この 人 を 介抱 

する よ」 

お 妻 は 主 水の 枕元へ、 ぺタ ベタと 坐って なお 視き込 

んだ。 
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その 同じ 日の ことであった。 

絹 川と いう 里 川の 岸で、 一人の 武士が 魚 を 釣って い 

た。 

四十 五六の 年齢で、 広い額、 秀でた 鼻、 鋭い けれど 

暖かい 眼、 そういう 顔の 武士であった。 立派な 身分で 

あると 見え、 衣裳な ど は 寧ろ 質素で あつたが、 體に威 

が あり 品が あった。 

びく 

傍らに 籃が 置いて あつたが、 魚 は 一匹 もい なかった。 

川の 水 は 濁り よごれて い、 藻草 や 水 鯖が 水面に 浮か 


う き 

び、 夕日が それへ 色彩 をつ け、 その 中で 浮 子が 動揺し 

てい、 それ を 武士 は 眺めて いた。 

とう ま  なんどき 

「東 馬もう 何 刻であろう？」 

少し 離れた 草の 中に、 お供と 見えて 若侍が 退屈ら し 

あ」 こリ 

い 顔 付 をして、 四辺の 風景 を 見廻して いたが それへ 向 

かって 話しかけた。 

よつ どき 

「巳 刻で もありましょう か」 

若侍 はそう 答え、 

「今日は 不漁で ございますな」 

笑止ら しく 云い 足した。 

「わしの 魚 釣、 いつも 不漁 じ や」 


「御意で、 全くい つも 不漁で。 …… それに も かかわら 

ず 先生に は、 毎日 ご 熱心で ございますな」 

「それでい いの だ、 それが 本意な の だ。 …… と 云う の 

はわし の 魚 釣 は、 太公望と 同じな の だからな」 

「太公望？ はは 左様で」 

「魚釣り 以外に 目的が ある。 …… という こと を 云って 

いるつ もり だが」 

「どのような 目的で ございま すか？」 

「そう 安く は 明かされな いよ」 

「これ はどう も 恐れ入りました …… が、 そのよう に 仰 

せられ ますと、 魚の 釣れない 口惜し まぎれの、 負けお 


しみな どと 思われましても …… 」 

「どうも 其方、 小人で 不可ない」 

「お 手厳しい ことで、 恐縮いた します」 

「こう 糸 を 垂れて 水面 を 見て いる」 

「はい、 魚釣りで ございます からな」 

「水が 流れて 来て 浮 子に あたる」 

「で、 浮き沈みい たします」 

あくた 

「いかにも 自然で 無理がない …… 芥 などが 引つ かか 

ると  」 

「浮 子め ひどく ブン 廻ります」 

「魚が かかる と 深く 沈む」 


「合憎 〔# 「合憎」 は ママ r 今日は かかりません でし 

た」 

まこと 

「相手に よって 順応す る …… 浮 子の 動作、 洵 にいい」 

「浮 子 を 釣る ので も ござります まいに」 

「で、 わし は その 中に、 何 か を 得る と 思う の だよ」 

「鮒 一 匹、 そのく らいの もので」 

「魚の こと を 云つ ている ので はない」 

「はは あ 左様で。 …… では 何 を？」 

わざ 

「つまり あの 業 を 破る 術 じ や」 

「は？ あの 業と 仰せられ まする は？」 

「水 品 陣十郎 の 『逆ノ 車』 …… 」 


「はは あ」 

「お、 あれ は 何 だ」 

その 時 上流から 女 を 乗せた、 死んだ ように 動かない 

若い 女 を 乗せた、 古 船が 一隻 流れて 来た。 

「東 馬、 寄せろ、 船 を 岸へ」 

「飛んでも ない ものが 釣れました ようで」 

若侍 は 云い 云い 袴 を 脱ぎ かけた 〔# 「脱ぎ かけた」 は 

底本で は 「股ぎ かけた」 r 

が、 古 船 は 自分の 方から、 ゆるゆると 岸の 方へ 流れ 

寄って 来た。 

武士 は 釣 棹の 柄の 方 を 差し出し、 船縁へ かけて 引き 


寄せる ようにし たが、 

「女 を 上げて 介抱せ い」 

そう 若侍 へ 厳しく 云 つ た。 

鳳凰と 麒麟 

それから 幾日 か 経った。 

ちちぶ のこお りおが わ むら 

秋 山 要 介 は 杉 浪之助 を 連れて、 秩父郡 小川 村の 外れ 

に、 あたかも 喁を 負う 虎の 如くに 蟠 居し、 四方の 剣客 

に 畏敬され ている、 甲 源 一刀 流の 宗家 逸見 多 四 郎義利 


の、 道場 構えの 広大な 屋敷へ、 威儀 を 作って 訪れた。 

「頼む」 

「応」 と 返事が あって、 正面の 襖が 一方へ ひらく と、 

小 袴 をつ けた 若侍が、 恭しく 現われた。 

「これ はこれ は 秋 山 先生、 ようこそ ご 光来 下され まし 

た」 

「逸見 先生に 御意 得たい。 この 段お 取次 下されい」 

「は、 先生に は 江戸 表へ 参り、 未だ ご 帰宅 ござり ませ 

ねば …… 」 

「はは あ、 いまだにお 帰りない」 

「帰りませんで) J ざり ます」 


「先生と 一 手お 手合わせ 致し、 一 本 ご 教授に あずかり 

たく、 拙者 当地へ 参って より 三日、 毎日お 訪ねいた し 

て も、 そのつどお 留守お 留守との ご 挨拶、 かりにも 小 

ほうおう 

川の 鳳凰と 呼ばれ、 上 州 間 庭の 樋 口 十 郎左衛 門 殿と、 

並び 称されて い る 逸見 殿で) /ざれば、 よも や 秋 山 要 介 

の 名に、 聞き 臆 じして 居留守 を 使われる ような、 その 

ような こと も ござる ま いが、 ちと 受取れ ぬ 仕儀で ござ 

るな」 

洒脱で あり 豪放で は あるが、 他人に 対して はいつ も 

丁寧な、 要 介と して はこの 言葉 は、 かなり 角立った も 

のであった。 


傍に 引き 添って いた 浪之助 も、 これ はお かしい と 

思 つ た 程で ある。 

面 喰ったら しい 取次の 武士 は、 

「は、 ご 尤もに は 存じます が、 主人 こと 事実 江戸へ 参 

り、 今に 帰宅いた しませねば …… 」 

「さよう か、 よろしい、 事実 不在、 —— という ことで 

ござるなら、 又 参る より 仕方 ござらぬ。 …… なれ どこ 

のま ま 帰って は、 三度 も 参った 拙者の 腹の虫、 ちと 納 

まりかね るに より、 少し 無礼と は 存じ 申す が、 表に か 

けられた 門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本で は 「門 礼 を 匕、 お 

預かりして 持ち かえる。 逸見 殿 江戸より ご 帰宅な さら 


ば、 この 旨し かとお 伝え 下され。 宿の 小 紅屋に 滞在 ま 

きびす 

かり ある。 ご免」 というと 踵 を 返し、 門 を 出る と 門の 

柱に 「甲 源 一 刀 流 指南」 と 書いた、 ニ寸 厚さの 桧板、 

六尺 長い 門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本で は 「門 礼 を 匕 外し、 

小脇に 抱えて 歩き 出した。 

呆れ返つ たの は浪之 助で、 黙々 として 物 も 云わず、 

要 介の 後から 従いて 行った。 

村と はいっても 小川 村 は、 宿場 以上の 賑ぃを 持った、 

珍ら しく 豊かな 土地であって、 道の 両側に は 商店 多く、 

人の 往来 も繁 かった。 そういう 所 を 立派な 武士が、 大 

門札 を 〔# 「大門 札 を」 は 底本で は 「大門 礼 を 匕 引つ 抱え、 


若い 武士 を 供の ように 連れて、 ノ ツシノ ッシと 歩いて 

行く のであった。 店の 人達 は審 かしそう に視 き、 往来 

の 人達 も 不思議 そうに 眺めた。 

が、 要 介 は 意に も 介さず、 逸見 家と は 反対の 方角の、 

これ は 小川 村の 入口に ある、 この 村 一番の 旅籠 屋の、 

小紅屋 まで 歩いて 来た。 

「お帰り」 と 番頭 ゃ婢 達が、 これ も 怪訝そう な 顔 をし 

て、 大門 札 を 〔# 「大門 札 を」 は 底本で は 「大門 礼 を 匕 抱 

えた 要 介 達 を 迎え、 玄関へ 頭 を 並べた の を、 鷹揚に 見 

て 奥へ 通った。 


2 

中庭 を 前にした 離 座敷 —— この 宿 一 番の 座敷ら しい 

—— そこの 床の間へ 大門 札 を 〔# 「大門 札 を」 は 底本で 

ゆる や 

は 「大門 礼 を 匕 立て かけ、 それ を 背に して 寛 かに 坐 わ 

り、 婢の 持って来た 茶 を 喫しながら、 要 介 は 愉快そう 

に 笑って いた。 

その 前に 浪之助 はかし こまって いたが、 これ は 随分 

不安そう であった。 

「先生」 ととうとう 浪之助 は 云った。 

「これ は 一 体 どうした ことで？」 

「  」 


愉快そう に 笑つ ている。 

「武芸 指南 所の 門札 は 〔# 「門札 は」 は 底本で は 「門 礼 は 匕、 

商家の 看板と 等しな みに、 その 家に とりまして は 大切 

な もの、 これ を 外されて は大 恥辱 …… 」 

「という こと は 存じて 居る よ」 

「はい」 と 浪之助 は キヨ トンと し、 

「それ を ご 承知で その 門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本で は 

「門 礼 を 匕 …… 」 

「さよう、 わし は 外して 来た」 

「はい」 と 又も キヨ トンと し、 

「それ も 高名の 逸見 先生の …… 」 


「鳳凰と 云われる 逸見 氏の な」 

「はい」 ともう 一度 キヨ トンと し、 

「それほど 逸見 様 は 高名な お 方 …… 」 

きりん 

「わし も 麒麟と 呼ばれて 居る よ」 

「御意で」 と 今度 は 頭 を 下げ、 

「関東の 麒麟と 称されて 居ります」 

「鳳凰と 麒麟  奴ム 口う ではな いか」 

「まさにお 似合いで は) J ざいます が、 似合う と 申して 

門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本で は 「門 礼 を 匕 …… 」 

「ナニ わし だから 外して 来ても よろしい」 

「麒麟 だから 鳳凰の 門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本で は 「門 


る，，，，， 礼 
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「はい、 ありがたく 存じます」 

と は 云った ものの 浪之助 は、 

(うっかり 物 を 云う とこん な 目に 逢う。 訓 された 上に 

嚇 されて しまう) 

こう 思わざる を 得なかった。 

「それに 致しましても 先生に は、 何と 思われて 小川 村 

などへ 参り、 何と 思われて 逸見 先生のお 宅な どへ … … 」 

「武術 試合 をす るた めに さ …… 」 

「それだけの 目的で ございます かな？」 

「真の 目的 は 他に ある」 

「どのような 目的で ございます かな？」 


「赤 尾の 林 蔵 を 関東 一 の 貸 元、 そいつに 押し立てて や 

りたい の だ」 

「そのため 逸見 先生と 試合 をな さる？」 

「その 通り。 変に 思う かな？」 

「どういう 関係が ございます やら」 

「今に 解る。 じきに 解る」 

「はは あ 左様で ございま すか」 

「わし は 金蔓 をな くして しま つ た —— 源 女 殿 を 見失つ 

てし まった ので、 秩父 にいる 必要が なくなって しまつ 

た。 そこで 江戸へ 帰ろうと 思う。 …… 江戸へ 帰って 行 

く 置 土産に、 林 蔵 を 立派な 男に してやりたい。 それで 


逸見 氏と 試合 をす るの だ。 …… 高 萩の 猪 之 松の 剣道の 

師匠、 逸見 多四郎 殿と 試合 をす るの だ」 
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(なるほどな) と 浪之助 は 思った。 

(林 蔵の 師匠た る 秋 山 先生と、 猪 之 松の 師匠た る 逸見 

先生と が、 武術の 試合 をした 上で、 林 蔵 を 関東 一 の 貸 

元にす る。 なるほどな、 意味が ありそう だ) 

確実の こと は 解らなかった が、 意味 はあり そうに 思 

やがて 解る という ことであった。 押して 訊こうと は 


しなかった が、 

「それに 致しまして もお 組の 源 女と、 その 源 女のう た 

う 歌と、 先生との ご 関係 を 承 わりたい もので」 

以前から 疑問に 思って いた こと を、 浪之助 は 熱心に 

ヽ iy。 

1111 口 レ / 

その 浪之助 は 以前にお いて は、 まさしく 源 女の 愛人 

であった。 がその 源 女が 今度 逢って みれば、 変わった 

性格と なって 居り、 不思議な 病気 を 持って 居り、 妙な 

くちずさ 

歌 を 口吟む ばかり か、 要 介な どと いう 人物が、 保護す 

る 人間と なって いたので、 浮いた 恋、 稀薄の 愛、 その 

ような もの は 注がない ことと し、 ほんの 友人の ように 


交際って 来たと ころ、 その 源 女 は 上 尾 街道で、 過ぐ る 

ゆくえ 

日 行なわれた 林 蔵と 猪 之 松との 果し 合いの 際 行方不明 

となり、 爾来 姿 を 見せ なくなつ ていた。 

浪之助 も 勿論 心に かけた が、 要 介の かけ 方 は 一 層で、 

「あの 日た しかに 大薮の 陰で、 源 女 殿の 歌声 を 耳に し 

た。 が、 果し 合い を 引き分け おいて、 急いで 行って 探 

した 時には、 もう 源 女 殿 はいなかった。 どこに どうし 

ている こと やら」 と、 今日まで も 云いつ づけて 来た こ 

とであった。 

「源 女 殿と わしとの 関係 か。 さよう さな、 もう 話して 

もよ かろう」 


要 介 はいつ になく こだわらなかった。 しかしし ばら 

く 沈思して いた。 久しく 聞きたい と 希望して いた、 秘 

密の 話が 聞かれる ので ある。 浪之助 は 思わず 居住い を 

正し、 緊張せ ざる を 得なかった。 

中庭に 小 広い 泉水が ぁリ、 鯉が 幾 尾 か 泳いで いたが、 

時々 水面へ 飛び 上った。 それが 田舎の 古い 旅籠 屋の、 

昼の 静か さ を 破壊す ると ころの、 たった 一 つの 音で 

あった。 

と、 要 介 は 話し 出した。 

「武 蔵と いう 国 は 承知で もあろう が、 源氏に とって は 

ゆかり 

由縁の 深い 土地 だ。 源氏の 発祥地 ともいうべき 土地 だ。 


ここから 源氏 の 諸 豪族が 起こった。 秩父庄 司、 

はたけ やましげ ただ くまが いじろう なお ざね 

畠 山 重忠、 熊 谷 次 郎直実 等、 いずれも 武 蔵から 蹶起し 

た 武将 だ。 …… がわ しにかか わる 事件 は、 もっと 昔に 

遡らなければ ならない。 …… これ は 誰もが 承知して い 

ぎょう 

る こと だが、 後冷泉 天皇の 御宇に あって、 奥州の 酋長 

あ ベ  よりと き  さ だとう むねとう 

阿部の 頼 時が、 貞任、 宗 任の 二子と 共に、 朝廷に 背い 

て 不逞 を逞 ましゅう した、 それ を征 したの が 源 頼義、 

そうして その子の 八幡 太 郎義家 —— さて この 二人 だが 

奥州 征 めの 往来に、 武 蔵の 国に とどまった。 今日の 国 

分 寺 村の 国分寺、 さよう、 その 頃に は 立派な 寺院で、 

堂塔 伽藍 聳えて いた そうじゃが、 その 国分寺へ とど 


まった …… ところが 止まった ばかりでなく、 前 九 年の 

役が 終了した 際、 奥州 産の 莫大な 黄金、 それ を 携えて 

帰って来、 それ を 国分寺の 境内に、 ひそかに 埋めた と 

いう ことじ や。 それに は 深い 訳が ある」 

こう 話して 来て 要 介 は、 またし ばらく 沈思した。 
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要 介はポ ッポッ 話し 出した。 

「源氏 は 東国 を 根拠と すべし。 根拠と する に は 金が 必 

要 だ。 これ を もって ここへ 金 を 埋めて 置く。 この 金 を 

利用して 根 を 張るべし。 —— といった ような 考えから、 


金 を 埋めた という こと だ。 …… その後 この 地武 蔵に お 

いて、 いろいろ さまざまの 合戦が 起こった が、 埋めて 

ある その 金 を 利用した ものが、 いつも 勝った という こ 

とじ や。 ところが そのつど 利用した もの は、 他の 者に 

利用され まいとして、 残った 金 を 別の 所へ、 いつも 埋 

じしょう 

め 代えた という ことじ や。 …… 治 承 四 年 十月の 候、 源 

頼 朝が 府中の 南、 分 倍 河原に 関 八州の 兵 を、 雲霞の 如 

くに 集めた が、 その 時の 費用 も その 金で あり、 ずっと 

下って 南北朝時代 となり、 元弘 三年 新田 義貞 卿が、 北 

條高時 を 滅ぼすべく、 鎌 倉に 兵 を 進めよう とし、 分 倍 

河原に 屯して、 北條泰 家と 合戦した が、 その 時 も義貞 


は 源氏と いうと ころから、 その 金 を 利用した という 事 

しょう へ い  よしむ ね 

じ や。 正 平 七 年 十二月 十九 日、 新田 義宗南 軍 を 率い、 

足 利 尊 氏 を 狩 野 河に 討つべく、 武 蔵の 国に 入った とこ 

ろ、 尊 氏す でに 狩 野 河 を 発し、 谷 口から 府中に 入り、 

ひとみ はら  いるまが わ 

人 見 原に て 激戦した が、 義宗 破れて 入 間 川に 退き、 二 

十八 日 小手 差 原に て 戦い、 ふたたび 破れて 退いた が、 

この 時 は 足 利 尊 氏が、 これ も 源氏と いうと ころから、 

その 金 を 利用した という ことじ や。 更に 下って 足 利 時 

代に 入リ、 鎌 倉の 公方 足 利 成 氏、 管領 上 杉 憲忠を 殺し 

かげ はる 

た。 憲忠の 家臣 長 尾 景晴、 これ を 怒って 手兵 を 率い、 

立 川原で 成 氏と 戦い、 大いに 成 氏 を 破った が、 この 時 


は その 金 を 景晴が 利用し、 その後 その 金 を 用いた 者で、 

史上 有名の 人物と いえば、 布 衣から 起こって 関 八州 を 

領 した、 彼の 小 田 原の 北條早 雲、 武蔵七 党の 随一 と 云 

たて かわむ ねつね  ぶじん 

われた、 立 川 宗恒、 同恒 成、 足 利 学校の 創立者、 武人 

で 学者の 上杉憲 実。 …… ところが それが 時代が 移って、 

豊臣 氏と なり 当代と なり —— 即ち 徳川 氏と な つてから 

は、 その 金 を 利用した 誰もな く、 金の 埋没 地 も 不明と 

なり、 わずかに この 地方 秩父 地方に おいて 『秩 父の 郡 

小川 村、 逸見 様 庭の 桧の 根、 昔 はあった という ことじ や 

…… 』 と いう、 手毬 唄に 名残 をと どめて いるば かりじ や。 

…：- J 


ここまで 云って 来て 要 介 は、 不意に 沈黙 をして し 

まった。 

じっと 聞いて いた 浪之 助の、 緊張の度が 加わった。 

源 女のう たう 不可解の 歌が、 金に 関係 あると いう こ 

と は、 朧気ながら も 感じて いたが、 そんな 歴史上の 合 

戦 や 人物に、 深い関係が あろうな どと は、 夢にも 想像 

しなかった からで ある。 

(これ は 問題が 大きい ぞ) 

それだけに 興味 も 加わって、 固 唾 を 呑む という 心 

持！ それで じっと 待って いた。 

要 介 は 語りつ いだ。 


「あの 歌の 意味 は 簡単 じ や。 今 話した 例の 金が、 武蔵 

へんみ 

秩父郡 小川 村の 逸見 家の 庭に ある 桧の 木の 根元に、 昔 

は 埋めて あった そうさな。  という 意味に 他なら な 

い。 逸見 家と いうの は 云う 迄 もな く、 逸見 多四郎 殿の 

家の 事 じ や。 …… その 逸見 家 は 何者かと いうに、 

甲變 源氏の 流 を 汲んだ、 武州 無双の 名家で 旧家、 甲 源 

一 刀 流の 宗家 だが、 甲 源の 文字 も そこから 来て いる。 

即 ち 甲斐 源氏 という 意味な のじ や」 
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要 介 は 語りつ づけた。 


「歌 も そこ 迄なら 何でもない のじ や。 というの は 普通 

の 手毬 歌と して、 秩父 地方の 人々 は、 昔から 知ってい 

るの だからな。 ところが どうだろう 源 女 殿 だけが、 そ 

の 後の 文句 を 知っている 『今 は 変わって 千の 馬、 五 百 

の 馬の 馬 飼の …… それから 少し 間が 切れて —— 秣の山 

や 底無しの、 川の 中 地の 岩窟の …… という 文句 を 知つ 

ている。 そこへ わし は 眼 をつ けたの じ や。 頼義、 義家 

が 埋めた という 金 は、 その後の 歌に うたわれ ている 境 

地に、 今 は 埋めて あるの だろう。 それにしても 源 女 殿 

は どこで どうして その後の 歌 を 覚えた かとな。 で 源 女 

まこと 

殿へ 訊いて 見た。 その 返辞が 洵に妙 じ や。 大 森林 や 


大 渓谷 や、 大きな 屋敷 ゃ大 斜面 や、 そういう 物の ある 

山の 奥の、 たくさんの 馬 や 馬 飼の いる 所へ、 いつぞや 

妾 は 行った ような 気がする。 そこで その 歌 を 覚えた 

ような 気がする。 でも ハツ キリと は 覚えて いない。 勿 

論 そこが どこで あるか も 知らない。 —— という 曖昧の 

返辞な の だ。 その上 其方 も 知っている 通り、 源 女 殿 は 

時々 発作 を 起こす。 …… で、 わし はいろ いろの 医者へ、 

源 女 殿の 様態 を 診て 貰った ところ、 一 人 柳 営お 抱えの 

きょう リ 

洋医、 平賀 杏里 殿が こういう こと を 云われた。 —— 非 

常に 恐ろしい 境地へ 行き、 非常 に 烈しい 刺激 を 受け、 

精神的に 大 打撃 を 受け、 その 結果 大熱を 体に 発し、 一 


月と か 二月と かの 長い間、 人事不省 になって いた 者 は、 

その 間の こと はいう まで もな く、 それ 以前の 事 も ある 

程度まで、 全然 忘却して しまう という ことが 往々 にあ 

るが、 源 女 殿の 場合が そうら しい。 が、 源 女 殿 を その 

境地へ、 もう 一度 連れて行けば 思い出す し、 事実 その 

境地へ 行かず とも、 その 境地と 酷似して いる 境地へ、 

源 女 殿 を 置く ことが 出来たなら、 忘却して いた 過去の 

こと を、 卒然と 記憶に 返す であろうと。 …… しかし 源 

女 殿 を その 境地へ、 連れて行く という こと は 出来 難い。 

その 境地が 不明な の だから。 同じような 境地へ 源 女 殿 

を 置く。 という こと も むずかしい。 どんな 境地 かとい 


うこと を、 わし は 確実に 知らないの だから。 …… しか 

しわし はこう 思った。 あの 歌の 前半の 歌われて いる、 

秩父 地方へ 出かけて 行って、 気長く 源 女 殿 を そこに 住 

ませて、 源 女 殿の 様子 を 見守って いたら、 何 か 暗示 を 

得よう もしれ ない とな。 そこでお 連れして 来たの だが。 

…… しかるに 源 女 殿の そういう 秘密 を、 わしの 外に も 

う 一人、 同じように 知っている 者が ある。 他で もない 

水 品 陣十郎 じ や」 

こう 云って 来て 要 介 は、 眉 を ひそめて 沈黙した。 

剣鬼の ような 吸血鬼の ような、 陣十郎 という 男の こ 

と を、 思い出す ことの 不愉快 さ、 それ を 露骨に 現わさ 


ます  まず 

したと ころの、 それ は 気不味い 〔# 「不味い」 は 底本で は 

まずい 

「不味い 匕 沈黙であった。 

浪之助 も 陣十郎 は 嫌いで あり、 嫌い 以上に 恐ろしく 

も あり、 口に 出す こと さえ 厭で あつたが、 しかし 源 女 

や 要 介が、 どういう 関係から あの 吸血鬼と、 知り合い 

になった かとい うこと について は、 窺い知り たく 思つ 

ていた。 

それが どうやら 知れそう であ つ た。 

そこで 更に 固 唾 を 呑む 気持で、 要 介の 語る の を 待ち 

溝え た。 
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「今から 十月 ほど 前で あつたよ」 と、 要 介 は 話 を つづ 

け 出した。 

「信 濃 方面へ 旅 をした。 武術の 修行と いうので はなく、 

例によっての 風来坊、 漫然と 旅 をした まで だが 沓掛の 

やど 

宿で 一夜 泊まった。 明月の 夜であった ので、 わし は 宿 

を 出て 宿 を 歩き、 つい 宿 外れまで さまよって 行った。 

と、 歌声が 聞こえて きた。 云う まで も 〔# 「云う まで も」 

は 底本で は 「云まで も 匕な く 例の 歌 さ。 はてなと 思って 

足 を 止める と、 狂乱 じみた 若い 女が、 その 歌 をうた つ 

て 歩いて 来る。 と、 その後から 一人の 武士が、 急ぎ足 


で 追いつい たが、 やにわに 女 を 蹴倒す と、 踏む 撲 るの 

乱暴 狼藉 『汝 逃げよう とて 逃がそう や』 こう 言っての 

乱暴 狼藉！ その 瞬間 女 は 正 気づいた らしく、 刎ね 起 

きる と 拙者 を 認め、 走り 寄って 鎚 りつき、 お助け 下さ 

れと 申す のじ や。 心得たり と 進み出て、 月明で 武士 を 

見れば、 以前 樋 口 十 郎左衛 門 殿方で、 立 合った ことの 

ある 水品陣 十郎！ 先方 も 拙者 を 認めた と 見え、 しか 

も 形勢 非な りと 知った か、 『秋 山 殿で ござった か、 その 

女 は 源 女と 申し、 発狂の 女 芸人、 拙者 故あって 今日 ま 

で、 保護 を 加えて 参り ましたが、 お望みな らば 貴殿に 

譲る』 と、 このような ヘラ ズロ をき いた あげく、 匆慌 


として 立ち去つ たので、 源 女 殿 を 宿へ 連れて 参り、 事 

情 を 詳しく 訊いた ところ、 江戸 両国の 曲独楽の 太夫、 

養母と いう ものに 悪婆あって 長 崎の 異人に 妾 に 出 そ 

うとい う。 それ を 避けて 旅へ 出で、 ある 山国へ 巡業し 

たと ころ、 大 森林、 大 傾斜、 百 千 頭 も 馬の いると ころ、 

そういう 所の 大きな 屋敷へ、 どういう 訳で か 連れて行 

かれた。 そうして そこで 恐ろしい 目に 逢い、 妾 は 正 

気 を 失ったら しい。 正 気づいて 見れば 陣十郎 という 男 

が、 妾の 側に 附 いていて、 それ以来 ずっと その 男が、 

あらゆる 圧迫と 虐待と を 加え、 妾に その 土地へ 連れて 

行け、 お前の 謡う 歌に ある 土地へ、 連れて行 けと 云つ 


て 強いに 強い、 爾来 その 男に 諸々 方々 を、 連れ 歩かれ 

たと こう 云う のじ や。 …… それから わし は 源 女 殿 を 連 

れて、 江戸へ 帰って 屋敷へ 置いた が、 そこ は 女 芸人の 

ことで、 もう 一度 舞台に 出たい という。 そこで 元の 座 

へ 出した ところ、 陣十郎 に 見付けられ、 貴殿な どと も 

知り合うよう になった。 …… 」 

「よく 解りまして ござります」 

要 介の 長い 話 を 聞き、 浪之助 はこれ までの 疑問 を融 

かした。 

「と 致します と 陣十郎 も、 例の 黄金の 伝説 的 秘密 を、 

承知いた して 居りまして、 それ を 探り出そうと 心掛け 


源 女 を 抑えて 居りました ので …… 」 

「さよう」 と 要 介 は 頷いて 云った 「逸見 多四郎 殿の 門 

弟と して、 秩父 地方に 永らく 居た 彼、 黄金の 秘密 は 知 

悉 している はず じ や」 

この 時 部屋の 外の 廊下に、 つつまし い 人の 足音が し、 

「ご免 下され」 という 男の 声が し、 襖が 開いて 小紅屋 

の 主人が、 恭しく かしこまった 顔 を 出し、 

「逸見の 殿様お 越しに ござります。 へい」 と 云って 頭 

を 下げた。 

見れば 主人の 背後に あたって、 威厳の ある 初老の 立 

派な 武士が、 気軽に ニコ ャ 力に 微笑しながら、 部屋 を 


視 くように して 立って いた。 

「逸見 多四郎 参上いた しました」 

7 

「や、 これ は！」 とさす がの 要 介 も、 郷士ながら も 所 

やまとの かみ  しんら 

の 領主、 松 平 大和 守に は 客分に あつかわれ、 新羅 三郎 

よしみつ 

義 光の 後胤 甲斐 源氏の 名門で あり、 剣 を 取らせて は 海 

内の 名人、 しかも 家計 は 豊かであって、 倉 入り 千 俵と 

云われて 居り、 門弟の 数 大略 二 千、 そういう 人物の 逸 

見 多四郎 が、 気軽に このような 旅籠 屋 などへ、 それ も 

留守の 間に 道場の 看板、 門の 大札 〔# 「大礼」 は 底本で 


は 「大礼 匕 を 外して 行った ところの、 要 介 を 訪ねて 来 

ような どと は、 要 介 本人 思い もしなかった ところへ、 

そのよう に 気軽に 訪ねて 来られた ので、 さすがに 驚い 

て 立ち上った。 

「これ はこれ は 逸見 先生、 わざ わざ) J 来訪 下さ れ まし 

たか。 いざまず これへ！ これへ！」 

「しからば ご免」 と 仙 台 平の 袴に、 黒 羽二重の 衣裳 羽 

織、 威厳 を 保った 多四郎 は、 静かに 部屋の 中へ 入って 

来た。 

き 

座が 定まって さて 挨拶！ という 時に 要 介の 機転、 

床の間に 立てて あった 例の 門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本 


では 「門 礼 を 匕、 恭しく 抱えて 持って来る や、 前へ 差し 

出し その 前に 坐り、 

「実は 其 先生お 屋敷へ、 本日 参上いた しました とこ 

ろ、 江戸へ 参って ご 不在との 御 事。 と、 いつもの 悪い 

癖が —— 酔 興と でも 申しましょう か、 悪い 癖が ムラ ム 

ラと 起こりまして、 少しく 無礼と は 存じ ましたが、 門 

弟の 方へ 一 応 断わり、 この 大門 札 〔# 「門札」 は 底本で 

は 「門 礼 匕 ひき 外し、 旅 舎まで 持参いた しました、 がし 

かし 決して 粗末に はいたさず、 床の間へ 立て かけ 見事 

の 筆蹟 を、 打ち 眺め 居りまして ござります。 が、 それ 

にしても この 門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本で は 「門 礼 を 匕、 


ひき 外し 持参いた しまし たれば こそ、 かかる 旅 舎な ど 

へ 先生 ほどのお 方 を、 お招きす る こと 出来ました 次第、 

その 術策 的中り まして ござる よ。 ハツ ハツ ハツ」 と 

笑った が、 それ は爽 かな 笑いでも あった。 

と、 多 四郎も それに 合わせ、 こだわらぬ 爽 かな 笑い 

声を立て たが、 

それがし 

「その 儀で ござる、 実は 其 所用あって 江戸へ 参り、 

三日 不在いた しまして、 先刻 帰宅いた しました ところ、 

ご 高名の 秋 山 先生が、 不在 中 三回 もお 訪ね 下され、 三 

回目の 本日 門の 札 を 〔# 「札 を」 は 底本で は 「礼 を 匕、 ひ 

き 外しお 持ち かえりな された とのこと、 門弟の 一 人よ 


り 承 わり、 三回の ご 来訪に 恐縮いた し、 留守 を 申し 

訳なく 存じます と共に、 その 門弟へ 申した ような 次第 

—— 、 門札 を 〔# 「門札 を」 は 底本で は 「門 礼 を 匕 外して 

持ち去った 仁、 秋 山 要 介 先生で よかった。 他の 仁なら 

この 多 四郎、 決して 生かして 置き ませぬ。 秋 山 要 介 先 

生で よかった。 その 秋 山 先生 は、 奇嬌 洒脱の 面白い 方 

じ や、 いまだ 一度 もお 目に かからぬ が、 勇ましい お 噂 

は 承って 居る。 五百石と いえば 堂々 たる 知行、 その 知 

行 取りの 剣道 指南役の、 嫡男の 身に 産れ ながら、 家督 

まじわ 

を 取らず 浪人し、 遊侠の 徒と 交際ら れ、 権威に 屈せず 

武威に 恐れず、 富に 阿ねらず 貧に 恥じず、 天空海濶に 


振舞われる 当代での 英傑であろう。 門札 を 〔# 「門札 を」 

は 底本で は 「門 礼 を 匕 持って行かれ たも、 単なる 風狂に 

相違ない。 宿の 小 紅屋に 居られるなら、 早速 参って お 

目に かかろう とな。  そこで 参上いた したよう な 次 

第、 お 目に かかれて 幸甚で ござった」 

「杉 氏 どうじ やな」 と 要 介 は、 浪之 助の 方へ 声をかけ 

た。 
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「人物 は 人物 を 見抜く と 云った が、 どうじ や 杉 氏、 そ 

の 通りであろう」 


こう 云った がさら に 要 介 は、 多 四郎の 方へ 顔 を 向け、 

それがし 

「ここに 居られる は 杉 浪之助 殿 某 の 知己 友人で ござ 

る。 門札 〔# 「門札」 は 底本で は 「門 礼 匕 外して 持ち 参つ 

たこと を、 ひどく 心配いた しました について、 いや 拙 

者 だから それ はよ い、 余人なら ばよ ろしくな いと 云う 

こと は 逸見 先生 も ご存知、 人物 は 人物 を 見抜く もの 

じ やと、 今し方 申して 居りました 所で、 …… 杉 氏 何と 

思われるな？」 

「ぼんやり 致しまして ござります」 

浪之助 はこう 云う と、 恰も 夢から 醒めた ように、 眼 

を 大きく して 溜息 を 吐いた。 


「鳳凰と 麒麟！ 屬 圑 と 麒麟！ 名優 同志の 芝居の よ 

うで。 見事の ご 対談で ございますな あ」 

逸見 多 四郎が やって来た！ さあ 大変！ 凄い こと 

が 起こる ぞ！ 激論！ 無礼 咎め！ 切 合い！ 切 合 

い！ と、 その 瞬間 思った ところ、 事 は 全く 反対と な 

り、 秋 山 先生で 先ずよ かった—  という ことに 

なって しまい、 十 年の 知己で でも あるかの ように、 笑 

い 合い 和み 合い 尊敬し 合って いる。 で 浪之助 は 恍惚と 

して、 両雄の 対談 を 聞いて いたのであった。 

「酒 だ」 と 要 介は朗 かに 云った。 

つわもの 

「頼み ある 兵 の 交際に、 酒がなくて は 物 足りぬ。 酒 


だ！ 飲もう！ 浪之助 殿、 手を拍 つて 女中 をお 呼び 

下され！」 

「いや」 と 多 四 郎は手 を 振って 止めた。 

「酒 も 飲みましょう。 がし かし、 酒 は 場所 を 変えて 飲 

みましょう」 

「場所 を 変えて？ はて どこへ？」 

「拙者の 屋敷で。 …… 云う まで も ござらぬ」 

「要 介の まか リ 在る この 屋敷、 さて はお 気に入らぬ そ 

うな」 

「いやいや 決して、 そういう 訳で は ござらぬ。 …… が、 

最初に ご 貴殿に おいて、 お訪ね 下された のが 拙者の 屋 


敷、 言って 見れば 先口で。 …… では その 方で 飲む のが 

至当。 …… 」 

「はは あなる ほど、 それ も そうじゃ」 

「という ことと 存じ ましたれば、 駕籠 を 釣らせて お 宿 

の 前まで、 既に 参って 居ります ので」 

「それ は それ はお 手 廻し のよ いこと。 …… がし かし 拙 

者と いたしまして は、 ご 貴殿のお 屋敷に おきまして は 

酒いた だくよ リ 木刀 を もって、 剣道の ご 指南 こそ 望ま 

し いので ござる」 

「云う まで も ござらぬ 剣道の 試合 も、 いたし ますで ご 

ざり ましょう」 


「その 試合 じ やが 逸見 先生、 尋常 の 試合 では ご ざ ら ぬ 

ぞ」 

「と 申して まさかに 真剣の …… 」 

「なんの なんの 真剣な ど。 …… 実は 賭 試合が いたした 

いので」 

「ナニ 賭 試合？ これ は 面妖！ 市井の 無頼の 剣術 使 

< らし 

いど もが、 生活の ために 致す ような、 そのような 下等 

の 賭 試合な ど …… 」 

ちが 

「賭る 物が 異 つて ござる」 

「なるほど。 で、 賭 物 は？」 

「拙者に おいて は 赤 尾の 林 蔵！」 


「赤 尾の 林 蔵 を？ 赤 尾の 林 蔵 を？ ふうん！」 と 

云った が 多四郎 は、 じっと 要 介の 顔 を 見詰めた。 
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「博徒ながら も 林 蔵 は、 拙者の 剣道の 弟子で ござる」 

要 介 はそう 云って 意味 ありそうに、 多 四 郎の顔 を 熟 

視 した。 

「その 林 蔵 をお 賭になる。 …… では 拙者 は 何者 を？」 

いささか 不安そう に 多 四郎は 云って、 これ も 要 介 を 

意味 ありそうに 見詰めた。 

「 高 萩 村 の 猪 之 松 を、 お 賭 下さらば 本望で ござる」 


「彼 は 拙者の 剣道の 弟子 …… 」 

「で、 彼 をお 賭け 下され」 

「賭けて 勝負 をして？」 

「拙者が 勝てば 赤 尾の 林 蔵 を、 関東 一 の 貸 元にな すべ 

く、 高 萩 村の 猪 之 松 を、 林 蔵に 臣事いた させ 下され」 

「拙者が 勝た ば 赤 尾の 林 蔵 を、 高 萩の 猪 之 松に 従わせ、 

猪 之 松 をして 関東 一 の …… 」 

「大貸 元に させましょう」 

「はは あそのた めの 賭 試合？」 

「弟子 は 可愛い もので ござる」 

「なるほどな」 と 多 四郎は 云った が、 そのまま 沈黙し 


て 考え込んで しまった。 

林 蔵と 猪 之 松と が 常日頃から、 勢力 争い をして いる 

こと は、 多四郎 といえ ども 知っていた。 その 争いが 激 

甚 となり、 早晚 力と 力と を もって、 正面衝突し なけれ 

ばなる まい —— という 所まで 競リ 詰めて 来て いる。 と 

いう こと も 伝聞して いた。 とはいえ そのため 秋 山 要 介 

という、 一大 剣豪が 現われて、 師弟の つながり を 縁に 

して、 自分に 試合 を 申し込み、 その 勝敗で 二人の 博徒 

の、 勢力 争い を 解決しょう などと、 そのような 事件が 

起ころう などと は、 夢にも 思い はしなかった。 

(何とい うこと だ！) と 先ず 思った。 


(さて どうした ものだろう？) 

と は 云え 自分 も 弟子 は 可愛い、 成ろう ことなら 林 蔵 

を 挫いて、 猪 之 松 を大貸 元にして やりたい。 

(では) と 思わざる を 得なかった。 

(では 要 介の 申し込みに 応じ、 賭 試合 を 行ない 打ち 

勝 つ て やろう) 

腹が 決まる と 堂々 たる もので、 逸見 多 四郎は 毅然と 

して 云った。 

「賭 試合 承知いた して ござる。 しからば 直ちに 拙者 屋 

敷に 参り、 道場に おいてお 手合わせ、 試合いた すで ご 

ざり ましょう」 


「欣快」 

要 介 は 立ち上った。 

「杉 氏、 貴殿 もお いでな され」 

三人 揃って 部屋 を 出た。 

逸見 多四郎 家の ここ は 道場。 I 

竹刀で はない 木刀であった。 

要 介と 多 四 郎とは 構えて いた。 

一 本 勝負！ 

そう 定められ ていた。 

一 一人ながら 中段の 構え！ 


今、 シ —— ンと 静かで ある。 

かかる 試合に 見物 は 無用と、 通いの 門弟 も 内 門弟 も、 

一切 退けての ただ 二人 だけ！ いや 他に 杉浪之 助と、 

要 介の 訪問に 応 待に 出た、 先刻の 若侍と が 道場の 隅に、 

つ つましく 控えて 見守って いた。 

o 

見 霞む ばかりの 大道 場、 高く 造られ ある 正面 は、 師 

範の 控える 席で あり、 それに 向かって左の 板壁に は、 

しない  なぎなた 

竹刀、 木刀、 槍、 薙刀、 面、 胴、 籠手の 道具 類が、 棚 

に 整然と 置かれて あり、 左の 板壁に は 段 位 を 分けた、 


漆塗りの 名札が かけて あった。 

塵 もと どめぬ 板 敷 は、 から 拭きされ て 鏡の ように 光 

り、 おりから 羽目板の 隙間から、 横 射しに 射して 来た 

日の 光りが、 そこへ 琥珀色の 棒縞 を 織り、 その 空間の 

まこ リ 

光の 圏内に、 ポッと 立って いる 幽かな 塵埃 は、 薄い 煙 

か紗 のよう であった。 

互いに 中段に 位取って 動かぬ、 要 介と 多 四郎は 広い 

道場の、 中央に 居る ところから、 道場の 端に 腰板 を 背 

にして、 端座して いる 浪之 助から 見る と、 人形の よう 

に 小さく 見えた。 

おおよそ 六尺の 間隔 を 保ち、 互いに 切 先 を 相手の 眉 


間へ、 ピ タリと 差し付けて 構えた まま、 容易に 動こう 

と はしなかった。 

道具 を 着けず 木 刀に ての 試合 に、 まさに 真剣 の 立 合 

あかがし はまぐ リは 

いと、 何の 異なる ところ もな く、 赤樫 蛤 刃の 木刀 は、 

まこと 

そのまま 真 の 剣で あり、 名人の 打った 一 打ちが、 急所 

へ 入らば 致命傷、 命 を 落とす か 不具になる か、 一 一 者 一 

つに 定まって いた。 

とはいえ 互いに 怨み あっての、 遺恨の 試合と いうの 

ではなく、 互いの 門弟 を 引つ 立てよう ための 義理と 人 

情と にから まった、 名人と 名人との 試合であった。 自 

然 態度に 品位が あり、 無理に 勝とう の 邪心が なく、 闘 


志の 中に 礼 譲 を 持った、 すがすがしい 理想的の 試合で 

あった。 

今の 時間に して 二十 分、 構えた ままで 動かなかった。 

掛声 一 つかけ ようとし ない。 

掛声に も 三 通り ある。 

追い込んだ 場合に 掛ける 声。 相手が 撃って 出ようと 

する、 その 機 を 挫いて 掛ける 声、 一打ち 打って 勝利 を 

得、 しかも 相手が その後に 出で て、 撃って 来ようと す 

る 機 を 制し、 打た せぬ ために 掛ける 声。 

この 三 通りの 掛声が ある。 

しかるに 二人の この 試合、 追い込み 得べき 機会な ど 


なく、 撃って 出ようと する ような、 隙 を 互いに 見せ 合 

わず、 まして 一打ち 打ち勝つ という、 そういう ことな 

ど は 絶対になかった。 

で、 二人ながら 掛声 も かけず、 同じ 位置で 同じ 構え 

で、 とはいえ 決して 居附き はせ ず、 腹と 腹との 業 比べ、 

眼と 眼との 睨み合い、 呼吸と 呼吸との 抑え 合い、 一方 

が 切 先 を 泳がせれば、 他の 一方が グッと 挫き、 一方が 

業 を かけよう とすれば、 他の 一方が 先々 ノ 先で、 しか 

も 気 を もって 刎ね 返す、 …… それが 自 ずと 木刀に 伝わ 

り、 二 本の 木刀 は 命 ある 如く、 絶えず 幽かに しかし 鋭 

く、 上下に 動き 左右に 揺れて いた。 


更に 長い 時が 経った。 

と、 要 介の 右の 足が、 さながら 磐石 を も 蹴破る てい 

の、 烈し さと 強さと 力と を もって、 しかも ゆっくりと 

充分に 粘り、 ソロ リ とば かり 前へ 出て、 左足が それに 

続いた。 

瞬間 多 四郎の 左足が、 ソロ リと ばかり 後へ 下り、 右 

足が それに 続いた。 

で 間 だ！ 静止した。 

長い間—  しかし …… 次の 瞬間 …… ドド ドドッ 

という 足音が 響いた。 


奔流の ように 突き進む 要 介！ 

追われて 後へ退く 多 四 郎！ 

ド ドドド ッ という 二人の 足音！ 

見よ、 その 速さ、 その 鋭 さ！ 

ぁッ、 多 四郎は 道場の 端、 板壁へまで 追い詰められ、 

背中 を 板壁へ あてた まま、 もう 退けない 立ち 縮んだ。 

その 正面へ 宛然 巨岩、 立ち ふさがつ たは 要 介で あつ 

た。 

勝負 あ つた！ 

勝ち は 要 介！ 


非ず、 見よ、 次の 瞬間、 多 四 郎の胸 大きく 波打ち、 

双肩 渦 高く 盛リ 上る と 見る や、 ヌッと 一 足 前へ 出た。 

と、 一 足 要 介 は 下った。 

多 四郎は 二足 ヌッと 出た。 

要 介 は 退いた。 

全く 同じ だ！ 

ドド ドドッ という 足音！ 

突き進む は 多 四郎、 退く は 要 介、 たちまち にして 形 

勢 は 一 変し、 今 は 要 介 押し返され、 道場の 破目 板 を 背 

に 負った。 

で、 静止！ 


しばらくの 間！ 

二 本の 剣が —— 木刀が、 空 を 細かく 細かく 細かく、 

細かく 細かく 刻んで いる。 

多四郎 勝ち か？ 

追い詰め 了 した か？ 

否！ 

ソロ リと 一 足下った。 

追って 要 介が 一 足 出た。 

粘りつ、 ゆっくりと、 鷺 足さながら、 ソロ リ、 ソロ 

リ、 ソロ リ、 ソロ リと、 二人 は 道場の 中央まで 出て 来 

た。 


何ぞ 変ら ざ る 姿勢 と 形勢と！ 

全く 以前と 同じように、 二人 中段に 構えた まま、 見 

霞む ばかりの 大道 場の、 真中の 辺りに 人形の ように 小 

さく、 寂然と 立ち向かって いるで はない か。 

さすがに 二人の 面 上に は、 流る る 汗 顎まで したたり、 

血 上って 顔色 朱の 如く、 呼吸 は 荒く はずんで いた。 

窒息 的な この 光景！ 

なお つづく 勝負であった。 

試合 は つづけられて 行かなければ ならない。 

が、 忽然 そのお りから、 

A 秩 父の 郡 
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逸見 様 庭の 

桧の根 

昔 は あ つたと いう ことじ や 

と、 女の 歌声が 道場の 外、 庭の 方から 聞こえて きた。 

「しばらく！」 と 途端に 叫んだ 要 介、 二 間 あまり スル 

スルと 下る と、 木刀 を 下げ 耳を澄ました。 

「  」 

審 かしそう に 体 を 斜めに、 しかし 獲物 は 残心に、 油 

断な く 構えた 逸見 多 四郎、 

「いかがな された、 秋 山 氏？」 


「あの 歌声 は？  歌声の 主 は？」 

「ここに 控え 居る 東 馬 共々、 数日 前に、 絹 川に おいて、 

それがしち ようぎょ 

某 釣魚いた せし 際、 古 船に 乗って 正体 失い、 流れ 来 

たった 女が ござった 〔# 「ござった」 は 底本で は 「ごさつ 

た 匕。 …… 助けて 屋敷へ 連れ 参った が、 ただ今の 歌の 

主で ござる」 

2 

「名 は？ 源 女！ お 組の 源 女—  と 申し はいた 

しませぬ か？」 

「よくご 存知、 その 通り じ や」 


「やっぱり そうか！ そうで ござった か—  有難 

し、 まさしく 天の 賜物—  その 女 こそ この 要 介 仔 

細 ござって 久しい 前より、 保護 を 加え 養い 居る 者、 過 

日 上 尾の 街道 附近で、 見失い 失望いた し 居り ましたが、 

貴殿お 助け 下された か。 …… 源 女 拙者に お渡し 下さ 

れ」 

「ならぬ！」 と 多四郎 二べ もな く 云った。 

「源 女 決して 渡す ことならぬ！」 

「理由 は？ 理由 は？ 逸見 氏？」 

「理由 は 歌 じ や、 源 女の 歌う 歌 じ や！」 

「  」 


「今 は 変わって 千の 馬、 五 百の 馬の 馬 飼の …… 後に も 

数 句 ござった が、 この 歌 を 歌う 源 女と いう 女子、 拙者 

必要、 必要で ござる！」 

「なるほど」 と 要 介 は 頷いて 云った。 

「貴殿のお 家に、 逸見 家に、 因縁 最も 深き 歌、 その 歌 

をうた う 源 女と いう 女、 なるほど 必要 ござろう のう… 

…伝説に ある 埋もれた る 黄金、 それ を 掘り出す に は 屈 

竟の 手蔓 …… 」 

「では 貴殿に おかれても？」 

「御意、 されば こそ 源 女 を これ 迄 …… 」 

「と 知って はいよ いよ 源 女と いう 女子、 お渡しい たす 


ことな リ ませぬ」 

「さりながら 本来 拙者が 保護して … … 」 

「過ぐ る 日まで はな。 がその 後、 見失いました は 縁 無 

き證 拠。 …… 助けて 拙者 手に入れ たから は、 今 は 拙者 

の もので ござる」 

「源 女 を 手蔓に 埋もれし 黄金 を、 では 貴殿に はお 探し 

なさる お 気 か？」 

「その 通り、 云う まで も ござらぬ」 

「では 拙者の 競争相手！」 

「止む を 得 ませぬ、 因縁で ござろう」 

「二重に 怨み を 結びました な！」 


「ナニ 怨み を？  二重に 怨み を？」 

「今 は 怨みと 申して よかろう—  一 つ は 門弟に 関 

する 怨み、 その 二 は 源 女に 関する 怨み！」 

「それ とても 止む を 得ぬ 儀」 

「用心な され 逸見 氏、 拙者 必ず 源 女 を 手に入れ、 埋も 

れし 黄金 も 手に入れましょう」 

「出来ましたなら、 おやりな されい！」 

「用心な され 逸見 氏、 源 女 を 手に入れ 埋もれし 黄金 を、 

探し出 だそうと 企て 居る 者、 一 一人 以外に も ござる 程 

に！」 

「二人 以外に？ 誰 じ やそ 奴？」 


「貴殿の 門弟、 水 品陣十 郎！」 

き や つ 

「おお 陣 十郎！ おお 彼奴 か—  弟子ながら も 稀 

代の 使い手、 しかも 悪 剣 『逆ノ 車』 の、 創始者に して 

恐ろしい 奴。 …… 彼奴の 悪 剣 を 破る 業、 見出だそうと 

この 日頃 苦心して いたが、 彼奴が 彼奴が 源 女と 黄金 を 

…：- 」 

「逸見 氏、 お 暇 申す」 

「勝負 は？ 秋 山 氏、 今日の 勝負 は？」 

「アツ ハハ、 後日 真剣で！」 

因果な 恋 


高 萩 村の 村 外れに、 秩父 香具師の 部落が あり、 

「刃 ノ郷」 と 称して いた。 三十 軒 ほどの 人家が あり、 女 

や 子供 や 老人な ど を 入れ、 百 五十人 ほど の 半農 半 香具 

師が、 一致団結して 住んで いた。 

郷に 一朝 事が 起こり、 合図の 竹 法螺が ボ— ッと 鳴る 

と、 一 切の 仕事 を 差し置いて、 集まる という ことにな つ 

ていた。 

弁 三 爺さんと いう 香具師の 家 は、 この 郷の 片隅に 

あった。 


茅葺の 屋根、 横の 生垣、 小 広い 前庭と 裏の 庭、 主屋、 

物置、 納屋 等々、 一般の 農家と 変わりの ない 家作、 I 

I ただし 床ノ 間に 鳥銃 一 挺、 そうして 壁に 半弓 一 張、 

そういう 武器が 懸けて あるの は、 本来が 野士 といって 

武士の 名残 —— わけても 秩父 香具師 は 源氏の 正統、 悪 

源太義 平から 来て いると、 自他 共に 信じて いる それ だ 

けあって、 普通の 農家と 異 つていた。 

秋 山 要 介と 逸見 多四郎 とが、 多 四郎の 道場で、 木刀 

を 交した、 その 日から 数日 経過した ある 日の、 こころ 

よく 晴れた 綺麗な 午後、 ここの 庭に 柿の 葉が 散って い 

た。 


その 葉の 散る の をうる さそう に 払って、 お 妻が 庭へ 

入って 来た。 

「いい 天気ね、 弁 三 爺さん」 

母屋の 縁側に 円座 を 敷き、 その上に 坐って 憂鬱の 顔 

をし、 膏薬 を 練って いた 弁 三 爺さん は、 そう 云われて 

お 妻の 顔 を 見た。 

「よいお 天気で ございます とも …… へい、 さようで、 

よいお 天気で」 

—— そ こで 又ムッ ッリと 家伝の 膏薬 を、 節 立った 手 

で 練り 出した。 

お 妻 は 眉 を ひそめて 見せた が、 


「日和が 続いて いい 気持 だのに、 爺つ あん はいつ も不 

機嫌そう ね」 

「へい、 不機嫌 でございます とも、 悴が 江戸へ 出て 行つ 

たま ま、 帰って来な いので ございます からな」 

「また それ をお 云いな のかえ。 ナ— 二 そのうち 帰って 

来る よ」 と は 云った ものの 殺された 悴、 弁 太郎が 何で 

帰る もの かと、 心の中で 思って いるので あった。 

(あの人 を 殺した の は 陣十郎 だし、 殺す ように 進めた 

の は 妾だった つけ) 

, J う 思 え ば さ すが に 厭な 気がした。 

まだお 妻が そんな 邯鄲師な どに ならず、 この 郷に平 


凡に くらして いた 頃から、 弁 太郎は ひどく お 妻 を 恋し、 

つけつ 廻し つして 口説いた ものであった。 その後お 妻 

は 故郷 を 出て、 今の ような 身の上に なって しまった。 

と、 ヒョ ッコリ 〔# 「ヒ ョッ コリ」 は 底本で は 「ヒ ョッコ 

リ匕 弁太郎 が、 膏薬 売と なって 江戸へ 出て 来、 バッタ 

リぉ 妻と 顔を合わせた。 爾来 弁 太 郎は附 き 纏い、 長い 

間の 恋 を 遂げよう とし、 お 妻の 現在の 身分 も 探ぐ り、 

恋 遂げさせねば 官に 訴え、 女 邯鄲師と して 緦 目の 恥 を、 

与えよう などと 脅迫 さえした。 お 妻 は 内心 セ セラ 笑つ 

たが、 うるさい から 眠らせて しまおう よ、 こう 思って 

情夫の 陣十郎 へケシ カケ、 一夜お 茶ノ 水へ 引っ張り出 


し、 一 刀に 切らせて しまったの であった。 

みちす が 

杉浪之 助が 源 女の 小屋から、 自宅へ 帰る 途中ら に 見 

た、 香具師の 死骸 は 弁太郎 なのであった。 

「爺つ あん、 主 水さん の ご機嫌 はどう？」 お 妻 は 話 を 

横へ そらせた。 
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「あのお 方 も ご機嫌が 悪そう で」 

弁 三 はそう 云つ て 俯向いて、 物憂そう に 膏薬 を 練つ 

た。 

「出て 行きた そうな ご 様子 はない かえ？」 


「出て 行きた そうで ございますな あ」 

「出て 行かし ちゃ ァ いけない よ」 

「という お前さんの 云いつ けだから、 せいぜい 用心し 

て は 居ります がね」 

「行かせたら あたし ゃァ 承知 しないよ」 

かみそり 

剃刀の ような 眼で ジロリ と 見た。 

「手に 合わな けり ゃァ 仕方が ねえ、 ボ— ッと竹 法螺 吹 

くば かりだ」 

「と、 村 中の 出口々々 が、 固められ るから 大丈夫 だね 

え。 でもそう いった 大袈裟な こと、 あたし ゃァ したく 

はない の だよ」 


「ご 尤 もさまで ございます」 

「どれ ご機嫌 を 見て 来よう」 

腰かけて いた 縁から 立って、 お 妻 は 裏の 方へ 廻って 

行った。 

(凄い 女に なった もの さな) 

お 妻の 後 を 見送りながら、 そう 弁 三 爺さん は 思 つ た。 

以前 この 郷に 居た 時分 は、 度胸 こそ あつたが 可愛い 

い 無邪気な 綺麗な 娘つ 子に 過ぎなくて、 この 家な どへ 

もノべ ッに 来て、 お爺さんお 爺さんと 懐かしが つてく 

れ たお 妻、 それが どうだろう 陣十郎 とかいう 浪人 者と 

手 をたず さえて、 今度 やって来た 彼女 を 見れば、 縹緻 


も 上った がそれ より 何より、 人間が すっかり 異 つてし 

まっていて、 腕に は剌青 眼に は 殺気、 心に は 毒 を 貯え 

ていて、 人殺しぐ らいし かね まじい 姐御、 だい それた 

女に なって いるで はない か。 

(陣 十郎 とかいう お 侍さん、 随分 怖そう なお 侍さんだ 

しぎ さわ もん ど 

が、 あんな 人の 眼 を こっそり 盗んで、 嶋澤主 水と かい 

かくま 

うお 侍さん を、 こんな 所へ 隠匿う なんて …… 血腥 さい 

〔# 「血腥 さい」 は 底本で は 「血醒 さい 匕 事件で も 起こら 

なけり ゃァ いいが) 

これ を 思う と 弁 三 爺さん は、 不安で 恐ろしく てなら 

なかった。 


数日 前の ことであった、 そのお 侍さん を 駕籠に 乗せ 

て、 宵に こっそり やって来て、 

「このお 侍さん を 隠匿って おくれ、 村の 者へ も 陣十郎 

な、 しょ 

さんへ も、 誰に も 秘密で 隠匿って おくれ、 昔馴染みの 

お前さんの とこより、 他に は 隠し場所 がな いんだから 

ねえ」 

こうお 妻が 余儀なげ に 云った。 

見れば どうやらお 侍さん は、 半分 死んで でもい るよ 

うに、 気息 奄々 憔衰 していた。 

「へい、 それで は ともかくも …… 」 

こう 云って 弁 三 は 引き受けた。 


と、 翌日から 毎日の ように、 お 妻 はやって 来て 介抱 

した。 

(どういう 素性のお 侍さん なのかな？) 

(お 妻さん との 関係 はどうなん だろう？) 

解ら なか つ たが 不安で あ つ た。 

婆さんに は 死に別れ、 たった 一人の 悴の弁 太 郎は江 

戸に 出た まま 帰って来ない。 ただでさえ 不安で 小 寂し 

いところ へ、 そんなお 侍さん を あずかつ たので ある。 

弁 三 爺さん は 憂鬱であった。 

黙々 と 膏薬 を 練 つ て 行く。 

ヒ ョ ィと 生垣の 向こう を 見た。 


「あ ッ」 と 思わず 声 を あげた。 

陣十郎 が 蒼白い 顔 を、 気味 悪く 歪めて 生垣 越しに、 

じっと こつ ち を 見て いるで はない か。 

(さあ 大変！ さあ 事 だ！) 
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「おい」 と 陣十郎 は 小声で 呼んだ。 

「おい 爺つ あん、 ちょっと 来て くんな」 

生垣 越しに 小手 招きした。 

裏の 座敷に はお 妻が いる はず だ。 

「へい」 とも 返辞が 出来なかった。 


顫えの 起こった 痩せた 体 を、 で 弁 三はヒ ヨロ ヒ ヨロ 

と 立た せ、 庭下駄 を 穿く の もやつ とこ さで、 陣十郎 の 

方へ 小 走って 行った。 

生垣 を 出る と 村道で ある。 

と、 陣十郎 が しゃがみ 込んだ ので、 向かい合って 弁 

三 もしゃが み 込み、 

「へ、 へい、 これ は 水 品 様 …… 」 

「爺つ あん、 お 妻が 来たよう だね」 

「ォ、 お 妻さん が …… へい …… いいえ」 

「へい、 いいえと はお かしい な。 へいな のか、 いいえ 

なのか？」 
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「へ、 へい、 さようで、 それ は それ は …… 」 

「それ は それ はでなくて、 これ はこれ はさ。 これ はこ 

れ はとば かり 驚いて、 しばらく 立って 見て いたが、 裏 

の 方へ 廻って 行った ので、 爺つ あんお 前 を よんだ わけ 

さ」 

「へ、 へい、 さようで ございま すかな」 

「裏に ゃァ 何が あるんだ い？」 

「へい、 庭と 生垣と …… 」 

「それから 雪隠と 座敷と だろう」 

「へい、 裏 座敷 は ございます」 


「その 座敷に だが 居る 奴 はだれ だ！」 

「ヮ— ッ—  いいえ、 どなた 様 も …… 」 

「居ね え 所へ 行った のかよ」 

「ナ、 何で ございます かな？」 

「誰もい ねえ 裏 座敷へ、 俺の 女房 は 入って 行った の 

か？」 

「  」 

「犬 か！」 

「へ？」 

「雄の 犬 か！」 

「滅相 もない」 


「じ ゃァ何 だ！」 

「  」 

「云わね えな、 利いて いると 見える、 お 妻の くらわせ 

た 鼻薬が …… 」 

「水 品 様、 まあ そんな …… そんな 卑しい 弁 三で は …… 」 

あいびき やど 

「ない というの か、 こり ゃァ 面白い、 媾曳 宿に 座敷 を 

貸して、 鼻薬 を 貰わね え 上品な 爺 —— あると いうな 

ら こり ゃァ 面白い！ 貰った 貰った 鼻薬 は 貰った。 そ 

こで ひし 隠しに 隠して いるの だ—  ョ— シ それな 

ら こっちの 鼻薬、 うんと 利く やつ を 飲ませて やる」 

トンと 刀の 柄 を 叩いた。 


「鍛え は 関、 銘は孫 六、 随分 人 を 切った から、 二 所ば 

かリ刃 こぼれが ある、 抜いて 口から ズ— ッと 腹まで！ 

…：- 」 

ヌッと 陣十郎 は 立ち上り、 グッと 鯉口 を 指で 切った。 
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古びた 畳、 煤けた 天井、 雨 もりの 跡の ある 茶色の 襖。 

裏 座敷 は 薄暗く 貧しそう であ つ た。 

江戸 土産の 錦絵 を 張った、 枕屏風 を 横に 立てて、 褥 

の 上に 坐って いるの は、 蒼い 頰、 削け た 顎、 これば か 

り は 熱 を 持って 光って いる 眼、 そういう 姿の 主 水で 


あった。 

「心身と も 恢復いた しました。 もう 大丈夫で ございま 

す」 

そんな 姿で ありながら、 そうして 声な ど 力がない く 

せに、 そう 主 水 は 元気 ありそうに 云った。 

「そろそろ 発足いた しませねば …… 」 

「さあ ご 恢復なさい ました かしら」 

高 過ぎる 程 高い 鼻、 これ だけが 欠点と いえば 欠点と 

云え、 その他 は 仇つ ぼくて 美しい 顔へ、 意味 ありそう 

ながしめ 

な 微笑 を 浮かべ、 流 眄に主 水 を 眺めながら、 前に 坐つ 

ている お 妻 は 云った。 


かたき 

「ご 恢復と あって はお 父 様の 敵、 お討ちに ならねば 

なりません のね え」 

かどわか 

「はいそれ に 誘拐され ました 妹の、 行方 を 尋ね 取り戻 

さねば …… 」 

「そうそう、 そうで ございま したわね え」 

お 妻 はまた も 微笑した が、 

すみえ 

「そのお 妹 御の 澄 江 様、 まこと は 実のお 妹 御で はなく、 

お 許婚 の 方で ございまし たのね」 

そう 云った 時お 妻の 眼へ、 嫉妬 まし さ を 雑え た 冷笑 

のよう な ものが、 影の ように チラ リと 射した。 

「はい」 と 主 水 は 素直に 云った。 


「とはいえ 永らく 兄妹と して、 同じ 家に 育って 参り ま 

したから、 やはり 実の 妹の ように …… 」 

「さあ どんな もので ございま しょうか」 

かん ざし 

云い 云い 髪へ 手 を やって、 簪 で鬢の 横を搔 いた。 

「お 許婚の 方 をお 連れに なり、 敵 討の 旅枕、 ホ、 ホ、 

うらやま 

ホ、 お 芝居の ようで、 いっそお 羨 しゅう ございます 

こと …… 」 

主 水 は 不快な 顔 をした が、 グッと 抑えて さりげなく、 

「その 妹 儀 あれ 以来、 どこへ 連れられ 行かれました か 

…… 思えば 不愍 …… どうで も 探して …… 」 

「不愍 は 妾 もで ございま すよ」 


お 妻の 口調が 邪見に なり、 疳を亢 ぶら せた 調子と 

なった。 

「人の 心 も ご存知な く …… 妾の 前で お 許婚の、 お 噂ば 

かり 不愍と やら、 探そうと やら 何と やら、 お 気の 強い 

ことで ございます」 

グッと 手 を 延ばす と 膝の 前にあった、 冷えた 渋茶の 

茶碗 を 取り、 一 口に 飲んで 力 チリと 置いた。 

「妾の 心 も ご存知な く！」 

西 陽が 障子に 射して いて、 時々 そこへ 鳥 影が さした。 

生垣の 向こう、 手近の 野良で、 耕しな がらの 娘で あ 

ろう、 野良 歌うた うのが 聞こえて きた。 


A 背戸 を 出 たれば ナ— 

よいお 月夜で 

さま ほお かむ 

様の 頰冠 ナ— 

白々 と 

一 一人 はしば らく 黙って いた。 

と、 不意に 怨 ずるよう に、 お 妻が 熱の ある 声で 云つ 

た。 

「ただに 酔 興で 貴郎様 を、 何で あの 時お 助けし ましよ 

かくま 

ぅぞ。 …… その後 も ここにお 隠匿い し、 何の 酔 興で ご 

介抱し ましょう。 …… 心に 想いが あるからで ござん 
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主 水 は 当惑と 多少の 不快、 そういう 感情 を チラ リと 

見せた。 

が、 お 妻 はそんな ように されても、 手 を 引く ような 

女で はなく、 

「あの 際お 助けし なかろう ものなら、 陣十郎 が 立ち戻 

リ、 正気 を 失って いる 貴郎様 を、 討ち取った ことで ご 

ざり ましょうよ。  恩に かける では) /ざリ ませぬ が 

わたし  もぎ どう 

かけても よい はずの 妾の 手柄、 没義 道に なされずに 

ねえ 主 水 様 …… 」 


「あなた 様のお 心 持、 よう 解って は 居ります るが、 … 

…そうして お助け 下されました、 ご 恩の 程 も 身にしみ 

じみと 有難く 存じて は 居ります るが …… 」 

そう、 主 水 はお 妻の 云う 通り、 あの 日 陣十郎 を 追つ 

て 行き、 疲労困憊 極まって、 鎮守の森で 気絶した 時、 

お 妻の 助け を 得なかったなら、 後に て 聞けば 陣十郎 が、 

森へ 立ち戻って 来たと はいう し、 その 陣十郎 のために 

刃の 鯖と され、 今に 命 は 無かったろう。 だからお 妻 は 

命の 恩人と、 心から 感謝 はして いるので あり、 そのお 

妻が 来る 度 毎に、 それとなく、 いやいや、 時には 露骨 

に、 自分に 対して 恋慕の 情 を、 暗示したり 告げた リ訴 


えたり した。 でお 妻が 自分 を 助けた 意味 も、 とうに 

解って はいるの であった。 

さりと て そのため 何でお 妻と、 不義で あり 不倫で あ 

り 背徳で ある 関係、 それに 入る ことが 出来よう ぞ！ 

「主 水 様」 とお 妻 は 云った。 

わたし  おもいもの 

「あなた 様に はま だ この 妾が 陣十 郎の寵 女、 陣十郎 

いろおんな 

の 情婦、 それゆえ 心 許されぬ と、 お思い 遊ばして 居ら 

れ ますの ね」 

下から 顔を視 かせて、 主 水の 顔色 を 窺った。 

「いかにも」 と 主 水 は 苦しそう に 云った。 

「それ を 思わずに 居られましょう か。 …… 討ち取らね 


ばなら ぬ 父の 敵！ 陣十 郎の寵 女、 お 妻 殿が それ だ 

と 知りまして は、 心 許されぬ は ともかくも、 何で 貴女 

様のお 志に …… 」 

「従う ことなり ませぬ か」 

「不倶戴天の 〔# 「不倶戴天の」 は 底本で は 「不具 戴 天の 匕 

敵の 情婦に …… 」 

「では 何でお めお め 助けられました」 

「助けられ たは 知らぬ 間の こと …… 」 

「では 何で 介抱され ました …… 」 

答える ことが 出来なかった。 思われる はた だ 機 を 失 

した！ 機 を 失した という ことであった。 


助けられた その 翌日、 訊ねられる ままに お 妻に 対し 

主 水 は 姓名から 素性から、 その 日の 出来事から 敵 討の 

ことから、 敵の 名 さえ 打ち明けた。 

と、 お 妻 は 驚いた ように、 主 水の 顔 を 見詰めた が、 

やがて 自分が 陣十郎 の 情婦、 お 妻で ある こと を 打ち 明 

けた。 

これ を 聞いた 時の 主 水の 驚き！ 

同時に 思 つたこと といえば、 

(助けられなければ よかった もの を！) 

 という そういう ことで あり、 直ぐに も 立ち退 こ 

うとい うこと であ つ た。 
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(直ぐに 立ち退いたら よかった もの を) 

もん ど 

今 も 主 水 はこう 思つ ている。 

立ち退こう とその 時 云い はした。 

と、 お 妻が 止めて 云った。 

こま ごお リ 

「ここ は 高麗 郡の 高 萩 村、 博徒の 緦張は 猪 之 松と いう 

男、 陣十郎 の 親分で ござんす。 十 町と は 歩け なさる ま 

い、 そのよう に 弱って いるお 体で、 うかう か 外へ 出よ 

う ものなら、 手近に 陣十郎 は 居ります るし、 猪 之 松 親 

分の 乾兒も 居り、 貴郎 様に はすぐ に 露見、 捕らえられ 


て 嬲り 殺し—  ご 発足な ど 出来ます もの か」 

しかし 主 水と して は 敵の 情婦に、 介抱なん どされ る 

こと、 一 分立たず と 思われた ので、 無理に も 立とうと 

云い 張った。 

と、 お 妻 は 嘲笑うよ うに 云った。 

「ここ は 『刃 ノ郷』 と 申し、 高 萩 村で も 別趣の 土地、 

秩父 香具師の 里で ござんす。 住民 一 致して 居りまして、 

事 ある 時には 竹 法螺 を 吹く。 と、 人々 出で 合って、 村 

の 入口 出口 を 固め、 入る 者 を 拒み 出る 人 を 遮る。 妾 

もこの 郷の女 香具師の 一人、 いいえ 貴 郎様は 発足た せ 

ませぬ！ 無理に お 発足ち と 有 仰るなら、 竹 法螺 吹い 


て 止める で) J ざんしょう」 

もう 発足 つ こと は 出来な か つ た。 

こうして 今日まで 心ならず も、 介抱 を 受けて 来たの 

であって、 無理に 受けさせられた 介抱で は あるが、 敵 

の 情婦と 知りながら、 介抱 を 受けた に は 相違な く、 で、 

それ を 口にされて は、 返す 言葉がない のであった。 

(直ぐに 立ち退けば よかった の だ！ 機 を 失した！ 

機 を 失した！) 

この ことば かりが ロ惜 まれる のであった。 

一 一人 はしば らく 黙った ままで —— 主 水 は 俯向いて 膝 

を 見詰め、 お 妻 はそう いう 主 水の 横顔 を、 むさぼる よ 


うに 見守つ ていた。 

「それにいた しましても 何と 云って よい か、 あなたに 

とりまして はこの 主 水。 敵の 片割 ともいうべ きを、 そ 

のように お慕い 下さる と は …… 」 

途切れ途切れの 言葉 つきで、 やがて 主 水 はそんな よ 

うに 云った。 

「さよう、 敵の 片 割で ござる。 あなたの 愛人 水 品陣十 

郎を、 敵と 狙う 拙者 故 …… 」 

「 悪縁な ので ござ リま しょうよ」 

そうお 妻 も 言葉 を 詰らせ、 ともす ると 途切れ そうな 

言葉つ きで 云った。 


「因果な 恋な ので ござり ましょうよ …… あの 日、 あの 

時、 鎮守の森で、 死んだ かの ように 可哀 そうに、 憐れ 

しとね 

なご 様子で 草 を 褥 に、 倒れて おいでなさい ましたお 姿、 

それ を 見ました 時 どうした もの か、 妾 は それ こそ 産れ 

てはじめての、 —— 本当の 恋な ので ございま しょうね 

え …… そういう 思いに とらえられ …… まあ 恥 かしい 同 

じ 仲間の、 たくさんの 郷の 人達が、 側に いたのに 臆面 

もな く、 あたし ゃァ このお 方 を ご 介抱す るよ と、 ここ 

へお 連れして 参り ましたが … … 因果の 恋な ので ござり 

ましょう ねえ。 …… それにもう 一 つに は 妾に とりまし 

て、 あの 水 品 陣十郎 という 男、 本当の 恋しい 男で なく、 


愛する 男で も ありませ ぬ 故と …… そう も 思われる ので 

一 J ざり ます」 
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「お 妻 殿！」 とや や 鋭く、 やや 怒った 言葉つ きで、 咎 

める ように 主 水 は 云った。 

「いかに 拙者に 恋慕の 情 をお 運びになる あなたと はい 

え、 現在の 恋人 を あからさまに、 恋せぬな どと 仰せら 

るる は …… そういうお 心 持で ござるなら、 拙者に 飽き 

た 暁に は、 又 他の 情夫に 同じように、 拙者の 悪口 を 仰 

せられましょう …… 頼み 甲斐な き 薄 晴—  」 


「いいえ、 何の、 主 水 様、 それに は 訳が、 たくさん 訳 

が …… 」 

あわてて 云った ものの それ 以上、 お 妻 は 云う こと は 

出来なかった。 

おんなかん たんし 

自分が 女賊 で、 女 邯鄲師で、 平 塚の 宿の 一 夜泊り、 

その 明け方に 同宿の 武士、 陣十郎 の 胴卷を 探り、 奪お 

うとして 陣十郎 のた め、 かえって 取って 押えられ、 そ 

れを 悪縁に 爾来ず つと、 情夫 情婦の 仲と なり 今日まで 

続いて 居るな どと は、 さすが 悪女の 彼女と しても、 口 

へ 出す ことが 出来なくて、 自分 はこの 郷の 香具師の 娘、 

陣十郎 に 誘惑され、 情婦と なって 江戸 や 甲 州 を、 連れ 


廻され たと そんなよ うに、 主 水に は 話して 置いた ので 

あった。 

女 邯鄲師と しての 悪事の 手證 を、 押えられ たための 

情夫 情婦、 それゆえ 本当の 恋で はない と、 こう 云い 訳 

出来ぬ 以上 は、 そう 主 水に 咎められても、 どう 弁解し 

よう もな く、 お 妻 は 口籠って しまったの であった。 

が、 お 妻 は ニッと 笑い、 もっともらしく やがて 云つ 

た。 

「妾の 前に 陣十郎 に は、 情婦が あつたので ござります。 

江戸 両国の 女 芸人、 独楽 廻し の 源 女と いう 女、 これが 

情婦で ござりまして、 諸 所 方々 を 連れ 歩いた と、 現在 


の 情婦の 妾の 前で、 手柄 かの ように 物語る ばかり か、 

貴郎 様のお， 4 婚 の 澄 江 様に も …… 」 

「澄 江に も！ うむ、 陣十郎 め！」 

「横恋慕の 手 をのば し …… 」 

「いかにも …… 悪虐—  陣十郎 …… 」 

「あの 夜 澄 江 様 を 誘拐し、 しかも 妾と いう 人間 を、 下 

谷の 料亭 常 磐な どに 〔# 「常 磐な どに」 は 底本で は 「常 盤 

などに 匕 待たせ …… さて 首尾よく 澄 江 様 を、 連れ出す 

ことが 出来ましたら、 妾 を 秋の 扇と 捨て、 澄 江 様 を 妾 

の 代わりに …… 」 

「何の 彼 如き 鬼畜の 痴 者に、 妹 を、 妹 を 渡して なろう 


か？」 

「そういう 男で ござります。 そういう 男の 陣十郎 を、 

何で 妾 ひとり だけが ：•：• 先が 先なら こっち もこつ ち… 

…主 水 様！ 今 は貴郎 様へ！」 

「それにい たしても、 妹 澄 江 は …… 」 

「お 許婚の 澄 江 様 は …… 」 

「上 尾 街道の あの 修羅場で、 馬方 博徒 数名の 者に、 担 

がれ 行かれた と 人の 噂 …… 」 

「人の 噂で 聞き ましたな ァ …… さあ そのお 許婚の 澄 江 

様 …… 澄 江 様のお 噂 さえ 出れば、 眼の 色 変えて お騒ぎ 

に なられる」 


「妹で あれば 当然 至極！」 

「可愛い 可愛い お 許婚な リゃ、 脳 乱 〔# 「脳 乱」 は ママ〕 

遊ばす も ごもっとも？ ホ、 ホ、 ホ、 その 澄 江 様、 ど 

うで 担いだ 人間が、 馬方 博徒の あぶれ 者なら？  」 

しかし その 時 表の 庭の、 方角に あたって 云い 争う、 

男の 声が 聞こえて きた。 

「や、 あの 声 は？」 

「おお あの 声 は」 

一 一人ながら 森と 耳を澄ました。 

陣十郎 は 弁 三 を 突きの け、 村道から 境の 生垣 を 越え、 


表の 庭へ 入って 行った。 

「云い 古された セリフ だが、 俺の 遣る 金 鼻薬 は、 小判 

じゃァ ねえ ドス だ 延金 だ アツ ハハ、 驚いた か 望みなら 

ば —— ズバッ と 抜いて、 先刻 も 云った 口から 腹まで、 

差し込んで やろう どう だ、 どう だ？」 

なお 止める 弁 三 を 突き まくり、 陣十郎 はグン グン歩 

いた。 
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「ままに しゃ ァ がれ！」 

不意に 弁 三 は、 年 は 取っても 秩父 香具師 —— 兇暴の 


香具師の 本性 を 現わし、 猛然と 吼ぇ 競い 立った。 

「裏 座敷に ゃァ 誰もい ねえ！ とこう 一 旦 云った から 

にや ァ、 俺 も秩父 香具師の 弁 三 だ、 あくまでも 居ね え 

うぬ 

で 通して 見せる！ 汝は何 だ、 ぇ汝 は？ 馬の骨 か 牛 

の 骨 か、 どこの 者と も 素性の 知れね え、 痩せ 浪人の 身 

分 を もって 『刃 ノ郷』 の 俺ら の 仲間、 ぉ妻ッ 娘と 馴れ 

合った のさえ、 胸糞 悪く 思って いるのに ここら 辺り を 

立ち 廻り、 博徒の 用心棒、 自慢に もなら ねえ ャク ザの 

身 を、 変に ひけら かせて 大口 を 叩き、 先祖 代々 素性 正 

しく、 定住して いる 俺達へ、 主人 かの ように 振る舞い 

居る！ ナニ刀 だ！ 抜いて 切る つて！ おお 面白い 


切られよう、 が 手前が 切る 前に、 こっち もこつ ちで 手 

前の 体へ」 

喚く と 陣十郎 へ 背中 を 向け、 庭 を 突っ切り 縁へ K け 

上り、 座敷へ 飛び込む と 床の間に ある、 鳥銃 を 抱えて 

走り出で、 縁に 突っ立ち 狙い を 定めた。 

「秩 父の 山に や ァ熊ゃ 狼が、 ソロ ソロ 冬 も 近付いて 来 

た、 餌が ねえと 吼 えながら、 ゥ ロウ 口 歩いて いる だろ 

う。 狙い撃ち にして 撃ち殺し、 熊なら 胸 を 裂き 肝 を 取 

り、 皮を剝 いで 足に 敷く、 秩父 香具師の 役得 だァ。 手 

練れた 鉄砲に ゃァ 狂い はねえ！ 野郎 来 や がれ、 切り 

込んで 来い！ 定九郎 じゃァ ねえが ニッ 弾、 胸に く 


ら つて 血へ ど を 吐き、 汝 それ 前にく たばる ぞょ！ 来 

ゃァ がれ —— ッ」 とまく し 立て、 まくし 立てながら も 

手に入った 早業、 いっか 火 緦に火 を 付けて いた。 

「待て 待て 爺」 と 周章狼狽、 陣十郎 は胆を 冷し、 生垣 

の 際まで 後退った。 

「気が短い ぞ、 コレ 待て 待て—  鉄砲 か、 ゥ ー ン、 

こいつ 敵わぬ …… 」 

まさか 撃つまい 嚇 しであろう、 そうは 思っても 気味 

が 悪く、 見れば いやいや 嚇 しばかりで なく、 こっち を 

睨んで いる 弁 三の 眼に、 憎悪と 憤怒と 敵愾心と が、 火 

のように 燃えて いた。 


ゾ ッ と 感ずる ものが あ つ た。 

(いつぞやお 妻に 聞いた ことがあった、 い っぞ やお 茶 

ノ 水の 森の 中で、 お 妻に 頼まれて 殺生ながら、 叩つ 切つ 

て 殺した 弁太郎 という 男、 秩父 香具師の 膏薬 売、 弁 三 

という 老人の、 失った 一人の 悴 であると！ おおそう 

だった この 弁 三が、 殺した 弁 太郎の 父親だった。 …… 

下手人が 俺 だとい うこと など、 まさかに 知って は 居る 

まいが、 親子の 血が させる 不思議の 業、 この 世に は 数々 

ある、 何となく 弁 三 爺の 心に、 俺 を 憎し む 心 持が、 深 

く 涌いて いない もので もない。 もしそうなら 撃つ ぞ本 

当に！) 


ゾ ッ と 感ずる ものが あ つ た。 

そこでい よいよ 後退り し、 小 門の 方へ 後 ざまに 迪リ、 

「解った、 よし 裏 座敷に は、 誰もい ない、 犬 さえ 居な 

い！ よし 解った、 そうと もそうと も—  誰が い 

る もの か、 居ない 居ない—  居れば！ 居れば 悪 

いが …… それ もよ ろしい、 居ない 居ない—  そこ 

で 帰る、 撃つな 撃つな！ ええ 何 だ 鉄砲なん ど …… 恐 

ろしい もの か、 ちと 怖い が …… 馬鹿！」 と 一喝！ が 

その 時には、 既に 村道へ 遁れ 出て いた。 

生 贄の女 


同じ その 日の ことで ある。  

高 萩 村の 博徒の 親分、 猪 之 松の 家 は 賑わって いた。 

馬 大尽 事 井上 嘉門様 を、 ご 招待して 大盤振舞い をす 

る —— というので 賑わって いるので あった。 

博徒と はいっても 大 親分、 猪 之 松の 家 は 堂々 たる も 

ので、 先 はお 屋敷と 云って よく、  土蔵 二 棟に 離 座敷、 

す き 

裏庭な ど は 数奇 を 凝らした 一 流の 料亭の それの ようで 

あり、 屋敷の 周囲に は 土塀 さえ 巡らし、 所の 名主 甚兵 

衛 様より、 屋敷 は 立派 だと 云われて いた。 内緒 も 裕福 


で 有名で あつたが、 これ は 金 方が 附 いている からで、 

その 金 方が 井上 嘉門様 だと、 多くの 人々 は 噂して 居、 

噂 は 単なる 噂ば かりで なく、 事実 それに 相違なかった。 

猪 之 松と いう 人間が、 博徒の ようになく 人品 高尚で、 

態度 も 上品で 悠然としてい、 お 殿様め いたと ころが あ 

り —— だから どこか 物々 しく、 厭味の 所 はあった けれ 

ど、 起居 動作 はおち ついている、 行儀作法 も 法に 叶つ 

ている、 貴人の 前へ 出した ところで、 見劣りが しない 

ところから、 自然 上流との 交際が 出来、 そこで 井上 嘉 

門な どと いう、 大金 持の 大旦那に、 愛顧され 矗貭 にさ 

れ るので あった。 


金 方の 井上 嘉門様 を、 ご 招待 するとい うので あるか 

ら、 その物々 しさ も 一通りで なく、 上 尾 宿から は 茶屋 

女の、 気の利いた ところ を 幾人 か 呼び、 酒肴 給仕に 従 

そんじょう  よ 

わせ、 村から も 渋皮の 剝 けた 娘 II 村 嬢の 美い とこ 

ろ を 幾人 か 連れて来、 酒宴の 席へ 侍らせたり、 これ も 

ときわず  ときわず 

上 尾の 宿から 呼んだ、 常 磐津の 〔# 「常 磐 律の」 は 底本で 

は 「常 盤 律の 匕 女 師匠 や、 折から 同じ 宿に かかって い 

た、 江戸の 芝居の 役者の 中、 綺麗な 女形の 色 若衆 を、 

無理に 頼んで 三人 ほど 来させ、 舞な ど 舞わせる 寸法に 

してあった。 

田舎の 料理 は 食われない —— と 云った ところで 上 尾 


も 田舎、 と は 云え 勿論 高 萩 村より、 いくらか 都会と い 

うと ころから、 料理 は 上 尾から ことごとく 取った。 

兄弟分 はいう まで もな く、 主立った 乾 児 幾 十 人と な 

く、 入れ代わり立ち代わり 伺候して 〔# 「伺候して」 は 

底本で は 「仕 候して 匕、 嘉門 様から お流れ 頂戴、 ぉ盃を 

いただい たりした。 

嘉門は 午後から やって来て、 今 は 夜、 夜に なっても、 

仲々 去らず、 去らせよう ともせず、 奥の 座敷の 酒宴の 

席 は、 涌き 立つ ように 賑わって い、 高 張 を ニ張リ 門に 

立てて、 砂 を 敷き 盛 砂 さえした、 玄関 —— さよう 猪 之 

松の 家 は、 格子 づ くりとい うような、 町家 づ くりの そ 


れで なく、 大門 構え 玄関 附、 そういった 武家 風の 屋敷 

であった が、 その 玄関 を 夜に なった 今 も、 間断な く 客 

が 出入りして、 ここ も 随分 賑か であり、 裏へ 廻る と 料 

理場、 お 勝手、 ここ は 一層の 賑 かさで、 その上 素 晴ら 

しい 好景気で、 四 斗 樽が 二つ も 抜いて あり、 酒好きの 

手合い は 遠慮会釈 なく、 冷 を あおって は 大口 を 叩き、 

立 働きの 女 衆へ、 洒落 冗談 を 並べて いた。 

陽気で 派手で お祭り 気分で、 ヮ— ッ といった ような 

雰囲気であった。 

その 勝手元へ 姿 を 現わした の は、 浮かない顔 をした 

陣十郎 であった。 


「これ はいらつ しゃい 水 品 先生、 こんなに 遅く どうし 

たんです い？」 

こう 云って 声をかけ たの は、 猪 之 松に とって は 一の 

乾 分 —— 上 尾 街道で 浪之 助な どに 追われ、 逃げ 廻る 弱 

かんぬ き 

者の 峯吉 ではなく —— 角力 上り 閂 峰吉 であった。 

「遅い か 早い かそん な こと は 知らぬ。 陽気 だな、 これ 

は 結構」 どこかで 飲んで 来たらし く、 陣十郎 は 酔って 

いたが、 凄い 据わった 血走った 眼で、 ジロジ 口 四辺 を 

あがりかまち 

見廻 わしながら、 上ろうと もせず 随分 邪魔な、 上 框 

へ デンと 腰かけ、 片足 を 膝の 上へ ヒョィ とのつ け、 楊 

子で 前歯 をせ せり 出した。 
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(ご機嫌が 悪い ぞ、 あぶない あぶない) 

酒癖の 悪い の を 承知の 一 同、 あぶない あぶない と警 

戒 する ように、 互いに 顔 を 見合わせ たが、 こんな 時に 

は ご 自慢の 情婦 —— お 妻 を 褒める に 越した こと はない 

と、 唐子の 音吉 というお 先ッ 走りの 乾 児が、 

「姐御、 どっこい、 奥様だった つけ、 奥様 お見えにな 

リ ません が、 一体全体 どうしたんで、 こんな 時に こそ 

ご 出張 を 願って、 あの 綺麗で 粋な ご 様子で、 お 座敷の 

方 を 手伝って いただき、 愛嬌 を 振り 蒔いて いただけば、 


嘉門様 だって 大喜び、 親分 だって 大 恭悦、 という こと 

にな るんで すがね え。 それが 昼から 夜に かけて、 一 度 

もお 見えに ならね えなん て …… 一 体 全体 奥様 は …… 」 

「奥様？ ふん、 誰の こと だ！」 

ギラリ と 陣十郎 は 音吉を 睨み、 

「奥様、 ふふん、 どいつの こと だ！」 

「どいつ ッて、 そり や、 お 妻さん のこと …… 」 

「枕探し—  あいつの ことか！」 

「え？ 何です つて、 こいつ ァひ でえ や」 

ヒャリ として 音吉は 首を縮めた。 

勿論 音吉を はじめと して、 乾 児 一同お 妻の こと を、 


どうせ 只者 じゃァ あり ゃァ しない。 枕探し、 女 邯鄲師、 

そんなよ うに は 薄々 のと ころ、 実は 推してい たような 

ものの、 亭主 —— 情夫 —— 陣十郎 の 口から、 今の よう 

にあから さまに 云われて は、 ヒャリ とせざる を 得な 

かった。 

「何 を 云 うんです い、 水 品 先生」 

「何と は 何 だ、 これ 何と は—  枕探し だから 枕 探 

し、 こう 云った に 何が 悪い。 いずれ は 亭主の 寝首 を搔 

く 奴—  そんな 女で も 奥様 か！」 

「ヮ —— ヅ、 不可ね え、 何 を 仰 有 るんで、 …… 奥様で 

悪かったら 奥方 様 …… 」 


「出ろ！ 貴様！ 前へ 出ろ！」 

勝手元 一杯に 漲って いた、 明るい 燈 火が カツと 一瞬 

間、 一 所へ 集まり 閃めいた。 

見れば 陣十郎 の 右の 手に、 抜かれた 白刃が 持 たれて 

いた。 

バ タ バタと 女達 は 奥の 方 へ 逃げた。 

「アツ ハ ハハ」 と 陣十郎 は、 不意に 気味 悪く 笑い出し 

た。 

「ある 時には 関の 孫 六、 ある 時には 三条小 鍛冶、 ある 

時には 波の 平！ 時と 場合で この 刀、 素晴らしい 銘を 

つけられ るが、 ナ ー 二 本性 は 越 前 直 安、 二流 どころ の 


刀な のさ。 …… が、 切れる ぞ、 俺が 切れば—  千 

里 の 駒 も 乗手が ャク ザで、 手綱 さばきが 悪かろう もの 

なら、 駄馬 ほどに も 役立たぬ。 …… 名刀であろう とナ 

マ クラが 持てば、 刀まで がナマ クラになる。 …… それ 

に反して 名人が 持てば、 切れる ぞ 切れる ぞ  ズンと 

切れる—  噓と 思わば 切つ て 見せる—  どい 

つで もい い 前へ 出ろ！」 

云い 云い 四方 を 睨み 廻した。 

やまかい ど 

山 毛 戸の 源 太郎、 中 新田の 源 七、 玉 川の 権 太郎、 閂 

峰吉、 錚々 たる 猪 之 松の 乾 児 達が、 首 を 揃えて 集まつ 

きちが い 

てはいた が、 狂人に 刃物の それよりも 悪く、 酒乱の 陣 


十 郎に抜 身 を 持 たれ、 振り 廻され ようとして いるので 

ほたて じリ 

あった。 首を縮め 帆立 尻 をし、 ジリ ジリと 〔# 「ジ リジ 

リと」 は 底本で は 「ヂリ ヂリと 匕 後へ退りながら、 息 を 

呑み 眼 を 見張り、 素 破と 云わば 飛んで 逃げようと、 用 

心 をして 構えて いた。 
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「アツ ハ ハハ」 

と 陣十郎 は、 また 気味の 悪い 笑 声を立てた。 

「切る 奴 は 他に ある、 汝らは 切らぬ、 安心せ い …… 

しぎ さわ もん ど  おんな 

嶋澤主 水 を 探し出し、 ただ 一 刀に 返り討ち！ 婦、 お 


妻 を 引きずり 出し、 主 水 ともども 二 太刀で 為 止める。 

…… 久しく 血 を 吸わぬ 越 前 直 安、 間もなく 存分に 血 を 

吸わせて やる ぞ！」 

ともしび 

燈 火に 反射して テラ テラ 光る、 ネット リ とした 刀身 

を、 じっと 睨んで 眩く ように 云った が、 

「汝ら 解る か 男の 心が？ 己 を 殺そうと して 付け 廻し 

かたき 

ている、 敵 を 持って いる 男の 心が」 

乾 児 達の 方 を 振り返った。 

「へ い」 と 云った の は 閂峰吉 で、 

「さぞ まァ 気味の 悪い ことで、 いや ァな もので ござい 

ましょうな あ」 


「討 たれまい として 逃げ 廻る。 いやな もの だぞ、 いや 

な もの だぞ」 

「いや ァな もので ござり ましょうな あ」 

「が、 一面 快い」 

「  」 

「討て、 小童、 探し出して 討て！ が 俺 は 逃げて 逃げ 

て、 決して 汝には 討 たれて やらぬ。 …… こう 決心して 

逃げ 廻る 心、 快い ぞ 快い ぞ」 

「そんな もので ございま すかな あ」 

「とはいえ 厭ァな 気持の もの だ。 討つ 方の 心 は 一所 懸 

命、 命 を 捨てて かかって いる。 討 たれる 方 は 討 たれ ま 


いとして、 命 を 惜しんで 逃げ 廻る。 心組みが 全く 別 だ。 

討つ 方に は 用心 はいらぬ。 討とう 討とうと 一向 だ。 討 

たれる 方 は 用心ば かりだ。 …… 用心 をしても 用心 をし 

て もい ずれ は 人間 油断 も 隙 もあろう、 そこ を 狙われて 

討 たれる かもしれ ぬ！ この 恐怖心、 厭ァな もの だぞ」 

「へい、 さようで ございま しょうな あ」 

突然 立ち上る と 陣十郎 は、 刀をグ —— ッと 中段に つ 

け、 両肘 を 縮め 肩 を 低めた が、 

「今迄の 俺が そうだった！ 討 たれる 者、 逃げ 廻る 者、 

今迄の 俺 はそう だった！ 剣法で 云えば この 構え だ！ 

…… が 俺 は 一 変した！」 


こう 沈痛に 声 を 絞る と、 俄然 刀 を 大上段に 冠った。 

「大上段、 積極的の 構え！ 俺 は 今日から こっちで 向 

かう！ 俺の 方から 敵 を 探し、 返り討ちに かけて や 

る！ それにしても 汝ら 卑屈 だぞ！ 俺が 嶋澤主 水と 

いう 敵に、 付け 廻され ている という こと を、 心の中で 

は 知っていながら、 おくび にも 出そうと しないで はな 

いか！ そうであろう がな！ そうであろう がな！」 

刀 を 大上段に 振り 冠った まま、 陣十郎 は 憎さげ に 叫 

んだ。 

乾 児 達 は 顔 を 見合わせた。 

それに 相違ない からであった。 


過ぐ る 日 上 尾の 街道で、 赤 尾の 林 蔵に いどまれて、 

こ つちの 親分が 引き もなら ず、 真剣勝負 をした 際に、 

嶋澤主 水と その 妹の、 澄 江と かいう 娘と が、 親の 敵 を 

討つ と宣 つて、 水 品 陣十郎 を 襲った が、 討ち もせず、 

討 たれ もせず、 主 水と いう 武士 は 行方不明、 澄 江と い 

う 娘 は 博労 達に、 どこかへ 担がれて 行って しまったと、 

その 時 こっちの 親分に 従いて、 その 修羅場に いた 八 五 

郎の 口から、 乾 児 達 は 詳しく 話されて、 そういう 事情 

は 知っていた。 それ ばかりでなく その 日 以来、 それ迄 

は ほとんど 毎日の ように、 ここの 家へ やって来て、 乾 

分 達へ 剣術 を 教えたり、 ゴロ ゴロして いた 陣十郎 が、 


姿 を あまり 見せ なくなり、 なお 噂に よる 時 は、 これ 迄 

ずっと 住んで いた 家 —— この 村の 外れに あるお 妻の 実 

家へ も、 住まない ばかり か 余り 立ち寄らず、 ひたすら 

主 水 兄妹に よって、 探し出される こと を 恐れて いると、 

そういう こと も 聞き 知っていた。 
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そうして 知って 居りながら、 知って 居る とも 知らな 

いと も、 事実お くびに も 出さなかった。 というの は 事 

が 事で あるからで、 それに そういう 次第なら、 あっし 

達が 味方 をいた します から、 主 水 兄妹 を 探し出し、 返 


リ 討ちに してお しまいな せえ と、 こんな こと を 云う に 

は 陣十郎 の 剣 技が、 余りに も 勝れて 居る、 といって 主 

水 兄妹に、 器用に 討 たれて おやりな せえ と は、 なおさ 

ら 云えた 義理で なく、 それで 黙って いたのであった。 

で、 乾 児 達 は 顔 を 見合わせた。 

と 不意に 陣十郎 は、 振り 冠って いた 燈に 光る 刀 を、 

ダラ リと 力なく 下げた かと 思う と、 にわかに 疑わし そ 

うに 寂しそう に、 むしろ 恐怖に 堪えられ ないかの よう 

に、 ゥ ロウ 口と した 眼 付 をして、 勝手元に、 乾 児 達の 

中に、 主 水が 居り はしないだろう かと、 それ を 疑って 

でもい るかの ように、 一人々々 の 顔 を 見た が、 


「疑心！ こいつが や 可ない の だ！ こいつから 起こ 

るの だ、 弱気が よ—  と、 守勢、 こいつになる！」 

再び 中段に 刀 を 構えた。 「こいつが 守勢、 守勢に なると、 

かえって 命 は 守られぬ。 …… それよりも、 守勢の 弱気 

おんな 

になる と、 ヒ ッヒッ ヒッ、 情婦に さえ、 嘗められ 裏切 

られ てし まう のさ—  そこで こい つ だ 積極的 攻 

勢！」 また 上段に 振り 冠った。 

「攻勢 をと つて やっと こさ、 身が 守られる という もの 

だ—  酒 だ！  くれ！ 冷で 一 杯！」 

ソロ リと刀 を 鞘に 納め、 片手 を ヌッと 差し出し たが、 

ヒョィ とその 手 を 引つ こませる と、 フラリ とば かりに 


かまち 

框を 上った。 

「飲むなら いっそ 奥で 飲もう。 馬 大尽 様の 御前で よ。 

陽気 で 明るい 座敷 でよ。 親分に もしば らくご 無沙汰し 

た。 お 目に かかって 申 訳 …… 退け、 邪魔 だ！」 

ヒ ヨロ リヒ ヨロ リと、 乾 分 達の 間 を 分け、 奥の 方へ 

歩いて 行った。 

後 を 見送って 乾 児 達 は、 しばらくの 間 は 黙って いた。 

と 不意に 閂峰吉 が、 

「八 五郎の 奴 どうした かな あ」 と、 あらぬ 方へ 話 を 持つ 

て 行った。 

陣十郎 の 影 口 をう つかり 利いて、 立 聞きで もされた 


ら 一 大事、 又 抜 身 を振リ 廻され るか もしれ ない。 障 わ 

るな 障 わるな という 心 持から、 話 を あらぬ 方へ 反らせ 

たのであった。 

一 同 は ホッと 息 を 吐いた。 

さ つ さ 

「先刻 ヒョッ コリ面 を 出して、 馬 大尽 様に もうち の 親 

分に も、 お 気に入る ような 素晴らしい、 献上 物 を 持つ 

て 来 るんだ と、 大変 もね え 自慢 を 云って、 はしゃいで 

素つ 飛んで 行き ゃァ がった が、 それつ きりい まだ 面ァ 

出さね え。 何 を 持って来る つもり かしら」 

こう 云った の は 源 七であった。 

「上 尾 街道の 一件 以来、 あいつ 親分に 不首尾 だもの だ 


から、 気 を 腐らせて 生地なかった が、 そいつ を 挽回し 

ようてんで、 何 か 彼 かたくらん ではい るら しい」 

こう 云った の は 権太郎 であった。 

「あいつが 一 番の 兄貴 だつ たんだから、 たとえ 親分が 

何と 云おうと  手出しす るな と 云った ところで、 そ 

んな ことに は 頓着な く、 林 蔵の 野郎 を 背後の 方から、 

バッ サリー 太刀 あびせ かけ、 あの 時 息の 音 止めて し 

まったら、 とんだ 手柄に なった もの を、 主 水と かいう 

侍の 妹と かいう 女 を、 馬方なん かと 一緒にな つて、 ど 

こかへ 担いで 行った という こと だが、 頓馬の 遣 口って 

あり ゃァ しねえ」 


苦々 しく 閂峰吉 が 云った。 

がその 時 玄関の 方で、 五六 人の 声で 景気よ く、 

「献上々々、 献上で え！」 と囉し 喚く 声が 聞こえて き 

みんな 

たので、 一同 は 黙って 聞 耳 を 立てた。 

この 囉し声 を 耳に したの は、 お 勝手元の 乾 児ば かり 

でな く、 奥の 座敷で 酒宴 をして いる、 馬 大尽 歓迎の 人々 

も ひとしく 耳 を 引つ 立てた。 
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五十 畳 敷の 広さ を 持った 座敷に、 無数の 燭台が 燈し 

連ら ねて あり、 隅々 に 立てて ある 金 11  幷 虱に、 その 燈火 


が 映り 栄えて 輝いて いる 様 は、 きらびやかで 美しく、 

そういう 座敷の 正面に、 嵯峨野 を 描いた 極彩色の、 土 

佐の 双幅の かけて ある 床の間、 それ を 背に して 年 は 六 

十、 半白の 髪 を 切 下げに し、 肩の 辺りで 渦巻かせた、 

巨大な 人間が 坐って いたが、 馬 大尽 事 井上 嘉門 であつ 

じゅくし 

た。 日焼けて 赧ぃ 顔色が、 酒の ために 色 を 増し、 熟柿 

を 想わせる 迄にな つて 居り、 そういう 顔に ある 道具と 

いえば、 ぺロリ と 下った 太い 眉、 これ も ぺロリ と 下つ 

てはいる が、 そうして ドロンと 濁って はいるが、 油断 

なく 四方へ 視線 を 配る、 二重 眼瞼の 大きい 眼、 太くて 

偏平で 段の ある 鼻、 厚くて 大きくて 紫色 をして いて、 


閉ざしても 左の 犬歯 だけ を、 視 かせて いる 髭な しの 唇 

に、 ぼったり と 二重に くくれて いる 顎、 その 顎にまで 

も 届きそう な、 厚い 大きな 下った 耳であった。 身長 も 

人並より 勝れて いたが、 肥満の 方 は 一層で、 二十 四 五 

貫 も ありそう であ リ、 黒 羽二重の 紋 付に、 仙 台 平の 袴 

をつ け、 風采 は 尋常で 平凡で あつたが 腹の 辺りが 太鼓 

のように 膨れ、 ムッと 前方に 差し出されて いるので、 

きょくろく 

格好が つかず 奇形に 見えた。 曲 彔に片 肘 を 突いて 居 

り、 その 手の 腕から 指に かけて、 熊の ように 毛が 生え 

ていた。 

蝦蟇の よう だと 形容しても よく、 絵に 描かれて いる 


酒顚 童子、 あれ に似てい ると 云っても よかった。 

嘉 門の 左右に 居 流れて いるの は、 招待 ばれて 来た 猪 

みき ぞう 

之 松の 兄弟分の、 領 家の 酒造 造、 松 岸の 権 右衛門、 白 

須の小 十郎、 秩 父の 七 九 郎等々 十数 人の 貸 元で、 それ 

らと 向かい合って 亭主 役の、 高 萩の 猪 之 松が 端座した 

まま、 何くれとなく 指図 をし、 その 背後に 主だった 身 

内が、 五六 人が ところ かしこま つてい、 それに 雑って 

水 品 陣十郎 が、 今 は 神妙に 控えて いた。 

常 磐津の 〔# 「常 磐津 の」 は 底本で は 「常 盤 津の匕 師匠 

の 三味線 も 済み、 若衆 役者の 踊 も 済み、 馳走 も 食い 飽 

き 酒 も 飲み 飽き、 一 座 駘然、 陶然と した 中 を、 なお 酒 


とりもち  おんな 

を 強いるべく、 接待の 村 嬢 や 酌婦な どが、 铫子を 持つ 

ことわ 

て 右往左往し、 拒絶る 声、 進める 声、 からかう 声、 笑 

う 声、 景気よ さは 何時までも 続いた。 

どうで 今夜 は 飲み明かし、 嘉門様 はお 泊まりと いう 

ことで あ つ た。 

「納めの 馬巿も 十日 先、 眼の 前に 迫って 参りました、 

いずれ その 時 は 木 曾の 福 島で、 又 皆様に お 眼に かかれ 

ますが、 何しろ 福 島 は 山の 中、 碌な ご馳走 も 出来 ませ 

ず、 まして 女と 参りまして は、 木曽 美人な どと 云い ま 

す ものの、 猪首で 脛 太で 肌 は 荒し、 いやはや もので ご 

ざいまして、 とても とても ここに 居られる 別嬪 衆に 比 


ベまして は、 月に 鼈 でございますよ。 が、 そいつ は 

我慢 をして いただき、 その 際に は 私が 亭主 役、 飲んで 

飲んで 飲み まくりましょう。 いや 全く 今夜と いう 今夜 

は、 一方ならぬお 接待、 何とお 礼 申して よい やら、 嘉 

門大 満足の 大 恭悦、 猪 之 松 殿 ほんに 嬉しい ことで」 

猪 之 松 は 片頰で 微笑した が、 

「いや 関東の 女 こそ、 肌 も 荒ければ 気性 も 荒く、 申し 

て 見 ますれば 癖の 多い 刎 馬  そこ へ 行きます と木曽 

美人、 これ は 昔から 有名で、 巴 御前、 山吹 御前、 ああ 

び き 

いう 美姫 も 出て 居ります。 納めの 馬市に 参りました 際 

に は、 嘉 門様胆 入りで そういう 美人の、 お 接待に 是非 


とも 預かりた いもので。 …… 」 

ここで 猪 之 松 は 微笑した。 
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微笑 を つづけながら 猪 之 松 は、 

「そこで 今夜 は 私が 胆 入り、 ここに 居ります どの 女子 

でも、 お気に入りの 者 ござりましたら、 アツ ハハ ハ、 

取り持ちましょう」 

「アツ ハハ、 それ は それ は、 重ね重ねの ご 好意で、 そ 

ういう お許しの ある 以上、 嘉門 今夜 は 若返りまして、 

…：- J 


すると、 その 時 聞こえて きたの が 「献上々々、 献上 

でえ！」 という、 玄関の 方からの 声であった。 

(何だろう？) 

と 猪 之 松 を はじめと し、 座に いる 一同 怪訝そう に、 

玄関の 方へ 首 を 捻じ 向けた 時、 八 五郎 を 先頭に 四 人の 

まえかた 

博労が —— 、 それ は 以前 馬 大尽 事、 井上 嘉門を 迎えに 

出た、 高 萩 村の 博労 達で あつたが、 その 連中が 縦 六尺、 

横 三尺 も あるら しい、 長方形の 白木の 箱に、 献上と 大 

きく 書き、 熨斗まで 附 けた 物 を 肩に 担ぎ、 大変な 景気 

で 入って 来た。 

「八 五郎 じゃァ ないか、 この 馬鹿者、 嘉門 様お いでが 


眼に つかぬ か！ 何 だ 何 だ その 変な 箱 は！」 

猪 之 松 は 驚いて 叱る ように 怒鳴った。 

八 五郎 は それに は 眼 も くれず、 博労 を 指揮して その 

大箱 を、 猪 之 松と 嘉 門との 間に 置いた が、 自分 も その 

傍らへ ピ タリと 坐る と、 

「ええ これ は 木 曾の 馬 大尽 様 事、 井上 嘉門 様に 申し 上 

げ ます。 私事 は 八 五郎と 申し、 猪 之 松 身内に ござり ま 

す。 ふつつか 者で は ござ リ まする が、 なにとぞお 見知 

リ 置き 下さりましょう。 …… さて 今回 嘉門 様に は、 木 

曾より わざわざの 武州 入り 高 萩 村へ お越し 下され、 

我々 如き 者 を も ご 引見、 光栄 至極に 存じます。 そこで 


あっし も 何 かお 土産 をと、 いろいろ 考案 仕 りました 

が、 何せ 草深い このような 田舎、 これと 申して 珍しい 

物 も、 粋な 物 も ござり ませぬ。 それに 食い物 や 食べ物 

じ ゃァ、 いよいよ もって 珍しく ねえと、 とつお いつ 思 

あんえい 

案 を 致しました 結果、 噂に よります ると 安永 年間、 

たぬ まと の もの かみ 

田 沼 主 殿 頭 様の 御代の 頃、 大変 流行いた しまして、 い 

まだに 江戸 じゃァ 流行って いるそう な、 献上 箱の 故智 

に慣 い、 八 五郎 細工の 献上 箱、 持参いた して ござ リま 

す。 なにとぞ ご 受納 下さ リ ませ。 …… ええ 所で 親分え 

貴郎だ つて こいつ の 蓋 を 取り、 中の 代物 を ご覧に な つ 

たら、 八 五郎 貴様 素晴らし いこと を やった、 手柄々々 


と 横手 を拍っ て、 褒めて 下さる に 違えね えと、 こうあつ 

し は 思 うんで …… と、 能書 はこの くらいに してお き、 

いよいよ 開帳 はじまり はじまり …… さあさあ お前 達 手 

しゃべ  うしろ 

伝って くれ」 と、 その 時まで 喋 舌る 八 五郎の 背後に、 

窮屈そう に膝ッ 小僧 を 揃え、 かしこま つていた 博労 達 

を 見返り、 ヒョィ とば かりに 立ち上った。 

「開帳々々」 とこれ も 景気よ く、 四 人の 博労 達 も 立ち 

上った が、 水引の 形に 作って あった 網 を、 先ず 箱から 

解き ほぐした。 

「よう ござんす か、 蓋 取ります で ござんす。 ョィ 

シ ョ！」 と 八 五郎 は 声をかけた。 


「ョ イシ ョ」 と 博労 達 は それに 応じた。 

と、 パッと 蓋が 取られた。 
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京人形が 入れて あった。 

髪 は 文庫、 衣裳 は 振袖、 等身大の 若い 女の、 生ける 

ような 人形が 入れて あった。 

と、 眼瞼 を 痙攣 させ、 その 人形 は 眼 を あけて、 天井 

を じいい つと 見上げた が、 又 しずかに 眼 をと じた。 

すみえ 

人形で はなく 生ける 人間で、 しかも それ は 澄 江で 

あった。 


富士額、 地蔵 眉、 墨 を 塗った ので は あるまい かと、 

疑われる ほどに 濃い 睫毛で、 下 眼瞼 を 色 づけた まま、 

閉ざされ ている 切 長の 眼、 延々 とした 高い 鼻、 蒼 褪め 

窶れて はいた けれど、 なお 処女と しての 美し さ を 持つ 

た、 そういう 顔が 猿轡で、 ロを蔽 われて いるので あつ 

た。 

明るい 華やかな 燭台の 燈が、 四方から 箱の 中の そう 

いう 顔 を 照らして 浮き出させ ている だけに、 美し さは 

無類であった。 

一 座 何となく 鬼気に 襲われ、 誰も 物 云わず 顔 を 見合 

せ、 しばらくの 間 は 寂然と していた。 


がさつ 者の 八 五郎 は 喋 舌り 立てた。 

「いつぞやの 日に 上 尾 街道で、 親分と 赤 尾の 林 蔵と が、 

真剣の 果し 合いな さんと した 時、 水 品 先生に 対し —— 

いや ァ これ は 水 品 先生、 そこにお 居で なさん した か、 

こいつ ァ 幸い ゆい 証人 だ —— その 水 品 先生に 対し、 親 

かたき 

の 敵と か 何とか 云って、 若ェ 武士と この 娘と が、 切つ 

て かか つた はずで ごぜえ ます。 その 時 あ つ しと ここに 

居な さる、 博労 衆と が 隙 を 狙い、 この 娘 だけ を 引つ 担 

ぎ、 あっしの 家へ 連れて来 たんで。 さて どうしょ うか 

考え ましたが、 見り ゃァ どうして この 娘つ 子、 江戸 者 

だけに 素晴らしく、 美しく も あり ゃァ品 もあって …… 


そこで 考えたん で ごぜえ ますよ、 嘉門 様へ ご 献上 申し 

上げよう とね  」 

身 を 乗り出し 首 を 差し出し、 箱の 中の 女 を視き 込ん 

でいた 嘉門 は、 この 時 象の ような 眼 を 細め、 厚い 唇 を 

パック リ 開け、 大きい 黄色い 歯の 間から、 満足と 喜悦 

の 笑声 を 洩らした。 

「フ、 フ、 フ、 八 五郎 どんと やら、 嘉門 満足 大 満足で 

ござんす …… フ、 フ、 フ、 大 満足！ こり ゃァ 全く、 

とても 素晴らしい、 何よ リ 結構な 贈 品、 嘉門 大喜びで 

受けます で ござんす。 …… 」 
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夜 はすつ かり 更けて いた。 

裏庭に 別棟に 建てられて ある、 猪 之 松の 屋敷の 離 座 

敷、 植込 にこん もり 囲まれて、 黒く ひっそりと 立って 

いた。 屋根の 瓦が 水の ように、 薄白く 淡く 光って いる 

の は、 空に 遅い 月が あるから であった。 

その 建物 を 巡りながら、 幾人 かの 人影が 動いて いた。 

寝所へ 入った 馬 大尽 嘉 門に、 もしもの ことがあった 

ら 大変 —— というので 猪 之 松の 乾 児 達が、 それとなく 

警護して いるので あった。 

あひる 

池で は 家鴨が 時々 羽搏き、 植 込の 葉 影で 寝と ぼけた 


夜鳥が、 びっくりし たように 時々 啼 いた。 

が、 静かで しんとし ていた。 

主屋 でも 客 はおお よそ 帰り、 居残った 人々 も 酔仆れ 

たま ま、 眠った かして 静かであった。 

うち  ひとま 

離 座敷の 内部の 一 室。 —— そこに は屛 風が 立て 廻し 

てあつた。 

一基の 燭台が 置いて あり、 燈心を 引いて 細めた 燈火 

が、 部屋 を 朦朧と 照らして いた。 

屛 風の 内側に は 箱から 出された 生 贄の女 澄 江の 姿が、 

掛布団 を 抜いて 首から 上ば かり を、 その 燈 火の 光に 照 

し 出して いた。 


そうして それの 傍に は、 嘉 門が 坐って いるので あつ 

た。 

澄 江の 心 はどうであろう？ 

あ に  いいなずけ 

義兄で あり 恋人で あり 許婚で ある、 主 水と ゆく ゆ 

く は 婚礼し、 身 も 心 も 捧げなければ ならぬ 身！ それ 

まで は穢 さず 清浄に、 保たねば ならぬ 処女の 体！ そ 

れを 山国の 木 曾 あたりの、 大尽と はいえ 馬 飼の 長、 嘉 

門 如きに、 嘉門 如きに！ 

処女 を 失って はもう 最後、 主 水と 顔 は 合わされない。 

永久 夫婦に など なれな いであろう。 

復謦 という 决挙 など も、 その 瞬間に 飛んで 消えよう。 


澄 江の 気持 は どんなであろう？ 

時が 刻々 に 経って ゆく。 

と、 不意に 屛 風の 上から、 白刃が ヌッと 差し出され 

た。 

嘉門は ギヨ ッと はした ものの、 大胆に 眼 を 上げて 上 

を 見た。 

屛 風の 上に 覆面 をした 顔が、 じっと こちら を 睨んで 

居た。 

「曲者！」 

ガラガ ラ！ 

屛 風が 仆 された。 
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枕 刀の 置いて ある、 床の間の 方へ 走って 行く 嘉 門の 

姿へ は 眼 も くれず、 着流しの 衣裳の 裾 を からげ、 脛 を 

あらわし 櫸 がけして、 腕 を まくり上げた 覆面 武士 は、 

やにわに 澄 江 を 小脇に 抱えた。 

「曲者で ござる ぞ、 お 身内 衆！ 出合え！」 と 喚き 切 

リ 込んだ 嘉 門！ 

その 刀 を 無造作に 叩き落とし、 

「う ふ」 


ビシ リ！ 

もう 一 揮！ 振った 白刃！ 

「ヮ ッ」 

へたばつ たは 峯 打ちながら、 凄い 手 並の 覆面に、 急 

所の 頸 を 打 たれた からで、 嘉門 はの めって 這い 廻った _ 

それ を 見捨てて 襖 蹴 開き、 既に 隣室へ 躍り 出で、 隣 

室 も 抜けて 雨戸 引つ 外し、 庭へ 飛び下りた 覆面 を目掛 

け、 

一 里. H5 ！ 」 

「怪しい！」 

と 左右から、 猪 之 松の 乾 児で 警護の 二人が、 切りつ 


けて 来た 長 脇差 を、 征矢 だ！ 龃け 抜け、 振り返り、 

追い 鎚 つたと ころ を、 

グ ー ッ！ 

突 だ！ 

「ギヤ ー ッ」 

獣 だ！ 殺される 獣！ それ かの ように 悲鳴して 仆 

れ、 それに 胆を 消して 逃げ かけた 奴の、 もう 一人 を 肩 

から 大袈裟が け！ 

「ギヤ ー ッ」 

こいつ も 獣と なって くたばり、 夜で 血煙 見えな かつ 

なまぐさ 

たが、 プ —— ッと 立った 腥 い 匂い！ が、 もうこの 


時には 覆面 武士 は、 植 込の 中に 龃け 込んで い、 その 植 

込に も 警護の 乾 児、 五 人が ところ 塊って い、 

「泥棒！」 

「遁 すな！」 

と、 竹槍、 長 ドス！ 

しかし 見る 間に 槍 も 刀 も、 叩き落とされ 刎ね 落とさ 

れ、 つづいて 悲鳴、 仆れる 音！ そこ を 突破して 覆面 

武士が、 土塀の 方へ 走る のが 見られ、 土塀の 裾へ 行き 

ついた 時、 そこに も 警護の 乾 児 達が いる。 ムラ ムラと 

四方から 襲い かかった ばかり か、 これらの 物音 や 叫 声 

に、 主屋の 人々 も 気づいた かして、 雨戸 を 開け 五 人 十 


人、 二十 人と なく 龃け 出し 走り出し、 提燈、 松明 を 振 

り 照らし、 その 火の 光に 獲物々々 を、 —— 槍、 鉄砲、 

半弓まで ひつ さげ、 しごき、 振り 廻し 狙って いる、 I 

I そういう 姿 を さえ 照らして いた。 

しかし この頃 覆面 武士 は、 とうに 土塀 を 乗り越えて、 

高 萩 村 を 野良の 方へ 外れ、 淡い 月光 を 肩に 受け、 野 を 

巻いて いる 霧 を 分け、 足に まつわる 露草 を 蹴り、 小脇 

に 澄 江 をい としそう に 抱え、 刀 も 既に 鞘に 納め、 ただ 

ひたすらに 走って いた。 

その 武士 は 水 品 陣十郎 であった。 


それから 十日 ほど 日が 経った。 

陣十郎 と 澄 江との 二人が、 旅 姿に 身 を よそおい、 外 

見から すれば 仲の よい 夫婦、 それでなかったら 仲の よ 

い 兄妹、 それ かの ような 様子 をして、 木 曾 街道 を迪っ 

ていた。 

初秋の 木 曾 街道の 美し さ、 萩が 乱れ 咲き 柿の 実が 色 

づき、 渡 鳥が 群れ 来て 飛び つれて 啼き、 晴れた 碧空 を 

千切れた 雲が、 折々 日 を 掠めて 漂う 影が、 在郷 馬ゃ駕 

籠 かきに よって、 軽い 塵埃 を 揚げられる 街道へ、 時々 

陰影 を 落とした りした。 

「澄 江 殿、 お 疲労 かな？」 


優しい声で いたわる ように、 こう 陣十郎 は 声をかけ 

た。 

「いいえ」 と 澄 江 は 編 笠の 中から、 これ も 優しい声で 

答えた。 

心々 の 旅の 人々 

「お 疲労で ござらば 駕籠 雇いましょう」 

陣十郎 も 編 笠の 中から、 念 を 押す ようにもう 一 度 

云った。 いかにも 優しい声であった。 


「何の 遠慮な どいた しましょう、 疲労ましたら 妾の 方 

から、 駕籠な と 馬な とお 雇い 下されと、 押してお 頼み 

お つ しゃ 

いたします …… どうやらそう 仰 言る 貴郎様 こそ、 ぉ疲 

労の ご 様子で ございます のね。 ご 遠慮なく 馬に なと 駕 

籠に なと、 ホ、 ホ、 ホ、 お召しな さり ませ」 

からかう ように 澄 江 は 云った。 

「ァ、 ハ、 ハ、 とんでもない 話で、 拙者と 来て は 十 里 

二十 里、 韋駄天の ように 走りました ところで ビク とも 

する 足で は ござり ませぬ。 …… 貴女 は 女 無理して 歩い 

て、 さて 旅籠へ 着いて から、 ソレ 按摩 じ や、 ャレ 灸 じ や 

と、 泣 顔 をして 騒がれても、 拙者 決して 取り合い ませ 


ぬぞ」 

「貴郎 様 こそ 旅籠に 着かれてから、 くるぶしが 痛める 

の 肩が凝るのと、 苦情め いた こと 仰せられましても、 

妾 取り合わ ぬで ござりましょう よ。 ホ、 ホ、 ホ」 と朗 

かに 笑った。 

陣十 郎も朗 かに 笑った。 

これ は 何たる ことであろう！ 敵 同志で ある この 二 

人が、 こう 親しくこう 朗 かで、 浮々 と 旅 をつ づけて 行 

くと は？ 

それに は 深い 事情が あった。 

澄 江 は あの 夜 猪 之 松の 屋敷で、 すんで に 井上 嘉 門に 


よって、 操を穢 される ところであった。 それ を 陣十郎 

かえ リ みず 

が 身 を 挺し、 養われ かくまわれた 恩 を も 不顧 、 猪 之 松 

の 乾 児 を 幾人と なく 切り捨て、 自分 を 助けて 遠く 走り、 

かくま  くらし 

農家に 隠匿い 今日まで、 安穏に 生活 を させて くれた。 

その 間 一度 も 陣十郎 は、 自分に 対して いやらしい 言葉 

しわざ 

や、 いやらしい 所業に 及ばなかった。 勿 論陣 十郎は 

ち ち  かたき 

義父の 敵、 討って 取らねば ならぬ 男、 とはいえ 義父 を 

討った の も、 その 一半 は 自分に 対し、 恋慕した のを自 

分が 退け、 義父 や 主 水が 退けた ことに、 原因が ある こ 

とで はあり、 性 来 悪人で はあろう けれど、 従来 一度 も 

自分に 対して は、 悪事 を 働いた ことはなかった。 その 


上 今 は 女の 生命の、 操 を 保護して くれた 人 —— と あつ 

い いなずけ 

て 見れば この 身の 操 は、 云う まで もな く 許婚 の、 主 水 

一 人に 捧げる 外、 誰に も 他の 男へ は、 捧げて はならず 

自分と しても、 断じて 捧げぬ 決心で あり、 この ことば 

かり は 陣十郎 にも、 ハツ キリ 言動で 示し はした が、 そ 

れ 以外に は 陣十郎 に対して、 優しく 忠実に まめ まめし 

く、 尽くさねば ならぬ 境遇と なり、 義父 上の 敵 を 討つ 

こと は、 武士道の 義理に は 相違ない が、 生命 —— 操の 

恩人に は、 人情と して それと 等な みに、 尽くさな けれ 

ばなら ぬ 義理が ある はず、 そこで 澄 江 は それ以来、 今 

のよう な 行為 を 執って いるので あり、 主 水 様と 陣十郎 


殿と が 巡り合い、 敵 討の 太刀が 交わされても、 どうも 

妾に は 陣十郎 殿に 対し 敵対す る こと も 出来そう もない 

と、 心で は 思って さえい るので あった。 

陣十郎 の 心 持と いえば 

「この 清浄無垢の 白珠 を、 俺 は 誰に も穢 させない！」 

この 一 点に とどま つ ていた。 

しギ. J さわ 

嶋澤庄 右衛門 を 殺した の も、 一 つ は 澄 江への 恋心 を、 

遮られた がた めであった。 敵 持つ 身と なった 原因、 そ 

れが澄 江で ある ほどの、 澄 江 は 陣十郎 の 恋 女であった。 

だから その 澄 江 を 馬 飼の 長、 嘉門 如きが 穢 そうとする、 

何のむ ざむ ざ 黙視 出来よう ぞ！ そこで 奪って 逃げた 


ので あり、 遁れて 知己の 農家に 隠匿い、 今日まで 二人 

< らし 

で 生活て 来る 間、 彼 は 今更に 澄 江と いう 女が、 女らし 

い 優しい 性質の 中に、 毅然として 動かぬ 女丈夫の 気 節 

を、 堅く 蔵して いる こと を 知り、 愛慕の 情 を 加える と 

同時に、 尊敬 を さえ 持つ ようになり、 暴力 を もって 自 

己の 欲望な ど を、 どうして 遂げる ことが 出来よう ぞと、 

そう 思うよう になり さえした。 
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(澄 江に とって は 俺と いう 人間、 何と 云っても 義父の 

敵 だ、 それにつ いて どう 思って いるだろう？) 


これが 一 番 陣十郎 にと つて は、 関心の 事で あらねば 

ならず、 で、 絶えず 心 を 配り、 澄 江の 心 を 知ろうと し 

た。 

と、 澄 江 は その 一事へ は、 決して 触れようと はしな 

かった。 

陣十郎 も 触れなかった。 

さよう、 互いに その 一事へ は、 決して 触れようと は 

しなかった が、 陣十郎 は 自分の 油断に 澄 江が 早晚 つけ 

込んで、 寝首 を搔 くと いうよう な、 卑劣な 態度に 出る 

という ことな ど、 澄 江 その 人の 性質から、 有り得べ か 

ら ざる ことで あると 知り、 それだけ は 安心す る ことが 


出来、 同時に 澄 江が 義父の 敵の 自分に 助けられ たとい 

うこと から、 義理と 人情の 板ば さみと なり、 苦しい 心 

的 境遇に 在る、 そういう こと を 思いやり、 憐愁 同情の 

心 持に、 とらわれざる を 得なかった。 

(主 水に 対して 澄 江の 心 は？) 

これ も 実に 陣十郎 にと つて は、 重大な 関心の 一事で 

あった。 

(勿論 澄 江 は 心に 深く、 主 水 を 恋して いる こと だろ 

う！) 

こう 思う と 陣十郎 は ムラ ムラと、 嫉妬の 思 い に 狩り 

立てられ、 


(澄 江が 俺の 意に 従わぬ の も、 主 水が あるから だ！) 

と、 主 水に 対する 憎悪の 念が、 彼 を ほとんど 狂気 状態 

にまで、 導き 上 几 せ 追い やる のであった。 

時々 彼 は 澄 江に 向かい、 主 水の こと を 云い 出して 見 

た。 

と 澄 江 はきつ とその つど、 あらぬ 方へ 話 を 反らせて 

しまって、 何とも 返辞 をし なかった。 

それが 陣十郎 に は 物 足らず、 心 を イラ イラ させ はし 

たが、 しかし まだまだ その 方が よくて、 もしも ハ ツキ 

リ澄 江の 口から、 ないし は 起居 や 動作から、 主 水 恋し 

と 告げられたら、 その 瞬間に 陣十郎 の 兇暴 性が 爆発し、 


乱暴 狼藉す るか もしれ なか つ た。 

どっちみ ち 陣十郎 はこう 思って いた。 

(自己 一 身の 生命の、 永久の 安全 を 計る ために も、 主 

水 は 是非とも 討って 取らねば ならぬ) 

こっちから 主 水 を 探し出して、 討って 取ろうと 少し 

前から、 心に 定めた 陣十郎 が、 今や 一層に その 心 を 深 

く 強く 定めた のであった。 

その 主 水 は どこに いるか？ 

それ は 全く 解らなかった。 

が、 気がついた ことがあった。 

間もなく 行なわれる 木 曾の 馬巿、 納めの 馬市へ は武 


州 甲 州の、 博徒が こぞって 行く はずで ある。 高 萩の 猪 

之 松 も 行く はずで ある。 ところで 主 水 は 俺と いう 人間 

が、 その 猪 之 松の 賭場 防ぎと して、 食客と なって いる 

という こと を、 知っている という ことで あるから、 猪 

之 松が 福 島へ 行く 以上、 俺 も 行く ものと そう 睨んで、 

俺 を 討った め 福 島 さして、 主 水 も 行く に 相違ない。 ョ 

—— シ そいつ を 利用して、 俺 も 出て 行き 機 を 狙い、 彼 

を 返り討ちに してやろう。 

で、 ある 日 澄 江へ 云った。 

「猪 之 松 乾 児の 幾人 かが、 拙者と 其方と が この 農家に、 

ひそみ 居る こと 知り ましたと 見え、 この頃 あたり を 立 


ち 廻ります。 他所へ 参ろう では ござり ませぬ か」 
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こうして 旅へ 出た 二人であった。 

旅へ 出て はじめて 木 曾へ 行く の だと、 澄 江 は 陣十郎 

によって 明かされた。 とはいえ 嶋澤主 水 を 討つべく、 

木 曾へ 行く の だと は 明かされなかった。 

「木 曾へ であろうと 伊那へ であろうと、 妾 は どこへ 

でも 参ります」 

そう 澄 江 は おだやかに 応えた。 

成る ようにし か戎リ はしない。 神の まに まに、 流る 


る ままに。 …… そう 澄 江 は 思って いるから であった。 

又、 そう 思って そうする より 他に、 仕方のない 彼女 

でも あるので あった。 

(しかし 澄 江が この 俺が、 主 水 を 討った めに 木 曾へ 行 

くの だと、 そう 知ったら 安穏で は 居るまい な あ) 

陣十郎 は そ う 思い、 そうと は 明か さず た だ 漫然と、 

木 曾への 旅に 澄 江 を 引き出した。 自分の 邪の 心 持が、 

自分ながら 厭になる ことがあり、 

(俺 は 悪人 だ 悪人 だ！) と、 自己 嫌忌の 感情から、 口 

の 中で 罵る こと さえ あ つ た。 

それに 反して 澄 江に 対して は、 そうと は 知らずに 云 


われる ままに、 義兄で あり、 恋人で あり 許婚で ある 主 

水 を、 返り討ちに する 残虐な 旅へ、 引き出され たこと 

を惻々 と、 不愍に 思わざる を 得なかった。 

複雑 極まる 二人の 旅心！ 

しかし 表面 は 二人ながら、 朗 かに 笑い 朗 かに 語り、 

宿り を 重ねて 行く のであった。 

さて、 追分の 宿へ 着いた。 

四時 煙 を 噴く 浅 間 山の、 山脈の 裾に 横たわつ ている 

宿場、 参覲 交代の 大名 衆が —— 北陸、 西 国、 九州 方の 

諸侯が、 必ず 通る ことに 定まって いる 宿、 その 追分 は 

繁華な 土地で、 旅籠に は 油 屋角屋 などと いう、 なかば 


遊女 屋を 兼ねた ような、 堂々 とした ものが あり、 名所 

には析 形が あり、 旧蹟に は、 石の 風車 ややらず の 石碑 

や、 そういう ものが あり もした。 街道 を 一方へ 迪 つて 

行けば、 俚謡に 詠まれて いる 関所が あり、 更に 一方へ 

くつ かけ  うまや じ 

迪 つて 行けば、 沓掛の 古風の 駅 があった。 

旅籠に は 飯 盛、 青樓に はさ ぼし、 そういう 名称の 遊 

女が いて、 

あと ども  かがの かみ 

後 供 は 霞 ひくな り 加賀守 

加 賀金沢 百万 石の 大名、 前 田 侯な どお 通りの 節に は、 

行列 蜿蜒 数 里に 渡り、 その後 供な ど 霞む ほどであった 

が、 この 追分に は 必ず 泊まり、 泊まれば 宿 中の 遊女と 


い う 遊女 は 召されて 纏頭 を いただいた。 

そういう 追分の 鍵屋 という 旅籠へ、 陣十郎 と 澄 江が 

泊ま つたの は、 

おまん ま 

「お泊まり なんし、 お泊まり なんし、 銭が 安うて 飯 

が 旨う て 、 夜具が 可うて お 給仕が 別嬪、 某屋 はこ こじゃ 

お泊まり なんし」 と、 旅人 を 呼び立て 袖 を 引く、 留女 

の 声の かまびすしい、 雀色の 黄昏であった。 表へ 向い 

た 二階へ 通された。 

旅装 を 解き 少し くつろぎ、 それから 障子 を 細目に 開 

けて、 澄 江 は 往来の 様子 を 眺めた。 駕籠が 行き 駄賃 馬 

が 通り、 旅人の 群が 後から後から、 陸続と して 通って 


行き、 鈴の 音、 馬子 唄の 声、 その 間に まじって 虚無僧 

の 吹く、 尺八の 音な どが 聞こえて きた。 

と、 旅人の 群に 雑り、 旅 仕度に 深 編 笠の、 若い 武士 

が 通って 行った。 

「あ ッ」 と 澄 江 は 思わず 云い、 あわただしく 障子 を あ 

け、 身 を 乗り出して その 武士 を 見た。 

もん ど 

肩の 格好 や 歩き 方が、 恋人 主 水 に似てい るからで 

あった。 

みき わ 

なおよく よく 見定めよ うとした 時、 一 人の 留 女が 走 

り 出て、 その 武士の 袖 を 引いた。 と、 その 武士と 肩 を 

並べて、 これ も 旅 姿に 編 笠 を 冠った、 年増 女が 歩いて 


いたが、 つと その 間へ 分けて 入り、 留女を 押し やって、 

その 若い 武士の 片手 を 取り、 いたわる ような 格好に、 

ズ ンズン 先へ 歩いて 行った。 

が、 その 拍子に 若い 武士が、 振り返って 何気なく、 

澄 江の 立って いる 二階の 方 を 見た。 
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黄昏で はあり 笠の 中 は 暗く、 武士の 顔 は 不明で あつ 

た。 

(あんな 女が 附 いている。 主 水 様で ある はずがない) 

そう 澄 江に は 思われた。 


主 水 様と も あるお 方が、 妾 以外の 女 を 連れて、 こん 

な 所へ 暢気ら しく、 旅する はずが ある もの か  そう 

思われた からで ある。 

とはいえ どうに も その 武士の 姿が、 主 水 に似ていた 

という ことが、 絶える 暇な く 主 水の こと を、 心の奥 深 

く 思 い 詰め て い る 澄 江の、 烈し い 恋心 を 刺激した ， J と 

は、 争われない 事実であって、 なお うっとりと 佇んで、 

いつまでもい つまで も 見送った。 

しかし その 武士と その 女との 組 は、 旅人の 群に まぎ 

れ 込み、 やがて、 間もなく 見え なくなった。 

こおんな 

婢 女の 持って来た 茶 を 飲みながら、 旅日記 をつ けて 


返 

や 

ど 

は 

は 

澄 

辞 

は 

つ 

い 

場 

い 

江 

も 

0 

な 

の 

殿 

な 

お 

さ 

と 

人 

と 

い 


郎 


が、 この 時 澄 江へ 声をかけた。 

茶 をめ しあがれ」 

云った が ぼんやり していた。 

通り、 珍ら しゅう ござる か」 

云った が ぼんやり していた。 

れた？ 元気が ござらぬな」 

し 

疲労な された からであろう」 

し 

さらぬ。 アツ ハハ。 …… それゆえ 拙者 馬 か 

お乗りな されと 申した のじ や - 


「  」 

「按摩な りと 呼びましょう かな」 

「いいえ。 …… それにしても …… 主 水 様 は …… 」 

思わず 言葉に 出して しまった。 

「何！ 主 水！」 と 陣十郎 は、 それまで は 優しく いた 

わるよう に、 穏やかな 顔と 言葉と で、 機嫌よ く 澄 江に 

話しかけ ていたが、 俄然 血の気 を頰に 漂わせ、 敵の 体 

臭 を 鼻に した 獣が、 敵愾心と 攻撃的 猛気、 それ を 両眼 

に 集めた 時の、 兇暴 惨 忍の 眼の ように、 三 白眼 を 怒ら 

せた が、 

「ふふん、 主 水—  ふふん 主 水—  澄 江 殿に 


は 主 水の こと を、 このような 旅の 宿場の 泊り にも、 心 

に 思うて 居られた のか—  ふふん、 そうか、 そう 

で ござった か！」 

ジロリ と 床の間の 方へ 眼 を やった。 

そこに ある もの は 大小であった。 

既に 幾人 かの 血 を 吸って、 なお 吸い 足らぬ 大小で 

あった。 
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鍵屋 から 数 町 離れた 地点に、 岩屋と いう 旅籠が あり、 

その 裏 座敷の 一室に、 主 水と お 妻と が 宿 を 取って いた。 


さ つ さ 

主 水 は 先刻 一軒の 旅籠の、 二階の 欄干に 佇んで いた、 

澄 江 に似ていた 女の こと を、 心 ひそかに 思って いた。 

もう 夜 はかなり 更けて いて、 夕暮 方の 騒がしかった、 

宿の 泊 客の 戯声 や、 婢女ゃ 番頭 や 男衆な どの 声 も、 今 

は 聞こえず 静かと なり、 泉水に 落ちて いる 小滝の 音が、 

しのびやかに 聞こえる ばかりで あり、 時々 峠を越して 

行く 馬子の、 

A 追分 油屋 掛行燈 に、 浮気 御免と 書い ちゃない 

などと、 唄って 行く 声が 聞こえる ばかりであった。 

まあい  ふたな がれ し 

間隔 を 離して 部屋の 隅に、 二流 敷いて ある 夜具の 

中に、 二人ながら 既に 寝て いるので あった。 


(もうお 妻 は 眠った かしら？) 

顔 を 向けて そっち を 見た。 

夜具の 襟に 頤を 埋める ようにして、 お 妻 は 眼 を 閉じ 

静まって いた。 高い 鼻が いよいよ 高くな り、 頰が こけ 

て 肉が 薄くな リ、 窶れて 凄 艷の度 を 加えて いた。 

(俺の ために 随分 苦労 をして くれた) 

二人が 夫婦なら ぬ 夫婦の ようになり、 弁 三の 家に か 

くま われてから、 木 曾への 旅へ 出た 今日が 日まで、 日 

数に して は 僅かで あつたが、 陣十郎 のために 探し出さ 

れ まい、 猪 之 松 一家の 身内 や 乾 分 共に、 発見され まい 

と 主 水に 対し、 お 妻が 配慮し 用心した こと は、 全く 尋 


常 一 様でなかった。 

あの 日 —— お 妻が 主 水に 対し、 はじめて うってつけ 

た 恋心 を、 露骨に 告げた 日 陣十郎 によって、 後 をつ け 

られ家 を 見付けられ、 あやうく 奥へ 踏み込まれようと 

したが、 弁 三の 鉄砲に 嚇 されて、 陣十郎 は 逃げて 行つ 

たもの の、 危険 はいよ いよ 迫った と 知り、 爾来お 妻 は 

家へ も 帰らず、 陣十郎 とも 勿論 逢わず、 猪 之 松の 家へ 

も 寄りつ かず、 主 水の 傍らに 弁 三の 家に、 身 を 忍ばせ 

て 動かなかった。 

だからお 妻 も 主 水 も 共々、 あの 夜 高 萩の 猪 之 松 方で、 

澄 江が あやうく 馬 大尽に よって、 処女の 操 をけ がされ 


ようとし たこと や、 陣十郎 が 澄 江 を 助け、 猪 之 松の 乾 

児 達 を 幾人 か 切って、 逃げた という ことな ど は 知らな 

かった。 

しかし その 中に 弁 三の 口から、 木 曾の 納めの 馬巿を 

目指して、 馬 大尽 を 送り かたがた、 猪 之 松が 大勢の 乾 

児 を 引き連れ、 木曽福 島へ 行く そうな と、 そういう こ 

とだけ は 聞く ことが 出来た。 

それ をお 妻 は 主 水に 話した。 

「陣 十郎は 賭場 防ぎ、 猪 之 松 方の 賭場 防ぎ。 で、 猪 之 

松が 木曽 へ 行く から は、 陣十郎 も 行く で ) j ざんしょう」 

こうお 妻 は附け 足して 云った。 


「では 拙者 も 木 曾へ 参って …… 」 

主 水 は 意気込み 発足し ようと 云った。 

「妾 もお 供いた します」 

こうして 旅へ 出た 二人であった。 

(いわば 敵の 片 割の ような 女、 …… それに も かかわら 

ず 縁 は 不思議、 よく 自分に 尽くして くれたな あ) 

お 妻の 寝顔 を 見守りながら、 そう 思わざる を 得な 

かった。 

(露骨に 恋心 を 告げた 日 以来、 自分の 心が 決して 動か 

ず、 お 妻の 要求 は 断じて 入れない、 —— という こと を 

知った ものと 見え、 その後 はお 妻 も 自分に 対して、 挑 


発 的の 言動 を 慎み、 ただ 甲斐々々 しく 親切に、 年上 だ 

けに 姉 かの ように、 尽くして くれる ばかりだった が、 

思えば 気の毒、 おろそかに は 思われぬ。 …… ) 

そう 主 水に は 思われる のであった。 

(それにしても 先刻 見かけた 女、 澄 江 に似てい たが、 

澄 江 に似てい たが …… ) 
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とはいえ 澄 江が こんな 土地の、 あんな 旅籠に 一 人で 

シ ヨン ボリ、 佇んで いると いうよう な ことが、 有り得 

ようと は 想像され なか つ た。 


(あの 時お 妻が、 留女 を、 突き やり、 俺の 手 を 強く 引つ 

張って、 急いで 歩いて 来なかったら、 あの 女 を 仔細に 

見る ことが 出来、 あの 女が 澄 江 かそうで ないか、 ハツ 

キリ 知る ことが 出来た もの を) 

それ を 妨げられて 出来なかった ことが、 主 水に は 残 

念で ならなかった。 

(やはり 澄 江であろう も 知れない！) 

不意に 主 水に はそう 思われて 来た。 

(上 尾 街道での 乱闘の 際、 聞けば 澄 江 は 猪 之 松 方に 属 

した、 馬方に よって 担がれて 行き、 行方 知れずに なつ 

たとの こと、 馬方な どに はずかしめられたら、 烈しい 


彼女の 気象で ある、 それ 前に 舌 嚙んで 死んだ であろう、 

もし 今日 も 生きて 居る とすれば、 処女で あるに 相違な 

く、 そうして あの 時から 今日まで、 そう 日数 は 経って 

いない、 わしの 消息 を 知ろうと して、 あの 土地に 居附 

いていた と 云える。 とすると 木 曾の 福 島へ、 納めの 巿 

へ 馬 大尽 ともども、 猪 之 松が 行く という こと や、 その 

猪 之 松の 賭場 防ぎの、 陣十郎 も 行く という こと や、 陣 

十郎が 行く 以上 それ を 追って、 わしが 行く だろうと い 

うこと を、 澄 江 は 想像す る ことが 出来る。 では その わ 

しに 逢おうと して、 単身で このような 土地へ 来る こと、 

あり 得べ からざる ことで はない) 


こんなよ うに 思われる からであった。 

(あの 旅籠 は鍵屋 とかいつ たはず だ。 距離 も 大して 離 

れ てはいない。 行って 様子 を 見て 来よう) 

矢も楣 もた まらない という 心 持に、 主 水 は 襲われず 

に いられなかった。 

(が、 お 妻に 悟られて は？) 

それ こそ 大変と 案じられた。 

あれから 

(爾来 二人が 夫婦なら ぬ 夫婦、 妻なら ぬ 妻の ような 境 

遇に —— そのような 不満足の 境遇に、 お 妻 ほどの 女が 

我慢して いるの も、 あの 時 以来 澄 江の こと を、 自分が 

口へ 出そうと はせ ず、 あの 時 以来 澄 江の こと を、 思つ 


ている というよ うな 様子 を、 行動の 上に も 出そうと は 

せず、 ただ ひたすら にお 妻の 介抱 を、 素直に 自分が 受 

けて いるからで。 そうでなくて 迂闊に もし 自分が、 今 

も 澄 江 を 心に 深く、 思い 恋し 愛して いると、 口 や 行動 

に 出したならば、 それ こそお 妻 は 毒婦の 本性 を、 俄然 

とば かリ 現わして、 自分に 害 を 加えよう し、 澄 江が こ 

の 土地に いるな どと、 そういう こと を 知ったなら、 そ 

れ こそお 妻 は 情 容赦な く、 澄 江 を 探し出して 嬲り 殺 

し！  そのく らいの こと はやるだろう) と、 そう 

思われる からであった。 

(澄 江 を 確かめに 行く 前に、 お 妻が 真実 眠って いるか 


どうか、 それ を 確かめて 置かなければ ならない) 

主 水 は 静かに 床から 出、 お 妻の 方へ 膝で 進み、 手 を 

延ばして 鼻へ やった。 

てのひら 

規則た だしい お 妻の 呼吸が、 主 水の 掌 に 感じられ 

た。 

(眠って いる、 有難い) 

で 立ち上 つ て 衣裳の ある 方へ 行った。 

途端に、 

「どちらへ？」 と 云う 声が した。 

ギヨ ッ として 主 水 は 振り返った。 

眼 を あいたお 妻が 訝しそう に、 主 水の 顔 を 見詰めな 


がら、 半身 夜具から 出して いた。 

「 …… いや …… どこ へ も …… 厠へ …… 厠へ …… 」 

「  」 

お 妻 は 頷いて 眼 を 閉じた。 

で、 主 水 は 部屋から 出た。 
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部屋から 出て 廊下へ 立った ものの、 寝巻 姿の 主 水で 

あった、 旅籠 を 抜け出して 道 を 歩き、 鍵屋 などへ は 行 

けなかった。 

行けた にしても 時が 経ち、 用達しの 時間よりも 遅れ 


たなら ば、 そうでなくて さえ 常 始終から、 逃げ はしな 

いかと 警戒して いるお 妻が、 不安に 思って 探しに 来、 

居ない と 知ったら 騒ぎ立て、 一 悶着 起こそう もしれ な 

い。 そうな つて は 大変で ある。 

そこで 主 水 は 厠へ 入り、 やがて 出て 来て 部屋へ 帰リ、 

穏 しく 又 夜具の 中へ 入った。 

見れば お 妻 は 同じ 姿勢で、 安らかに 眠って いるよう 

であった。 

やはり 主 水に は 澄 江の ことが、 どうに も 気になって 

ならなかった。 

(よし、 もう 一度 試みて みょう) 


で、 お 妻の 方へ 眼 を やった まま、 又ソ ヨリと 夜具 か 

ら 出た。 

お 妻 はや はり 眠って いた。 

衣裳 や 両刀の 置いて ある 方へ 行った。 

幸いに お 妻 は 眼 を さまさなかった。 

(有難い) と 心で 眩き、 手早く 衣裳 を 着換えよ うとし 

た 時、 

「主 水 様 どちらへ？」 とお 妻が 云った。 

眼 を さまして いたのであった。 

怒った ような、 嘲る ような、 —— 妾 を 出し抜いて 行 

こうと なされても、 出し抜かれる もので は ござん せん 


—— こう 云って でもい るよう な 眼 付で、 お 妻 は 主 水 を 

じっと見 詰めた。 

「いや …… ナニ、 ちょっと …… それにしても 寒い —— 

信 州の 秋の 夜の 寒い こと は …… そこで 重ね着し ようと 

して …… 」 

もず もずと 口の 中で 云いながら、 テレ て、 失望して 

断念して、 主 水 は 又も 夜具の 中へ 入った。 

(もう 不可ない、 諦めよう) 

主 水 はすつ かり 断念した。 

眼 端の 利く お 妻が 眠った 様子 をして、 こう 自分 を監 

視 している 以上、 こっそり 抜け出して 行く ことな ど、 


とうてい 出来ない と 思った からであった。 

(よしよ し 明日の 朝早く 起き、 そぞろ歩きに かこつけ 

て、 鍵屋へ 行って 見る ことにしよう) 

こう 考え をつ けて しまう と、 一時に 眠りが 襲って 来 

た。 

主 水 は 間もなく 深い 眠りに 落ちた。 

あべこべ にお 妻 は 眼 を さまして しまい、 腹這いに 

な つ て 考え込んだ。 

たばこ  きせる 

好きで 寝る 間 も 枕元に 置く 莨、 その 煙管 を 口にく 

あんどん 

わえ、 ほの 明るい 行燈の 光の 中へ、 漂って 行く 煙の 行 

方 を、 上 眼 を 使って 見送りながら、 お 妻 は 考えに 沈み 


込んだ。 

これ 迄 は 観念 をした かの ように、 決して 自分 を 出し 

抜いて、 逃げよう などと した ことのない 主 水が、 今夜 

に 限って 何とした ことか、 二度まで 抜けて 出ようと し 

た！ これ はどうした ことだろう？ 

どうに も 合点が いかない のであった。 

(何 か 曰くが なけり ゃァ ならない) 

それにしても 自分と いう この 女が、 女賊、 枕探し、 

邯鄲師、 だから 他人の 寝息 をう かがい、 抜け出る こと 

も 物 を 盗む こと も、 殺す こと さえ 出来る のに、 知らぬ 

とはいえ そういう 自分 を 出し抜き、 抜け出よ うとした 


主 水の 態度が、 どうに も 可笑しくて ならなかった。 

(いっそ 可愛い 位 だよ) 

煙管 を くわえた ままお 妻 は 笑い、 主 水の 方 を そっと 

見遣った。 主 水 は 安らかに 天井の 方 を 向いて、 規則 正 

しい 呼吸 をして いた。 深い 眠りに 入って いるら しい。 

もう 時刻 は 丑の刻で もあろう か、 家の 内外 寂しく 静 

かで、 二 間 ほど 離れた 座敷の 方から、 鼾の 声が 聞こえ 

てき、 初秋の 夜風に 吹かれて 落ちる、 中庭 あたりの 桐 

の 葉で もあろう か、 バ サリ、 バサリ と 閑寂の 音 を、 時々 

えきろ 

立てる のが 耳に つくば かりで、 山国の 駅路の 旅籠の 深 

ばしょ う 

夜 は、 芭翁 好みの 寂寥に 入って いた。 


(今日まで 我慢 をして 来たんだ よ。 …… やっぱり 順当 

の 手段で 行こう よ) 

お 妻 はとうとう 思い返した。 

で、 煙管 を 抛り 出し、 男の 方へ 顔 を 向け、 横に 寝返つ 

て 眠ろうと した。 

途端に、 

「澄 江！」 と 眠った ままで、 主 水が ハツ キリ 声を立て 

て 云った。 

「澄 江よ！ 澄 江よ！ お前 は どこに—  」 

お 妻はグ ラグ ラと 眼が 廻った。 

(畜生！) 


ムック リと 起き 上った。 

(やっぱり 思って いやが るんだ！ あの 女の こと を！ 

澄 江の こと を！) 

眼 を 据えて 主 水の 寝顔 を 睨んだ。 

のどか 

主 水 は 長閑に 眠って いる。 

が、 愛する 女の こと を、 夢に でも 見て いるので あろ 

うか、 閉じた 眼 を 優しく 痙攣 させ、 閉じた 唇に 微笑 を 

湛 えてい る。 
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それから しばらく 経った 時、 追分の 宿の 宿 外れ を、 


野の 方へ 行く 女が あった。 

星 は あるが 月の ない 夜で、 それに 嵐 さえ 吹いて いて 

その 嵐に 雲が 乱れ、 星 を さえ 隠す 暗澹 さ！ 

そういう 夜道 を 物に 狂った かの ように、 何 か 口の 中 

で 眩きながら、 走った かと 思う と 立ち止ま リ、 立ち 止 

ま つた かと 思う と 又 走る。 

それ は 他なら ぬお 妻であった。 

眠って いる 間 も 恋しい 女、 澄 江の こと を 忘れ かね、 

うわ 言に 出して 云った 主 水 —— そういう 主 水の 心 持 を 

知り、 怒りと 失望と 嫉望 とに、 お 妻 は ほとんど 狂わん 

おのれ 

ばかりと なり、 汝 どうして くれようかと、 殺伐の 気 さ 


え 起こした ので あつたが、 それ は 年増で あり 世間 知り 

であり、 世 なれて いる 彼女であった ので、 まずまずと 

の ぼ 

心 を おちつかせ、 燃える ように 上気って 痛む 頭 を、 夜 

の 風に でも 吹かせて やろうと、 そこ は 女 邯鄲師で、 宿 

を こっそり 抜け出す ことな ど、 雑作な く 問題な く 出来 

るので、 宿 を こっそり 抜け出して、 今こう やって 歩い 

ている のであった。 

さて 冷え冷え とした 高原の、 秋の 夜の 風に 吹かれな 

がら、 お 妻 は 歩いて いるので あるが、 問題が 問題で あ 

る だけに、 心は穏 かに はならなかった。 

ひつけ 

(宿へ 放火で もして やろう か！) 


( 人 殺 でもして やろう か！) 

そんな こと さえ 思う ので あ つ た。 

街道から 反れて 草の 露 を 散らし、 お 妻 は 野の 方へ 歩 

いて 行く。 

ラ しろ 

と、 街道 を 背後の 方から、 木 曾の 納めの 馬市へ 出る、 

馬の 群が 博労に 宰領され て、 陸続と 無数に やって来た。 

徹夜 をして 先へ 進む のであった。 それらの ともして 行 

く 提燈の 火が、 点々 と あたかも 星の ように、 道 を 明る 

め 動いて いたが、 珍ら しい 美しい 眺めであった。 

もみじ 

ヽ 秋が 来たと て 鹿 さえ 鳴く に、 なぜに 紅葉 は 色 

に 出ぬ 


A 余り 米と は そり や 情ない、 美 濃 や 尾 張の 涙 米 

などと 唄う 馬子 唄の 声が、 ノン ビリ として 聞こえて 

きた。 

しかしお 妻に はそう いう 光景 も、 珍ら しく もな けれ 

ば 美しく もなかった。 でた だ 夢中で 歩いて いた。 

陣十郎 が 同じような 心境の 下に、 旅籠 を 出て 野の 方 

へやって 来たの は、 ちょうど この頃の ことであった。 

主 水の こと を 思って いる 澄 江！ それ を 口へ 出して 

云った 澄 江！ そういう 澄 江 を 夕方 見た。 汝々 どうし 

て くれよう！ すんで に その 時 陣十郎 は、 澄 江 を 一刀 


に 切ろうと した。 

が、 それ は 辛うじて 抑えた。 

さて 夜に な つ て 一 一人 は 寝た。 

部屋の 片隅に 澄 江が 寝、 別の 片隅に 陣十郎 が 寝。 I 

I これまで やって来 たように、 その 夜 もそう やって 二 

人 は 寝た。 

が、 陣十郎 は 眠られなかった。 

怒り、 失望、 嫉妬の 感情が、 心を亢 ぶら せ 頭 を 燃や 

し、 安眠 させようと しないの である。 

見れば 澄 江 も 眠られな いと 見えて、 そうして 恐怖に 

襲われて いると 見えて、 こっちへ 細い 頸 足 を 見せ 深々 


と 夜具に くるまった まま、 溜息 を 吐いたり 顫えたり し 

て、 夜具の 中で 蠢 いていた。 

( 一 思いに …… ) 

この 考えが 又 浮かんだ が、 あさまし くも 憐れに も 思 

われて、 断行す る ことが 出来なかった。 

(夜の 風に でも 吹かれて 来よう) 

で、 こっそりと 宿 を 抜け出し たので ある。 
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足に まつわる 露の 草 を、 踏 分け 踏 分け 陣十郎 は 歩い 

た。 


街道 を 馬の 列が 通って 行く。 

それ を 避けて 草 野 を 歩いて 行く ので ある。 

(ガ— ッ とどい つか を 叩つ 切ったら、 この 心 も 少し は 

おちつく かもしれ ない) 

そんな こと も ふと 思われた。 

(ゥ ロウ 口 女で も 通つ て 見ろ) 

そんな 兇暴の 考え も、 チラ チラ 彼の 心の中に 燃えた _ 

と、 そういう 彼の 希望に、 応じよ うがため に 出て 来 

たかの ように、 行 手から 女が 星の 光で 知れる、 小粋の 

姿 を 取り乱し、 走ったり 止まった りよろ けたり して、 

こっちへ 歩いて 来る のが 見られた。 


(しめた！) と 一 剎那陣 十郎は 思った。 

(宿の 女 か、 旅の 者 か、 そんな こと はどうで もい い、 

来 かかった のが 女の 不運—  ) 

で、 素早く 木陰に 隠れた。 

その 女 は それとも 知らぬ か、 よろめく ような 足 どり 

で、 その 前 を 通って 行き過ぎよ うとした。 

ラ しろ 

不意に 躍り 出た 陣十 郎、 物 を も 云わず 背後の 方から 


「あ ッ」 

不意の 事だった ので、 女 は 驚きの 声 を あげたが、 … 


しかし 次の 瞬間に、 二人 はパ— ッと 左右へ 別れた。 

「貴様 はお 妻！」 

「 き1 1 ^K. ゝ  - 

I 陣 +  .S5 樟 力！」 

サ ー ッ とお 妻 は 逃げ だした。 

「待て！」 

刀 を 抜いて 追つ かけた。 

ともず ま い 

澄 江と 夫婦なら ぬ 夫婦と なり、 共 住居から 旅に 出た。 

そうな つてから はお 妻の こと は、 ほとんど 陣十郎 の 心 

になかった。 

ところが 意外に もこん な 事情の 下に、 あさまし いお 

妻と ぶっかった。 


高原 狂乱 

仆れ て、 

「人 殺シ II ッ」 

だが 飛び起き、 

「どなた か 助けて —— ッ」 と 走り出した。 

そのお 妻 をな お追い かけ、 周章た ために 不覚 至極に 

も、 切り 損った 自分 を 恥じ 恥じ、 

「逃げよう とて 逃がそう や！  くたばれ、 汝、 毒婦、 


毒婦！」 

陣十郎 は 執念く 追った。 

仆 れつ、 飛び起きつ、 刀 を 避け、 お 妻 は 走り 走った 

が、 ようやく 街道へ 出る ことが 出来た。 

馬、 博労、 提灯、 松明 —— 馬市へ 向かう 行列が、 街 

道 を 埋めて 通って いた。 

そこへ 龃け 込んだ 女 邯鄲師のお 妻、 

「助けて —— ッ、 皆様、 助けて！」 

「どうした どうした？」 

「若い 女 だ！」 

博労 達 は 騒ぎ 立った。 


きちがい わたし 

「狂人が 妾 を 手籠めに し …… 殺そうと して ァ レア レ 

そこへ ！」 

瞬間 躍り込んで 来た 陣十 郎、 

「逃げるな、 毒婦、 逃がして なろう か！」 

切リ 付けよう とする やつ を、 

「女 を 助けろ！」 

「狂人 を 殺せ！」 

「ソレ 抜 身 を 叩き落とせ！」 

ムラ ムラと 四方から おっとり 囲み、 棒 や 鞭 を 閃め か 

し、 博労 達 は 陣十郎 へ 打って かかった。 

「汝ら 馬方 何 を 知って、 邪魔立てい たすか、 命知らず 


め！」 

揮った 刀！ 

首が 飛んだ！ 

「ヮ —— ッ」 

「切った ぞ！」 

「仲間の 敵！」 

「I 力すな！」 

「たたんで しまえ！」 

「狂人め、 泥棒め！」 

十、 二十、 三十 人！ ムラ ムラと 寄せ、 犇 いた。 

ちょうちん たいまつ 

狂奔す る 馬！ 地に 落ちて 燃える、 提燈、 松明、 バ 


—— ッと 立つ 火焰！ 

悲鳴に 続く 叫喚 怒号！ 仆れる 音、 叱咤す る 声！ 

百 頭に 余る 馬の 群が、 音に 驚き 光に 恐れ、 野の 方へ 

宿 の 方へ 龃け 出した。 

「馬が 放れた ぞ —— ッ」 

「逃がすな、 追え！」 

「捕らえろ！」 

「大変 だ II ッ」 

「人殺し II ッ」 

ほとんど 狂気した 陣 十郎、 剣鬼の 本性 を 現わして、 

馬と 馬方の 渦巻く 中 を、 


「お 妻！ どこに！ 逃がそう や！」 と、 右往 し左往 

し 走り 廻り、 邪魔になる 博労、 馬の 群 を、 見境い もな 

く 切りつ 薙 ぎつ、 追分 宿の 方へ 走る！ 走る！ 

と、 この 時 一挺の 駕籠 を、 菅の 笠に 旅 合羽、 長 脇差 

を 揃って 差し、 厳重に 足の かため をした、 三十 人 あま 

りの 博労が 守り、 莫蘧に 包んだ 金箱 や 駒 箱、 それ を 担 

いで 粛々 と、 宿の 方から やって来 たが、 そこへ 龃け込 

んだ 馬の 群に 驚き、 街道 を 反れて 野に 立った。 

上 尾 宿に 長く 逗留し、 夜道 を かけて 帰らない ことに 

は、 木曽福 島の 納めの 馬市に、 間に 逢わない と 焦慮し 

て、 帰り を 急ぐ 馬 大尽 を 守護して、 高 萩の 猪 之 松と そ 


の 乾 児と が、 同じく 夜道 を かけて 来た。 —— 同勢 は 実 

に それな のであった。 
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「馬 を 放した な、 馬鹿な 奴 だ」 

こう 云った の は 猪 之 松で、 駕籠の 脇に 立って いた。 

「商売 物 を 逃がすな どと は、 冥利に 尽きた 連中で」 

駕籠の 戸 を あけて 騒動 を 見て いた、 井上 嘉 門が 嘲笑 

うように 云 つ た。 

「だから 一 生 馬方 商売、 それ 以上に はなれません ので。 

ハツ ハツ ハツ」 と附け 加えた。 


そこへ 陣十 郎が龃 けて 来た。 

眼が 眩んで いて 見境い がなかった。 

数人 を 切った 血 刀 を 提げ、 乱れた 髪、 乱れた 衣裳、 

返り血 を 浴びた ムキ 出しの 脛。 —— そういう 姿で 蚯け 

て 来た。 

「陣 十郎 だ！ 陣十郎 だ！」 

閂峰吉 が 眼 ざと く 目 付け、 ギヨ ッ としたよ うに 声 を 

あげた。 

「おおそう だ 陣十郎 だ！」 

こう 猪 之 松 も 叫んだ が、 いつぞやの 晚 自分の 屋敷で、 

養って やった 恩 を 忘れ、 乾 児 を 切った ばかりでなく、 


井上 嘉 門に 捧げた 女 II 澄 江と か 云った 武家の 娘 を、 

奪い 去った， J と を 思 い 出した。 

「畜生、 恩知らず、 たたんで しまえ！」 

「やれ！」 

ダ、 ダ、 ダ、 ダ！  

乾 児 達 だ！ 

一 斉に ひっこ 抜いて 切って かかった。 

「  」 

無言で 横な ぐり！ 

陣十郎 であった！ 

ち ふ ぶ き 

ブ —— ッと血 吹雪！ 


闇ながら 立った。 

匂いで 知れる！ 生臭 さ！ 

「切った ぞ 畜生！」 

「用心し ろ！」 

開いて 散 じたが 又 合した。 

見境い のない 陣 十郎、 躍り 上って ズ —— ンと 真つ 

向！ 

「キヤ —— ッ」 

仆れ て、 ノ タウ チ 廻る。 また 乾 児が 一 人 やられた。 

見す てて 一 散 宿の 方へ！ 

「汝 ぉ妻ァ —— ッ！ 逃がして なろう か！」 


「追え！」 と 猪 之 松 は 地 団太を 踏んだ。 

「仕 止めろ、 汝ら、 仕 止めろ 仕 止めろ！」 

一 同ド  ッと 追つ かけた。 

この頃 宿 は 狂乱して いた。 

目い  目い .  目 か  . 

博労！ 博労！ 博労！ 

戸 を 蹴破り、 露 路に龃 け 込み、 騒ぎに 驚いて 戸 を 開 

けた 隙から、 龃け 入る 馬！ 捕らえよ うとして、 無二 

無 三に 踏み 入る 博労！ 

ボ —— ッと 一 軒から 火の手が 揚がった。 

火事 だ！ 


とうとう 火 を 出した の だ！ 

おりから 吹きつ のった 夜風に 煽られ、 飛火した らし 

いもう 一軒から、 力 —— ッと 火の手が 空へ あがった。 

「起きろ！」 

「火事 だ！」 

「焼き討ち だ！」 

家々 はおお よそ 雨戸 を 開け、 人々 は 争って 外へ 出た 

岩屋で は 主 水が 眼 を 覚まし、 鍵屋 では 澄 江が 起き 

上った。 

番頭が 階上 階下 を 怒鳴り 廻って いる。 

「お客様 方 大変で ございます。 焼き討ちが はじまり ま 


して ござります！ どうぞお 仕度 下さり ませ！ ご用 

心なす つ て 下さり ませ！」 

へんみ 

本陣 油屋の 奥の 座敷で は、 逸見 多 四郎義 利が、 眼 を 

さまして 起き 上った。 
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多 四郎は 聞き 耳を澄ま したが、 

「源 女 殿！ 東 馬々々！」 と 呼んだ。 

と、 左の 隣 部屋から、 

「はい」 という 源 女の 声が 聞こえ、 


「眼 覚め 居ります で ござります」 という、 門弟 東 馬の 

応える 声が、 右の 隣 部屋から 聞こえて きた。 

「宿に 騒動が 起こった ようじ や。 …… ともかくも 身 

仕度して この 部屋へ！」 

間もなく 厳重に 身掊 えした、 東 馬と 源 女と が 入って 

来た。 

その 間に 多四郎 も身斿 えし、 三人 様子 をう かがって 

いた。 

そこへ 番頭が 顔 を 出し、 

「木 曽福 島の 馬市へ 参る、 百 頭に 余る 馬の 群が、 放れ 

て 宿へ なだれ 込み、 出火な どもいた しました し、 切リ 


合いな どもいた し 居ります 様子、 大 騒動 起こして 居り 

ますれば、 ご用 心 あそばして 下され ますよう」 

こう 云つ て あわただしく 走つ て 行った。 

「何 は あれ 宿の 様子 を 見よう」 

多 四 郎は源 女と 東 馬と を 連れて、 油屋の 玄関から 門 

口へ 出た。 

多 四郎が この 地へ やって来た 理由 は？ 

源 女の 歌う 歌の 中に、 今 は 変わって 千の 馬、 五 百の 

馬の 馬 飼の、 云々 という 文句が あった。 そこで 多四郎 

は 考えた。 そういう 馬 飼の 居る 所に、 黄金 は 埋められ 

ている のであろう、 そうして そういう 馬 飼の 居る 地 は 


木 曾 以外に はありそう もない。 木 曾 山中に は 井上 嘉門 

という、 日本的に 有名な 馬 飼が あって、 馬 大尽と さえ 

呼ばれて いる。 そやつ が 蔵して いるので は あるまい 

か？ おおそう そう 馬 大尽と いえば、 門弟 高 萩の 猪 之 

松 方に、 逗留して いると いう ことじ や、 源 女 殿と 引き 

合わせ、 二人の 様子 を 見て やろうと、 源 女 を 連れて 高 

萩 村の、 猪 之 松 方へ 行った ところ、 本日 井上 嘉門 とも 

ども、 木 曾へ 向かって 行った とのこと、 それで はこち 

らも 木 曾へ 行こうと、 東 馬 を も 連れて 旅立った ので、 

途中で 馬 大尽 や 猪 之 松の 群と、 遭遇わなければ ならな 

い はずな ので あるが、 急いで 多 四郎が 間道な ど を 歩き、 


かえって 早く この 地へ 着き、 日の ある 中に 宿 を 取った 

ため、 少し 遅れて この 地へ 着き、 先 を 急いで 泊まろう 

とせず、 夜 を かけて 木 曾の 福 島へ 向かう、 猪 之 松と 馬 

大尽との 一行と、 一瞬 掛け違って しまったので あった。 

さて 門口に 立って 見れば、 宿の 混乱 言語に 絶し、 収 

拾すべく もな く 思われた。 

群集が 渦 を 巻いて 街道 を 流れ、 その 間 を 馬の 群が 龃 

け 巡り、 その上 を 火の 子が 梨 地の ように 飛んだ。 

「これ は 危険 だ、 ここにいて はや 可ない、 野の 方へ！ 

耕地の 方へ！」 

こう 云って 多 四郎は 群集 を 分け、 その 野の 方へ 目差 


して 進んだ。 

その後から 二人 は 従いて 行った が、 いっか 混乱の 波 

に 呑まれ、 全く 姿が 見え なくなって しまった。 

鍵 屋で眼 を 覚まして 起き 上った 澄 江 は、 傍ら を 見た 

が 陣十郎 が 居ない。 

(どうした ことか？) と 思った ものの、 居ない のが か 

えって 天の 与え、 今日の 彼の 様子から 推せば、 今後 ど 

んな 目に 逢わされる かも 知れな い。 

(宿 を 出て ともかくも 外へ 行こう) 

仕度 をして 外へ 出た。 


(主 水 様 は？) 

こんな 場合に も 思った。 
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昼間 見かけた 例のお 侍さん が、 もし 恋しい 主 水 様な 

ら、 この 宿の どこかに 泊まって いよう、 お逢いしたい 

もの だお 逢いした いもの だ！ 

思い詰めて 歩く 彼女の 姿 も、 いっか 混乱に 捲 かれて 

しまった。 

岩屋で 眼 覚めた 主 水 その 人 も、 ほとんど 澄 江と 同じ 

であった。 


傍ら を 見る とお 妻が 居ない。 天の 与えと 喜んだ。 義 

理 あれば こそ 今日まで、 一緒に 起居 をして 来たので は 

のぞみ 

あるが、 希望 は 別れる ことにあった。 

そのお 妻の 姿が 見えない。 

(よしこの 隙に 立ち去ろう) 

で、 身 仕度して 外へ 出た。 

(鍵屋 の 二階で 見かけた 女、 義妹 澄 江であろう も 知れ 

ない。 ともかくも 行って 探して 見よう) 

で、 その 方へ 歩 を 運んだ が、 人と 馬と 火との 混乱！ 

その 混乱に 包まれて、 全く 姿が 見え なくなった。 

喚声、 悲鳴、 馬の いななき！ 


破壊す る 音、 逃げ まどう 足音？ 

唸る 嵐に 渦巻き 渦巻き、 火の 子 を 散らす 火事の 焰！ 

宿 は 人の 波、 馬の 流れ、 水の 洗礼、 死の 饗宴、 声と 

音との、 交響楽！ 

その 間 を 縫って 全くの 狂乱 —— 血 を 見て 狂った 悪鬼 

の 本性、 陣十郎 が 走って は 切リ、 切って は 走り、 隠見 

出没、 宿の 八方 を 荒れ 廻って いた。 

今 はお 妻 を 探し出して 切る！ —— そういう 境地 か 

らは 抜け出し ていて、 自分の ために 追分の 宿が、 恐怖 

の 巷に 落ち入つ ている、 それが 変質 的 彼の 悪魔 性 を、 

^ig 感に 導いて いた。 で 男 を 切り 女 を 切 リ馬を 切り子 


供 を 切り、 切れば 切る ほど 宿が 恐怖し、 宿が 混乱す る 

その 事が、 面白くて 面白くて ならない のであった。 

返り血 を 浴び 顔 も 手足 も、 紅 斑々 〔# 「紅 斑々」 は 底 

本で は 「紅 班々 匕 として 凄まじく、 髻 千切れて 髪 は ザ 

ン バラ、 そういう 陣十郎 が 老人の 一 人 を、 群集の 中で 

切り 仆し、 悲鳴 を 聞き捨て 突き進み、 向こうから 群集 

を搔き 分け 搔き 分け、 こっちへ 向かって 来る 若い 女 を 

見た。 

「澄 江ェ —— ッ」 と 思わず 声 を あげた。 

それが 澄 江で あるから であ つ た。 

「陣 十康 〔# 「陣十 様」 は ママ〕 か！」 と 澄 江 は 云った が、 


あまりに も 恐ろしい 陣十郎 の 姿！ それに 自身 陣十郎 

から 遁れ、 立ち去ろうと している 時だった ので、 陣十 

郎の横 を 反れ、 群集の 中へ まぎれ 込もうと した。 

めろう 

「汝 逃げる か！ 忘恩の 女郎！」 

そういう 澄 江の 態度に よって、 心中 を も 見抜いた 陣 

十郎 は、 可愛 さ 余って 憎さが 百倍！ この 心理に 勃然 

として 襲われ、 いっそ 未練の 緒 を 断って しまえ！ 殺 

してし まえと 悪鬼の 本性、 今ぞ 現わして 何たる 惨 虐！ 

「くたばり 居ろう！」 と 大上段に、 刀 を 振 リ冠リ 追い 

かけた が、 その 間 をへ だてる 群集の 波！ が、 そいつ 

を 押し分け 突っ切り、 近寄る や 横から、 


「思い知れ —— ッ」 と 切った。 

が、 幸い その 途端に、 一頭の 馬が 走って 来、 二三の 

人 を 蹴リ仆 し、 二人の 間へ 飛び込んだ。 

「ヮ —— つ」 という 人々 の 叫び！ 又 二三 人 蹴り 仆さ 

れ、 澄 江 も 仆れる 人の あおりで、 ドッと 地上に 伏し 転 

んだ。 

と 「お 女中 あぶない あぶない！」 と、 云い 云い 抱い 

よそお い 

て 起こして くれた は、 旅装 束 をした 武士であった。 

「あ、 あ、 あなた は 主 水様ァ —— ッ」 

「や、 や、 や、 や、 澄 江で あつたか —— ッ」 
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抱き起こして くれた その 武士 こそ、 恋しい 恋しい 主 

水であった。 

「主 水様ァ —— ッ」 と 恥 も 見得 もな く、 群集に 揉まれ 

揉まれながら、 澄 江は鎚 りつき 抱きしめた。 

「澄 江！ 澄 江！ おおお お 澄 江！」 

思わず 流れる 涙であった。 

涙 を 流し 締め 返し、 主 水 は ほとんど 夢中の 態で、 

「澄 江で あつたか、 おおお お 澄 江で—  昼間 鍵屋 

の 二階の 欄で。 …… それにい たしても よく ぞ 無事で！ 

…… 別れて、 知らず、 生死 を 知らず、 案じて いたに、 


よく ぞ 無事で …… 」 

しかし その 時 群集の 叫喚、 巷の 雑音 を 貫いて 

お のれ  しぎ さわ もん ど 

「や ぁ汝は 嶋澤主 水！ この 陣十郎 を 見忘れ はし ま 

い—  本来 は 汝に討 たれる 身！ 逃げ隠れ いたす 

この 身 なれ ど、 今 は あべこべに 汝を 探して、 返り討ち 

いたさん と 心掛け 居る わ—  見付けて 本望 逃げる 

な 主 水！」 と 叫ぶ 声が 聞こえて きた。 

「ナ ニ陣 十郎？ 陣十郎 とな？」 

かたき 

かかる 場合に も 嶋澤主 水、 親の 敵の 陣十郎 と あつ 

て は、 おろそか にならず それ どころ か、 討た では 置け 

ない 不倶戴天の 敵！ 


(どこに？) と 声の 来た 方角 を 見た。 

馬 や 群集に 龃け へだてられ、 十数 間 あなたに 離れて 

はいたが、 まさしく 陣十郎 の 姿が 見えた。 

が、 おお 何と その 姿、 凄く、 すさまじく、 鬼気 陰々、 

悪鬼 さながら である ことか！ ザン バラ 髪！ 血に ま 

みれ た 全身！ 

ゾッと はした が 何の 主 水、 驚こう ぞ、 恐れよう ぞ、 

「妹よ、 澄 江よ、 天の 賜物、 敵陣 十郎を 見出した る ぞ！ 

討って 父上の 修羅の 妄執、 いで 晴 そう ぞ 続け 続け I 

I ッ」 と 刀 引き抜き 群集 を 分け、 無二無三に 走り 寄つ 

た。 


「ァ、 あにう え！ お 兄 ィ様ァ —— ッ」 

叫んだ が 澄 江の 心は顚 倒！ 勿論 親の 敵で ある！ 

討たねば ならぬ 敵で あるが、 破られべ かりし 女の 命の、 

操 を 救い 助けて くれた 恩人—  陣十郎 を 陣十郎 

を！ 

(妾に は 討てぬ！ 妾に は 討てぬ！) 

「ォ、 お 兄 ィ様ァ —— ヅ、 ォ、 お 兄 ィ様ァ —— ッ」 

その 間 もガガ —— ッ！ ド、 ド —— ッ！ ド、 ド I 

—ヅ！ 響き 轟き 寄せて は 返す、 荒波の ような 人馬の 

狂 レ！ 

宿 は 狂乱！ 宿 は 狂乱 


「陣 十郎ォ —— ッ！ 尋常に 勝負！」 

「参れ 主水ォ —— ッ！ 返り討ち！」 

一 間に 逼 つた 討ち 手 討 たれ 手！ 

音！ 

太刀 音！ 

合った は 一 合ォ  ッ！ 

「わ、 わ、 わ、 わ —— ッ」 と 悲鳴！ 悲鳴！ 

いや、 いや、 いや、 主 水で はなく、 陣十郎 でもな く 

羊. R 羊 4fe  ！ 

群集が 二人の 切り結ぶ 中 を、 見よ 恐れず 意に も かけ 

ず、 馳せ通 リ龃け 抜け 走る 走る！ 


その 人々 に龃け へだてられ、 寄ろうと しても 再び 寄 

れず、 焦心ても 無駄に 互いに 押され、 右へ 左へ、 前と 

後と へ、 次第 次第に、 遠退く、 遠退く！ 

「陣 十郎ォ —— ッ！ 汝 逃げるな！」 

「何の 逃げよう —— ッ！ 主 水 参れ —— ッ！」 

「お 兄 ィ様ァ —— ッ」 

「妹ョ —— ッ」 

「澄 江 殿！ 澄 江 殿！ 澄 江殿ォ —— ッ」 
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追分 宿の 狂乱の 様 を、 望み 見ながら その 追分 宿へ、 


入り込んで 来る 一 団 があった。 

旅 合羽に 草鞋 脚絆、 長 脇差 を 落として 差し、 菅笠 を 

冠った 一団で、 駒 箱、 金箱 を 莫蘧に 包み、 それ を 担い 

でい る 者 も あり、 博徒の 一団と は 知れて いたが、 中に 

二人の 武士が いた。 

秋 山 要 介と 杉浪之 助と、 赤 尾の 林 蔵と それの 乾 児の、 

三十 余人の 同勢で あり、 云わず と 知れた 木曽福 島の、 

納めの 馬市に 開かれる、 賭場に 出るべく 来た 者で あつ 

た。 

納めの 馬市に は 日限が ある。 それに 間に合わねば 効 

果 がない。 で 猪 之 松 や 林 蔵ば かりが 〔# 「ばかりが」 は 


底本で は 「ばかり か 匕、 この 日 この 宿 を 通る ので はなく、 

武州甲 州の 貸 元で、 その 馬市へ 出ようと する 者 は、 お 

およそ 今日 を 前後に 挿んで、 この 宿 を 通らなければ な 

らな いのであった。 

要 介 達 は 何故 来た か？ 

源 女 を 逸見 多 四郎に 取られた。 

爾来 要 介 は 多 四郎の 動静、 源 女の 動静に 留意した。 

と、 二人が 連立って、 木 曾へ 向かった と 人伝て に 聞 

いた。 

(では 我々 も 追って 行こう) 

おりから 林 蔵 も 行く という。 


では 同行と いう ことにな り、 さて こそ 連れ立って 来 

たのであった。 

粛々 と 一 団は 歩いて 来たが、 見れば 行 手の 追分 宿 は、 

火事と 見えて 火の手 立ち上り、 叫喚の 声 いちじるし 

かった。 

と、 陸続と して 逃げて 来る 男女！  口々 に 罵る 声 を 

聞けば、 

「焼き討ち だ —— ッ！」 

「馬が 逃げた —— ッ！」 

「百 頭、 二百 頭、 三百 頭ォ —— ッ！」 

「^り 合つ ている ぞ  ッ！」 


「焼き討ち だ —— ッ」 

耳に して 要 介 は 足 を 止めた。 

「林 蔵々々、 少し 待て！」 

「へい、 先生、 大変です なァ」 

「どうも 大変 だ、 迂闊に は 行けぬ」 

「そうです とも 先生 迂闊に は 行けない」 

「宿 を 避けて 野 を 行こう」 

つもり 

「そうしましょう、 さあ 野郎 共、 その 意で 行け、 街道 

から 反れろ」 

「へい」 と 一同 街道 を 外し、 露 じめつて いる 草 を 踏み、 

野へ 出て 先へ 粛々 と 進んだ。 


進み 進んで 林 蔵の 一 団、 生地獄の 宿 を 横に 睨み、 宿 

の 郊外まで 迪リ ついた。 

と、 この辺り も 避難の 人々 で、 相当 混雑 を呈 してい、 

放れ 馬 も 時々 走って 来た。 火事の 光 は 勿論 届き ほ とん 

ど 昼の ように 明る か つ た。 

たむろ 

その 光で 行 手 を 見れば、 博徒の 一団が 屯して いて、 

宿の 様子 を 眺めて いた。 

(おおどこ かのお 貸 元が、 避難して あそこに いるら し 

い。 ちょっと ご 挨拶せ ずば なるまい) 

渡世人の 仁義で ある。 

「藤 作々々」 と 林 蔵 は 呼んだ。 


「へ い、 親分、 何で ござんす」 

「向こうに 一 団 見える だろう。 どこのお 貸 元 だか 知ら 

ねえが、 ちょっと 挨拶に 行って 来ね え」 

「ようがす」 と 藤 作 は 走って 行った が、 すぐ 一散に 走 

リ 帰って来た。 

「親分、 大変で、 猪 之 松の 野郎で」 

「ナニ 猪 之 松？ う うん、 そうか！」 

見る見る 額に 青筋 を 立てた。 

「先生々々、 秋 山 先生！」 

「何 だ？」 と 要 介 は 振り返った。 

「向こうに 見える あの 同勢、 高 萩の 猪 之 だ つ ていう こ 


とで」 

「猪 之 松？ ふうん、 おおそう か」 

要 介 も 向こう を 睨む ように 見た。 
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「林 蔵！」 としかし 要 介 は 云った。 

「猪 之 松に は 其方 怨み はあろう が、 ここで は 手出しし 

て はならぬ ぞ」 

「何故です 先生、 何故い けません？」 

「何故と 申して そうで はない か。 宿 は 火事と 放れ 馬と 

で、 あの 通りに 混乱し、 人々 いずれも 苦しんで 居られ 


る。 そういう 他人の 苦難の 際に、 男 を 売 物の 渡世人が、 

私怨の 私闘 は 謹むべき だ」 

「そうです ねえ、 そう 云われて 見れば、 こいつ 一言 も 

ありま せんや。 が、 相手が なぐり 込んで 来たら？」 

「おお その 時には 売られた 喧嘩、 降り かかる 火の 子 だ、 

断乎と して 払え！」 

「ようがす、 それじゃ ァ その 準備 だ。 …… やい やい 野 

郎共 聞いて いたか、 猪 之の 方から 手出ししたら 幸い、 

遠慮 はいらね え 叩き潰して しまえ—  それまで は 

こっち は 居 待 懸け！ おちついて いろお ちついて い 

ろ！」 


「合点で え」 と 赤 尾の 一 党、 鳴 を 静めて 陣を 立てた。 

と、 早く も 猪 之 松 方で も、 彼方に 見える 博徒の 群が、 

赤 尾の 一 党と 感付いた。 

「親分」 と 云った の は 一 の 乾 児の、 例の 閂峰吉 であつ 

た。 

「林 蔵の 乾 児の 藤 作の 野郎が、 やって来て 引つ 返して 

行きました ねえ」 

「うん」 と 云った の は 猪 之 松で、 先刻す でに 駕籠から 

出、 牀几 を 据えさせて それへ 腰かけ、 火事 を 見て いた 

馬 大尽、 井上 嘉 門の 側に 立って、 これ も 火勢 を 眺めて 

いたが、 


「うん、 藤 作が 見えた つけ」 

「向こうに いるな あ 林 蔵です ぜ。 林 蔵と 林 蔵の 乾 児 共 

です ぜ」 

「俺 もそう だと 睨んで いる」 

「さて、 そこで、 どうしましょう？」 

「どうと 云って 何 を どう だ。 先方が 手出し をし ゃァ 

がったら、 相手に なって 叩き潰す がいい。 それまで は 

こ つ ち は 静ま つ ている ばかり さ」 

「上 尾 街道で は 林 蔵の 方から、 親分に 決闘 を 申し込 

ん だはず。 今度 はこつ ちから 申し込んだ 方が」 

ま ち 

「嘉門 様が お居で なさら あ。 …… 素人の 客人 を 護衛つ 


て 行く 俺ら だ、 暄嘩 はみ 可ね え、 解った ろうな」 

「なるほどな ァ、 こいつ ァ 理屈 だ。 …… じゃァ 静まつ 

て 居り やしよう」 

この 時 二人の 旅 姿の 武士と、 同じく 一人の 旅 姿の 女、 

三人 連れが 火事の 光に、 あざやかに 姿 を 照らしながら、 

宿の 方から 野へ 現われ、 猪 之 松 方へ 歩いて 来た。 

眼 ざと く 認めた のが 要 介であった。 

「杉 氏」 と 要 介 は 声をかけた。 

「あの 武家 をよ く ご覧」 

浪之助 は 見やった が、 

「先生 あり ゃァ 逸見 先生で」 


「であろうな、 わし もそう 見た」 

「先生、 女 は 源 女さん です よ」 

「そうら しい、 わし もそうと 見た。 …… よし」 と 云う 

と 秋 山 要 介 〔# 「要 介」 は 底本で は 「要 助 匕、 つかつか 進 

み 出て 声をかけた。 

「あいや そこへ まいられ たは、 逸見 多四郎 先生と 存ず 

る。 しばらく お待ち 下されい」 

さよう その 武士 は 本陣 油屋 から、 人波 を 分け 放 馬 を 

避け、 源 女と 東 馬と を 従えて、 野へ 遁れ 出た 多 四郎で 

あつたが、 呼ばれて 足 を 止め 振り返った。 
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「これ はこれ は 秋 山 先生 か」 

こう 云った が 逸見 多 四郎、 当惑の 眉 を ひそかに ひそ 

めた。 

「不思議な 所でお 逢い 申した」 

「いや」 と 要 介 は 苦笑い をし、 

「拙者に おきまして はこの 邂逅、 不思議で はのう て 期 

する 処で ござ つ た」 

「期す る処？ はてさて それ は？」 

「と 申す はこの 要 介、 貴殿 を 追つ かけ 参りました ので」 

「拙者 を 追 つ かけ 9  何故で ござるな？」 


「源 女 殿 を 当方へ いただく ために」 

「  」 

「過ぐ る 日 貴殿お 屋敷に おいて、 木刀 立 合いいた しま 

した 際、 拙者 貴殿へ 申し上げました はずで。 源 女 殿 を 

取り返す で ござりましょうと。 …… なお、 その 際 申し 

上げました はずで、 後日 真剣で 試合ましょうと。 …… 」 

「  」 

「いざ、 今 こそ 真剣 試合！ 拙者 勝た ば 有無 ござらぬ、 

源 女 殿 を 頂戴いた す！」 

「  」 

「なお、 この 際 再度 申す、 拙者が 勝た ば 赤 尾の 林 蔵 を 


—— その 林 蔵 は 拙者と 同伴、 乾 児と 共に そこへ 参って 

ござる。 —— 関東 一 の 貸 元と して、 猪 之 松 を隸属 おさ 

せ 下さい！」 

「拙者が 勝た ば 高 萩の 猪 之 松 を —— その 猪 之 松 儀 これ 

より 見れば、 同じく 乾 児 を 引 卒して、 そこに 屯して 居 

るよう で ござる が、 その 猪 之 松 を 関東 一 の、 貸 元と し 

て 林 蔵 を 乾 児に …… 」 

「致させましょう、 確かで ござる！」 

「しからば 真剣！」 

「白刃の 立 合い！」 

「いざ！」 


「いざ！」 

サ —— ッと三 間 あまり、 ニ大 剣豪 は 飛び退つ たが、 

一 度に 刀 を 鞘 走らせる と、 火事の 光りに 今 はこの 辺り、 

ひるま 

白昼よりも 明るくて、 黄金の 色 を 加えて 赤色、 赤金 色 

の火焰 地獄！ さながらの 中に ギラ ギラと 輝く、  二 本 

の 剣をシ —— ンと 静め、 相 青 眼に 引つ 構えた。 

これ を 遥かに 見聞して、 驚いた の は 林 蔵と 猪 之 松で、 

(俺ら のために 先生 —— 師匠が、 —— 師匠 同志が 切り 

こち とら 

合った では、 此方の 男が すたって しまう！ もうこう 

なって は 遠慮 は 出来ね え！ 控えて いる こと は 出来な 

くな つた！) 


両人ながら 同じ 心で、 同じ 心が 言葉に なり、 

「さあ 手前 達 かもう 事ァ ねえ、 猪 之の 同勢へ 切り込ん 

で、 猪 之の 首 を あげつち めえ！」 

「さあ 野郎 共 赤 尾へ 切り込め！ 林 蔵 を 仕 止めろ 仕 止 

めろ！」 

ド —— ヅ と あが つ た 鬨の声！ 

ムラ ムラと 両軍 走り かかった。 

白刃！ 閃き！ 悲鳴！ 怒声！ 仆れる 音！ 逃 

げっ 追いつ、 追いつ 逃げつ する 姿！ 

混乱 混戦の 場と なった が、 この 時 宿 もい よいよ 混 

乱！ 混乱 以上に 阿鼻叫喚の 焦熱地獄 となり まさり 火 


事の 焰の 熱気に 堪えかね、 空地へ 耕地へ …… 耕地へ 耕 

地へ と、 さながら 怒濤の 崩れる 如く、 百、 二百、 三百、 

四百！ 老幼 男女 家畜まで が、 この 耕地へ 逃げ出して 

来た。 

その 人波に 揉まれ 揉まれて、 澄 江と お 妻と が 泳いで 

来た。 

と、 陰惨と した 幽鬼の 声で、 

「澄 江殿ォ —— 、 お待ちな され—  汝 ぉ妻ァ —— 

遁そ うや！」 と 叫ぶ、 陣十郎 の 声が した。 


澄 江 もお 妻 も 振り返 つ て 見た。 

愛欲の 鬼、 妄執の 餓鬼、 殺人鬼、 —— 鬼と なった 陣 

十郎が 人波 を 分けて、 二人の 方へ 走って 来た。 

血 刀が 群集の 波の 上に、 火光 を 受けて 輝いて いる。 

(陣 十郎に 捕らえられたら、 妾の 命 は 助からない) 

お 妻 は 夢中で 悲鳴 を 上げて 走り、 

(陣 十郎 殿に 捕らえられたら、 妾の 鉢 も 貞操 も …… ) 

こう 思って 澄 江 も 無我夢中で、 前へ 前へ とヒタ 走つ 

た。 

「どうぞお 助け 下さり ませ！」 

無我夢中で 走って 来た 澄 江、 一挺の 駕籠の あるの を 


見かけて、 そこへ 蚯け 付けこう 叫んだ。 

「お助けい たす！ 駕籠の 中へ！」 

誰と も 知らず 叫んだ 者が あ つ た。 

「お礼 は 後に、 事情 も 後に！」 

こう 云って 澄 江 は 駕籠の 中へ、 窮鳥の ように 身 を 忍 

ばせ た。 

「駕籠 やれ！」 と 又も 誰と も 知れず 叫んだ。 

駕籠が ユラ ユラと 宙に 上り、 街道の 方へ 舁 がれて 走 

り、 その後から 赧顔 長髪の、 酒顚 童子 〔# 「酒 顧 童子」 

は 底本で は 「酒 天童 子 匕 さながらの 人物が、 二 タニタ 笑 

いながら 従いて 走った。 


猪 之 松の 屋敷で 澄 江の 鉢 を、 自分の 物にしよ うとし 

て、 陣十郎 に 邪魔 をされ て、 望み を 遂げる ことに 失敗 

した、 馬 大尽の 井上 嘉門 であった。 

「駕籠 待て —— ッ、 遣らぬ！ 待て 待て 待て —— ッ！」 

陣十郎 は 追つ かけた が、 

「や、 こいつ 陣 十郎！ 又 現われた か、 今度 こそ 仕 止 

めろ！」 と、 猪 之 松の 乾 児 達 一斉に、 陣十郎 を 引つ 包 

んだ。 

一方、 お 妻 は その 隙 を 狙い、 ひた 走り ひた 走った が、 

息切れが して 地に 仆れ た。 

と、 そこに 刀 を 下げて、 寄せ 来る 群集に 当惑し、 左 


右に 避けて いた 武士が いた。 

「お 侍さ まと 見 申して、 お助けお 願いいた します！」 

云い 云いお 妻 は 武士の 袖に 鎚 つた。 

「誰 じ や？ よし、 誰でもよ し！ 見込まれて 助け を 

乞われた 以上、 誰で あろうと 助けつ かわす！ 参れ！」 

と 云った が この 武士 こそ、 秋 山 要 介と 太刀 を 交わし、 

命の 遣り取り をしょう とした 瞬間、 群集の 崩れに 中 を 

へだてられ、 相手の 姿 を 見失った ところの、 逸見 多 四 

郎 その 人であった。 

「東 馬々々、 東 馬 参れ！」 

「はい 先生！ 私 はこ こに！」 


「源 女 殿 は？ 源 女 殿 は？」 

「源 女 殿 は 人波に さらわれて …… どこと も 知れず どこ 

とも 知れず …… 」 

「残念—  とはいえ 止む を 得ぬ 儀、 東 馬 参れ I 

I ッ！」 と 刀 を 振り上げ、 遮る 群集に 大音声！ 

「道 を 開け！ 開かねば 切る ぞ！」 

刀の 光に 驚いて、 道 を 開いた 群集の 間 を、 あても な 

く 一方へ 一方へ、 三人 は 走った 走った 走った。 

が、 それでも 未練あって、 

「源 女殿ォ —— 、 源 女殿ォ —— ッ」 と 呼ば わった。 

そういう 声 は 聞きながら、 永らく 世話になって なつ 


かしい、 要 介の 姿 を 見かけた 源 女 は —— 逸見 多 四郎に 

対しても、 丁寧な 待遇 を 受けた ので、 決して 悪感 は 持つ 

ていなかった が、 要 介に 対して は それに 輪 を かけた、 

愛慕の 情 さえ 持って いたので、 その 方角へ 人 を 搔き分 

け、 この 時 無二無三に 走って いた。 

「秋 山 先生！」 とやつ と 近付き、 地へ ひざまず くと 足 

を 抱いた。 

o 

「源 女 殿 か —— ッ！」 と 秋 山 要 介、 これ も 地面へ 思わ 

ず 膝 つ き 


「逢 え た！ よ く ぞ！ 参 ら れ た—  杉 

氏々々！」 と 嬉し さの 声、 顫 わせて 呼んで 源 女 を 抱き、 

「もう 逃がさぬ！ どこへ もやらぬ！ 杉 氏々々 源 女 

殿 を、 林 蔵の 手へ—  そこで 介抱！」 

「おお 源 女殿ォ —— ッ！ よく ぞ 来られた！」 

龃け 寄って 来た 浪之 助、 これ もな つかし さに 声を亢 

ぶら せ、 

「いざ 源 女 殿、 向こうへ 向こうへ—  先生に も ご 

同道 …… 」 

「いやい や 俺 は 逸見 多四郎 を—  」 

「この 混乱、 この 騒動、 見失いました 上から は …… 」 


「目つ からぬ かな。 …… では 行こう」 

この 混乱の 人 渦の 中 を、 阿修羅の ように 荒れ 廻って 

いるの は、 澄 江 を 奪われお 妻 を 見失い、 猪 之 松の 乾 児 

達に 取り巻かれ、 切り立てられ ている 陣十郎 であった。 

十数 人 を 殺傷し、 己 も 幾度 か 薄手 を 受け、 さすがの 

陣十郎 も 今 は 疲労！ その 極に あって 眼 は クラ クラ、 

足元 定まらず よろめく の を、 得たり と 猪 之 松の 乾 児の 

大勢、 四方八方より 切って かかった。 

それ を あしらい、 避けつ 払いつ —— こいつら に 討た 

れては 無念 残念、 どこへ なりと 一 旦遁れ ようと 退く、 

ng く、 今 は 退く！ 


ようやく 人波の 渦より 出、 追い 鎚る猪 之 松の 乾 児 か 

さんまん 

らも 遁れ、 藪の 裾の 露 じめつた 草 野へ、 跚蹣 として 迪 

りついた 時には、 神気 全く 消耗し 尽くした。 

(仆れ てな ろうか！ 仆れ ぬ！ 仆れ ぬ！) 

が、 ドッ タリ 草の 上に 仆れ、 気絶！ —— 陣十郎 は 

気絶して しま つ た。 

火事の 遠 照り はこ こまで も 届いて、 死人 かの ように 

蒼い 顔 を、 陰影 づけて 明るめて いた。 

修羅の巷 は 向こうに あつたが、 ここ は 寂しく 人気な 

く、 秋の 季節 は 争われず、 虫の 音が しげく 聞こえて い 

た。 


と、 この 境地へ 修羅場 を 遁れ、 これ も 同じく 疲労 困 

憊、 クタ クタに なった 武士が 一人、 刀 を 杖の ように 突 

きながら、 ヒ ヨロ リヒ ヨロ リと迪 つて 来た。 

「や、 死人 か、 可哀 そうに」 と 眩き、 陣十郎 の 側へ 立つ 

た。 

が、 俄然 躍り 上り —— 躍り 上り 躍り 上り 声 を あげた _ 

おのれ 

「陣 十郎ォ —— ッ！ 汝 であった か！ 嶋澤主 水が 

参った るぞ！ 天の 与え、 今度 こそ 遁 さぬ！ 立ち 

上って 勝負！ 勝負いた せッ ！」 

武士 は 嶋澤主 水であった。 

「起きろ 起きろ 水品陣 十郎！ 重なる 怨み 今ぞ晴 す！ 


…… 起きろ！ 立ち上れ！ 水 品陣十 郎！」 

刀 を 真っ向に 振り 冠り、 起き 上ったら ただ 一 討ち！ 

…… 討って 取ろうと 構えた が、 陣十郎 は 動かなかった。 

(死んで いるの か？) と 疑惑が 湧いた。 

手 を 延ばして 額へ 触った。 

気絶して いるの だ、 暖 味が ある。 

(よ —— し、 しからば この間に！) 

振り 冠った 刀 を 取り直し、 胸へ 引きつけ 突こうと し 

たが、 心の奥で 止める ものが あった。 

(あなたが 高 萩の 森の 中で、 気絶して いるの を 陣十郎 

の 情婦、 お 妻が 助けた ではありません か。 …… 正体 も 


ない 人間 を、 敵で あろうと 討つ は 卑怯、 まず 蘇生 させ 

て その上で) と。 

(そうだ) と 主 水 は 草に 坐り、 印籠から 薬 を 取り出し 

た。 

恩謦 同居 

木曽福 島の 納めの 馬巿。 —— 

これ は 勿論 現代に はない。 

現代の 木 曾の 馬巿 は、 九月 行なわれる 中 見の 巿と、 


半 夏至 を 中に して 行なわれる、 おけつげ という 二つし 

力る レ 

納めの 馬市の 行なわれ たの は、 天 保 末年の 頃までで 

あり、 それ も 前 二回の 馬巿 に比べて、 かなり 劣った も 

のであった。 もうこの 頃 は 山国の 木曽 は、 はなはだ 寒 

くて 冬めいて さえ 居り、 人の 出 も あまりなかった から 

である。 

と は 云え 天下の 福 島の 馬巿！ そうそう 貧弱な もの 

ではなく、 馬 も 五 百 頭 それく らい は 集まり、 縁日 小屋 

も 掛けられれば、 香具師の 群 も 集まって 来、 そうして 

諸国の 貸 元 衆が、 乾 児 を つれて 出張っても 来、 小屋が 


け をして 賭場 を ひらいた。 

この 時 集まって 来た 貸 元 衆と いえば —— 

ことじ 

白子の 琴 次、 一 柳の 源 右衛門、 廣澤の 兵 右衛門、 江 

尻の 和 助、 妙 義の雷 蔵、 小金 井の 半 助、 御輿の 三右衛 

かじか ざ わ 

門、 鰍澤 の 藤 兵衛、 三 保 松 源 蔵、 藤 岡の 慶助 —— 等々 

の 人々 であり、 そこへ 高 萩の 猪 之 松と、 赤 尾の 林 蔵と 

が 加わって いた。 

左右が 山で 中央が 木曾川、 こういう 地勢の 木 曽福島 

は、 帯の ように 細い 宿で あつたが、 三 家の 筆頭た る 尾 

張 様の 家臣で、 五 千 八 百 余 石の ご 大身、 山村 甚兵衛 が 

関の 関守、 代官と して まかり 居り、 上り下りの 旅人 を 


調べる。 で、 どうして もこの 福 島へ は、 旅人 は 一泊 か 

あるいは 二三 泊、 長い 時には 七日 十日と、 逗留し なけ 

れ ばなら なかった ので、 宿 は 繁盛 を 極めていた。 尾 張 

屋 という 旅籠が あった。 

そこへ 何と 堂々 と、 こういう 立 看板が 立てられ たで 

はない か！ 

「秋 山 要 介在 宿」 と。 

これが 要 介の や リロであった。 

どこへ 行っても 居場所 を 銘記し、 諸人に 自己の 所在 

を 示し、 敵 あらば 切り込んで 来い、 慕う 者 あらば 訪ね 

て 来い という、 そういう 態度 を 知らせた のであった。 


その 尾張屋 から 二 町 ほど 離れた、 三河屋 という 旅籠 

に は、 逸見 多 四郎が 泊って いたが、 この 人 は 地味で 温 

厚だった ので、 名札 も 立てさせず ひっそりと していた。 

さて 馬市の 当日と なった。 

博労、 巿人、 見物の 群、 馬 を 買う 人、 馬 を 売る 人、 

香具師の 男女、 貸 元 衆 や 乾 児、 非常 を 警める 宿 役人、 

関所の 武士 達、 旅の 男女 —— 人、 人、 人で 宿 は 埋もれ、 

家々 の 門 や 往来に は、 売られる 馬が 無数に 繋がれ、 ぼ 

き、 地 を 蹴り、 嚙み 合い 刎ね 合い、 それ を 見て 犬が 吠 

え —— 、 声、 声、 声で 騒がしく おりから 好天気で 日射 

し 明るく、 見世物 小屋 も 入りが 多く、 賭場 も 盛って 賑 


やかであった。 

そういう 福 島の 繁盛 を 外に、 かな リ距 たった 奈良井 

の 宿の、 山形 屋 という 旅籠 屋へ、 迪 りついた 二人の 武 

士 があった。 

陣十郎 と 主 水であった。 

奥の 小 広い 部屋 を 二つ、 隣 同志に 取って 泊まった。 

二人ながら 駕籠で 来たので あつたが、 駕籠から 現わ 

れた陣 十郎を 見て、 

「こいつ は 飛んだ お客様 だ」 と、 宿の 者が ヒャリ とし 

た 程に、 陣十郎 は 憔悴して い、 手足に 幾 所 か 繃帯 さえ 

し、 病人で あり、 怪我人で ある こと を、 むごたら しく 


鮮やかに 示して いた。 

夕食の 膳 を 引かして から、 主 水 は 陣十郎 の 部屋へ 

行った。 

「どう だ陣 十郎、 気分 はどう だ？」 

「悪い、 駄目 だ、 起きられぬ」 

床 を 敷かせ、 枕に 就き、 幽かに 唸って いた 陣十郎 は、 

そう 云 つ て 残念そう に 歯 を嚙ん だ。 

「これで はお 前と 立ち合い 出来ぬ よ」 
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「まあ 可い、 ゆっくり 養生す る さ」 


主 水 はそう 云って 気の毒 そうに 見た。 

「快癒して から 立ち合おう」 

「それより どう だな」 と 陣十郎 は 云った。 

「こういう 俺 を 討って 取らぬ か」 

「そういう お前 を 討つ 程なら、 あの 時とう に 討って 居 

るよ」 

「あの 時 討てば よかった もの を」 

「死人 を 切る と 同じ だ つたから な」 

かたきうち 

「それでも 討てば 敵 討 に はなった」 

「誉 にならぬ 敵 討 か」 

「ナ— 二見 事に 立ち合いまして、 討って 取り ましたと 


云った ところで、 誰 一人 疑う 者 はなく、 誉 ある 復謦と 

いう ことにな リ、 立身出世 疑いな しじ や」 

「心が 許さぬ よ、 俺の 良心が」 

「なるほどな、 それ はそう だろう。  そういう 良心 

的のお 前 だからな」 

「お前と いう 人間 も 一 緒に 住んで 見る と、 意外に 良心 

的の 人間な ので、 俺 は 少し 驚いて いる」 

「ナ— 二 俺 は 悪人 だよ」 

「悪人に は 相違ない さ。 が、 悪人の 心の底に、 一点 強 

い 善心が ある。  とそん なよう に 思われる のさ」 

「そうかな ァ、 そうか もしれ ぬ。 いやそう お前に 思わ 


れ るなら、 俺 は 実に 本望な の だ。 …… 俺 は 一 つ だけ ゆ 

いこと をした よ。 …… いずれ ゆっくり 話す つもり だ 

力」 

「話したら よかろう、 どんな こと だ？」 

「いや まだまだ 話されぬ。 もう 少しお 前の 気心 を 知り、 

そうして 俺の 性質 を、 もう 少しお 前に 知って 貰って か 

ら そうだ 知って 貰って からでな いと、 話しても 信じて 

貰われ まいよ」 

「実はな」 と 主 水 も 真面目の 声で、 

うち 

「実はな 俺 もお 前に 対し、 その 中 是非とも 聞いて 貰い 

たいこと、 話したい ことがあ るの だよ。 が、 こいつ も 


俺と いう 人間 を、 もっとお 前に 知って 貰って からでな 

いと …… 」 

「ふうん、 変 だな、 似た ような 話 だ。 …… が、 俺 はお 

前と いう 人間 を、 かって 疑った こと はない よ。 俺の よ 

うな 人間と はまる で 違う。 お世辞で はない、 立派な 人 

間 だ」 

「お前 だって そうだ、 可い ところが ある」 

一 一人 はしば らく 黙って いた。 

木曽 街道の 旅籠の 部屋 だ、 襖 も 古び 障子 も 古び、 畳 

も 古び、 天井 も 古び、 諸 所に 雨漏りの 跡な どが あって、 

暗い 行燈で それらの 物象が、 陰惨と した 姿に 見えて い 


た。 

乱れた 鬍、 蒼白の 顔、 —— 陣十郎 のそう いう 顔が、 

ぬきん 

夜具の 襟から 抽で ている。 

それ は 化物 絵 を 思わせる に 足りた。 

「おい」 と 陣十郎 は 感傷的の 声で、 

「俺と お前 は 血縁 だ つ たな ァ」 

「  」 

主 水 は 無言で 頷いた。 

またいとこ 

「俺と お前 は 従々 兄弟 だつ たんだな ァ」 

「  」 

「だから 互いに 敵 同志に なっても、 …… 」 


「  」 

「こんな 具合に 住んで いられる の だな ァ」 

「そうだよ」 と 主 水 も 感傷的に 云った。 

「そうだよ 俺達 は 薄く は あるが、 縁つ づきに は 相違な 

いの だ」 

ここで 又 一 一人 は 黙つ てし ま つ た。 

行燈の 光が 暗くな つた。 

燈 心に 丁字で も 立 つたので あろう。 

「寒い」 と 陣十郎 は 眩いた。 

「木曽 の 秋の 夜 …… 寒い のう。 …… 風邪で も 引いて は 

大変 だ。 わしの 夜具 を 掛けて やろう」 


主 水 は 云って 自分の 部屋へ 立った。 
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追分 宿の 大乱 闘、 その 時 仆れた 陣十郎 を 目つ け、 主 

水 は 討って 取ろうと したが、 気絶して いる 人間 は 討て 

ぬ。 で 蘇生 させた ところ、 陣十郎 は 無数の 負傷、 立ち 

上る 気力 もな くな つていた。 

しかし 彼 は 観念し、 草に 坐って 首 差し延べ、 神妙に 

討って 取られよ うとした。 

これが かえって 主 水の 心 を、 同情と 惻隠 とに 導いて、 

討って 取る こと を 出来な くした。 


で、 介抱 さえして やる ことにした。 

旅籠へ 連れて来て 医師に かけた。 

それにしても どうして そんな 負傷者 を 連れて、 福 島 

など へ 行く のであろう？ 

こう 陣十郎 が 云った からで ある。 

「井上 嘉門 という 馬 大尽が、 博徒 猪 之 松の 群に まじり、 

あの 夜 乱闘の 中に いた。 そこへ 澄 江 殿が 逃げ込まれた。 

と、 嘉 門が 駕籠に 乗せ、 福 島の 方へ 走らせて 行った。 

その 以前から あの 嘉 門め、 澄 江 殿に 執着して いた。 急 

いで 行って 取り返さ ずば、 悔いても 及ばぬ ことにな ろ 

う。 …… これに はいろ いろ 複雑の 訳と、 云う に 云われ 


ぬ 事情と が ある。 そうして 俺 は ある 理由に よって、 そ 

の 訳 を 知っている。 が 今 は 云いに くい。 ただ 俺 を 信じ 

て くれ。 俺の 言葉 を 信じて くれ。 そうして 一 緒に 木曽 

へ 行って、 澄 江 殿 を 取り返そう」 

—— で、 二人 は 旅立った のであった。 

主 水に してから が 澄 江の 姿 を、 追分の 宿で 見かけた 

こと を、 不思議な ことに 思って いた。 馬 大尽 井上 嘉門 

のこと は、 上 尾 宿の 旅籠の 番頭から 聞いた。 

しかし、 澄 江と 嘉 門との 関係 —— 何故 嘉 門が 駕籠に 

乗せて、 澄 江 を さらって 行った かに ついては、 窺い知 

る ことが 出来なかった。 


陣十郎 は 知っている らしい。 

詳しい 事情 を 知っている らしい。 

が、 その 陣十郎 はどうし たもの か、 詳しく 話そうと 

はしない ので、 強いて 訊く こと も 出来なかった。 

とはいえ 澄 江が そんな 事情で、 嘉 門に 連れられて 

行った とすれば、 急いで 木 曾へ 出張って 行って、 澄 江 

を 奪い返さなければ ならない。 

—— で、 旅立って 来たので ある。 

二人 は 翌日 山形 屋を 立って、 旅 駕籠に 身 を 乗せて、 

福 島 さして 歩ませた。 

鳥居 峠へ 差し かかった。 


ここ は 有名な 古戦場で、 かつ 風景 絶佳の 地で、 芭蕉 

翁な ども 句に 詠んで いる。 

ひばり 

雲雀より 上に 休らう 峠 かな 

ね ず  ひのき  かさや まき 

木 曾の 五木と 称されて いる、 杜松ゃ 扁柏ゃ 金 松 〔# 

さわら 

ルビの 「かさや まき」 は ママ〕 や、 花 柏 や、 そうして 

羅漢 松 〔# ルビの 「おすとの ろう」 は ママ〕 などが、 鬱々 

蒼々 と繁 つてい、 昼な お 暗い ところ も あれば、 カラ ッ 

と 開けて 急に 眼の 下へ、 耕地が 見える というよ うな、 

そういう 明るい ところ も あ つ た。 

随分 急の 上りな ので、 雲助 はしき りに 汗 を 拭いた。 

主 水 は 陣十郎 の 容態 を 案じた。 


(窮屈の 駕籠で こんな 所 を 越して、 にわかに 悪くなら 

なければ よいが) 

かご か き 

で、 時々 駕籠 を 止めて、 客 を も 駕籠 舁をも 休ませた 

峠の 中腹へ 来た 時で ある、 

「駕籠 屋 ちょ つ と 駕籠 をと めろ」 

突然 陣十郎 はそう 云った。 

「おい 主 水、 景色 を 見よう ぜ」 

「よかろう」 と 主 水 も 駕籠から 下りた。 

「歩け るの か、 陣 十郎」 

「大丈夫 だ。 ボ ッボッ 歩け る」 

陣十郎 は 先に 立って、 森の 方へ 歩いて 行った。 
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明応 年間に 木曽義 元、 小 笠 原 氏と 戦って、 戦い 勝利 

を 得た る を もって、 華表 を 建てて 鳥居 峠と 呼ぶ。 

その 鳥居の 立って いる 森。 —— 森の 中 は 薄暗く、 と 

まだら 

ころ どころ に 日 漏れが して、 草に 斑紋 を 作って はいた 

が、 夕暮 のように 薄暗かった。 

そこ を 二人 は 歩いて 行った。 

かえで  うるし 

紅葉した 楓が 漆の 木と 共に、 杉の 木の間に 火の よ 

うに 燃え、 眩惑 的に 美しかった が、 その 前まで やって 

来た 時、 


「ェ —— ィ —— ッ」 と 裂帛の 声が かかり、 木 漏れ 陽 を 

割って 白刃 一 閃！ 

「あ ッ」 

主 水 だ！ 

叫 声 を 上げ、 あやうく 飛び退き 抜き合わせた！ 

悪人の 本性に 返ったら しい！ 見よ、 陣十郎 は 負傷 

の 身ながら、 刀 を 大上段に 振り 冠り、 繃帯の 足 を 前後 

に 踏み 開き、 大眼 カツと 見開いて、 上瞼へ 瞳 をな かば 

隠し、 三 白眼 を 如実に 現わし、 主 水の 眼 を ヒタと 睨み、 

ジ リリ、 ジリリ と 詰め寄せ て 来た。 

殺気！ 


まう. +0  く 

磅 磚！ 

宛と して 魔 だ！ 

気合に 圧せられ 殺気に 挫かれ、 主 水 は ほとんど 心と 

りの ぼせ、 声 も かけられず ジリリ ジリリ と 〔# 「ジ リリ 

ジリリ と」 は 底本で は 「ヂ リリヂ リリと 匕、 これ は 押され 

て 一歩 一 歩 後 へ 後 へと 引き 下 つ た。 

間！ 

静かに して 物凄い、 生死の境の 間が 経った。 

と、 陣十郎 の 唇へ 酸味の ある 笑いが 浮かんで 来た。 

「駄目 だな ァ主 水、 問題に ならぬ ぞ。 それで は 到底 俺 

は 討てぬ」 


「  」 

「人物 は 立派で ゆい 人間 だが、 剣道 はからき し 物に 

なって いない」 

「  」 

「刀 を ひけよ、 俺 も 引く から」 

陣十郎 は 数 歩 下リ、 刀 を 鞘に 納めて しまった。 

一 一人 は 草 を 敷いて 並んで 坐った。 

小鳥が 木から 木へ 渡り、 囀りの 声を立て ていた。 

「主 水、 もっと 修行せ い」 

「うん」 と 主 水 は 恥 かしそう に 笑い、 

「うん、 修行 するとしょう」 


「俺が 時々 教えて やろう」 

「うん、 お前、 教えて くれ」 

「俺の 創始した 『逆ノ 車』 —— こいつ を 破る 法 を 発明 

しない ことに は、 俺 を 討つ こと は 出来ない の だが なァ」 

「とても 俺に は 出来そう もない よ。 『逆ノ 車』 を 破る 

なんて こと は」 

「それで は 俺 を 討たぬ つもり か」 

「きっと 討つ！ 必ず 討つ！」 

主 水 は 烈しい 声で 云い、 鋭い 眼で 陣十郎 を 睨んだ。 

それ を 陣十郎 は 見返しながら、 

「討てよ、 な、 必ず 討て！ 俺 もお 前に 討 たれる つも 


り だ。 …… が、 それに は 『逆ノ 車』 を …… 」 

主 水 は 俯向いて 溜息 をした。 

一 一人 はしば らく 黙って いた。 

森の 外の 明るい 峠道 を、 二三 人の 旅人が 通って 行き、 

駄賃 馬の 附 けた 鈴の 音が、 幽かながら も 聞こえて きた。 

「『逆 ノ車』 使って 見せて やろう か」 

ややあって 陣十郎 はこう 云った。 

「うむ、 兎も角も 使って 見せて くれ」 

「立ちな。 そうして 刀 を 構えな」 

云い 云い 陣十郎 は 立ち上った。 

そこで 主 水 も 立ち上り、 云われる ままに 刀 を 構えた。 


と、 陣十郎 も 納めた 刀 を、 又も ソロ リと 引き抜いた 

が、 やがて 静かに 中段に つけた。 
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「よい か」 と 陣十郎 が 云った 途端、 陣十郎 の 刀が 左斜 

に、 さながら 水で も 引く ように、 静かに、 流暢に、 し 

かし 粘って、 惑わす かの ように ス ー ッと 引かれた。 

何たる 誘惑 それ を 見る と、 引かれまい、 出まい と 思 

いながら、 その 切 先に 磁気で もあって、 己が 鉄片で で 

も あるかの ように、 主 水 は 思わず 一歩 出た。 

陣十郎 の 刀が 返った。 


ハ —— ヅ と 主 水 は 息 を 呑んだ。 

瞬間 怒濤が 寄せる ように、 大 下手 切り！ 逆に 返つ 

た 刀！ 

見事に 胴へ ダッ プリと 這 入った。 

「ヮ ッ」 

r ナ— 二 切り ゃァ しないよ」 

もう 陣十郎 は 二 間の 彼方へ、 飛び 返って いて 笑って 

云った。 

「どう だな 主 水、 もう 一 度 やろう か」 

「いや、 もういい。 …… やられた と 思った」 

主 水 は 額の 冷汗 を 拭いた。 


また 二人 は 並んで 坐った。 

「どう だ 主 水、 破れる か？」 

「破る はさて おいて 防ぐ こと さえ …… 」 

「防げたら 破った と 同じ こと だ」 

「うん、 それ はそう だろう な」 

「どこが お前に は 恐ろしい？」 

「最初に ス ー ッと 左斜へ …… 」 

「釣 手の 引の あの 一 手 か？」 

「あれに はどうしても 引つ 込まれる よ」 

「次の 一 手、 柳 生 流に ある、 車 ノ返シ 、あれ はどう だ？」 

「あれ を やられる とド キンと する I 


「最後の 一手、 大 下手 切り！ これが 本当の 逆ノ 車な 

の だが、 これ をお 前 はどう 思う？」 

「ただ 恐ろしく、 ただ 凄じく、 される ままに なって い 

なければ ならぬ よ」 

「これで 一切 分解して 話した、 …… そこで 何 か 考案 は 

ないか？」 

「  」 

無言で 主 水 は 考えて いた。 

と、 陣十郎 が 独 言の ように 云った。 

「すべての 術 は 単独で はない。 すべての 法 は 独立して 

はいない。 …… 『逆ノ 車』 も その 通り だ。 『逆ノ 車』 そ 


れ ばかり を 単独に 取り上げて 研究した では、 とうてい 

破る こと は 出来ないだろう。 …… その 前後 だ、 肝心な 

の は—  どういう 機会に 遭遇した 時 『逆ノ 車』 を 

使用す るか？  『逆ノ 車』 を 使う 前に、 どうそ こ 

まで 持って来 るか 9  こ いつを 研究す るが いい。 

…… こいつの 研究が 必要な の だ」 

ここで 陣十郎 は 沈黙した。 

主 水 は 熱心に 聞き澄ま していた。 

そう 陣十郎 に 云われても、 主 水に は 意味が 解ら な 

かった。 いやそう 云われた 言葉の 意味 は、 解らない こ 

とはなかった が、 それが 具体的に なった 時、 どうなる 


もの かどうすべき もの か、 それが ほとんど 解ら なかつ 

た。 

で、 いつ 迄 も 黙って いた。 

「澄 江 殿 はどうして 居られる かのう」 

こう 如何にも 憧憬れ るよう に、 陣十郎 が 云いだ した 

の は、 かなり 間 を 経た 後の ことであった。 

異様な 声音に 驚いて、 主 水 は 思わず 陣十郎 を 見詰め 

た。 

と、 陣十郎 の頰の 辺りへ、 ポッと 血の気が 射して 燃 

えた。 

(どうした こと だ？) と 主 水 は 思った。 


が、 直ぐに 思い出され たこと は、 陣十郎 が 以前から、 

澄 江 を 恋して いた ことであった。 

(いまだに 恋して いるの かな) 

, J う 思 う と 不快な 気持が し た 。 

それと 同時に 陣十郎 の 情婦？ お 妻の ことが 思い出 

された。 

卒然として 口へ 出して しまった。 

「お 妻 殿 はどうして 居られる こと やら」 

「ナ 二お 妻？」 と 驚いた ように、 陣十郎 は 主 水 を 見 詰 

めた。 
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「お 妻！ ふふん、 悪婆 毒婦！ あんな 女 も 少ない よ」 

やがて 陣十郎 は 吐き出す ように 云 つ た。 

追分 宿の 夜の 草原で、 後口の 悪い 邂逅 をした。 —— 

そのこと を 思い出した ためであった。 

「そうかな ァ」 と 主 水 は 云った が 主 水に はそう 思われ 

なかった。 

彼女の 執拗な ネバ ネバ した 恋慕、 どこまで も 自分に 

尽くして くれた 好意 —— 一緒にい る 中 は 迷惑に も、 あ 

さましい ものに も 思われた が、 さてこう して 離れて 見 

れば、 なつかしく 恋しく 思われる のであった。 


(が、 そのお 妻と この 俺と が、 夫婦なら ぬ 夫婦ぐ らし、 

一緒に 住んで いたと 知ったら、 陣十郎 は 何と 思う であ 

ろう？) 

夫婦の まじわり をし なかった とい かに 弁解した とこ 

ろで、 若い 女と 若い 男と が、 一緒に 住んで いたので あ 

る。 清浄の 生活な ど 何で 出来よう、 肉体的の 関係が 

あつたと、 陣十郎 は 思う であろう —— 主 水に はそんな 

ように 思われた。 

それが 厭 さに 今日まで、 主 水 は 陣十郎 へ 明かさない 

のであった。 

とはいえ いずれ は 明かさなければ ならな い —— そ ザ J 


で奈良 井の 旅籠 屋 でも、 聞いて 貰いたい ことがある、 

云わなければ ならない ことがあ ると、 そういう 意味の 

こと を 云った のであった。 

似た ような 思いに とらえられ ている のが 水 品 陣十郎 

その 人であった。 

澄 江と 夫婦なら ぬ 夫婦ぐ らし、 それ をして 旅 を さえ 

つづけて 来た。 が、 そう 打ち あけて 話した ところで、 

肉体の まじわ リ なかった と、 何で 主 水が 信じよう。 暴 

力で 思い を 遂げた ぐらいに、 まず 思う と 思って よい。 

打ち明けられぬ！ 打ち明けられぬ！ 

で、 今 だに 打ち明けない ので あつたが、 早晚は 話し 


てし まわねば、 自分と して 心苦しい。 そこで これ も奈 

良 井の 宿で、 聞いて 貰いたい ことがある、 話さねば な 

らぬ ことがあ ると、 主 水に 向かって 云った のであった。 

一 一人 はしば らく 黙って いた。 

互いに 一句 云った ばかりで、 澄 江に ついて、 お 妻に 

関して、 もう 云おうと はしなかった。 

触れる こと を 互いに 避けて いるから である。 

木曽福 島へ やって来た ものの、 逸見 多 四郎は 馬巿そ 

の ものに、 何の 関心 も 執着 もな く、 執着す ると ころ は 

埋ず もれた 巨 宝、 それ を 手に入れる ことであった。 


「お 妻 殿」 と 旅籠の 座敷で 多 四郎は 優しく 微笑して 

云った。 

「木曽 の 奥地 西野郷 へ、 行って 見よう では ござらぬ か」 

「はいはい お供いた します とも」 

お 妻 は 嬉しそう にそう 云った。 

「其方 は 健気 で 話が 面白 い 。 同行す ると 愉快 で w J ざ ろ 

うよ」 

「まあ 殿様、 お世辞の よい こと」 

「東 馬、 其方 も 行く の だぞ」 

「は、 お供いた します」 

あんばい 

こんな 塩梅に 二人 を 連れて、 多 四 郎は福 島の 宿 を 


立った。 

奥地の 木 曾の 風景 を 探る。 こう 二人に は 云った もの 

の、 その実 は 奥地の 西野郷 に、 馬 大尽 事 井上 嘉門 がい 

る。 そこに 巨 宝が あるか もしれ ない。 有ったら それ を 

手に入れ てと、 それ を 目的に 行く のであった。 

木曾川 を 渡る と 渡った 裾から、 もう 険しい 山路で 

あった。 

急ぐ 必要の 無い 旅だった ので、 三人 は悠々 と迪 つて 

行った。 

馬 大尽の 屋敷 


その 同じ 日の ことであった、 旅籠 尾 張屋の 奥の 部屋 

で、 秋 山 要 介が 源 女と 浪之 助と へ、 

「さあ 出立 だ。 いそいで 用意！ 西 野郷へ 行く の だ、 

西 野郷へ 行く の だ！」 

急き立てる ようにこう 云った。 

要 介 は 源 女 を 取り返して 以来、 そうして 源 女と 福 島 

へ 来て 以来、 源 女の 口から こういう 事 を 聞いた、 

「 妾 だんだん 思い出しました。 大 森林、 大 渓谷、 大 

きな 屋敷、 無数の 馬、 酒顚 童子の ような 老人の いた 所、 


そこ はどう やら 福 島の、 奥地の ように 思われます」 と。 

それに 福 島へ 来て 以来、 林 蔵の 〔# 「林 蔵の」 は 底本 

こぶん  へんみ 

では 「林 臓の 匕 乾 児 をして 逸見 多 四郎の 起居 を、 絶え 

ず 監視 させて いたが、 それから 今し がた 通知が あ つ た。 

逸見 多 四 郎が供 二人 を 連れて、 西野郷 さして 発足した 

と。 

そこで こんなよ うに 急き立て たので あ つ た。 

三人 は 旅籠 を 出た。 

(西 野 郷には 馬 大尽 事、 井上 嘉門 という 大金 持が、 千 

ばんきょ 

頭 ほどの 馬 を 持って、 蟠踞 〔# ルビの 「ばんきょ」 は 底本 

では 「はんきよ 匕 している という こと だ。 それが 源 女 


のい う 所の、 酒顚 童子の ような 老人 かも 知れない) 

要 介 はそんな こと を 思った。 

さて 三人 は 歩いて 行く。 

西 野郷は 今日の 三 岳 村と、 開 田 村と に 跨がって おり、 

木曾川へ 流れ込む 黒 川の 流域、 貝 坪、 古 屋敷、 馬 橋、 

ヒゲ沢 渡、 等々 の 小 部落 を 点綴した ところの、 一大 地 

域の 総称であって、 その 中には 大 森林 や 大 渓谷 や 瀧 や 

沼が あり、 そのず つと 奥地に 井上 嘉 門の、 城砦の よう 

な 大屋 敷が、 厳然として 建って いるので あった。 

今日の 歩み を もってすれば、 福 島から 西 野 郷へは 一 

日で 行ける が、 文政 年間の 時代に おいて は、 二日の 日 


数 を 要する のであった。 

分け 上る 道 は 険しかった が、 名に 負う 木曽の 奥地の 

秋、 その美し さは 類 少なく、 木々 は 紅葉し 草 は 黄ばみ、 

木の実 は 赤らみ 小鳥 は啼 きしき り、 空 は 澄み切って 碧 

玉 を 思わせ、 驚嘆に 足る ものが あり、 そういう 境地 を 

放牧され ている 馬が、 あるいは 五頭 あるいは 十 頭、 群 

をな し 人 を 見る と 懐かしが つて、 走って 来て は 鼻面 を 

擦りつ けた。 

I 妾、 だんだん 思い出します」 

源 女 は 嬉しそうに 云い 出した。 

「たしかに 妾こう いう 所 を、 山 駕籠に 乗せられ 揺られ 


ながら、 以前に 通った ように 思います」 

「そうで ござる か、 それ は 何よ リ …… 源 女 殿に は 昔の 

記憶 を、 だんだん 恢復な される と 見える」 

そう 云って 要 介 も 喜んだ。 

歩きに くい 道 を 歩きながら、 三人 は 奥へ 進んで 行つ 

た。 

その 日 も 暮れて 夜と なった。 

そ ま 

その 頃 要 介の 一行 は、 一軒の 杣 夫の 家に 泊まって い 

た。 

このような 土地に は 旅籠 屋 など はなく、 旅する 人 は 

杣夫ゃ 農夫に 頼み、 その 家へ 泊まる ことにな つていた。 


大きな 囲炉裏 を 囲みながら、 要 介は杣 夫の 家族と 話 

した。 

「西 野 郷の馬 大尽、 井上 嘉門 殿のお 屋敷 は、 大した も 

の で ござろう の？」 

「へえ、 そり ゃァ 大した もので、 ご 門 をお 入りに なつ 

てから、 主屋の 玄関へ 行きつ くまでに、 十 町 は あると 

いう ことで」 

「それ はどう も 大した もの だな」 

「嘉門 様お 屋敷へ 参られます ので？」 

あした 

「さよう、 明日 行く つもり じ や」 

「あそこで はお 客康を 喜ばれ ましてな、 十日で も 二十 


日で も 置いて くれます」 
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「大家の こと だからそう であろう」 

「幾日お いでに なろうと も、 ご主人のお 顔 を 一度 も 見 

ない、  見ない ままで 帰って しまう  そういう こ 

とな どザラ にある そうで」 

「ほほう 大した もの だのう」 

翌日 一 行は杣 夫の 家 を 立ち、 その 日の 夜に は 要 介 達 

は、 井上 嘉門 家の 客に なって いた。 

客 を 入れる ために 造って ある、 幾 軒 か ある 別棟の 家 


の、 その 一 軒に 客と なって いた。 

想像 以上 噂 以上に、 嘉 門の 屋敷が 豪壮で あり、 その 

生活が 雄大な ので、 さすがの 要 介 も胆を 潰した。 

いうと ころの 大家族 主義の 典型の ような もので あつ 

た。 

西 野郷の 井上 嘉 門と、 こう 一概に 人 は 云って いたが、 

行って 見れば 井上 嘉 門の 屋敷 は、 西野郷 から は 更に 数 

里、 飛驛の 国に 寄って いる、 ほとんど 別個の 土地に あ 

り、 その 土地から 西野郷 へまで、 領地が 延びて いるの 

だと、 こう 云った 方が よいので あった。 

山の 大名！ 


まさに そうだ。 

周囲 三 里 は あるであろう か、 そういう 広大な 地域 を 

どしょう 

巡って、 石垣と 土牆と 巨木と で、 自然の 城壁 をな して 

いる (さよう 将に 城壁な ので ある) その 中に 無数の 家々 

が あり 田畑が あり 丘が あり、 林が あり、 森が あり、 川 

が あり、 沼が あり、 農家 も あれば 杣 夫の 家 も ぁリ、 空 

地で は 香具師が 天幕 〔# ルビの 「テント」 は 底本で は 「テ 

ン匕 を 張って 見世物 を 興行して さえいた。 

しかも それでいて その 一 廓 は、 厳然として 嘉 門の 屋 

敷な のであった。 

つま リ嘉 門の 屋敷で あると 共に、 そこ は 一 つの 村で 


あり、 城廓 都巿 であると も 云えた。 

馬 や 鹿 や 兎 や 狐 や、 牛 や 猿な どが、 林 や 森 や、 丘 や 

野原に 住んで いた。 

うまや 

到る 所に 厩舎が あった。 

乞食まで が 住居して いた。 

嘉 門の 住んで いる 主屋 なる もの は、 一体 どこに ある 

のだろう？ 

ほとんど 見当が つかない 程であった。 

が、 その 屋敷 はこの 一 劃の 奥、 北 詰の 地点に あるの 

であって、 その 屋敷に は その 屋敷に 属する、 石垣が あ 

リ門 があった。 


要 介に 杣 夫が 話した 話、 「ご 門 をお 入りに なつてから、 

主屋の 玄関へ 行きつ くまでに、 十 町 は あると いう こと 

で」 と。 

これ はこの 門からの ことなの であった。 

が、 総体の 嘉 門の 屋敷、 周囲 三 里 あると いう この 屋 

敷の、 雄大 極まる 構えと 組織 は、 何も 珍しい ことで は 

なく、 昭和 十七 年の 今日に あっても、 飛驛の 奥地 や 信 

州の 奥地の、 ある 地方へ 行って 見れば、 相当数 多く あ 

るので ある。 新 家と か 分家と かそうい う 家 を、 一 つ 所 

へ 八 九 軒 建て、 それだけで 一郷 を 作り、 その 家々 だけ 

とりいれ しょ 

で 団結し、 共同の 収穫 所 や 風呂な ど を 作り、 祭 葬冠婚 


の 場合に は、 その 中での 宗家へ 集まり、 酒 を 飲み 飯 を 

食う。 

白川郷 など 今 もそう である。 

で、 嘉門家 も それな ので あるが、 いかにも 結構が 雄 

大 なので、 驚かされる ばかりな のであった。 

宗家の 当主 嘉門を 頭に、 その 分家、 その 新 家、 分家 

の 分家、 新 家の 新 家、 その 分家、 その 新 家 —— 即ち 近 

親と 遠縁と、 そうして そういう 人々 の 従僕  そうい 

う 人々 と 家々 によって、 この 一 劃 は 形成され、 自給 自 

足して いるので あった。 

要 介 達の 泊まって いる 家 は、 宗家 嘉 門の 門の 中の 平 


屋 建ての 一 軒であった。 

さて その 夜 は 月夜であった。 

その 月光に 照らされて、 二 梃の 旅 駕籠が 入って 来た。 
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二 梃の 駕籠の 着けられた 家 も、 客 を 泊める ための 家 

であった が、 要 介 達の 泊まって いる 家と は、 十 町 ほど 

も距 たって いた。 

主 水と 陣十郎 とが 駕籠から 出た。 

そうして 家の 中へ 消えて 行った。 

こういう 大家族 主義の 大屋 敷へ 来れば、 主人の 客、 


夫婦の 客、 支配人の 客、 従僕の 客、 分家の 客、 新 家の 

客と、 あらゆる 客が やって来 るし、 ただお 屋敷 拝見と 

か、 一宿一飯の 恩恵に とか、 そんな 名義で 来る 客 も あ 

り、 客の 種類 や 人品に より、 主人の 客で も 主人 は 逢わ 

ず、 代わりの 者が 逢う ことがあ リ、 従僕の 客で も 気が 

まこと 

向き さえ すれば、 主人が 不意に 逢ったり して、 徇に自 

由で あり 複雑で あつたが、 感心の ことに は 井上 嘉門 は、 

どんな 粗末な 客で あっても、 追い返す という こと はし 

なかった そうな。 有り余る 金が あるから であろうが、 

食客 を 好む 性質が、 そういう こと をさせる のであった。 

要 介 は 心に 思う ところ あ つ て、 


それがし 

「有名な お 屋敷 拝見いた したく、 かつ は 某 事 武術 修 

行の、 浪人の 身に ござり ますれば、 数日の 間 滞在いた 

し、 お 家来 衆に お 稽古つ けたく …… 」 

とこうい う 名目で 泊まり込み、 陣十郎 と 主 水と は、 

「旅の 武士に ござります るが、 同伴の 者 この 付近に て、 

暴漢 数名に 襲われて 負傷、 願わく ば 数日 滞在し、 手 あ 

て 致した く 存じます」 

と、 こういう 口実の 下に 泊まった のであった。 

陣十郎 は 猪 之 松の 屋敷で、 嘉門を 充分 知って 居り、 

知って 居る ばかり か 嘉門を 襲った。 —— そういう 事情 

が あるに よって、 絶対に 嘉 門に は 逢えなかった。 


顔 を 見られて さえ 一 大事で ある。 

で、 顔 は 怪我した ように、 繃帯で 一面に 包んで いた。 

逸見 多 四郎が 堂々 と、 

「拙者 は武州 小川の 郷士、 逸見 多 四郎と 申す 者、 ご 高 

名 を 知りお 目に かかりた く、 参上 致しまして ござり ま 

す」 

と、 正面から 宣 つて 玄関へ かかり、 丁寧に 主 屋へ招 

じ 入れられ たの も、 同じ 日の ことで あり、 お 妻 も 東 馬 

も 招じ入れられた。 

さて 月の よい 晩であった。 

要 介 は 源 女と 浪之助 を 連れて ブラ リと 部屋から 戸外 


へ 出た。 

この 広大の 嘉 門の 屋敷の、 大体の 様子 を 見て 置こう 

と、 こう 思って 出て 来たので あった。 

林の ような 植込みの 中に、 ポッリ ポッリ と 幾 軒と な 

い、 立派な 屋敷が 立って いて、 もう 夜 も 相当 更けて い 

たからか、 いずれも 戸締り 厳重に し、 火影な ど 漏らし 

てはいなかった。 

と、 三人の 歩いて 行く 行 手 を、 二人の 武士が 歩いて 

いた。 

この 家へ 泊ま つ ている 客であろう。 

そう 思 つ て 要 介 は 気に も 止めな か つ た。 


が、 そこ は 人情で、 自分 もこの 家の 客で あり、 先方 

の 二人 も 客であるなら、 話して 見たい とこん なよう に 

思い、 その後 を ソロ ソロと つけて 行った。 

植込を 抜け 幾 軒 かの 屋敷の、 前 を 通ったり 横 を 通つ 

おおよ そ 

たりして、 大略 五六 町 も 歩いた であろう か、 その 時 月 

夜の 空 を 摩して、 一際 目立つ 大屋 敷が、 その 屋敷 だけ 

の 土塀 を 巡らし、 その 屋敷 だけの 大門 を 持って、 行 手 

に 堂々 と 聳えて いた。 

(これが 嘉 門の 住居 だな。 いわば 本丸と いう やつ だ。 

いや どうも 広大な もの だ) 

要 介 は ほと ほと 感に 堪えた。 
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先へ 行く 二人の 客ら しい 武士 も、 その 屋敷の 広大な 

のに、 感嘆 をして いるので あろう、 しばし 佇んで 眺め 

ていたが、 土塀に 添って 右の 方へ 廻った。 

要 介た ち も 右の 方へ 廻った。 

と、 二人の その 武士 達 は、 土塀の 前の 一所へ 立って、 

しばらく 何やら 囁いて いたが、 やがて 土塀へ 手 を かけ 

ると、 ヒラリ と 内へ 躍り込んだ。 

「おや」 

「はてな」 


と 云い 要 介 も、 浪之助 も 声 を あげた。 

「先生、 あいつら 変です ねえ」 

「客ではなくて 泥棒 かな」 

一 一人 は 顔 を 見合わせた。 

と、 先刻から 物 も 云わず、 熱心に 四辺 を 見廻したり、 

深く 物思いに 沈んだり して、 様子 を 変えて いたお 組の 

源 女が、 この 時 物に でも 憑かれた ような 声で、 

「おお 妾 は 思い出した。 この 屋敷に 相違ない！ 妾 

まえかた 

が 以前 送られて 来て、 酒顚 童子の ような お爺さんに、 

恐ろしい 目に 逢わされた 屋敷！ それ はこ こだ、 この 

屋敷 だ —  この 屋敷 だ とすると あの 地獄 は —— 地 


獄 のように 恐ろしく、 地獄の ようにむ ごたら しく、 … 

いわむろ 

〜A まぐ さの 山 や 底無しの、 川の 中 地の 岩窟の …… そ 

の 地獄、 その 地獄 は、 どちらの 方角だった かしら？ 

…… もう 解る！ 直ぐ 解る—  でも まだ 解らない 

解らない—  そこへ 妾 はやられ たんだ！ そこで 

妾 は 気絶し たんだ—  」 

云い 云い 源 女 は 右 を 指さしたり、 左 を 指さした りし 

た。 

土塀 を 乗り越えた 二人の 武士、 それ は 主 水と 陣十郎 

とであった。 鳥居 峠から 駕籠に 乗り、 薮 原から 山へ か 


かり、 この 日 この 屋敷へ 来た 二人であった。 

彼等 二人の 主たる 目的 は、 井上 嘉 門に 攫われた 澄 江 

を、 至急に 取り返す ことにあった。 

遅れても しも 澄 江の 鉢に —— その 貞操に 傷で も つ い 

たら、 取り返しの つかぬことになる。 

そこで この 屋敷 へ 着く や 否や、 負傷 の 鉢 も 意 に 介せ 

ず、 陣十郎 は 陣十郎 で、 その 奪還の 策 を 講じ、 主 水 は 

主 水で 策 を 講じた が、 これと 云って 妙案 も 浮かんで 来 

ず、 こうな つて は 仕方がない、 嘉 門の 主 屋へ 忍び込み、 

力に 訴えて 取り返そうと、 さて こそ 揃って 忍び込んだ 

のであった。 


まこと 

忍び込んで 見て この 主屋 だけで も 洵 に 広大で ある 

ことに、 驚かざる を 得なかった。 

百年 二百 年 経って いるで あろうと、 そう 思われる よ 

うな 巨木が 矗々 と、 主屋の 周囲に 聳えて いて、 月の 光 

を 全く 遮り、 四辺 を 真の闇に してい、 ほんの 僅かの 光 

の 縞 を、 木 間から こぼして いるば かりであった。 とこ 

みちしるべ 

ろ どころ に石燈 籠が 道標の ように 立って いて、 それ 

がそれ の ある 四辺 だけ を ぼ つ と 明るく している ばかり 

であった。 

主屋の 建物 はそう いう 構えの、 遥か 向こうの 中央に 

あつたが、 勿論 雨戸で 鎧 われて いるので、 燈火 など 一 


筋 も 漏れて 来なかった。 

と、 拍子木の 音が した。 

夜 廻りが 廻って 来たらし い。 

一 一人 は 木立の 陰へ 隠れた。 

拍子木の 音 は 近付いて 来た。 

と、 不意に 足 を 止めた が、 

「これ、 誰 じ や、 そこにい るの は？」 

一 踴！ 

「わ ッ」 

一 揮！ 

寂寥！ 


「おい、 陣十郎 切った のか？」 

「いや 峯 打ち だ。 殺して はうる さい」 
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なお 二人 は 先へ 進んで 行った。 

と、 行 手から 男女ら しい ものが、 話しながら 来る 

気勢が した。 

そこで 二人 は 木陰へ かくれた。 

男女の 声 は 近寄って 来たが、 数 間へ だてた 地点まで 

来る と、 

r 其方 あちらへ …… 静かに してお いで。 …… ちと 変 だ 


…… 何者かが …… 」 

こういう 男の 声が して、 しばらく それから ヒ ッソリ 

していた が、 やがてお ちついた 歩き 方で、 歩み寄って 

来る 気勢が し、 

「これ 誰 じ や、 そこに 居る の は？」 と 咎める 威厳の あ 

る 声が した。 

主 水 も 陣十郎 も 物 云わず、 息を殺して じっとし てい 

た。 

「賊 か、 それとも …… 賊 であろう。 …… 身遁 してやる 

早く 立ち去れ」 

声の 様子で その 人物が、 武士で ある ことに は 疑いな 


かった。 

主 水の 耳へ 口 を 寄せ、 陣十郎 は 囁いた。 

「俺が やる。 お前 は 見て 居れ …… ちと 彼奴 手強い らし 

い」 

「うむ」 と 主 水 は 頷いた。 

陣十郎 は ソロ ッと 出た。 

既に 刀 は 抜き 持って いる。 

それ を 暗中で 上段に 構え、 一 刀に 討ち取ろうと 刻み 

足して 進んだ。 

「来る 気 か」 と 先方の 男が 云った。 

「可哀 そうに …… あ つ たら 命 を …… 失わぬ 先に 逃げた 


がよ かろう」 

あくまでも 悠然と おちつい ていた。 

陣十郎 はなお 進んだ。 

勿論 返辞な どし なかった。 

「そうか」 と 先方の 武士が 云った。 

「どうで も 来る 気 か、 止む を 得ぬ の。 …… では 来い！」 

と 云って 沈黙した。 

疾風！ 宛然！ 水品陣 十郎！  二つに なれと 切り 

込んだ。 

が、 春風に 靡く 柳條！ フワ リと身 を 反 わした 一 瞬 

間、 引き抜いた 刀で 横へ 払った 武士！ 


陣十郎 は あやうく 飛び退き、 大息 を 吐き 身 を 固く し 

た。 

何たる 武士の 剣技ぞ や！ 

品位が あって ふくらみ があって、 真に 大家の 業で 

あった。 

(ふ —— ん) と 陣十郎 は感に 堪え、 また 恐ろしく も 思つ 

こべ 、 

た 力 

(ナ—  二、 こうな りやこつ ち も 必死、 必勝の 術で 「逆 

ノ車」 で …… ) 

見や がれとば かり 中段に 構え、 闇の 大地 をジ リジリ 

と 〔# 「ジ リジリ と」 は 底本で は 「ヂリ ヂリと 匕 刻み、 除々 


にせり 詰め 進んで 行った が、 例の 如くに 水の 引く よう 

に、 ス ー ッと刀 を 左 斜めに 引き、 すぐに 柳 生の 車ノ返 

シ、 瞬間 を 入れず 大 下手 切り！ 

力 

鏘 然！ 

太刀 音が あって …… 

美事に 払われ 引つ 外され、 続いて 叫ぶ 武士の 声が し 

た。 

おのれ  みずし な 

「『逆 ノ車』 ！ さて は汝、 陣十郎 であった か、 水 品 

陣 十郎—  拙者 は 逸見 多 四郎じ や—  師に刃 

向こう か、 汝 悪逆！」 


「あ ッ—  しまった—  主 水 逃げろ！」 

木 間 をく ぐって 盲目 滅法に、 逃げ出した 陣十郎 の 後 

につ づき、 主 水 も 逃げて 闇に 没した。 

「まあ 陣十郎 さんに 主 水さん！」 

うしろ 

すぐに 女の 驚きの 声が、 逸見 多 四郎の 背後から 聞 こ 

えた。 

「お 妻 殿 ご存じ か？」 

「はい。 …… いいえ。 …… それにしても …… 」 

「それにしても、 うむ、 それにしても、 あの 恐ろしい 

悪 剣 を …… 『逆ノ 車』 を どうして 破った か？」 

眩き 多 四郎は 考え込んだ。 


(それにしても) とお 妻 も 考えた。 (どうして 陣十郎 

と 主 水さん が、 一緒になん かいたの だろう？) 
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敵 同士の 主 水と 陣十郎 が、 一緒にい ると いう ことが、 

お 妻に は 不思議で ならな か つ た。 

(主 水さん、 それで は 人違いであろう か？) 

そうとすれば 何でもな か つ た。 

世に は 同名の 異人が ある。 

人違いであろう、 人違いであろう！ 

そう 思う とお 妻に はかえ つ て 寂しく、 やはり 今の 主 


水さん が、 恋しい 主 水さん であって くれて、 自分の 身 

近に いて くれる —— そうあって 欲しい ように 思われる 

のであった。 

恐ろしい は 陣十郎 の 居る ことであった。 

(逢ったら 妾ァ 殺される だろう) 

追分 宿の 乱闘で、 殺されよ うとして 追い 廻され たこ 

とが、 悪寒と なって 思われて 来た。 

ボンと 多 四郎は 手を拍 つた。 

「解った！ 闇 だからよ かった の だ。 …… それで 『逆 

ノ車』 が 破れた の だ。 …… では 昼なら？ 昼 破る とす 

ると ヮ-」 


じ つ と 考えに 打ち沈んだ。 

「ナ —— ンだ」 とや やあって 多 四郎は 云った。 「ナ I 

I ンだ、 そうか、 こんな ことか—  こんな 見易い 

理屈だった のか—  よし、 解った、 これで 破った、 

陣十郎 の 『逆ノ 車』 俺に おいて は 見事に 破った！」 

主屋に 招じ入れられ たが、 嘉 門と は 未だ 逢わな かつ 

た。 退屈な ので 夜の 庭の、 様子で も 見ようと してお 妻 

を つれて、 ブラ リと 出て 来た 多四郎 であった。 

それが 偶然 こんな ことから、 日頃 破ろうと 苦心して 

いた、 「逆ノ 車」 の 悪 剣 を 易々 と 破る ことが 出来た ので 

ある。 


その コッ法 を 知った ので ある。 

(よい 事 をした、 儲け物だった) 

そう 思わざる を 得な か つ た。 

嘉 門が 奥の 豪奢な 部屋で、 澄 江 を 前にし ネチ ネチし 

た 口調で、 この 夜 この 時 話して いた。 

「不思議な ご 縁と 申そう か、 変わった ご 見と 申そう か、 

高 萩で お逢いした お前 さまと、 追分 宿で またお 逢いし、 

とうとう 私の 部屋まで 参られ、 こうゆつ くりとお 話が 

出来る、 妙な もので ござり ますな」 

ネ チリ ネ チリと 云う のであった。 


►  J ほ うが ん 

古法 眼の 描いた 虎溪三 笑、 その 素晴らしい 六 枚折リ 

の屛 風が 無造作に 部屋の 片隅に、 立てられて ある 一 事 

を もってしても、 部屋の 豪奢が 知れよう ではない か。 

座に は 熊の 皮が 敷き つめられて あり、 襖の 取手の 象 

嵌な ど は 黄金と 青貝と で 出来て いた。 

「それにいた しましても 高 萩で は、 とんだ 無礼いた し 

ましたのう。 ハツ、 ハツ、 とんだ 無礼 を—  が、 

あいつ は 正直のと ころ、 私の 本意ではなかった ので。 

いかに 私が 田夫野人 でも、 何で 本気で 婦人に 対し、 あ 

のよう な 所業に 及びましょう ぞ。 あれ は 高 萩の 猪 之 松 

どんの 乾 児 衆の やった 仕事な ので。 ただ 私 は ゆきが か 


りで、 そいつ を ご馳走に あずかろうと、 心掛けた ばか 

りで ございま すよ。 が、 それさえ 不所存 至極！ そこ 

で 平に あやまります。 何卒 ご 用捨 下さり ませ …… さて 

むかし 

これで 以前の こと は、 勘定 済みと なりました。 次 は 

将来の ご 相談で。 …… ところで ちょっと ご 相談の 前に、 

申さねば ならぬ ことがあります のでな。 …… 」 
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ここで 嘉門は 莨 を 喫んだ。 

きせる 

持ち 重りす るよう な 太い 長い、 銀の 煙管 を 厚い 大き 

い、 唇へ くわえて パク リと 喫い、 厚い 大きい 唇の 間 か 


ら、 モク リ モク リと煙 を 吐いた。 

どうしても 蝦蟇が 空に 向か つ て、 濛気を 吐く としか 

思われない。 

「何かと 云います に 私と いう 人間、 一 旦 やろうと 思い 

立った 事 は、 必ずやり 通す という ことで！」 

うまそう に 莨 を 一 喫み すると、 そう 嘉門は ネット リ 

と 云った。 

さよう、 嘉門は ネット リと 云った。 

が、 その ネット リ とした 云いぶ り は、 尋常一様の 云 

いぶりで はなく、 馬 飼の 長、 半 野蛮人の、 獰猛 敢為の 

性質 を 見せた、 ゾッ とする ような 云いぶ りなので あつ 


た。 

「では 私 今日 只今、 どんな こと を やろうと 思 つてい る 

かとい うに、 澄 江 様と やらいう お前 さま を、 よう 納得 

させた 上で、 私の 心に 従わせる—  という ことで 

J ざり ます じ や」 

云って 嘉門は 肩に かかって いる、 その 長髪 を ュサリ 

と 振り、 ベロ リと 垂れて いる 象の ような 眼 を、 カツと 

見開いて 澄 江 を 見詰めた。 

澄 江 は ハ —— ッと息 を 飲んだ。 

さ つ き 

その 澄 江 はもう 先刻から、 観念と 覚悟と をして いる 

のであった。 


思えば 数奇の 自分で は ある—  そう 思われて な 

ら なかった。 

かたき 

上 尾 街道で 親の 敵と 逢った。 討って 取ろうと した 

かどわか 

ところ、 博労 や 博徒に 誘拐され た。 その あげくに 馬 飼 

の 長の、 人身御供に 上げられよ うとした。 と 敵に 助け 

られ た。 親の 敵の 陣十郎 に—  これ だけで も 何と 

いう、 数奇 的の 事件であろう。 しかも その上 その 親の 

敵に、 親切 丁寧に あつかわれ、 同棲し 旅へまで 出た。 

夫婦なら ぬ 夫婦ぐ らし！ 数奇でなくて 何であろう。 

追分 宿の あの 騒動！ 

義兄で あり 恋人で あり、 許婚 である 主 水 様に、 瞬間 


逢い 瞬間 別れた！ 

数奇でなくて 何であろう！ 

と、 嘉 門に とらえられた。 

そうして 今 は Y 」 の 有様 だ！ 

いよいよ 数奇と 云わざる を 得ない。 

(どうな となれ、 どうな ろうと ままよ) 

観念 せざるを得ない ではない か。 

(が、 この 厭ら しい 馬 飼の 長に 鉢を穢 される 時節が 来 

たら、 舌嚙み 切って 妾 は 死ぬ！) 

こう 決心 をして いるので あ つ た。 

よそめ 

そうしつ かり 決、 ひして いる 彼女 は、 外見に は 蝦蟇に 


狙われて いる、 胡蝶 さながらに 憐れに 不憫に、 むごた 

らしく さえ 見える けれど、 心境 は 澄み切 リ 安心立命、 

すがすがし くさえ あるので あ つ た。 

短い 沈黙が 二人の 間にあった。 

「いかがで ござり ますな。 澄 江 様」 

嘉門は ネット リ とやり 出した。 

「この 老人の 可哀 そうな 望み、 かなえさせて は 下さり 

ませぬ かな。 …… いやもう こういう 老人に なると 若い 

奇麗な ご 婦人な どに は、 金輪際 モテ ませぬ。 そこで 下 

等で は ござります るが、 金の 力で 自由にし ます。 …… 

お見受けした ところ 貴女 様 は、 武家の 立派な お 嬢 様で、 


なかなか もちまして 私な どの、 妾 てかけになる ような、 

そんなお 方で は 決してない、 という こと は 解って いま 

すじ や。 …… それだけに 私の 身に なって みれば、 自分 

の ものに 致したい ので。 …… で、 お願いい たします 

おいま 

じ や。 …… 可哀 そうな 老耄れ た 老人 を、 功徳と 思って 

喜ばせて 下されと な。 …… その代わり お前 さまが 何 を 

望もうと、 金ず くのこと でありましたら、 ヘイ ヘイ 何 

でも 差し上げ まする」 

また パク リと莨 を 喫 つ た。 
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「なり ませぬ」 と 澄 江 は 云った。 

先刻から じっと 辛 棒して、 黙って、 聞いて いた 澄 江 

であった が、 この 時 はじめて ハツ キリと 云った。 

「貴郎 様のお 心に 従う こと、 決して 決してな り ませ 

ぬ！」 

言葉 数 は 少な か つ たが、 毅然と した 態度 冷然と した 

容貌に、 動かぬ 心 を 現わして、 相手 を 圧して そう 云つ 

た。 

「ふうむ」 と 嘉門は 唸り 声 を 上げた。 

勿論 この 女、 烈女 型で、 尋常に 口説いて 落ちる よう 

な、 そんな 女で は あるまい と、 そういう こと は 推して 


いたが、 今の 返事と その 態度と で、 それが こっちの 想 

像 以上に、 しっかり している という こと を 瞬間 看取し 

たからであった。 

がぜ ん 嘉門 の 様子が 変わった。 

薄 気味の 悪い、 惨 忍な、 しかも 陰険 執拗な、 魔物め 

いた 様子に 一 変した。 

それでいて 言葉 はいよ いよ 柔 かく、 

「それで は 大変お 気の毒で すが、 貴女 様に は 変わった 

所へ、 一時お いで を 願わねば ならず …… 是非とも おい 

で を 願わねば ならず …… 一 度まァ そこへ 行って 来られ 

てから、 改めて ゆるゆる ご 相談 —— という ことに 致し 


ましょうのう」 

で、 また 莨 を パク リと 喫い、 濛々 と 煙 を 吐き出した。 

「何と 申して よろしい か、 貴女 様が これから おいでに 

なる 所、 何と 申して よろしい か。 …… どっちみ ち厭ァ 

なと ころで ござる …… どんな 強情の ジ ャジャ 馬で も、 

一 ど そこへ 叩つ 込まれる と、 生れ 変わった ように 穏し 

くなります …… 気の 弱い お 方 は 発狂したり、 もっと 気 

の 弱い お 方になる と、 さっさと 自殺す るよう で。 …… 

さよう さよう 以前の ことで は あるが、 お 組の 源 女と か 

いう 女 芸人が、 やはり 強情で 〔# 「強情で」 は 底本で は 

「情 強で 匕 そこへ やられた ところ、 発狂  まあまあ 


それに 似た ような 状態に なりました つけ …… さて、 そ 

こで 貴女 様 も、 そこへ おいでにならなければ …… なら 

な いこと になり ましたよ うで」 

「どこへ なと 参る で ござりましょう」 

澄 江 は 冷然と そう 云った。 

死 を 覚悟して いる 身であった。 

何も 恐れる もの はない。 

苦痛！ それと て 息 ある 間 だ！ 死んで しまえば 苦 

痛 はない。 

澄 江 は 冷然と し 寂然と していた。 

嘉 門はポ ン ボンと 手を拍 つた。 


と、 次の間に 控えて いた、 侍女が 襖 を ソロ リと 開け 

た。 

「権 九郎に 云って おくれ、 送りの 女が 一 人出 来た。 赤 

い 提燈の 用意 をし なと」 

侍女 は 頷いて 襖 をし めた。 

「あれ —— ッ」 という 源 女の 声が、 要 介と 浪之 助と を 

驚かせた の は、 それから 間もなくの ことであった。 

三人 はこの 時嘉 門の 主屋 の、 構えの 外 を 巡りながら、 

さまよ 

なお 逍遥って いたのであった。 

「行きます、 おお 赤い 提燈 が！」 


指さしながら 源 女が 叫んだ。 

極度の 恐怖が その 声に あ つ た。 

「あそこへ あそこへ 人 を 送る 火が！ 地獄へ、 ねえ、 

生地獄へ—  妾 の やられた 生地獄へ—  お 

おおお 誰か 今夜 も やられる—  可哀 そうに 可哀そ 

うに—  そうです 妾 も 赤い 提燈 に、 あんなよ うに 

道 を 照らされ、 馬へ、 裸馬へ くくりつけられ、 そこへ 

やられた の でございます！」 
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「追おう！」 


要 介が 断乎と して 云った。 

「送られる 人間 を 取り返そう！」 

「やりましょう！」 と 浪之助 も 云った。 

夜の 暗 さ を クッキ リ 抜いて、 木立の 繁 みに 隠見して、 

特に 血の ような 赤い 色の、 小 田 原 提燈が 果実の ように 

揺れて、 山の手の 方へ 行く のが 見えた。 

三人 は 後 を 追 つ た。 

が、 その 一 行に 近寄って 見て、 これ は 迂闊に 力で 襲つ 

て も、 勝 目 すくなく 危険 だと 思った。 

というの は 一頭の 裸馬に、 男 か 女 かわからなかった 

が、 一人の 人間 をく  くりつけ、 それへ 油単 を 上から 冠 


いじょう 

せた、 そういう 人と 馬と を 囲繞し、 十数 人の 荒 くれ 男 

が、 鉄砲、 弓、 槍な ど を 担いで、 護衛して 歩いて いる 

からであった。 

(飛道具に は 適わない) 

三人な がらそう 思った。 

で、 要 介 は浪之 助に、 

「どこまでも こっそり 後 を 尾け て、 その 行方 を 確かめ 

よう。 そうして いい 機会が 到来したら、 切り散らして 

犠牲者 を 奪い取って やろう」 

こう 耳元で 囁いた。 

「それが よろし ゆう ございます」 


浪之助 も 〔# 「浪之 助 も」 は 底本で は 「浪人 之 助 も 匕 そ 

う 云った。 

澄 江 を 生地獄へ 送り出した 後の、 嘉 門の 豪奢な 主家 

の 部屋に は、 逸見 多 四郎が 端座して いた。 

想う 女 を 生地獄へ 送った。 —— そんな 気 振な ど 微塵 

もな く、 嘉門は 機嫌よ く 愛想笑い をして、 多四郎 との 

閑談に ふけっていた。 

やまとの かみ 

処士 とはいっても 所の 領主、 松 平 大和 守に は 客分と 

して、 丁寧に あつかわれる 立派な 身分、 ことに は 自分 

が 貝顯属 にして いる、 高 萩の 猪 之 松の 剣道の 師匠 —— そ 


ういう 逸見 多四郎 であ つ た。 傲岸な 嘉門 も慇憝 丁寧に、 

応待 しなければ ならな か つ た。 

牧 馬の 話から 名所 旧蹟の 話、 諸国の 風俗 人情の 話、 

そんな 話が 一 渡り 済んで、 ちょっと 話が 途絶えた 時、 

何気な い 口調で 多 四 郎は云 つ た。 

r 秩 父の 郡 小川 村、 逸見 様 庭の 桧の 根、 むかし は あつ 

たという ことじ や …… 云々 と 云う 昔からの 歌が 秩父地 

方で うたわれ 居ります。 この 歌の 意味 は 伝説に よれば、 

ょリ よし  ょリ よし  よしよ リ  よしいえ 

源頼義 〔# 「頼 義」 は 底本で は 「義頼 匕、 その子 義家、 奥 

州 攻めの 帰る さに おいて、 秩父 地方に 埋めました 黄金、 

それに まつわる 歌との こと、 しかるに この 歌の 末 段に 


あたり A 今 は 変わって 千の 馬、 五 百の 馬の 馬 飼の —— 

云々 という、 そういう 文句が ござります 由、 思う にこ 

れは その 黄金が、 その 素晴らしい 馬 飼のお 手に、 保存 

され 居る と いう ことで あろうと  」 

「しばらく」 と 不意に 嘉門は 云った。 

それから 皮肉の 笑い 方 をした が、 

「はは あそれ で 逸見 様に は、 その 黄金 を 手に入れ るべ 

く、 当 屋敷 をお 訪ね 下された ので？」 

「率直に 申せば その 通り、 千、 五 百の 大馬飼 は、 貴殿 

以外に は ござらぬ からな」 

「御意で。 …… が、 そうと ありま すれば、 いささかお 


気の毒に 存 せられ まする」 

「何故で ござるな。 それ は 何故で？」 

「なぜと 申して そうで は ござらぬ か、 そのような 莫大 

な 黄金 を、 私 保存いた し 居り ますれば、 決して 決して 

何人に も、 お渡しす る ことで は ござり ませぬ」 

「それ はもう もう 云う まで もない 儀、 が、 拙者と いた 

しまして は、 そこに 少しく 別の 考えが …… 」 

o 

「別の 考え？ 何で ござる かな？」 

「貴殿が たしかに その 黄金 を、 現実に 保存され 居るな 


ら、 何で 拙者 その 貴殿より、 その 黄金 取りましょう や _ 

…… が、 もしも 貴殿に おいても、 黄金の 在り 場所 的確 

に 知らず、 ひそかに 探し 居らる るよう なら …… 」 

「なるほど、 これ は ごもっとも。 そう あるならば 貴郎 

様と 私、 力 を 集めて 探し出そうと 覚し 召し、 参られた 

ので？」 

「さよう、 ざっと その 通りで ござる」 

「これ は 事件が 面白くな つた。 …… が、 さて 何と 申し 

上げて よい やら」 

嘉門は ， J  ^  J で 沈黙し てし まった。 

妙に 息詰まる 真剣の 気が、 二人の 間に 漂って いる。 


やがて 嘉 門が ポッリ ポッリ と 云った。 

「歌に あります る その 馬 飼 は、 たしかに 私に ござ リま 

す。 そうして 歌に あります ように、 私の 屋敷に 領地 内 

に、 ある 時代に は その 黄金、 ありまし たそうで ござり 

ます。 …… その 黄金 ありまし たれば こそ、 馬鹿らしい 

ほどの 繁栄 を 来たし、 今 このように 広い 領地 を、 持つ 

ことが 出来て 居ります ので。 そうでなくて は 馬 飼 風情、 

いかに あくせく 働きました ところで、 とても とても 今 

日の ような。 …… で 私 は その 黄金 を、 巧みに 利用し 

財 を 積んだ ところの、 祖先に 対して 有難 やと、 お礼 申 

して 居ります る 次第で」 


「とそう 云われる お 言葉から 推せば、 今日に おいて は 

その 黄金、 すでにお 手に はない ご 様子 …… 」 

「さあ それと てそうと も 否と も、 ちと 私と して は 申し 

かねます ので …… 」 

「これ は 奇怪、 はなはだ 曖昧！」 

「へいへ い 曖昧で ござります とも」 

まぐ さ 

「方角 を 変えて お尋ねい たす。 例の 歌の 末 段に A 秣 

いわむろ 

の 山 や 底無しの、 川の 中 地の 岩窟に と、 こういう 文句 

が ござります るが、 そこに 大方 その 黄金、 埋没され て 

居リ たる ものと、 この 拙者に は 思われます るが、 その 

ような 境地が 領内に …… ？」 
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ごさり ます」 

案内 を …… 」 


」 


地獄々々！ そこ は 恐ろしい 生地 

たら 命が 無い！ 有っても 人間 発狂 

ハツ 発狂す る—  が、 今夜 も 可 


哀 そうに、 女が 一 人 送られ ましたよ。 さよう さよう そ 

の 生地獄へ！」 

まこと 

こう 云う と 嘉門は 惨 忍 酷薄、 洵 女の 生血 を 飲み、 肉 

を 喰らった といわれ ている、 伝説の 大 江山の 酒顚 童子、 

それさな がらの 表情 をして、 ぐっと 多 四郎を 睨む よう 

に 見た。 

さすが の 多 四郎も 妖怪 さなが ら の 、 嘉門 の 表情 態度 

に搏 たれ、 言語 ふさがり 沈黙した。 

で、 またも 息詰まる ような 気が、 部屋 を 圧し 人 を 圧 

した。 

が、 ややあって 井上 嘉門 は、 謎の ような 言葉で こう 


云った。 

「あの 黄金 は それ 以前に、 あの 歌に うたわれて 居り ま 

へんみ 

すよう に、 秩 父の 郡 小川 村の、 逸見 様のお 庭の 桧の根 

方に、 —— 即ち 貴郎 様のお 庭の 中に、 埋没され て 居り 

ました はず。 …… ひょっと かする とその 黄金 また 逸見 

様のお 庭へ 帰り …… 」 

「何 を 馬鹿な」 と 多 四郎は 笑った。 

「拙者の 屋敷に その 黄金、 今に 埋もれて 居りますなら、 

何の わざわざ このような ところへ …… 」 


「いやいや」 と 嘉門は 云った。 

「逸見 様 は 幾 軒 も ござります」 

「  」 

「高名で 比較的 近い 所では、 尾 張に あります 逸見 三 家 

…：- J 

「おおなる ほど 逸見 三 家！」 

名 古屋に 一 軒、 犬 山に 一 軒、 知 多に 一 軒、 都合 三 軒、 

いずれも 親戚 関係で、 逸見 姓 を 宣 る大 大尽が ぁリ、 総 

称して 尾 張の 逸見 三 家と 云い、 特殊の 尊称と 疑惑と を、 

世間の 人から 持 たれて いた。 

金持ちで あるから 尊敬され る！ これ は 当然の 事と 


して、 疑惑と いうの は 何だろう？ 

尾 張の 大 商人 大金 持と いえば、 花 井 勘 右衛門 を はじ 

きょす こえし ゆう 

めと して、 九十 八 軒の 清洲越 衆、 その他 尾 州 家から お 

扶持 をいた だく、 小 坂 新 左 衛門他 十二 家あって、 それ 

つきあ 

らの 人々 はいずれ も 親しく、 往来 をし 交際って いたが、 

逸見 三 家 だけ は 交際せ ず、 三 家ば かりで 往来し、 他の 

金 持 は 尾 張 家に 対し、 何等かの 交渉 を 持って いて、 御 

用達、 三 家 衆、 除 地 衆、 御 勝手 ご用 達、 十 人 衆、 等々 

という、 名称 家格 を 持って いたが、 逸見 三 家ば かり は 

尾 張 家と、 何等の 交渉 も 持って いなかった。 

これが 疑惑 さ れる 点な ので ある。 


「おおなる ほど 逸見 三 家」 と、 多 四郎は 云って 眼 を 見 

張り、 

「逸見 三 家の 家風に ついては、 拙者 も 遥かに 承 わり 居 

り、 不思議な 大尽が ある ものと、 疑惑 を 感じて 居り ま 

したが、 その 逸見 三 家と 埋もれた 黄金と、 関係 ありと 

仰せられます るかな？」 

「ある やらない やら 確かのと ころ は、 私に も 即座に は 

申し上げられ ませぬ が、 …… さよう 即座に は 申し上げ 

られ ぬと し、 貴郎 様に おかれても せっかくの ご 来訪、 

何卒 長く ご 逗留 下され、 ゆるゆる そのこと にっき まし 

て、 お話しす る ことにいた しましょう」 


嘉門 はこ こで も 曖昧に 云った。 

奥歯に 物の 挿 まった 態度、 多 四 郎には 少なからず 不 

愉快で あつたが、 押して 尋ねても 云いそう もない と、 

そう 思 つたので 後日 を 期す る ことにした。 

赤い 提燈で 道 を 照らし、 澄 江 を 裸馬に くく リ 付け、 

それ を 護った 権 九郎達 は、 無言で 山道 を 進んで 行った。 

その 後を慕って 要 介 達が 行った。 

二 里 あまり も 来たであろう か。 その 時 突然 行 手に あ 

たって、 同じ 赤い 色の 提燈の 火が、 点々 といく つか 見 

えて 来た。 


(おや？) と 要 介た ち は 不審 を 打った。 

が、 権九郎 たちの 一 行 は、 それが 予定され たこと か 

のように、 少しも 驚かず 又 動ぜず、 その 火に 向かって 

こちらの 提燈 を、 宙に かざして 振って 見せた。 と 向 こ 

うで も 答えて 振った。 

こうして 向こうの 火に こちらの 火が、 十数 間 足らず 

接近した 時、 夜ながら 要 介た ちに 行 手の 光景が、 ぼん 

やりながら も 見えて 来た。 

行 手に 谷が あるら しい。 谷に は 川が 流れて いるら し 

ヽ o 
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谷 を 隔てて 岩で 出来た、 屛 風の ような 絶壁が、 垂直 


に 高く 聳えて いた。 

絶壁の 頂に 月が あって、 それの 光で その 絶壁が、 肩 

を 銀色に 輝かして いるの が 見えた。 

生地獄 

と、 その 時まで 黙々 として、 要 介た ちに 従いて 来て 

うな さ 

いた 源 女が、 恐ろし そうな 声で 魘れ るよう に 云った。 

「生地獄 は そこ だ、 谷の 底 だ！ そこへ 行って は 大変 

だ！ 自殺す るか 発狂す る—  可哀 そうに 可哀そ 


うに 馬に 乗って いるお 方—  おおお お あの人 をお 

助けし なければ！」 

「やろう！」 と 要 介が 忍び音で は あるが、 烈しい 声で 

そう 云った。 

「切り散らして 犠牲者 を 助けよう！」 

「先生 やりましょう！」 と浪之 助が 応じた。 

が、 その 瞬間 犠牲者 を 守護し、 裸馬 を 囲繞して 歩い 

て 来た 人々 —— 権 九郎輩 下の 者 共が、 一 斉に足 を 止め 

振り返り、 鉄砲の 筒 口 を こっちへ 向けた。 

要 介た ちの 方へ 差し向けた。 

「しまった！ 目つ けられた！ もう 不可ない！」 


—— 要 介が そう 叫んだ 途端、 

ド、 ド、 ド、 ド、 ド、 ド I ッと 鉄砲の 音が、 夜の 

山 谷に こだまして 鳴り、 バ、 バ、 バ、 バ、 バ —— ッと 

筒 口から 出る、 火花が 夜の 暗 さ を 裂いた。 

と、 

いななき 

馬の 恐怖した 嘶 ！ 

見よ、 犠牲者 をく  くりつけ たま ま、 例の 裸馬が 谷 口 

を 目が け、 まっしぐらに 馳 せて 行く ではない か！ 

「あ ッ、 ぁッ、 ぁッ、 もう 不可ない！ あの人 も 生地 

獄へ 追い やられた！ 妾の ように！ 昔の 妾の よう 

に！」 


源 女 は 叫んで 地 団太を 踏んだ。 

果敢！ 馬 は 谷底 さして、 なだれの ように 落ちて 

行った。 

鉄砲 は 決して 要 介た ち を 認め、 要 介た ち を 撃ち 取ろ 

うとして、 発射され たもので はない のであった。 

馬 を 驚かせて 犠牲者 諸共、 谷底へ やる ために 撃った 

ものな のであった。 

それ は 空砲に 過ぎなかった ので ある。 

後 は 寂然！ 

シ —— ン としていた。 

と、 権九郎 達の 一 団が、 今 は 馬 もな く 犠牲者 も 持た 


ず、 手ぶ らの 姿で 赤い 提燈 を、 た だブ ラブ ラと宙 に 振つ 

て、 もと 来た 方へ 引つ 返す 姿が、 要 介た ちの 眼に 見え 

た。 

木陰に かくれて 見送って いる、 その 要 介た ちの 横 を 

通って、 その 一団の 去った 後 は、 四辺 寂々 寥々 として 

しまった。 

と、 要 介 は浪之 助へ 云った。 

「とうとう 犠牲者 を 助け 損なった が、 これ も 運命 仕方 

がない。 …… が、 それ は 仕方ない として、 生地獄の 光 

景を 見よう ではない か」 

「それが よろし ゆう ございます」 


「源 女 殿 もお いでな され」 

「妾 は 厭で) J ざり ます」 

恐ろしかった 過去の こと を、 その 場へ 臨む ことに 

よって、 ふたたび 強く 思い出す こと を、 恐れる という 

心 持から、 そう 源 女 は 震えながら 云った。 

「さよう か、 では 源 女 殿に は、 そこにて お待ちな さる 

がよ ろしい」 

云いす てて 要 介 は 浪之助 ともども、 谷の 下 口へ 足 を 

向けた。 

と、 先刻 現われて、 権九郎 達の 赤 提燈に 対し、 応え 

るよう に 振られた ところの、 例の 幾 個 かの 赤提燈 が、 


見れば 谷の 下 口の 辺りに、 建てられて ある 番小屋ら し 

いものの、 その 中から 又 現われて 来た。 

「誰 だ、 これ、 近寄って はならぬ！ 近寄る と 用捨な 

く 撃ち 取る ぞ！」 

赤 提燈の 中から 声が 来た。 

鉄砲 を 向けて いる 姿が 見えた。 

2 

馬が 斜面 を龃け 下る 間に、 くくられ ていた 綱が 〔# 

「綱が」 は 底本で は 「網が 匕 切れ、 澄 江 は 地上へ 振り落と 

された。 


馬と 前後して 谷の 斜面 を、 底へ 向かって 転落した。 

何と 奇怪に も 谷の 斜面が、 柔らかくて 滑らかで、 ほ 

とん ど 土と は 思われない ではない か！ 

びしょう 

こうして 澄 江 は 微傷 さえ 負わず、 谷の 底へ 落ちつい 

た。 

と、 眼の 前 を 落ちて 来る 馬の、 気の毒な 姿が 通って 

行った が、 底へ 着く と 立ち上り、 立ち上つ たが 恐怖の 

ためであろう、 高い 嘶 を あげながら、 前方へ 向かって 

走りつ づけた。 

月光 をう けて 銀箔の ように 輝いて 見える 川が あ つ た 

そう、 前方に 川が あった。 


と、 その 川まで 蚯 けて 行った。 

馬 は 川へ 飛び込んだ。 (泳ぐ かな？) 

と 澄 江 は 思った。 

浅い と 見えて 五 歩 十 歩、 二十 歩 あまり 歩いて 行った。 

と、 どうだろう 歩く に 従い、 馬 は 次第に 小さくな つ 

て 行った。 

そうして やがて 歩か なくなった。 

身長が 大変 低くな つて 見えた。 

と、 馬 は 首 を 長く 延ばし、 悲劇 を 無言で 眺めて いる 

月に 向かって 顔 を 向けた が、 悲しそう に 幾度 か 嘶いた。 

だんだん 身長が 低くな つ て 行く。 


やがてと うとう 馬の 姿が 川の面から 消えて しまい、 

さざなみ 

漣 も 立てずに どんより と、 流れる ともなく 流れて い 

みず も 

る、 そういう 水面に は 月光ば かりが 銀の 延板の それ か 

のように、 平らに 輝いて いるば かりであった。 

川 巾 は 随分 広かった。 

そうして 対岸に は屛 風の ような、 切り立った 高い 断 

崖が、 険しく 長く 立って いた。 

澄 江はゾ ッ と 悪寒 を 感じた。 

(どうして 馬 は 沈んだろう？) 

もし その 川が 深かったら、 馬 は 泳いで 行く はずで あ 

る。 


もし その 川が 浅かったら、 馬 は 歩いて 渡る はずで あ 

る。 

それ だのに 沈んで しまった。 

(おお 川 は 底無しな の だ！) 

そう、 それに 相違ない。 

水 そのもの は 浅い ので あるが、 底 は 泥の 堆積で、 幾 

丈と なく 深いの だ。 で、 そこへ 踏み 入った もの は、 そ 

の 泥に 吸い込まれ、 永久 沈んで しまう の だ。 

ゾ ッ と 澄 江 は 悪寒 を 感じた。 

(川 を 越して は 逃れられない) 

澄 江はフ ラフラと 立ち上 つ た。 


それから 自分が 転がり 落ちて 来た、 山の 斜面 を 振り 

仰いで 見た。 

まこと 

斜面 は洵に なだらかで、 一本の 木立 も、 一 つの 丘 も、 

一 つの 岩 も、 何もなかった。 

おりくち 

下 口まで は 高く 遠く、 容易に 達しが たく 思われた が、 

上る に は 難なく 思われた。 

澄 江 は 斜面 を 上り 出した。 

すべ 

すぐ ッ ルリと 足が、 にり、 たちまち 谷底まで 追い返さ 

れた。 

(おや) と 思いながら 又 上った。 

一間 あまり 上った かと 思う と、 非常に 気持よ く 非常 


に 滑らかに、 ス ルス ル 谷底へ ヒり 落ちた。 

(まあ どうした というの だろう？) 

澄 江に は 不思議で ならな か つ た。 

で、 土 を 取り上げて 見た。 

それ は 土で はない ようであった。 カラカラと 乾いて 

脆くな つて はいたが 植物の 茎 や 葉の ようであった。 

植物 の 茎 や 葉が 永い 年月、 風雨 霜雪に 曝された 結果、 

こまかい こまかい 砂の ようになった もの！ それの よ 

うに 思われた。 

そういう 物が 斜面 を 厚く、 そうして 高く 蔽 うてい る 

の だ。 —— 


で、 その上へ 人が 乗れば、 重さに 連れて それが 崩れ、 

どこまでも 無限に 崩れ 崩れて、 人 を 下へ、 U リ 落とす！ 

(では 上つ て 行く こと はでき ない！) 

一澄 江 は 悪寒 を 感じた。 


3 

(ではもう 一 度 験して 見よう) 

こう 思つ て 澄 江 はまた 上り 出した。 

と、 背後から 笑う 声が した。 

驚いて 澄 江 は 振り返って 見た。 

いつの 間に どこから 来た もの か、 五六 人の 人間が、 


数 間 離れた 一所に、 一緒に 塊 まって 立って いた。 

月光の 中で 見る ので あるから、 ハツ キリした ところ 

は 解らなかった が、 その 中には 女 もい、 老人 も 若者 も 

いるよう であつ た。 

何より 澄 江 を 驚かせた の は、 その 人達が 痩せて いる 

ことで、 それ は ほとんど 枯木の ようで あり、 枯木が 人 

ぽろ くず 

間の 形 をして い、 それが 檻 褸屑を 纏って いる。 —— そ 

う 云った ように 痩せて いる ことであった。 

そう、 衣裳 は 纏って いた。 が、 その 衣裳 は 形の ない 

までに、 千切れ 破れて いるので ある。 

ほん  しゅんかん 

物の 書で 見た 鬼界ケ 島の 俊 寛 ！ それさな がらの 


人間が、 そこに 群れて いるので ある。 

「駄目 だよ、 娘つ 子、 上れ ゃァ しねえ。 いくら 上って 

も 上れ やしね え」 と、 その 中の 一 人が カサカサに 乾い 

た、 小さな、 力の 弱い、 しめ 殺される ような、 不快な 

声で そう 云った。 

まぐ さ 

「 秣 の 山 だ、 なァ 娘つ 子、 お前が 一 所 懸命 上ろうと し 

ている そいつ、 そいつ ァ秣の 山なん だ。 秣の 山の 斜面 

なんだ。 …… 乗れば、 にる、 足 を かければ、 にる。 二 間と 

上った 者ァ ねえ。 無駄 だから 止めに しな」 

「アツ ハ ッ ハツ」 

「ヒ ッヒッ ヒッ」 


r フ ッフッ フッ」 

「ペッペ ッ へッ」 

みんなが 揃って 笑い出した。 

嘲った ような、 絶望した ような、 陰険そう な、 気の 

毒が つたよう な、 気味の 悪い 厭ァな 笑声であった。 

澄 江 は 地獄の 亡者に 逢った！  とそん なよう な 

思いに 等しい、 恐怖と 不気味と を 感じながら も、 この 

境地に は 自分 一人 だけし か、 居ない ものと 今まで 思つ 

ていたのに、 他に も 人の いる こと を 知り、 この 点 何と 

云っても 心 嬉しく、 急いで そっちへ 小 走って 行った。 

「どういうお 方々 か は 存じ ませぬ が、 妾 は 井上 嘉 門と 


いう …… 」 

「解って いるよ 解って いるよ」 と、 その 中の 一人の 老 

人が —— 片眼つ ぶれて いる 老人が、 澄 江に みんな 話さ 

せようと もせず、 

「俺ら もそう なんだ。 恐ろしい 主人に、 井上 嘉門 殿に、 

いやいや いや、 殿 じゃァ ねえ、 鬼 だ 魔物 だ、 その 魔物 

の嘉 門め に、 この 生地獄へ 放り込まれた、 生き返る 望 

みのね え 亡者な のさ。 お前さん だ つ てそうだろう とも、 

嘉門 めに ここへ 落とされたん だろうと も。 …… 見り や 

ァ 奇麗な 娘つ 子 だ、 どうして ここへ 落とされ たか、 そ 

0 ナ 

の 理由 も 大概 わかる。 …… 嘉 門の 云う こと を 聞かな 


かったんだろう よ。 …… 以前に も そんな 女が あった。 

…… 源 女と かいう 女だった。 …… 」 

「お爺さん」 と 澄 江 は 云って、 鎚 るよう な 気持で 訊ね 

て 見た。 

「こ- J は ど こなの で ござ います？ どう い う 所な の で 

ございます？」 

おしお きば 

「処刑 場 だ、 人 捨場 だ！ 嘉 門の 云い 付けに 背いた 者 

や、 廃人に なって 役に立た なくなった 者 を、 生きな が 

ら 葬る 墓場で も ある」 

「恐ろしい 所な の でございます ねえ」 

「一緒にお いで、 従いて おいで、 ここが どんなに 恐ろ 


しい 所 だか を、 例 を あげて 知らせて あげよう」 

片眼の 老人 は 歩き 出した。 

と、 その 余の 亡者 餓鬼 —— 亡者 餓鬼の ような 人間た 

ち も、 だるそう に、 仆れ そうに、 あえぎ あえぎ、 その 

後から 従いて 来た。 

蒼 澄んで 見える 月光の 中に、 そういう 人達が 歩いて 

行く 姿 は、 全く 地獄変 相 図であった。 

と、 一 本の 木の下に 来た。 

一 人の 若者が ブラ 下って いた。 
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首 をく くって 死んで いるので あった。 

片眼の 老人 は 説明した。 

「二十日 ほど 前に 来たお 客さん なの さ。 嘉 門の 可愛 

がって いるお 小間使いと、 ちちくり 合った のが 逆鱗に 

〔# 「逆鱗に」 は 底本で は 「逆 燐に 匕 ふれて、 ここへ ぶち 

こまれた 若造な の だ。 女が 恋し い の 逃げ出した いのと、 

狂人の ように 騒いで いたが、 とうてい 逃げられな いと 

見当 をつ ける と、 野郎に わかに おとなしくな つてし 

まった。 と、 今朝が た 首 を 釣って しまった。 …… 首 を 

釣る 奴、 川へ 沈む 奴、 五日に 一 人 十日に 一人、 ちっと 

も 不思議な く 出来る つて わけさ。 …… だから 底無しの 


川の 中には、 幾 百 人と ない 男 や 女が、 沈んで いると い 

うわけ だ。 …… そこ を 見な、 その 岩の 裾 を！ 白骨が 

積んで あるじ ゃァ ねえ か。 首 を 釣った 奴 や 舌 を 嚙んで 

死んだ そういう 奴ら の 骨の 束 だ」 

見れば なるほど 向こうに 見えて いる、 大 岩の 裾に 月 

光に 照らされ、 ほの 白い物の 堆積が あった。 

「お爺さん」 と 澄 江 は 震えながら 云った。 

「何 を 食べ て 生きて いるので す？」 

「馬の 肉 だ、 死んだ 馬の。 …… 時々 そいつ を 投げて く 

れ るの だ。 谷の 下 口から 上の 番人が」 

「死んだ 馬の 肉 を 9  それが 食物？」 


「米 もな けり ゃァ麦 もね え。 野菜 もな けり ゃァ 香の物 

もね え。 …… 水と いえば ドロンと 濁った、 泥の ような 

その 川の 水 だ。 …… だから 長く 生きられ ねえ。 一 月 か 

二月で 死んで しまう。 …… もっとも 中に ゃァ そいつに 

慣れて、 三年 五 年と 生きて る 奴が ある。 …… 俺なん か 

は その 一 人 だよ。 …… 」 

「皆様 どこに いるので す？ どこに 住んで いるので 

す？」 

いわむろ 

「岩窟の 中 だ 岩窟の な。 …… 向こうに ある、 行って み 

よう」 

その 老人が 先に 立ち、 澄 江た ち は 先へ 進んだ。 


人間の 骨 や 馬の骨 や —— それらし いものが 木の 根 や 

岩の 裾に、 灰白く 散乱して いるの が 見えた。 

と、 行 手に 月光に 照らされ、 丘の ような 物 形が 見え 

た。 

やはり それ は 丘であった。 

岩と 土と 苔と 權木、 そんな もので 出来て いる 小 丘で 

た ナ 

あって、 人間の 身長の 二倍 ほどの 間口と、 長い 奥行と 

を 持って いた。 

そこの 前まで 迪リ ついた 時、 丘の 正面の 入口から I 

I つまり その 丘が 岩窟な ので あり、 正面に 入口が 出来 

ている ので あつたが、 その 入口から 骸骨の 群が —— 骸 


骨の ような 痩せた 男 や 女、 老人 や 老婆、 男の子 や 女の 

子が、 ム クム クと泡 のように 現われ出た。 

そうして 口々 に 喚き 出した。 

「また 客が 来た」 

「俺ら の 仲間 か」 

「何 か 食物 を 持って来た かしら？」 

「着物 を 剝げ！ ひつべ がして しまえ！」 

「若い 女 だ」 

「奇麗な 女 だ」 

「すぐ 汚くなる だろう」 

「ナ—  二 半月 は怪 たねえ うちに 首 をく  くつ てく たばる 


だろう」 

すると 片眼の 老人が、 叱る ように 大声 を あげた。 

「うるせ え、 野郎 共、 しずかに しろ—  今度のお 

客さん はこれ 迄のと は、 どうやら 少ォし 違うよう だ。 

身体へ さわつ ちゃ ァ 不可ね えぞ！」 
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片眼の 老人 は 権威者と 見える。 彼らの 仲間の 権威者 

と 見える。 そう 一言 云った だけで、 彼らの 騒動 は静 

まった。 

「さあさあ 入って 見る がいい。 家の 中へ 入って 見る が 


ヽ ヽ I 

レレ」 

こう 云って 老人 は 澄 江 を 連れて、 岩窟の 中へ 入って 

行った。 

入って 真っ先に 驚いた の は、 何とも 云われない 悪臭 

であった。 

不浄の 匂い、 獣皮の 匂い、 腐肉の 匂い、 檻褸の 匂い 

—— 、 いろいろの 悪臭が 集まって、 一 つに なった 得 も 

いわれない 悪臭、 それが ムッと 鼻へ 来て、 澄 江 は 嘔吐 

を 催そうと した。 

岩窟の 中 は 寒かった。 

凍えそう なほ どに も 寒かった。 


暗く、 低く、 狭く もあった。 

ところどころに 火が 燃えて いた。 

住人が 焚火 をして いるので あった。 その 周囲に 集 

まったり、 岩壁の 裾に 寝たり して、 意外に たくさんの 

人間が いた。 

しわが 

この 時 二三 人の 者が 嗄れた 声で、 鼻歌 をうた うの 

が 聞こえて きた。 

秩 父の 郡 小川 村 

逸見 様 庭の 桧の根 

むかし は あ つたと いう ことじ や 

いま は 変わって 千の 馬 


五 百の 馬の 馬 飼の 

木 曾の 馬主 山 主の 

山の 奥 所 も 遥かなる 

秣の山 や 底な しの 

川の 中 地の 岩窟の 

御厨 子 〔# ルビの 「おず し」 は 底本で は 「お づし匕 

に 籠り あると いう 

移り変わ るが ならわ しじ や 

命 は あれ ど 形 はなく 

形 は 本来 地 水火 じ や 

三 所に 移り 元に 帰し 


命 は あれ ど 形 はない 

それ はこうい う 歌であった。 

「お爺さん」 と 澄 江 は 云った。 

「あの 歌、 何で ございます の？」 

「誰も 彼もう たう 歌な のじ や、 …… この辺り ではち つ 

とも 珍ら しくない。 …… 所在ない からうたう のさ …… 

ずっと 昔から ある 歌で、 意味 もなん にもない のだろう 

よ」 

「この 岩窟 深いので しょうか？」 

「深いそう だ、 深いそう だ。 が 誰もが 行った もの はな 

い。 行った ものがない という こと だ。 …… わし だけ は 


相当 奥まで 行った。 だが 中途で 引つ 返して しまった。 

…… 恐ろしい と 云おう か 凄い と 云おう か、 あらた かと 

云おう か 何と 云おう か、 どうに も 変な 気持が して、 と 

うとう 引返して しまった のさ。 …… 人柱が 立って いる 

ん だからな ァ …… 骸骨なん だ、 本当の 骸骨—  

そつく リ 原形 を 保って いる 奴 だ。 そいつが 岸壁の 右に 

も 左に も、 ズラリ と 並んで いやがる じゃァ ないか」 

悪人 還元 


陣十郎 は 黙々 として、 山路に 向かって 歩いて いた。 

後から 主 水が 従いて 行った が、 これ も 黙々 として 物 

を 云わなかった。 

嘉 門の 大屋 敷の 構内から 出、 あてなし に 歩いて 行く 

のであった。 

わか 

どっちへ 向かって 歩いて いるの か、 陣十郎 に は 解ら 

なかった。 

へ んみ 

師匠の 逸見 多四郎 によって 「逆ノ 車」 が 破られた こ 

とその ことば かり を 考えて いた。 

月 はあった が 山路に は 巨木、 …… 大木 老木 權木 類が、 

空 を 被い 四辺 を 暗め、 月光 を 遮って いるが ために、 二 


人の 姿 は 外方から 見て は、 ほとんど 見る ことが 出来な 

かった。 

時 も かなり 経って いた。 

(逸見 先生が あのような 所に、 どうして お居で なされ 

たのだろう？) 

この こと も 気に はか かってい たが、 それより 必勝 不 

敗の 術と、 自信して いた 自己の 創始の 「逆ノ 車」 を 破 

られた —— この ことば かりが 不安に も 恐ろしく も、 情 

無く も 思われる のであった。 

まだ 破門 をされ ない 前に、 多 四郎の 道場で 多 四郎を 

相手に、 数回 「逆ノ 車」 を もって、 立 合った ことがあつ 


たので あり、 その つど 陣十郎 が 勝ち を 取る か、 でな かつ 

たら 相打ちと なった！ 

それ だのに 今夜と いう 今夜に 限り、 物の 見事に ひつ 

外されて しまった。 

(あの 時 先生に 打つ 気 さえあって、 一歩 踏み込んで 切 

られ たら、 俺 は真ッ 二つに された はず だ) 

(「逆 ノ車」 を 破られて は、 俺に 勝 目 は ほとんどない。 

破った 先生が それから それと、 その 手 を 人々 に 伝えた 

ら、 俺 は 手 も 足 も 出なくなる) 

これが 彼に は 恐ろしい のであった。 

(それとも あの 時 俺の 腕が、 いつもより 鈍って いたが 


ために 「逆ノ 車」 は 使った が、 使い方が 精妙で なく、 

それで 一 時 的に 外された のだろう か？ もしそうなら 

まだ 安心 だ) 

(では …… ) と 陣十郎 は 惨 忍に 思った。 

(誰か を、 どいつ か を、 「逆ノ 車」 で、 充分 練って 用意 

して、 切って 切れたら！ 切って 切れたら！) 

自信が つく！ 

そう 思 つ た。 

(よ  し、 どいつ か を 切って やろう？) 

(誰 を？) と 思った 時 主 水の ことが、 瞬間 脳裏に 閃い 

た。 


(うむ、 こいつ を 切って やろう！) 

悪人の 本性が 甦 つたので あった。 

(思って みれば 主 水と いう 奴、 危険 至極の 道連れ だつ 

かたき 

た。 俺 を 敵と 狙う 奴だった。 そうして いっか はこい 

つのた めに、 俺 は 討 たれる はずだった。 …… 討 たれて 

なろう か、 何 を 馬鹿な—  俺 も 何とい う 男だった 

ろう、 いずれ この 男に 討 たれて やろう —— などと そん 

な こと を 思って いたと は。 …… それに 人心 は 変わる も 

の だ。 俺の 心が 変わる ように。 …… で、 主 水め 心が 変 

わり、 俺の 寝息 をう かがって、 寝首 搔 かない もので も 

ない。 …… よ —— し、 この 場で 討ち果し、 災の根 を 断つ 


て やろう J 

グ ルリと 陣十郎 は 振り返 つ た。 

もん ど  しぎ さわ 

「主 水、 おい、 嶋澤主 水！」 

「何 だ？」 と 主 水が 足 を 止めた。 

「この 暗中で もう 一 度 『逆ノ 車』 を 使つ て 見せて やろ 

う」 
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「それに は 及ばぬ よ」 と 主 水 は 云った。 

心に 計画 ある 時には 自 ずと 五 音に 現われる もので、 

いつも  ちが 

陣十郎 の 言葉 の 中に、 平時と は 異ぅ 不吉 の 響きが、 籠つ 


ている がた めであった。 

それが 恐ろしく 感じられ たためで。 …… 

陣十郎 はく どく 云った。 

「昼と 夜と は自 ずと 異ぅ。 暗中での 『逆ノ 車』 …… 使つ 

て 見せる から 刀 を 抜け」 

(使って 見せる、 教えて やる と 偽って 充分 用意 を させ 

「逆ノ 車」 に ひつ かけ、 後腹 病まぬ よう 殺して しまおう) 

これが 陣十郎 の 本心で あ つ た。 

「なるほど」 と 主 水 は 思わず 云った。 

「昼と 夜と は自 ずと 異ぅ。 暗中での 『逆ノ 車』 …… な 

る ほど、 こいつ 教わった 方が いいな」 


「いいと もさ あ、 刀 を 抜きな」 

云って 陣十郎 は 先に 抜いた。 

「よし。 …… 抜いた。 …… さあ 構えた」 

主 水 もそう 云って その 通りに した。 

二人ながら 抜 身 を 構え、 暗中に 相手と 向かい合った。 

「主 水、 充分 用心し ろよ。 …… 試合な どと は 思うな よ。 

かたき 

…… 俺 を 父親の 敵 と 思い —— 事実 それに 相違ない し 

…… その 敵 を 今 討つ の だと、 こう 思って 真剣に かかつ 

て 来い」 

「うむ。 よし。 そのつ もりで 行こう」 

「俺 もお 前 を 返り討ちに すると —— こう 思って かかつ 
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「とすると 返り討ち だ。 …… 返り討ちに なっても 怨む 

なよ。 参る ぞ —— ッ」 と 忍 音で はあった が、 殺す 気で 

かけた 鋭い 声！ それが 主 水の 耳 を 打った。 

(あぶない！) と 瞬間 主 水 は 思った。 

(おかしい ぞ！ いつもと は 違う—  本当に 切る 

気ではないだろう か？) 

主 水は自 ずと 一 所 懸命に なった。 

刀 を 中段に ピッ タリと 構え、 闇 を 通して 相手 を 睨ん 

だ。 

暗中ながら 相手の 姿が、 黒く 凄まじく 立って いるの 

が 見え、 これ も 中段に 構えて いる 刀が、 ボ —— ッと薄 


白く 感じられた。 

その 薄白い 刀身ば かりに、 主 水の 眼 は ひきつけられ 

た。 

間！ 

例によって 息詰まる ような、 命の 縮まる 間が 経った。 

と、 刀身が 水の 引く ように、 左 斜めに ス —— ッと引 

かれた。 

フラ —— ッと主 水 は 前へ 出た。 

瞬間、 刀が 小さく 返った。 

「ハツ」 

途端に …… 


「力 —— ッ！」 という、 雷霆 さながらの 掛声が —— 渾 

身の 力 を 集めた 声が、 どこから ともなく 聞こえて きた _ 

「あ ッ」 と 主 水 は 膝 を 曲げ、 グタ —— ッと ばかりに 地 

に 坐 わり、 

「うむ」 と 陣十郎 はよ ろめいて、 一 一三 歩タジ タジと 〔# 

「タ ジタジ と」 は 底本で は 「タヂ タヂと 匕 後へ 下った。 

そうして 次の 瞬間に は、 闇の 木立 を 潜り 抜け、 一 散 

に 麓の 方へ 走って いた。 

3 

声をかけ たの は 要 介であった。 


生地獄の 光景 を 見ようと して、 谷の 下 口まで 行き か 

ける と、 番人に よって 遮られ、 しかも 鉄砲 を 向けられ 

た。 

飛道具に は 敵わない。 

そこで 避けて 引つ 返した。 

一里 あまり 来た 時であった。 何とも 云われない 殺気 

刀 気、 そういう ものが 感じられた。 

(何者かが 何者か を 殺そうと している) 

名人に は 別の 感覚が ある。 

賭博に 才の ある その 道の 名人  そういう 名人に は 

伏せた 壺を 通して、 中の 賽コ 口の 目が わかる。 


剣道の 名人に は 自己に 迫る 殺気、 そういう ものな ど 

当然 わかり、 あえて 自己 一 身に 迫る でな くと も、 付近 

で 行なわれる 殺戮、 殺傷、 そういう もの も 感じられる。 

それ を 要 介 は 感じた のであった。 

「切る 奴 を 挫き、 切られる 奴 を 救おう」 

こう 要 介 は 瞬間に 思った。 

思 つたと 同時に 反射運動 的に、 

「力 —— ッ！」 と 声をかけた のであった。 

と、 十数 間の かなたから、 木 を 潜って 逃げて 行く、 

葉 擦れの 音が 聞こえて きた。 

(逃げた な) と 要 介 は 直ぐに 思った。 


「セ、 先生 ェ —— ヅ、 ド、 どうな されました ァ —— ッ」 

主 水が 掛声に 腰 を 挫かれ、 地へ ベタ ベタと 坐った と 

同じく、 これ も 掛声に 腰 を 挫かれ、 要 介の 背後の 地へ 

坐った、 杉浪之 助が 悲鳴 を あげた。 

ざ ま 

「杉 氏 か、 何とい う 態 だ！」 

「ナ、 何とい う、 ザ、 態 だと、 セ、 先生に は、 ォ、 仰 

せられても …… 」 

「アツ ハ ハ ハハ、 立ちな 立ちな」 

「恐ろしい 目に 逢いました」 

云い 云い 浪之助 は 立ち上った。 

「  一 ：K: どうしたので ございます？」 


「ナ —— 二、 邪気 を 払った まで さ」 

「はは あ 邪気 を？  が、 邪気と は？」 

「まあよ ろしい、 いずれ 話そう …… ともかくも 邪気 は 

払って やった。 …… しばらく じっとし ている がいい」 

 で、 立った まま じっとし ていた。 

間もなく 麓の 方へ 走り 下る、 人の 足音が 聞こえて き 

た。 

「はは あもう 一 人 も 逃げて 行った な」 

「先生 何です、 逃げて 行った と は？」 

「一人が 一 人 を 殺そうと していた の だ。 …… それ を わ 

しが 挫いて やった の だ。 …… 殺そうと した 奴が 先に 逃 


げ、 殺され かけて いた 人間が、 つづいて 今 逃げて 行つ 

たの さ」 

「こんな 暗中で そんな ことが、 先生に おわかり になり 

ますので？」 

「活眼 活耳 さえ 持って 居れば、 暗中で あろうと、 睡眠 

中で あろうと、 そういう こと はわ かる もの だ」 

主 水 は 夢中で 走って いた。 

恐怖と 不安と 一種の 怒リ とで、 彼の 心 は うわずって 

いた。 

彼に もう 一段 沈着が あって、 自分の 危難 を 救って く 


れた ところの、 恐ろしい 掛声の 主 を 尋ね、 逢う ことが 

あるじ 

出来たら 自分と 縁 ある、 俠 剣の 主人 秋 山 要 介と 邂逅す 

る ことが 出来た のに！ 
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が、 しかし 主 水に とって は、 そんな 余裕はなかった 

のであった。 

(陣 十郎 め、 心が 変わった。 たしかに 悪人に 還元した。 

俺 を 殺そうと したら しい。 でなかったら あの 呼吸 —— 

あの 殺伐の 気 は 出ぬ はず じ や—  それにしても 力 

I ッと 鋭い 気合が、 あの 時 かかって 俺の 命 を、 瞬間 


の 間に 救って くれたが、 一 体 誰が 掛けた のであろう？) 

走りながら もそう 思 つ た。 

(どっちみ ち 俺 は 陣十郎 と は、 もう 一緒に は 住みが た 

い。 …… では 馬 大尽 井上 嘉 門の、 賓客 部屋へ も 帰れな 

い。  どうしたら よかろう？ どうしたら よかろ 

う？) 

ひた 走りな がらそう 思 つ た。 

(力 —— ッと 掛かった あの 気合—  尋常の 人間の 

掛けた 気合と、 全然 別の 恐ろしい 気合 だ—  俺 は 

命が 縮まる かと 思った) 

こう 思いながら 無 一 一 無 三に、 麓 を さして 陣十郎 も、 


走り 走り 走って いた。 

(が 俺 は 「逆ノ 車」 を、 これで 再度 ゃリ 損なった 訳 だ！ 

再度の 失敗！ 再度の 失敗—  う II む 再度の 

「逆ノ 車」 の 失敗！) 

まこと 

これ は洵に 彼に とって は、 致命的の 打撃と 云わ ざ 

る を 得な く、 そうして、 事実 彼に とって、 再度の 致命 

的の 打撃な のであった。 こうな つて は ャブレ カブ レ、 

どいつで あろうと 誰で あろうと、 かもう もの か 切って 

切って、 …… この 鬱忿を 晴らして やろう) 〔# 「)」 は マ 

マ〕 

ひた 走り、 ひた 走った。 


偽善の 巣窟で あると ころの、 井上 嘉 門の 領地 内が、 

攪 乱された の はこの 夜であった。 

乳 飲 児 を 抱いた 若い 女が、 放蕩の 良人 を 探し出そう 

さま， H 

として、 深夜に 領地 内 を 彷徨って いる。 

横 を 魔の ように 通る 者が あ つ た。 

「わ —— ッ」 と 女 は 悲鳴 を あげた。 

もう 女 は斃れ ていた。 

飼犬が どこかへ 行って しまった。 それ を 目 付けよう 

と 老いた 農夫が、 杖 をつ きながら 通って いた。 

「クロよ、 クロよ、 おいで、 おいで」 


こう 云いながら 通って いた。 

その 横をス ルス ルと 通る 者が あった。 

一 閃！ 

刀 光！ 

老農 夫 は斃れ 動かな くな つ た。 

向こうで も 切られ こ つちで も 切られた 

人々 は 戸外へ 飛び出した。 

賭場 荒れ 


嘉門は 決して 人格者で はなく、 又 勝れた 施政 家で も 

なく、 ただ 家長と いう 位置に あり、 伝統的に その 位置 

を 利用し、 圧制し 専 政し、 威圧ば かりして いた 人物で 

あった。 

で、 隸 属して いた 人々 は、 永い 間 心に 不平と 不満 を、 

ひそかに 蔵して いたのであった。 そういう 人々 が 侵入 

者に よって、 この 境地が 攪 乱された、 その 機に乗じ 爆 

発した。 向こうに 一団、 こっちに 一団、 露路に 一 団、 

空地に 一 団、 林の 中に 一 組、 森の 中に 一 組、 到る 所に 

集まって、 議論し 撲リ 合いし 取つ 組み合いした。 


どうして、 誰が、 何のた めに、 どういう 騒動 を 起こ 

したの か、 そういう 真相 を 確かめよう ともせず、 漠然 

とした 恐怖、 漠然とした 憤怒、 漠然とした 焦燥に 狩り 

立てられ、 同派 は 組んで 異端 を 襲い、 同党 は 一致して 

異党を 攻め、 罵り、 要求し、 喧騒し 合った。 

「生地獄の 人達 を 救い出せ！」 

「ヮ —— ッ」 と 数十 人が 鬨の声 を あげて、 山の手の 方 

へ 押して 行った。 

「嘉門 様に ， 」 の 地から 出て 貰おう！」 

「ヮ —— ッ」 と 数十 人が 屋敷 を 目掛け、 無 一 一 無 三に 走つ 

て 行った。 


「人使いが 荒す ぎる」 

「役に も 立たない お客さん など を、 泊めて 置く のが 間 

違って いる！」 

「客人た ち を 追っ払え！」 

「ヮ —— ッ」 と 大勢が 一 つに 集まり、 その 客人の 泊まつ 

ている 家々 へ、 押し寄せて 行って 騒ぎ立てた。 

悲鳴！ 呻き 声！ 泣き声！ 怒声！ 

客人 達 も 狼狽して、 家々 を 出て 群集に まじった。 

秋 山 要 介 も 浪之助 も、 源 女 も 主 水 も その 中に いた。 

嘉門も 狼狽し 恐怖した らしい。 

玄関に 立って 途方に くれていた。 


そこへ 多 四郎が 現われた。 

へんみ 

「逸見 様 何といた しましょう？」 

「とり 静める 方法 ござります かな？」 

「さあこう 人心が 亢 つて いまして は …… 」 

「 一 時 避けた がよう ござろう？」 

そば 

お 妻 や 東 馬 も 怯えた ように、 その 側に 立って 震えて 

いた。 

竹 法螺が 鳴リ陣 鐘が 鳴リ、 やがて 鉄砲の 音 さえした 

閉ざされた 大門が 破られ そうにな つ た。 

嘉 門と 多 四郎 とお 妻と 東 馬、 四 人 を 乗せた 駕籠 を 守 


り、 十数 人の 嘉 門の 家の子郎党が、 騒乱の 領内から 裏 

山 づたいに、 福 島の 方へ 走り出し たの は、 それから 間 

もな くのこと であった。 

その 翌日の 午後と なった。 

林 蔵の 乾 兒藤作 は、 フラリ と 自分の 賭場 を 出て、 猪 

之 松の 賭場の 方へ 足 を 向けた。 

猪 之 松の 賭場 は上ノ 段に あって、 この 夜 客人で 一杯 

であった。 


藤 作 は 酔って いた。 

そうして 彼 は 上 尾 街道で、 澄 江 を 危難から 救おうと 

した 時、 猪 之 松の 乾 兒の八 五郎 たちのた めに、 叩きの 

めされた こと を 忘れなかった。 

い つか 怨み を 返して やろう  こういう こと を 考え 

ていた。 

さて 福 島へ やって来た。 

猪 之 松 一家が 上ノ 段で、 盛大に 賭場 を ひらいて いた 

「諸国の 立派な お 貸 元 衆が、 ここに は 集まって いるの 

だから、 猪 之 松の 方から 手 を 出したら 別 だが、 こっち 

から 手 を 出しち ゃァ ならね えぞ」 


親分 林 蔵から 戒められて はいたが、 猪 之 松の 賭場に 

は 八 五郎 もい る、 こいつ どうしたって トツ チメ なけ 

りゃァ と、 酔い も 手伝って 乾 兒の藤 作、 猪 之 松の 賭場 

へ 出かけた のであった。 

内へ 入って 懐手 をし、 客人 達の 背後に 突立ち、 藤 作 

は 四辺 を 睨み 廻した。 

板 敷の 上へ 長蓖を 敷き —— これ を 中に して 客人 達が 

ズラリ と 並んで 控えて いた。 猪 之 松の 姿 は 見えな かつ 

たが、 代 貸 元と して 一 の 乾兒、 閂峰吉 が 駒 箱 を 控え、 

銀 ごしら えの 〔# 「銀 ごしら えの」 は 底本で は 「銀 ごしら 

への 匕 長 脇差 を 引きつけ、 正面の 位置に 坐って いた。 


中 盆 —— 即ち 壺皿 を 振る 奴、 それが 目差す 八 五郎で 

あつたが、 晒の 下帯 一筋 だけの、 素晴 しく 元気の いい 

恰好で、 盆の 世話を焼 いていた。 

勝ちつ づけた 客人の 膝の 前に は、 駒が 山の ように 積 

まれて あり、 こいつ は ニコニコ 笑って いる。 

馬 持、 山 持、 土地の 大尽、 どれ を 見ても 客 は 立派な 

もので、 いかがわしい 手 合な ど は 一人 もい なかった。 

藤 作 は 自分で 張ろうと はせ ず、 何 か 因縁 をつ けて や 

ろうと、 いつまでも 突立って 眺めて いた。 

その 藤 作が 入って 来た 時から (厭な 野郎が 舞い込み 

ゃァ がった) 


と、 峰 吉も八 五郎 も 思った が、 まさか 帰れと も 云い 

かねて (障るな 触れるな、 そっとして 置け) 

， J う 考え て 眼 まぜ で 知ら せ 合い、 声 も か けず 勝負 を 

つづけて 行った。 

と、 不意に 藤 作 は 怒鳴った。 

「勝負 待った、 ィ カサマ あ 不可ね え！」 

同時に 飛び出し 盆 蓖を摑 むと、 パ— ッと ばかりに 

ひつべ がした。 

「野郎！」 と 飛び 上った は 八 五郎。 

「賭場 荒らし だ —— ッ」 と 客人た ち は、 総立ちに なつ 

て 右往左往した。 
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「ィ カサマと は 何 だ、 この 野郎！」 

やにわに 八 五郎 は 飛び かか つ た。 

その 横ッ 面をポ カリと 一 つ、 藤 作 は 見事に くらわせ 

たが、 

「ィ カサマ だ —— ッ、 ィ カサマ だ —— ヅ—  高 萩 

の 猪 之の 賭場の 壺振、 八 五郎 はィ カサマ をして 居リゃ 

す—  お 客人 衆、 ィ カサマ だ —— ッ」 と 叫んだ。 

「藤 作！」 と 腹に 据え かねた ように、 怒声 を あげる と、 

閂 峰吉、 長 脇差 を ひつ 摑み、 立ち上る とッ カツ 力と 前 


へ 出た。 

「見り ゃァ 手前 は 赤 尾の 藤 作、 まんざら 知らね え 顔で 

もね え。 事 を 決して 荒立てた く はねえ が、 高 萩 一家が 

盆 割の 場所で、 ィ カサマと 云われち ゃァ、 どうに も 我 

慢が 出来に くい。 さあ 云え 云え どこが ィ カサマ だ！」 

「何 を 云 やが る、 ィ カサマ だ —— ッ、 賽もィ カサマな 

ら 盆もィ カサマ、 高 萩 一家 は、 ィ カサマ だ —— ッ」 

こう 藤 作 は 叫んだ ものの、 実は ィ カサマ を 発見して、 

それで あばれ 出した というの ではなく、 ただ 何 かしら 

あばれて やろう、 あばれて 八 五郎 を とっちめて やろう 

と、 そう 思って 仕掛けた 賭場 荒らしだった ので、 そう 


峰吉に 突っ込まれて は、 ィ カサマの 証拠 を あげる こと 

など、 勿論す る こと は 出来ない のであった。 

ィ カサマ だ —— 、 ィ カサマ だ —— 、 とた だ 怒鳴った。 

「野郎」 と峰吉 はいよ いよ 怒り、 

「さて は 野郎 賭場 を 荒らし、 賭場 銭 さらいに 来 やが つ 

たな！」 

ここで 嘲笑い 毒 吐いた。 

「赤 尾の 林 蔵 は 若い に 似合わず、 万事に 行 届きい い 親 

分 だと、 仲間内で 評判が いいと 聞いた が、 乾兒 へロク 

口 ク小使 さえ くれず、 懐中 さみしく している と 見える。 

乾 兒が場 銭 を さらいに 来た わ—  汝らに 賭場 を 荒 


ら される ような、 高 萩 一 家と 思 つ ている か—  さ 

あみん な この 野郎 を、 袋叩きに して 追い返せ！」 

声に 応じて 八 五郎 はじめ、 高 萩 身内の 乾兒 五六 人、 

ムラ ムラと 寄り 藤 作 を 囲み、 撲り 蹴り 引きずり 廻した。 

「殺せ 殺せ さあ 殺せ！ 骨 は 親分が 拾って くれる！ 

殺せ 殺せ さあ 殺せ！」 

藤 作 は大の 字に 仆れ たま ま、 多勢に 一 人力で は 敵わ 

ず、 ただ 声ば かりで 威張って いた。 

そいつ を 高 萩の 乾兒達 は、 戸外へ 引き出し 抛リ 出し 

た。 


「ナニ 藤 作が 猪 之の 賭場で、 間違い を 起こして 袋叩き 

にされ たと」 

料理屋の 奥で 酒 を 飲んで いた、 赤 尾の 林 蔵 はこれ を 

聞く と、 —— 乾兒の 注進で これ を 聞く と、 長 脇差 を ひつ 

摑み、 

「こうしち や いられね え、 みんな 来い！」 

取 巻いて いた 乾兒を 連れ、 自分の 賭場の 方へ 走って 

行った。 
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高 萩の 猪 之 松 も 料理屋の 座敷で、 四 五 人の 乾兒 たち 


と 酒 を 飲んで いたが、 乾兒の 注進で この 事件 を 知る と、 

顔の 色 を 変えて しま つ た。 

「云う ことに 事 を 欠いて、 ィ カサマが あると 云われ 

ちゃ ァ、 袋叩きに もした だろう さ。 …… が、 相手が 悪 

かった。 日頃から 怨みの 重なって いる、 赤 尾の 林 蔵の 

身内 だからな ァ。 …… こいつ ァ ただで はお さまるまい。 

…… ともかくも 旅籠へ 引き上げろ」 

そこで 旅籠へ 帰って来た。 

林 蔵 も 一 旦 賭場へ 行き、 負傷 をして いる 藤 作へ、 す 

ぐに 応急の 手 あて を 加え、 板で 吊らせて 旅籠へ 運び、 

自分 も 旅籠へ 帰って来た。 


「藤 作の やり方が 悪かった にしても、 場 銭 を さらいに 

来 やが つたと、 こう 云われて は 腹に 据え かねる …… そ 

うでなくて さえ 〔# 「さえ」 は 底本で は 「さへ 匕 怨みの 重 

や つばら 

なる、 高 萩 一 家の 奴 原 だ、 この 際 一 気に 片 づけて しま 

え！」 

なぐり 込みの 準備 を やり 出した。 

という 知らせが 猪 之 松 方 へ 行った。 

「もうこう なって は 仕方がない、 こっちから もな ぐり 

込み を かけて やれ」 

竹槍、 長 脇差、 鉄砲まで 集め、 高 萩 一家 も 準備 を は 

じめ た。 


驚いた の は 他の 貸 元 連で、 小金 井の 半 助、 江 尻の 和 

かじか ざ わ 

助、 鰍 沢の 藤 兵衛、 三保ノ 松の 源 蔵、 その他の 貸 元 ほ 

なかなおり 

とん ど 一同、 一 つ 旅籠へ 集まって、 仲裁の 策 を 相談し 

た。 

その 結果 小金 井の 半 助が、 猪 之 松 方へ 出かけて 行き、 

そうして 鰍 沢の 藤兵衛 が、 林 蔵の 方へ 出かけて 行き、 

事 を 分けて 話す ことにな つた。 

「赤 尾の 身内の 藤 作 どんと やらが、 酒に 酔っての 悪て 

ん ごう、 あんた の 賭場に ィ カサマが あると、 そう 云わ 

れ ちゃ ァ高萩 のにしても、 さぞ 腹が立つ では ありま 

しょうが、 日和 も 続き 馬巿は 繁昌、 おかげで わしら の 


賭場 も 盛り、 芽出度い 芽出度い と 云って 居る 際に、 赤 

尾と 出入りが 起きよう ものなら、 馬巿 もメチ ヤメ チヤ 

諸人 方 は、 どれほど 迷惑す るか しれね え。 その 馬巿も 

明日 一日 だけ。 …… そこで 出来ね え 我慢 をして、 ここ 

はわし 等の 顔を立て、 穏便に 済まして 貰いたい が」 と、 

こう 半 助が 猪 之 松に 話す と、 又 藤 兵 衛は林 蔵に 対し、 

「藤 作 どんが 酔った まぎれの、 賭場 荒しめ いたてん ご 

う も、 景気に 連れての 振舞いで しょうよ、 そいつ を 高 

萩の 身内 衆に、 場 銭 さらいに やって来 たかと、 悪態 さ 

れた では 赤 尾のと して は、 黙って いる こと は 出来ます 

めえ が、 馬巿も 明日 一 日、 どうか 穏便に 済ました いも 


ので。 出入りと なると 諸 商人 はじめ 宿の 者 一統が 難渋 

する ので」 

こう 云つ て 納めよう とした。 

林 蔵 も 猪 之 松 も 頑迷ではなかった。 こう 云われる と 

それ を 押し切って、 私闘 をす る こと は 出来なかった。 

「ではお 任 かせいた しましょう」 と 云った。 

しかし 林 蔵 は 考えた。 

つきあ  な か 

(いずれ 俺と 猪 之 松と は、 将来 交際え る 関係で はない _ 

そのうち 必ず 命 を 賭しての、 出入り 果し 合い をす る こ 

ととな ろう。 一 日 延ばせば 一 日 延ばした だけ、 双方 嫌 

な 目 をす るば かりだ。 …… この 機会に 勝負 をつ けて し 


まおう。 …… 諸人に 迷惑 さえ かけなかったら、 何 を 

やっても いいわけ だ) 

そこで 彼 は 果し状 を 認め、 こっそり 猪 之 松へ 持たせ 

て やった。 

—— 諸人 はか かわりなく 二人 だけで、 今夜 宿 外れの 

くろ かわ ど 

黒 川 渡の 野原で、 勝負しょう という 果し状であった。 

「承知した」 という 返事が 来た。 
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黒 川 渡 は 宿から 半里 ほど 距 てた、 樹木の 茂った 箇所 

であり、 人家な ど は ほとんど なく、 ただ 川の 岸に 渡し 


守の 小屋が、 一 軒 立って いるば かりで あり、 そこ を 渡つ 

て 向こう岸へ 行き、 そこから 西 野 郷へは 行く ので あつ 

た。 

林 蔵 は 渡し守の 小屋まで 来た。 

「爺つ あん 船 を 出して くんな」 

「おや、 これ は 親分さん で、 夜分 渡し船 を 出します の 

は、 堅い 法度で ございま すが …… 」 

「と 云う こと は 知つ ている が …… 」 

「実は たった今 もお 渡しし ましたんで。 法度 は 法度、 

抜道 は 抜道、 ハイ ハイお 渡しいた します とも」 

爺さん は 船 を 出し、 林 蔵 を 乗せて 向こう岸へ ついた。 


「もう 一人 俺の ような 人間が、 渡りて えと 云って 来る 

だろう から、 そうしたら 文句 無く 渡して やつ て くれ」 

「高 萩 の 親分さん じゃァ ございま せんかな」 

「こり ゃァ 驚いた、 どうして 知って る？」 

「たった今 お渡りに なりまして、 同じような こと を 

仰 有い ましたので」 

「さすが は 猪 之 松、 先へ 渡った か、 こいつ はどう も 恐 

れ 入った。 …… じゃァ 爺つ あんこうして くんな。 俺 か 

猪 之 松 かどつ ちか 一人、 間もなく 宿の 方へ 帰る から、 

向こう岸へ 帰らずに 船 をと めて、 ここの 岸で 待つ てい 

て くんな」 


「へい、 よろし ゆう ございます …… が、 お 一人 だけお 

帰りになる ので？」 

「そうさ、 一 人 だけ 帰る のよ。 もう 一 人 は 遠い 旅へ 出 

るんだ。 …… 行って 帰らぬ 旅って やつへ な」 

云いす てて 林 蔵 は 先へ 進んだ。 

と、 雑木の 林の 中から、 

「赤 尾の か、 待って いた」 という、 猪 之 松の 声が 聞 こ 

えてき た。 

「高 萩の か、 遅れて 悪かった」 

「俺 もい まし 方 来たば かりよ」 

木 洩れの 月光の 明るい 所で、 二人 は 顔 を 向かい合わ 


せた。 

「さて 高 萩の」 と 林 蔵 は 云った。 

「三度 目の 決闘 だ、 今度 こそ かた をつ けよう ぜ」 

「うん、 俺 も そのつ もり だ。 …… 最初 は 上 尾の 街道で、 

二度目 は 追分の 宿 外れの 野原で、 三度 目 はこの 黒 川 渡 

で …… 」 

「今度 こそ かたがつ きそう だ」 

じょ ラ 

「三度 目の 定 の 目で な あ」 

「俺が 死んだら オイ 高 萩の、 俺の 繩張 俺の 乾兒、 お前 

みんな 

悉皆 世話 を 見て くれ」 

「心得た、 きっと 見る。 その^わり 俺が 死んだ 時には 


…：- J 

「俺が 悉皆み て やろう」 

「心残り はねえ と 云う もの だ」 

「もつれに もつれた 二人の 仲が、 今夜 こそ スッ パリと 

かたがつ く、 こう 思う と 気持が いいや」 

ち.， こ ）- 

「これまで は 四辺に 人が いて、 勝負す るに も こだわり 

があった が、 今夜 こそ 本当に 二人 だけ だ、 思う存分 切 

リ合 おうぜ」 

「じ ゃァ そろそろ はじめよ うか」 

「やろう、 行く ぜ、 高 萩 猪 之 松！」 

「さあ 抜いた、 林 蔵 来い！」 


甲 源 一刀 流と 新 影 流！ 勢力 伯仲の 二人の 博徒！ 

構え は 同じ 中段に 中段！ 

逸見 多 四 郎と秋 山 要 介と、 当代 一流の 剣豪 を、 師匠 

に 取って 剣道 を、 正規に 学んだ 二人であった。 

い き 

位い 取りから 呼吸 づ かいから、 正しく 鋭く 隙がない。 

が、 若いだ けに 赤 尾の 林 蔵、 やや 気 をい らち 一気に 

勝負と、 相手の 刀 磨り 上げ 気味に、 ジリ ジリと 〔# 「ジ 

リジリ と」 は 底本で は 「ヂリ ヂリと 匕 進み 躍り込もうと 

した 途端、 

「む —— 」 と 呻く 人間の 声が、 どこから ともなく 聞 こ 

えてき た。 


恩謦 集合 

(はてな？) と 林 蔵 は 不審 を 打った。 

(二人の 他に 人 はいない と 思った のに、 人の 呻き 声が 

聞こえる と は) 

こう 注意が 外れた ので、 鉢の 構え も自 ずと 崩れた。 

そこ を 狙って 猪 之 松が、 疾風迅雷、 胴へ 斬り 込んだ。 

「どっこい！」 と 喚く と 林 蔵 は、 一髪の 間に 飛 退いて、 

姿勢 を 整え 構え を 正した。 


もう 寸分の 隙 もない。 

二人 は 互いに 呼吸 を 計り、 その 間隔 を 一間と へだて、 

睨み合って 動かなかった。 

と、 又も 呻き 声が 聞こえた。 

(おや？) と 不審 を 打った の は、 今度 は 高 萩の 猪 之 松 

で、 これ も 注意が 外れた ために、 自 ずと 構えに 隙が 出 

来た。 

(得たり！) とば かり 得意の 諸手 突で、 林 蔵 は 征矢の 

ように 突進した。 

はじめて 鏘 然と 太刀 音が したが、 これ は 猪 之 松が 林 

蔵の 刀 を、 左に 払って 右へ 反した からで、 太刀 音の し 


た 次の 瞬間に は、 二人の 位置が 少し 移った ばかりで、 

構え は 依然として 中段と 中段、 もう 静まり返って いた。 

それにしても 呻き 声 は どこから 来る のであろう？ 

二人から 数 間 離れた 位置に、 藪と 灌木と に 覆われて、 

一個の 大 岩が ころがって いたが、 その 陰に 一人の 武士 

が仆れ てい、 その 武士から 呻き 声 は 来る のであった。 

蒼い 月光に 照らされて、 乱れた 髪、 はだかった 衣裳、 

みずし な 

傷付いた 手足の その 武士が、 水 品 陣十郎 だとい うこと 

が 見て とられた。 

嘉 門の 領地の 動乱から、 命から がら 遁れ 出て、 よう 

やく ここまで 歩いて 来たと ころ、 手足の 負傷、 心の 疲 


労から、 昏倒して しまった 彼であった。 

岩の むこうで 林 蔵と 猪 之 松と が、 刀 を 交し 戦って い 

るので、 目つ かって は 一大事、 声を立てて は 不可ない 

と 思いながら、 つい 呻き 声 を 上げる 彼で もあった。 

おびた だ 

嘉 門の 領地から 遁れ 出た もの は、 相当 夥 しい 数と 

す やま  あきやま 

見え、 この 一角から 遥か 離れた、 巣 山 や 明 山の 中腹 を、 

福 島の 方へ 行く らしい、 たいまつの 火が 点々 と 見えた。 

(どうして 林 蔵と 猪 之 松と が、 こんな 所で 斬り 合って 

いるの か？) 

勿 論陣 十 郎には 合点い かなかった が、 そういう こと 

を 突 詰めて 考え込む ほど、 彼の 気持 は 冷静で なく、 彼 


の 鉢 は 健康でなかった。 

(それにしても 井上 嘉 門の 領地での、 不思議な 怪奇な 

事件の 起伏！ 何と 云ったら いいだろう？) 

悪党の 彼で はあった けれど、 この こと を 思えば 身が 

震える ので あつたが、 悩乱 状態の 陣十郎 に は、 やはり 

この 事 も 冷静な 気持で、 回想す る ことな ど 出来な かつ 

た。 

(こんな 所で 死んで はた まらない！ 早く 人里へ！ 

早く 福 島へ！) 

マ 」 の ことば かり を 思い詰め、 ノ タウ チ ながら 呻き 声 

さ つ さ 

を、 先刻から 上げて いるので あった。 


もう 林 蔵に とっても 猪 之 松に とっても、 呻き 声な ど 

問題で はなくな つていた。 

い き 

次第に 迫る 呼吸 をと とのえ、 一気に 雌雄 を 決しよう 

きざみあし 

と、 刻足 をして ジリ ジリと 〔# 「ジ リジリ と」 は 底本で 

は 「ヂリ ヂリと 匕 進んだ。 

しかし 又も この 折 柄、 意外の 障害が 湧き起 こった。 

雑木林の 間から、 数 本のたい まつの 光が 射し、 四 挺 

の 駕籠 を 取 巻いて、 十数 人の 人々 が、 忽然 現われて 来 

たこと であった。 


井上 嘉 門の 一団で あつたが、 四 梃の 駕籠に 乗って い 

へんみ 

る 者 は、 嘉 門と 逸見 多四郎 と、 お 妻と そうして 東 馬と 

であった。 

「や、 これ は 逸見 先生で」 

猪 之 松 は 思わず 叫ぶ ように 云って、 岩 を 廻って 数 間 

走った。 逃げた というの では 決してな く、 自分の 剣道 

の 師匠で あり、 日頃から 無用の 腕立て や、 殺生 を 厳し 

いまし 

く 戒められ ている、 その 逸見 多四郎 にこん な 姿 を I 

I 抜 身 を ひつ さげて いる こんな 姿 を、 こんなと ころで 

見られる という ことが、 面 伏せに 思われた からで あつ 

た。 


しかし 直ぐに 思い返し、 苦笑い をして 足 を 止めた。 

「そこに 居る の は 猪 之 松で はない か」 

いち 早く その 姿 を 見かけた らしく、 駕籠の 中から 多 

四郎は 叫んだ。 

「駕籠し ばらく 止める がよ い」 

止まった 駕籠から 多 四郎は 出て、 猪 之 松の 方へ 寄つ 

て 行った。 

「抜 身 を ひ つ さげ 何 をして いるの じ や」 

云い 云い これ も 猪 之 松の 横に、 これ も 抜き身 を 引つ 

さげて、 これ も 苦笑 をして 佇んで いる 赤 尾の 林 蔵をジ 

ロリと 見、 


「そなた は 赤 尾 村の 林 蔵 殿 じ やな」 

猪 之 松が 数 間 走った ので、 それに 連れて 自分 も 数 間 

走り、 猪 之 松が 足 を 止めた ので、 自分 も 足 を 止めた 林 

蔵 は、 こう 云われて 頭 を 下げ、 

「逸見の 殿様で ございます るか、 意外の ところでお 目 

にか かり、 恐縮 至極に 存じます る」 

顔見知りの 逸見 多四郎 だった ので、 こう 林 蔵 は 憮然 

として 云った。 

多 四郎の 方で も 林 蔵の 顔 は、 以前に 見かけて 知って 

いた。 それに 自分の 剣道の 弟子た る 高 萩の 猪 之 松の 競 

争 相手 —— そう 云う こと も 知っていた。 で、 この 場の 


光景から、 心に 響く ものが 少なからずあった。 

「猪 之 松」 と 鋭い 声で 云った。 

はたしあい 

「決闘 か？ そうであろう！」 

「  」 

猪 之 松 は 頭 を 下げた。 

「猪 之 松！」 と 又も 多 四郎は 云った。 

「決闘！ それ もよ かろう—  が 決闘した その後 

において、 一体 どのような 良い ことが 残る のか？」 

「  」 

「決闘！ 決闘 …… さて その 結果 は 一人が 死ぬ！ … 

…そうだ 一 人 は 殺される の だ！ よくよく のこと がな 


ければ のう、 決闘な どす る もので はない」 

「  」 

「理由 は 何 か、 云って みい」 

「はい」 と 猪 之 松 は 神妙に 云った。 

「ここに 居ります る 林 蔵の 子分に、 藤 作と 申す る もの 

が ござります るが、 その 者が、 わたくしの 賭場へ 参り、 

乱暴 狼藉いた しました ゆえ、 私 子分 ども 腹 を 控え かね、 

みんなして 袋叩きに いたしました ところ …… 」 

「賭場 荒しが 原因 だな」 

「はい、 さようで ござります」 

「みんなして 藤 作 を 叩いた といえば、 争い は 五分々々 


と いう もの だな」 

「まあ 左様で ございま すが …… 」 

「では、 どうして お前た ち 二人、 あらためて ここで 決 

闘な どす るの だ？」 

「子分の 怨み は 上に 立つ 者の …… 」 

「親分の 怨みに なると いう 訳 か」 

「それば かりで なく、 ずっと 以前から、 林 蔵と 私と は 

犬猿 もた だなら ず …… 」 
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「そのような 噂 も 聞いて 居る、 がその 不和の 原因 も、 


要するに 緦 張りの 取り合い とか、 勢力 争いだ という こ 

とで はない か」 

「はい 左様に ござります、 が 私共 渡世人に とって は緦 

張りと 申す もの 大切でありまして …… 」 

「一体 誰から 許されて、 緦張リ というよ うな もの を こ 

しらえ たの じ や？」 

「  」 

「土地 はお 上、 ご 領主の 物、 それ をなん ぞゃ 博徒 風情 

が、 自分の 勢力範囲 じ やの 緦張リ じ やのと 申し 居る」 

「  」 

「一体お 前た ち は、 何 商売な のじ や？」 


「  」 

「無職 渡世な どと 申して いるが、 お 上で 許さぬ 博奕 を 

し、 法網 をく ぐって 日陰に おいて 生く る、 やくざ もの、 

不頼漢 ではない か！」 

「  」 

「そういう 身分の その 方なら、 行動な ど 万事 穏便に し、 

刃傷沙汰 など 決してい たさず、 謹 しんで くらす のが 当 

然じ や！ それ をなん ぞゃ 決闘と は—  猪 之 松、 

その ほう  のう 

其方 はわし につ いて 剣道 を 学んだ 者 だ つた 喃」 

「お 稽古 いただきまして ^ 」 ざり ます」 

「では 其方 はわし の 弟子 じ や」 


「申す まで も ございません」 

「直れ！」 と 多 四郎は 凄じく 云った。 

「不肖な 弟子 を 手討ちに いたす！」 

すると この 時まで 多 四郎の 言葉 を 黙々 として 聞いて 

いた 林 蔵が、 抜 身 を ソロ リと 鞘に おさめ、 つかつかと 

多 四郎の 前へ 出て 云った。 

「逸見 先生に 申し上げ まする、 私 を もお 手討ちに して 

下さい ませ」 

首 をす つと 差しの ベた。 

r ？」 

多四郎 はた だ 林 蔵 を 見詰めた。 


「先生の 秘蔵 弟子の 猪 之 松 殿 を、 不肖に おとしました 

は、 この 林 蔵に ござり まする」 

「  」 

「林 蔵 さえ 争い を 仕掛け ませねば、 穏和な 高 萩の 猪 之 

松 殿に は 決闘な どいた し はし ませぬ」 

「  」 

「私 を もお 手討ち 下さり ませ」 

そういう 林 蔵の 真面目な 顔 を、 多 四郎は つくづく 眺 

めて いたが、 

「さすが は 男、 立派な お 心！ 多四郎 ことごとく 感心 

いたして ござる …… そこで 多四郎 よりお 願いす る こと 


がござる。 …… 林 蔵 殿、 猪 之 松と 和解 下さい …… 」 

「  」 

ちちぶ 

「一 っ秩 父の 同じ 地方で、 それほどの 立派な 男が 二人、 

両立して 争う とはい かに も 残念！ 戦えば 両虎と も 傷 

つきましょう。 和解して 力 を 一 つに すべき じ や」 

「殿様 …… 」 と 林 蔵 は 頭 を 下げた。 

「まことに ごもっとものお 言葉、 林 蔵 身 にしみ て ご ざ 

リ ます —— 高 萩のに 否や ありませ ねば、 私 よろこんで 

和解いた したく II 」 

「おお 赤 尾の 俺と て 承知 だ！」 と 猪 之 松 も 嬉しそうに 

決然と 云った。 


「これまでの もつれ 水に 流して、 二人 和解し 親しくな 

ろ ぅぜ 」 

この 時 木陰から 声が かかった。 

「この 要 介も大 賛成 じ や」 

秋 山 要 介が 木陰から 出て 来た。 
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そうして、 その後から ついて 来たの は浪之 助と そう 

して 源 女であった。 

いずれも 井上 嘉 門の 領地の 一 大 混乱の 渦から 遁れ、 

ここまで 下って 来たので あった。 


そうして 要 介 は 木陰に 佇み 多 四郎の 扱い を 見て いた 

のであった。 

「猪 之 松と 林 蔵との 和解 は 賛成、 重ねて 逸見 殿と 拙者 

との 争い も、 和解と いう ことにな りましょう な」 

磊落な 要 介 はこう 云って 笑った。 

「おお これ は 秋 山 氏が、 意外の ところでお 目に かかり 

ました。 林 蔵 殿と 猪 之 松との 和解、 貴殿と 拙者との 武 

芸争 い の 和解！ い ずれ を も，、 - 」 賛成 下さ れて 逸見 多 四 

郎 満足で ござる」 

多 四郎も いかにも 嬉しそうに 云った。 

「それに 致しても 秋 山 殿に は 何 用あって、 このような 


所に？」 

「それ は 拙者より お訊きしたい 位で、 何 用あって 逸見 

殿に はこの ような 所に おいでな さるるな？」 

「実は 井上 嘉門 殿の 屋敷に、 滞在いた して 居りました 

ところ  」 

「これ はこれ は 不思議な ことで、 拙者 も 井上 嘉門 殿の 

屋敷に 滞在いた して 居りました ので …… 」 

「や、 さようで、 一 向存ぜ ず、 彼の地に て 御 面会いた 

す こと 出来ず、 残念 至極に 存じ 申す」 

「しかるに 今回の 騒動！ そこで 引 揚げて 参りました 

ので」 


「実は 拙者 も 同様で ござる」 

この 時 嘉門は 駕籠から 出て、 改めて 要 介へ 挨拶 をし 

た。 

「ここに 居りましても 致し方 ござらぬ、 ともかくも 福 

島まで 引 揚げましょう」 

こう 多 四郎が 云った ので、 一 同 それに 同意した。 

一同が この 地から 立ち去った 後 は、 また この 地 は ひ 

としきり、 深い 林と 月光との、 無人の 静かな 境地と なつ 

ていた。 

しかし 岩 陰に は 陣十郎 が 負傷に 苦しんで 呻いて いた。 


大 岩の 陰に いたた めに、 多四郎 にも 要 介に も 見 あら 

わされず、 そのこと は 幸福に 感じられ たが、 お 妻 や 源 

女 を 見かけながら、 どうに もす る ことが 出来なかった 

こと は、 彼に は 残念に 思われた。 

「ここに 居ても 仕方がない」 

こう 思って 彼 は 立ち上った。 

「痛い！ 痛い！ 痛い！」 と 声 を あげ、 陣十郎 はす 

ぐに 仆れ、 右の 足の 膝の 辺り を 抑えた。 

「ぁッ …… 膝の 骨が 砕けて 居る わ」 

やがて 秋が 訪れて 来た。 


御三家の 筆頭 尾 張 家の 城下、 名 古屋の 町に も 桜の 葉 

などが 風に 誘われて 散る ようになった。 

この頃 知行 一万 石、 & 河原 東巿 正のお 屋敷に おいて 

月見の 宴が 催され、 家中の 重臣 や 若侍が、 そのお 屋敷 

に 招かれて いた。 

ずしよ  けんもつ 

竹腰但 馬、 渡 辺 半左衛 門、 平 岩 図書、 成瀬監 物、 等々 

の 高禄の 武士た ち は、 主人 東巿 正と 同席し、 まことに 

上品に おとなしく 昔話な どに 興じて いたが、 若侍た ち 

は 若侍た ちで、 少し 離れた 別の 座敷で あたかも 無礼講 

の 有様で、 高 笑、 放談、 自慢話 —— 女の 話、 妖怪変化 

の 話、 勝負事の 話な どに 興じて いた。 


と 佐 伯 勘 六と いう 一 一十 八 九 歳の 侍が、 

「辻 斬の 噂 をお 聞き かな」 と、 一 座 を 見廻して 云い 出 

した。 

月見の 宴で 

「辻 斬の 噂、 どんな 辻 斬で？」 と 前 田 主 膳と いう 武士 

が 訊いた。 

「撞木杖 をつ いた 跛 者の 武士が 辻斬り を するとい うこ 

ござ 

とで 厶 るが」 


「その 噂なら 存じて 居ります」 

「不思議な 太刀 使い をす るそう で」 

「こう ヒョィ と 車に 返し、 すぐに ドッと 胴 輪切りに か 

ける  と いう ザ J とであります そうで」 

この 話 はこれ で 終って しまった。 

盃が 廻り 姚 子が 運ばれ、 お 酌の 美しい 若衆 武士が、 

華やかに 座 を 斡旋して 廻った。 

ぢさ ふ. 

「拙者 数日 前 備前屋 の 店頭で、 長 船の 新刀 を もとめ ま 

したが、 泰平の ご 時世 試し斬り も 出来ず、 その 切れ味 

いまに 不明、 ちと 心外で ございま すよ」 

と、 川上 嘉次郎 という 武士が 云って、 酔った 眼で あ 


たり を 見廻した。 

「貴殿 も 新刀 をお もとめ か、 実は 拙者 ももと めまして 

な …… 相 州 物 だとい うこと で厶 るが、 やはり 切れ味 は 

不明で 厶る」 

こう 云った の は 二十 五六 才の、 古巣 右内と いう 武士 

であった。 

「ナ— 二 切れ味 を 知りたい となら、 近くの 大曾 根の 田 

圃へ 行き、 乞食で も 斬れば 知れ 申す よ」 と 柱に 背中 を 

もたせかけて、 赧 顔を燈 火に 照し、 少し 悪 酔 をしたら 

しい、 金 田 一新 助と いう 武士が 云い、 

「近来お 城下に 性の よくない、 乞食が 殖えた ようで、 


機会 ある ごとに たたつ 斬った 方が よろしい」 

「なるほど これ は 妙案で 厶 るな」 

「乞食なら 斬っても よろしかろう」 と 二三 人の 武士が 

雷同した。 しかし この 話 もこれ で 終り、 女の 話へ 移つ 

て 行った。 

「拙者 ひどい 目に 逢い ましたよ」 

瀬戸 金彌 という 一 一十 二三の 武士が、 苦笑いしながら 

話し 出した。 

「数日 前の 夜で 厶 るが、 大須の 境内 を 歩いて 居ります 

と、 若い 女が 来 かかりました。 あの 辺りの ことで 厶る 

によって、 夜鷹で もあろう と 推察し、 近寄って ヒョィ 


と 手 を 取りました ところ、 その 手 を 逆に 返されまして、 

途端に 拙者 ころび ましたが、 どうやら 女に 投げられた 

ようで」 

「アツ ハ ッ ハツ」 と 一 同 は 笑った。 

「女 を ころばす の は 判って いるが、 女に ころばされる 

とはサ カサマ じ や」 

「そこが 色男の 本性 かな」 

「その 女 柔術で も 出来る のかな？」 

「さようで」 と金 彌 という 武士 は 云った。 

「零落 をした 武家の 娘 —— と 云 つたよう な 様子で ご 

ざった。 身 装 は穢く ありまし たが、 顔 や 姿 は 美しく 上 


品で ありまし たよ」 

この 時 川上 嘉次郎 と、 古巣 右内と が 囁き 合い、 金 田 

一新 助へ 耳う ち をした。 すると 新 助 は ニヤ リと 笑い、 

二三 度 頷いて 立ち上り、 つづいて 嘉次郎 と 右内と が 立 

ち、 こっそり 部屋 を 出て 行った。 

雑談に 余念 〔# 「余念」 は 底本で は 「余 年 匕 のない 一座 

の 者 は、 誰も それに 気がつかなかった が、 床柱に 背 を 

もたせかけ コ クリコ クリと 居眠り をして いた、 秋 山 要 

介 一人 だけが、 この 時 ヒョィ と 眼 を あげて、 三人の 姿 

を 見送って、 審 しそうに 眉 を ひそめた。 

しかし 眉 を ひそめた だけで、 声 も かけず 立っても 行 


かず、 また 直ぐに 眼 を 閉じて、 長閑そう に 居眠り をつ 

づけ 出した。 
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何故 要 介が こんな 所に いるの か？ 福 島の 馬市が 首 

尾よ く 終える や、 赤 尾の 林 蔵と 高 萩の 猪 之 松と は、 和 

解した ので 親しくな り、 打ち連れ 立って 故郷へ 帰った。 

そこで 要 介 は 門弟の 浪之 助へ、 源 女を附 けて 江戸へ 

帰し、 自分 一 人 だけが 名 古屋へ 来た。 

尾 張 家の 重臣 諌早 勘兵衛 が、 要 介の 知己で あるから 

であり、 せっかく 福 島まで 来たので あるから、 久々 で 


名 古屋へ 出かけて 行き、 諌早 殿に お 目に かかり、 お 城 

下見 物 をす る ことにしようと、 そこで 出かけて 来たの 

であった。 

秋 山 要 介の 高い 武名 は、 尾 張 藩に も 知られて いたの 

で、 今夜の 宴に も 勘 兵衛と 一緒に、 要 介 は 石 河原 家へ 

招かれた。 

最初 要 介 は 重臣た ちと まじり、 別の 部屋で 談笑して 

いたので あつたが、 磊落の 彼に はそう いう 座の 空気が 

どうに も 窮屈で ならな か つ た。 

そこで そっと、 にり 出て、 若侍 たちのい る この 部屋へ 

来て、 若侍た ちの 話 を 聞いて いるう ちに トロ トロと 居 


眠り を やり 出した ので ある。 

夜 は 次第に 更けて 来たが、 酒宴 は 容易に 終りそう も 

なく、 人々 の気焰 はいよ いよ あがった。 

と、 その 部屋 を 出て 行った、 古巣 右内と いう 若侍が、 

ま つ さお 

蒼白な 顔 をして 帰って来た。 

「どうした どうした」 

「顔色が 悪い ぞ」 

「今まで どこへ 行って いたの だ」 

と 若侍た ち は 口々 に 訊いた。 

「面目 次第 もない こと を 仕出来しまして」 

右内 は 震える 口で 云った。 


「新刀の 試し切りい たそうと 存じて、 川上 氏と 金 田 一 

氏 共々、 大曾 根の 乞食 小屋まで 参りました ところ、 一 

つの 小屋の 菰 垂れの 裾より、 白刃 ひらめきい でまして、 

ござ 

あの 豪勇の 金 田 一氏が、 片足 を 斬り 落とされまして 厶 

ります る」 

「なに 乞食に 金 田 一 氏が ：：： 」 

若侍た ち は 森 然として しま つ た。 

それと いうの は 金 田 一新 助 は、 尾 張 藩の 中で も かな 

リの 使い手と して、 尊敬され ている 武芸者 だからで 

あった。 

「そこで 拙者と 川上 氏と で、 金 田 一氏お 屋敷まで、 金 


田 一氏 をお 送りいた し、 川上 氏 は そのまま 止まり、 拙 

者 一人 だけ 帰って 参った ので 厶 るが …… 」 と 古巣 右内 

は 面目な さそう に 云った。 

一 同 は 何とも 云わなかった。 

同僚が 斬られた というので あるから、 本来 なれば 出 

かけて 行って、 復譬 すべきが 当然な ので あるが、 相手 

が 武士であろう ことか、 乞食 小屋の 乞食 だとい うので 

あるから、 討ち果した ところで 自慢に もなら ず、 もし 

反対に 討 たれで もしたら —— 相手 は 随分 強そう である 

から、 —— 討 たれで もしたら 恥辱の 恥辱で ある。 

で 黙って いるので あった。 


この 時 要 介はヒ ョィと 立つ た。 

そうして 部屋 を 出て 行った。 

満月の 光 を 浴びながら、 秋 山 要 介 は大曾 根の 方へ、 

静かな 足 どり で 歩いて 行った。 

まだ この辺り は 屋敷町で、 昼 も ひっそり としたと こ 

ろな ので あるが、 更けた 夜の 今 はいよ いよ 寂しく 歩く 

人の 足音 もな く、 歩く 人の 姿 もなかった。 

疑い 合う 兄妹 


この 夜大曾 根の 農家の 一間に、 兄妹の 者が 話して い 

た。 

もん ど  すみえ 

主 水と そうして 澄 江と であった。 

馬 大尽 井上 嘉 門の 領地の、 あの 生地獄へ 落された 澄 

江が、 どうして こんな 所に 来て いるかと いうに、 あの 

夜 暴民た ち は その 生地獄の 上の、 断崖へ 押しよ せて 行 

き、 生地獄に いる 人々 を 助けよう として、 幾 筋と なく 

綱 を 下ろした。 

それへ 鎚 つて 地獄の 人々 は、 あの 谷から 引き揚げら 

れた。 


その 中に 澄 江 もいた のであった。 

そうして 暴動の 人 渦に 雑って、 嘉 門の 領地 を さま 

よってい るう ちに、 幸運に も 義兄の 主 水と 逢った。 

その 時の 二人の 喜び は！ 

互いの 過去 を 物語り、 巡り逢えた 幸運 を 感謝し なが 

しゅく 

ら、 井上 嘉 門の 領地 を 遁れ、 まず 福 島の 宿へ 来た。 

そ y 」 で 陣十郎 の 消息 を 尋ねた 。 

名 古屋の 城下へ 行ったら しかった。 

で、 兄妹 は 連れ立って、 名 古屋へ 来たので あって、 

この 地へ 来る と 主 水と 澄 江と は、 とりあえず 旅籠に 逗 

留 して、 陣十郎 の 行方 を 尋ねた。 


が、 城下 は なかなかに 広く、 行方 を 知る ことが 出来 

なかった。 

それに これまでの 艱難辛苦で、 主 水の 鉢 も 澄 江の 鉢 

も、 疲労困憊 を 尽くして いた。 

静養し なければ ならな か つ た。 

それに 旅 用の 金子な ども、 追々 少なくな つて 来たの 

で、 城下の 旅籠 を 引 払い、 農家の 離 家 を 借り受けて、 

かたき 

そこへ 移って 自炊 をし、 敵の 行方 を 尋ねる と共に、 身 

体 をいた わる ことにした。 

鳴きし きる 虫の 音に 時々 まじって、 木 葉の 落ちる し 

め やかな 音が、 燈 火の 暗い 古びた 部屋へ、 秋の 寂し さ 


を 伝えて 来た。 

「 お 兄 様) J 気分 はいかが です か？」 

心配そう に 澄 江 は 訊いた。 

「うむ、 どうもよ くないよ」 

主 水 はこ の 頃 病気な のであった。 

と 云っても これと いって、 心臓と か 肺臓と か、 そう 

いう ものの 病気で はなく、 気鬱の 病気に かかって いる 

のであった。 

(澄 江が 水 品 陣十郎 と、 寝 泊り をして 旅 をして 来たと 

は！) 

この ことが 気鬱の 原因であった。 


互いに 過去の 話 をした 時、 この こと を 澄 江 は 主 水に 

話し、 寝 泊り して 旅 こそして 来たが、 鉢に —— 貞操に 

は 欠ける ところがな いと、 この ことに ついては 力説し 

た。 そこで 主 水 もお 妻と 一緒に、 寝 泊り をして 旅 をし 

て 来た こと を、 きわめて 率直に 打ち あけて、 そうして 

やはり 肉体的に は、 なんら 欠点の ない という こと を、 

澄 江が 安心す るよう に 話した。 

艱難辛苦 をした あげく、 久しぶりで 逢った 主 水と 澄 

江と は、 その 邂逅に 歓喜して、 疑わしい 過去の そうい 

う 生活 を も、 疑う ことなく 許し 合った。 

が、 その 歓喜が やがて 消えて、 平静の 生活に 返って 


来る と、 相互に この ことが 疑われ 出した。 

二人 は 兄妹と はいう ものの、 行く行く は 夫婦になる 

べきと ころの、 義兄 妹で あり 許婚であった。 

そうして 水 品 陣十郎 が、 父庄 右衛門 を 殺害した の は、 

澄 江に 横恋慕した 結果からの はず だ。 

その 陣十郎 と 二人 だけで、 寝 泊り して 旅 をして 来た 

と いう！ 

主 水 は 苦悶せ ざる を 得な か つ た。 
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主 水が 苦悶す ると 同じように、 澄 江 も 苦悶せ ざる を 


得なかった。 

(あの 好色のお 妻と いう 女と、 一 つ 宿に 寝泊リ して、 

旅 をして 幾日 か 来たから に は、 ただで はすむべき はず 

がない。 情交が ある ものと 思わなければ ならない) 

苦悶せ ざる を 得な いのであった。 

そういう 二人の 心 持 を  その 苦しい 心 持 を、 カラ 

リと 晴らす 方法 はとい えば、 陣十郎 とお 妻と が 現われ 

て 来て、 その 二人が 自分の 口から、 そういう 関係の な 

かった という こと を、 証明す るより 外はなかった。 

ところが 二人 は 二人ながら、 主 水た ちの 敵で あり、 

ゆくえ 

その 行衛は 未だに 知れない。 従って 二人の 苦しい 心 持 


の、 解け 消える 機会 はない のであった。 

「澄 江 殿」 と 他人行儀の、 冷い 口調で 主 水 は 云った。 

「長の 月日お 父上の 敵、 陣十郎 め を 討とう 討とうと、 

千辛万苦い たしても、 今に 討つ ことなら ぬと は、 われ 

われ 二人 神 や 仏に、 見放された 結果 かもしれ ませぬ… 

…将来 どのように 探そうと も、 陣十郎 の行衛 結局 知れ 

じ ま 

ず …… 知れず 終い になろう もしれ ませぬ …… わしに 

と つ て は 無念 至極で は) J ざるが、 澄 江 殿に と つ て は そ 

の 方が、 かえってよ いか もしれ ませぬ のう …… アツ 

ハツ ハ ッ よいと もよ いと も！」 

「  」 


澄 江 は 返事 を もせず 首 垂れて いた。 

(また 皮肉 を 仰 有る と 見える。 …… わたし はもう 何に 

も 云うまい) 

こう 思つ て 黙って いるので あった。 

「のう 澄 江 殿」 と 又 主 水 は、 意地の 悪い 調子で 云いつ 

づけた。 

「わしに は 不思議で なり ませぬ よ …… お 父上の 敵の 陣 

十郎 と、 一緒に 旅 をして 居りながら、 その 敵 を 討って 

取ろうと、 一太 刀な りと 加えなかった と は」 

「  」 

「弱い 女の 身に してから が、 同じ 部屋に 寝 泊り して 来 


た 以上、 相手の 眠り をう かがって、 討ちと る 機会 は あ 

リ ました はず じ や …… それ を見遁 して 討た なか つ たか 

らに は、 討てない 理由が あった ものと …… 」 

「  」 

「わし は 不幸 だ！」 と 不意に 主 水 は、 昂奮して 血走つ 

た 声で 叫んだ。 

「敵に 肌身 を穢 された 女 を、 妻に しなければ ならない 

と は！」 

「あなた！」 と 澄 江 は 顔色 を 変え、 鉢 を ヮナヮ ナ顫ゎ 

せて、 腹に 据え かねた ように 叫び 返した。 

「以前に も 再々 申しました とおり、 陣十郎 と 連立って、 


道中 旅 をして 参りました は、 秩 父の 高 萩の 猪 之 松の 家 

で、 馬 大尽の 井上 嘉 門に、 すんで に 肌身 穢 されようと 

したの を、 陣十郎 に 助けられました からで …… 恩 は 恩、 

仇 は 仇、 なんのお 父上の 敵な どに、 この 肌身 を穢 させ 

ましょう や …… 道中 陣十郎 を見遁 しました は、 助けら 

れた 恩からで ございます …… それにいた しましても 

貴方 様に —— 未来の 良人の あなた 様に、 そのような こ 

と を 疑われまして は、 生きて 居る 望み ござ リま せぬ！ 

死にます 死にます 妾 は 死にます！」 

いきなり 刀 を 取って 抜いた。 
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主 水 は 仰天して 腕 を 伸ばし、 その 抜 身 を もぎ 取った。 

澄 江 は 畳へ 額 をつ け、 ひた 泣きに 泣く ばかりで あつ 

た。 

抜 身 を 鞘へ そっと 納め、 手の 届かない 遠くへ 押し や 

り、 主 水 も 腕 を 組んで 考え込んだ。 

(地獄の 苦しみ だ) とそう 思った。 

(こういう 苦しみ を するとい うの も、 みな 水 品 陣十郎 

のた めだ) 

また ここ へ 考えが 落ちて 行った。 

(どうと もして 早く あいつの 居場所 を、 探り 知って 討 


ち 取りたい もの だ) 

(旅 用の 金 も 残り 少なに なった) 

この こと も 随分 辛 いのであった。 

胸 は 苦しく 頭痛 さえして 来た。 

不意に 主 水 は 立ち上り、 障子 を あけ、 雨戸 を あけ、 

縁に 立って 戸外 を 見た。 

一 跨ぎに も 足りない 竹垣 をへ だて、 向かい はずつ と 

田畑で あり、 月の 光が 農作物の 上に、 水銀の ように 照つ 

ていた。 

へ んみ 

でも 一方 右手の 方に は、 逸見 三 家中の 名古屋 逸見 家 

の、 大 旗本の 下屋敷の ような、 宏大な 屋敷の 一 部が、 


黒く 厳めしく 立って いて、 それが 月光 を 遮って いるの 

で、 その 辺り 一体が 暗く 見えて いた。 

(ああい う 所に は 有り余る 金が、 腐る ほど 死蔵され て 

いるの だろう な あ) 

ふと こんな ことが 思われて、 主 水 は その 方 を 眺め 

やった。 

秋 山 要 介 は 屋敷町 を 抜けて、 大曾 根の 方へ 歩いて い 

た。 

尾 張 家の 相当の 使い手の 武士 を、 乞食 風情で 小屋の 

裾から、 一 刀に 足 を 斬った という —— この ことが 要 介 


に は 不思議 でなら ず、 いずれ その 乞食 は 武士 あが り の 、 

名 ある 人間に 相違ない、 人物 を 見 素性 を 知りたい もの 

だ、 それに 自分が 武芸者 だけに、 研究心と 好奇心と か 

ら、 その 乞食と 逢おう ために、 酒宴の 席から 抜け出し 

て、 こうして 歩いて 来たので あった。 

そして 大曾 根に 迪り ついた。 

飛々 に 農家が あるば かりで、 後 は 一 面の 耕地で あり、 

ただ 一 所に 宏大 極まる 名古屋 逸見 家の 大屋 敷が、 この 

辺 リー 体 を 支配す るかの ように、 月光の 中に 黒く 高く、 

厳しく 立つ ている ばかりであった。 

土塀 を 四方に 厳重に 巡らし、 土塀の 内側へ 植込を 茂 


らせ、 夜鳥 を 宿らせて いるら しく、 時々 啼 音が 落ちて 

来た。 

その 屋敷の 横 を 通り、 要 介 は 先へ 進んで 行った。 

と、 遥かの 行 手に あたって、 掘つ 建て 小屋が 点々 と、 

みすぼらしい 形に 並んで いるの が 見えた。 

その 方へ 要 介 は 進んで 行 つ た。 

しかしに わかに 足 を 止め、 

「はてな」 と 眩いて 凝視した。 

小屋から 十数 人の 人影が、 バッタ のように 飛び出し 

て 来て、 それが 一団に かたまって、 こっちへ 歩いて 来 

るからで あ つ た。 


なんとなく 異様に 思われた ので、 積 藁の 陰へ 身 を か 

くし、 要 介 はしば らく 待って いた。 

編 笠 を かぶり、 撞木杖 をつ いた、 浪人 を 先頭に 立て 

ながら、 乞食の 一 団が 近寄って 来た。 

撞木杖の 武士 

へんみ 

乞食の 一 団は 話し合いながら、 逸見 屋敷の 方へ 歩い 

て 行った。 

「試し切りに 来たらし い 尾 張 藩の 武士 を、 菰垂の 裾 か 


ら ただ 一刀に、 足 をお 斬りに なった 先生の 腕前、 まつ 

たく 凄い もので ございま したよ」 と、 一 人の 乞食が 感 

嘆した ように 云う と、 

「あれな ど は 小 供 だまし さ」 と 撞木杖の 武士 は 事 も 無 

ナこゝ 

「足が 満足であった 頃に は、 五 人で あろうと、 十 人で 

あろうと、 撫斬りに した ものだった が」 と、 感慨 深 そ 

うにそう 云 つ た。 

要 介 は 黙って 積 藁の 陰で、 そういう 話 を 聞いて いた 

が、 彼らが その 前 を 行き過ぎ ると、 その後から 付いて 

行った。 


(撞木杖 をつ いている 片 脚の 武士が、 尾 張 家の 武士 を 

菰垂の 裾から、 一 刀に 斬った 奴な の だな) 

こう 思った からで ある。 

乞食の 一 団は 逸見 屋敷の 裏門の 前で 足 を 止めた。 

逸見 屋敷の 巨大な 内 土蔵の 中に、 二人の 人間が 話し 

ていた。 

一 人 は 馬 大尽の 井上 嘉 門で あり、 もう 一 人 は 逸見 多 

四郎 であった。 

二人の 眼前に ある ものと いえば、 錤ゃ鉄 環で 鎧 われ 

たと ころの、 巨大な いくつかの 唐櫃で あり、 その 中に 


充 ちている 物と いえば、 黄金の 延棒 や 銀の 板 や、 その 

他 貴 金 属 の 器具 や 武具 であった。 

昭和年間の 価値に 換算したら、 何百 萬両 になろうと 

も 知れなかった。 

「なるほど」 と 多 四郎は 溜息 をしながら 云った。 

「伝説 以上の 莫大な 財産で」 

「さようで」 と 嘉門は 頷いて 云った。 

「 名古屋 逸見 家 にある 分 だけが、 これ だけな ので ござ 

います …… 。 この 他に 知 多の 逸見 家に も、 また 犬 山の 

逸見 家に も、 これほどの 財宝が 蔵して あります ので」 

「その 三 家 を 支配して いる 者が、 貴殿 井上 嘉門 殿な の 


で」 

「はい 代々 井上 嘉 門が 支配いた して 居りました。 …… 

で、 この 秘密 を 保った めに、 逸見 三 家 は 家憲と して、 

外界との 交際 を 避けて 居りました」 

「それ は 聡明な や リロで は ござる が、 しかし これほど 

莫大な 財宝 を、 死蔵いた すと いう こと は …… 」 

「さよう さよう」 と 嘉門は 云った。 

「今後 これまでの ような 保存の やり方で は、 よろしく 

ないように 存 せられ まする …… それに このように 貴方 

様へ 財宝の 在り 場所お 知らせした 以上、 今後と もお 

ち か らぞ 

力添え をいた だいて、 この 財宝の 使用方に つき、 研究 


いたした く 存じます る」 

「結構、 何なりと お 力に なりましょう」 

それにしても どうして この 二人が、 こんな 逸見 家な 

どに いるので あろう？ 

それ は 例の 騒動から 嘉門ゃ 多四郎 たち は 木曽福 島に 

遁れ、 そこから 共に 名 古屋の 地へ 来、 逸見 三 家の 実際 

の 主人が、 井上 嘉門 その 人だった ので、 まず 名 古屋逸 

見 家の 屋敷へ、 一同 入った のにす ぎない のであった。 
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おもや 

この 時 主家の 方角から、 暄 騒の 声が 聞こえて きた。 


嘉 門と 多 四 郎とは 眼 を 見合せ たが、 内蔵 を 出る と 扉 

をと じ、 主家の 方へ 走って 行った。 

見れば、 一大事が 起こって いた。 

得物 を 持った 多数の 乞食が、 撞木杖 をつ いた 浪人に 

指揮され、 家財 を 奪おうと している の を、 家の 者が 防 

いでいる のであった。 

編 笠 を 刎ねの けた 撞木杖の 武士 は、 ほかならぬ 水 品 

陣十郎 であった。 

その 陣十郎 は 右の 片手で、 お 妻の 襟が み を摑ん でい 

た。 

井上 嘉 門の 領地 内で、 一 騒動 を 起こした が、 自分 も 


負傷して 不具と なった。 左の 片足 を 傷つけ たので ある。 

福 島へ 出、 名 古屋へ 出た。 

生活の 道がなかった ので、 とうとう 乞食に までおち 

ぶれて しまった。 

乞食 仲間 を 煽動し、 今宵 逸見 家 を 襲った の は、 金銭 

を 得よう ためだつ たので ある。 さて 逸見 家へ 乱入して 

見れば 昔の 情婦で 自分 を 裏切った お 妻が、 意外に も 姿 

を 現わした。 

「おのれ！」 とば かり 引つ とらえた ので ある。 

と、 そこへ 龃け 込んで 来たの が、 嘉 門と そうして 多 

四郎 とであった。 


「陣十 郎ォ— ッ」 

「あ ッ、 逸見 先生！」 

陣十郎 は 仰天し、 片手で お 妻 を 小脇に 抱く と、 撞木 

杖 を 飛ばして 走り出した。 

「待て！ 陣十 郎ォ— ッ」 と 追う 多四郎 を、 乞食 ども 

は 遮った。 

おのれ 

「邪魔す るか 汝！」 と 怒った 多四郎 が、 刀 を 抜いた 瞬 

間に、 乞食 を 背後から 斬 リ仆す 者が あった。 

それ は 秋 山 要 介であった。 

「や、 貴殿 は 秋 山 氏！」 

「おお これ は 逸見 先生で」 


「秋 山 氏に は、 どうして ここへ？」 

「乞食 ども 怪しい 片輪 武士と、 ともども この 屋敷へ 潜 

入いた しました を、 つけて 参って 拙者 見届け、 押 込み 

と 推し、 ご注意い たそうと、 拙者 も 潜入いた した 次第 

で」 

「その 片輪 武士 こそ 陣十郎 で ござる」 

「ナ 二、 陣 十郎？ さようで ござった か。 …… して そ 

奴、 陣十郎 め は？」 

「お 妻と 申す 女 を 奪い、 たった今 しがた 逃げまして ご 

ざる」 

「追いましょう、 逃がして はならぬ」 


「御意で！ 追いましょう、 遠く は 行くまい！」 

多 四 郎と要 介と は 走り出した。 

乞食 ど も はいつ か 逃げ 散 つていた。 

お 妻 を 引つ かかえた 陣十郎 は、 この頃 耕地 を 走って 

いた。 

後から 追 つ て 来る 足音が する。 

(どこかへ 隠れて …… 隠れなければ ならない) 

見れば 一 軒の 農家が あって、 燈 火の 光が 洩れて 見え 

た。 

(よし あそこ へ かくま つ て 貰おう) 


陣十郎 は そっちへ 走った。 

雨戸が 一 枚 あいていて、 人の 姿が そこに ぼんやりと 

見えた。 

「狼藉者に 襲われました もの、 しばらくお かくまい 下 

されい」 

「よろ しゅござる」 とその 人 は 云い、 一 方へ 鉢 を 開い 

た。 

本懐 遂ぐ 

で、 燈 火が 雨戸の 間から、 ほのかながら も 庭先へ 射 


した。 

みずし な 

「や ァ、 汝は水 品陣十 郎ォ— ッ」 

しぎ さわ もん ど 

「誰 だ？ や ァ嶋澤 主 水 かァ— ッ」 

縁に 佇んで いた 者 は、 嶋澤主 水 その 人であった。 

庭へ 射し 出た 燈 火の 光で、 陣十郎 を 認めた 嶋澤主 水 

は、 叫ぶ と 同時に 刀 を ひつ 摑み、 庭へ 躍り 出る と 積る 

怨み、 ほとんど 夢中で 斬り 込んだ。 

「わつ」 

陣十郎 は 地に 仆れ た。 

片手に お 妻 を 抱えて いた。 

しかも 片足 は 不具で あつ た。 


満足な 方の 右の 足の、 股の 辺り を 斬られた ので ある。 

とその 瞬間、 澄 江が 刀 を 抜き そばめ、 縁から 庭へ 飛 

び 下りた。 

「澄 江 殿かァ ー ッ」 と 死期 迫った 声で、 陣十郎 は 呼ば 

わった。 

「其方に 懸想した ばかりに …… が 今では 二人 一 緒に、 

木曽 街道の 旅 はした が、 鉢に 操に 傷付けなかった こと 

を、 陣十郎 の 本性に、 善心の あった 証拠と して 心 はれ 

ばれ 存じ 居る …… いざ 主 水 拙者 を 討て！ その 前に こ 

の 女 を！」 

お 妻 を 放す と 放した 手で、 刀 引抜きお 妻の 肩 を、 胸 


にかけ て 割りつ けた。 

「ヒ —— ッ」 と仆 れてノ タウ ッぉ 妻！ でも 断末魔の 

息の下で、 

「主 水 様、 この 世の 名残りに、 お 目に かかれて 本望で 

ござんす …… 一 一人 一 緒に 旅 はし ましたが、 とうとう 最 

後まで 赤の他人 …… 今 は やっぱり 陣十郎 殿の 女房 …… 

良人に 討 たれて 死にます る」 

「討て 主 水！ いざ 立派に！」 

「よい 覚悟！ 討つ ぞ陣十 郎！」 

主 水の 切り 下した 刀の 下に、 陣十郎 の 息 は 絶え、 そ 

れに 寄り かかつ てお 妻 も 死んだ。 


間もなく そこへ 龃 けつけ て 来たの は 逸見 多 四 郎と秋 

山 要 介と であった。 

主 水と 澄 江と が 婚礼した の は、 その 翌年の ことで 

あって、 仲の よい 夫婦と して 榊 原 家で は 同僚た ちがう 

ら やんだ。 

多 四 郎と要 介と は 親友と なり、 井上 嘉 門の 大宝 財の、 

使用方な どに ついて 相談な ど をした。 

源 女 は 本心 を 取り もどし、 女 芸人と して 名声 を馳 せ、 

杉 浪之助 は その 後援者と して、 何くれとなく 世話 をし 

て やった。 


赤 尾の 林 蔵と 高 萩の 猪 之 松と は、 一 時 和睦 はした も 

のの、 やはり 両雄なら び 立たず、 その後 対抗す るよう 

になった が、 それ は 後日の 出来事であった。 


底本 ： 「国 枝史郎 伝奇 全集 巻 四」 未知 谷 

1993  (平成 5) 年 5 月^日 初版 発行 

初出 ： 「山形 新聞」 

1936  (昭和 n) 年 3 月； 8 月^日 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 以下の 場合に は 大振りに つくって い 

ま ^9 

「戸ケ崎 熊 太郎」 「広 谷ケ 原」 

※底本 は、 「行方 \ 行 衛」、 「提燈 \ 提灯」、 「綺麗 \ 奇麗」、 

「子分 \ 乾 兒\ 乾 児 \ 乾 分」、 「仰 有る \ 有 仰る \ 仰 言 

る」 を 混在 させて いますが、 底本の ママと しました。 


※小見出しの 終わりから、 行末まで 伸びた S は、 入力 

しません でした。 

入力 ： 阿 和泉拓 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 oo 7 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


